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はじめに

このドキュメントは、Oracleライセンス契約の条件に基づくプログラム・ドキュメントの一部であり、Oracleプログラムで使用できる機能、動作およびオプションをユーザーが理解する際に役立つよう作成されています。ライセンス要件に関するご質問は、オラクル社の販売代理店にお問合せいただくか、「関連ドキュメント」に記載されているリソースを参照してください。

Oracle Enterprise Manager 12cには、様々な開発環境およびデプロイ環境に適した複数のエディションがあります。オラクル社では、特定のアプリケーション要件に対応するようOracle Enterprise Managerの機能を拡張するためのEnterprise Managerオプションもいくつか提供しています。このドキュメントには、これらのオプション製品に関する情報が記載されています。

この章には、次の各項が含まれます。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則


	
変更点





対象読者

このマニュアルは、Oracle Enterprise Managerリリース12.1を購入したすべてのユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracleドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Databaseライセンス情報』


	
『Oracle Application Serverライセンス情報』


	
『Oracle Enterprise Manager概要』




これらのドキュメントは、Oracle Help Centerで入手できます。


http://docs.oracle.com/en/





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。









変更点

次の表に、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cのライセンス情報ガイドの最新版での変更点の概要を示します。


	部品番号	変更点の概要
	B66197-15 (原本部品番号: E24474-39)	ドキュメント・タイトルをライセンス情報ユーザー・マニュアルに更新しました。
「Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なCLI動詞」にcreate_dbprofile動詞を追加しました。

「Enterprise Managerの使用制限付きライセンス」のリストを更新しました。

付録A「サード・パーティ・ライセンス」および付録B「Oracle Enterprise Manager Ops Centerのサード・パーティ・ライセンス」の形式を更新しました。


	B66197-14 (原本部品番号: E24474-38)	Oracle Diagnostics Packのデータ・ディクショナリ・ビューを明確化しました。
Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスが必要なリンクへのアクセスおよびOracle Data Masking Packのライセンスが必要なリンクへのアクセスのデータ・マスキング定義を明確化しました。

Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのスナップ・クローンの説明およびライセンスが必要なEMCLI動詞を更新しました。

Oracle Enterprise Manager Ops Centerのサード・パーティ・ライセンスを更新しました。


	B66197-13 (原本部品番号: E24474-37)	Management Pack Plus for Identity Managementの機能および使用制限付きライセンスを追加/更新しました。
Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteの機能を追加/更新しました。

付録A「サード・パーティ・ライセンス」のバージョンを更新しました。


	B66197-13 (原本部品番号: E24474-36)	少しの編集上の更新。
	B66197-12 (原本部品番号: E24474-35)	インメモリー・アドバイザ機能をOracle Tuning Packに追加しました。
	E24474-34 (原本部品番号: E24474-34)	少しの編集上の更新。
	B66197-11 (原本部品番号:E24474-33)	Java Virtual Machines (JVM)に対応する機能を含むように、「Management Pack Plus for Identity Managementの機能」を更新しました。
第3章「Oracle Middleware Enterprise Management」のManagement Pack for WebCenterの機能を更新しました。

第9章「クラウド管理」の次の項を更新しました。

	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの機能


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なEMCLI動詞




「Oracle Real User Experience Insightのライセンスが必要なリンクへのアクセス」の項の内容を少し更新しました。

ソフトウェア標準化アドバイザ機能の説明を、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに新しく追加しました。

「Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグイン」にApache HTTP Serverサポートの内容を追加しました。

Jettison 1.0を付録A「サード・パーティ・ライセンス」に追加しました。

「Application Management Suite for Oracle E-Business Suite」の誤字を修正しました。


	B66197-10 (原本部品番号:E24474-32)	「Oracle Database Lifecycle Management Packの機能」の項に高速ホーム・プロビジョニングを追加しました。
	E24474-31	アプリケーション・パフォーマンスと回帰テストの章から最小ライセンス要件を削除しました。
	E24474-30	高速ホーム・プロビジョニング機能の説明を、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに新しく追加しました。
	E24474-29	旧ライセンスに関する2つの項を追加しました。
	
旧ライセンス: Oracle Data Masking Pack for Oracle and non-Oracle Databases


	
旧ライセンス: Oracle Test Data Management Pack for Oracle and non-Oracle Databases




サイト・ガードを介した障害時リカバリの説明を更新し、WebLogic Server Management Pack Enterprise EditionまたはDatabase Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseが必要であることを指定しました。また、Configuration Management Pack for Applicationsにもこの機能を追加しました。

ドキュメントの末尾に索引を追加しました。

















1 概要


Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cは、Oracle Cloudとそこで実行されるアプリケーションのあらゆる機能を管理するための一元的な統合ソリューションです。Cloud Controlは、高性能なトップダウン型のモニタリング・アプローチによる最高品質のアプリケーション向けサービスを提供するとともに、構成管理、プロビジョニングおよびシステム管理を自動化するためのコスト効果の高いソリューションを提供します。この強力な組合せにより、どのような規模のOracleデータ・センターでも、最高レベルの管理体制を実現できます。

オラクル社では、Oracle Enterprise Managerの機能を特定の用途向けに拡張するための、オプション、管理パック、管理プラグインなどの製品も多数提供しています。このマニュアルでは、Oracle Enterprise Managerの機能を特定の環境向けに拡張するために購入できる、Oracle Enterprise Managerの管理パック、管理プラグイン、およびその他の製品の個別ライセンスについて説明します。このマニュアルの内容は次のとおりです。

	
第2章「エンタープライズ・データベース管理」


	
第3章「Oracle Middleware Enterprise Management」


	
第4章「Enterprise Managerでのアイデンティティ管理」


	
第5章「その他のインフラストラクチャ管理」


	
第6章「アプリケーション・パフォーマンスと回帰テスト」


	
第7章「エンド・ユーザーの監視」


	
第8章「パッケージ・アプリケーション管理」


	
第9章「クラウド管理」


	
第10章「Enterprise Managerの基本機能」


	
付録A「サード・パーティ・ライセンス」


	
付録B「Oracle Enterprise Manager Ops Centerのサード・パーティ・ライセンス」


	
付録C「Oracle Enterprise Manager Ops CenterのOracleライセンス」





1.1 ライセンス付与要件

各章に記載されているオプション、パック、レポート、ライセンス・リポジトリ・ビューまたはコマンドライン・インタフェース(CLI)は、適切なライセンスがないと使用できません。これらのオプション、管理パックまたは製品が、製品CDやダウンロードに含まれていたり、入手したドキュメントに記載されている場合でも、ユーザーがそれらの製品を適切なライセンスなしで使用することを許可するものではありません。





1.2 Management Pack情報の表示

Enterprise Managerでは、リンクの隣に特定のパックを表す略語が表示されている場合、それがライセンスの必要なリンクであることを表します。デフォルトでは、これらの略語は表示されません。この機能を有効化するには、次の手順を実行してください。

	
Enterprise Manager Cloud Controlの任意のページにアクセスします。

たとえば、「ターゲット」をクリックした後、「システム」を選択します。「システム」ページで、ホームページを表示するシステムの名前を選択します。


	
ページ右上隅の「設定」、「Management Pack」、「注釈の有効化」の順にクリックします。有効化した後は、ライセンスが必要なパックを要求するページでは、そのパックの略語が表示されるようになります。

	
ターゲットのホームページ・メニュー: ターゲットのホームページ・メニューをクリックして、ライセンスが必要なパックを要求するページを表示します。


	
ライセンスが必要なリンク: ライセンスが必要なパックの略語がページに表示されます。リンクをクリックすると、「Management Pack」ページにすべての管理パックに関する情報(パックの略語、名前、簡単な説明など)が表示されます。







管理パックのリストはいつでも表示できます。「設定」、「Management Pack」、「ライセンス情報」の順にクリックします。





1.3 Oracle Enterprise Manager Packsの有効化および無効化

ほとんどのパックについては、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cコンソールで、機能を有効化または無効化できます。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12cにスーパー管理者としてログインします。

Cloud Controlのバージョンを確認するには、右上隅にある「ヘルプ」、「Oracle Enterprise Managerについて」の順にクリックします。ポップアップ・ウィンドウにバージョンが表示されます。


	
ページ右上隅の「設定」、「Management Pack」、「Management Packのアクセス権」の順にクリックします。

「Management Packのアクセス権」ページで、リストされたターゲットごとに各管理パックのアクセス権を有効化または無効化できます。「ライセンス供与可能ターゲット」(デフォルト)または「すべてのターゲット」を選択し、管理パックのアクセス権を表示します。「パック・アクセス」ビューのオプションは次のとおりです。

	
ターゲット・ベース: リストされたターゲットごとに、ターゲットに関連する管理パックを有効化または無効化できます。「名前」列にリストされたターゲットで、アクセス権のある管理パックを選択し、そのパックに対応するボックスを選択します。

新規ターゲットの場合は、「パック・アクセス同意済」列のボックスを選択し、ライセンス契約条項に同意します。「パック・アクセス同意済」オプションは、ライセンス契約条項をまだ受諾していない新規追加ターゲットでのみ選択できます。デフォルトでは、「パック・アクセス同意済」オプションは選択されていません。

「適用」をクリックして変更内容を保存します。


	
パック・ベースのバッチの更新: ライセンス供与可能なすべてのターゲットのグループとして、または特定のターゲット・タイプに対して管理パックを有効化または無効化できます。ドロップダウン・リストからタイプを選択します。選択内容に基づいて、「使用可能なバッチ」リストが更新されます。

有効化または無効化するパックを選択します。複数のパックは、[Ctrl]キーを押しながら選択します。「移動」をクリックしてから、「有効化」または「無効化」のアクセス・オプションをクリックします。

「適用」をクリックして変更内容を保存します。


	
自動ライセンス: Enterprise Managementユーザーは、新しいターゲットが検出されるたびに管理パックを手動で有効化または無効化する必要がありません。「自動ライセンス」機能を使用すると、ターゲット・タイプごとに、検出された新しいターゲットでどのパックを使用できるかを定義できます。

たとえば、データベース・ターゲットを追加した場合、新しく検出されたデータベース・ターゲットに、関連するすべてのパック(Oracle Database Lifecycle Management Pack、Database Tuning Packなど)が自動的に付与されます。新しいターゲットに対してこれらのパックを自動的に有効にしない場合は、関連するパックに対して「自動ライセンス」機能を無効にする必要があります。

有効化または無効化するパックを選択します。複数のパックは、[Ctrl]キーを押しながら選択します。「移動」をクリックしてから、「有効化」または「無効化」の「自動ライセンス」オプションをクリックします。デフォルトでは、「自動ライセンス」が有効です。

いずれかのパックを無効にした場合、「自動ライセンス無効リスト」に表示されます。管理パックの名前と、関連するタイプが表示されます。また、関連するターゲット・タイプでこれ以降に検出されるすべてのターゲットは、デフォルトでパックを取得しません。

「適用」をクリックして変更内容を保存します。







いずれかの管理パックを無効にすると、そのパックに含まれているリンクは無効になります。または、リンクをクリックしても、関連するパックの使用ライセンスがないことを示すメッセージが表示されます。この項の手順を実行してパックを無効にした後は、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cにログインするどの管理者も、無効にした管理パックの機能にアクセスできなくなります。





1.4 その他のデータベースおよびFusion Middlewareの情報

Oracle Database 11g、Oracle Fusion MiddlewareまたはOracle WebLogic Serverに関連する製品のライセンスの詳細は、次のOracle Technology Networkのドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork

	
『Oracle Databaseライセンス情報』


	
『Oracle Fusion Middlewareライセンス情報』








1.5 Enterprise Managerの使用制限付きライセンス

	
Enterprise Managerには、Oracle Management Repository、またはEnterprise Managerに付属する補足的な他のリポジトリ(AWR Warehouse、Ops Center、Real User Experience Insight、Load Testing、Test Managerなど)で使用できるOracle Databaseの使用制限付きライセンスが含まれています。

障害発生時のリカバリのためのその他のデータベース・オプションやサーバーには追加のライセンスが必要です。ユーザーに配布されるのは、Cloud ControlまたはRMANのリポジトリを備える1つの単一インスタンス・データベースです。Data Guardでリポジトリを保護するには、スタンバイ・サイトのためのライセンスを購入する必要があります。Oracle Real Application Clustersでリポジトリを保護するには、データベースの2番目のノードのライセンスが必要であり、両方のノードにOracle Real Application Clustersのライセンスが必要です。


	
Oracle Enterprise ManagerとOracle WebLogic Serverを組み合せた使用は、サーブレット機能に限定されます。Oracle Enterprise Managerと組み合せて使用する場合のみ、Oracle Business Intelligence Publisherサーバーのクラスタのデプロイメントをサポートするために、WebLogicクラスタリングの使用制限付きライセンスが含まれています。


	
アセンブリがEnterprise Managerを介してデプロイされている場合にかぎり、Oracle Virtual Assembly Builderの使用が許諾されます。


	
Oracle Enterprise Managerでは、Enterprise Managerの機能およびインタフェースで使用する場合にかぎり、Oracle Business Intelligence PublisherとBusiness Intelligence Mobileを制限付きで使用できます。このBI Publisherの制限付きライセンスによって、Enterprise Managerリポジトリ、およびターゲット・データベースのデータ・ディクショナリ(AWRおよびAWR Warehouseデータを含む)に対してのみレポートが許可されます。その他のデータ・ソースに対してレポートするには、BI Publisherライセンスが必要です。


	
Oracle ZFS Storage Appliance Cloning (Part #7102338)の使用制限付きライセンスは、Enterprise Manager Snap Clone (Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの機能)に含まれています。














2 エンタープライズ・データベース管理


この章では、Oracle DatabaseのためにEnterprise Managerによって提供される管理パックについて説明します。次の管理パックが含まれています。

	
Oracle Diagnostics Pack


	
Oracle Tuning Pack


	
Database Lifecycle Management Pack for Oracle Database


	
Oracle Data Masking and Subsetting Pack for Oracle and Non-Oracle Databases


	
旧ライセンス: Configuration Management Pack for Oracle Database


	
旧ライセンス: Change Management Pack for Oracle Database


	
旧ライセンス: Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Database


	
旧ライセンス: Oracle Data Masking Pack for Oracle and non-Oracle Databases


	
旧ライセンス: Oracle Test Data Management Pack for Oracle and non-Oracle Databases




これらの管理パックはEnterprise Editionでのみ購入できます。これらのパックに含まれる機能へは、Oracle Enterprise Manager Database Control、Oracle Enterprise Manager Cloud Control、Oracle Enterprise Manager Database Express、およびOracle DatabaseソフトウェアのAPIからアクセスできます。




	
注意:

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cは、Oracle Database Standard Edition One、Oracle Database Standard EditionおよびOracle Database Enterprise Editionの管理をサポートします。Oracle Databaseのその他のエディション(Oracle Database Personal Editionなど)は、単一ユーザーのデプロイメントとデプロイメント環境を提供しますが、Oracle Enterprise Managerではサポートされていません。Oracle Database製品ファミリの詳細は、次のURLを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E16655_01/license.121/e17614/editions.htm#DBLIC110











2.1 Oracle Diagnostics Pack

Oracle Diagnostics Packは、自動パフォーマンス診断および高度なシステム監視機能を備えています。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Diagnostics Packの機能


	
Oracle Diagnostic Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
コマンドラインAPIからのOracle Diagnostic Pack機能へのアクセス


	
Oracle Diagnostic Packのライセンスが必要なレポート


	
Oracle Diagnostic Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー






2.1.1 Oracle Diagnostics Packの機能

Oracle Diagnostics Packには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	パフォーマンスの監視および診断	パフォーマンスを測定し、パフォーマンスに関する問題を診断します。
	自動ワークロード・リポジトリ(AWR)	スナップショット・データ、アクティブ・セッション履歴データおよびワークロード・レポートなどの統計を自動的に取得します。
	AWR Warehouse	アクティブ・セッション履歴(ASH)分析、AWRおよび期間比較レポートを使用して、デフォルトの保存期間を超えてAWRデータをシームレスに保持し、履歴パフォーマンス分析タスクを実行します。
	自動データベース診断モニター(ADDM)	AWRデータに基づいた自動パフォーマンス分析を実行します。
	期間比較ADDM	2つの期間のパフォーマンス分析を比較します。
	リアルタイムADDM	一時的なパフォーマンスの問題およびハングしたデータベースを分析できます。
	アクティブ・セッション履歴(ASH)	セッション状態の毎秒サンプリングを使用してデータベースのパフォーマンス・アクティビティを常時取得します。
	ASH分析	ASHデータを使用して様々なパフォーマンス・ディメンションにおけるデータベースのワークロード・プロファイルを把握できます。
	パフォーマンス・ハブ	同じ画面でADDM、SQLチューニング、リアルタイムSQL監視、ASH分析にアクセスし、データベースのパフォーマンスを単一のビューに表示できます。
	期間比較レポートのリプレイ	取得/リプレイ・セッション用のASHインフラストラクチャを使用して正確なパフォーマンス分析を提供します。
	Exadataセル・グリッド管理	次の情報を提供します。
	
IORM設定


	
ディスク目標の傾向


	
ディスクI/Oの平均抑制時間: 全データベースおよび個々のデータベース


	
全データベースによるディスク使用率





	Exadataセル・グリッド・パフォーマンス	次の傾向情報を提供します。
	
IOPS、スループット、セル・ディスクのI/O負荷


	
すべてのCPU、メモリーおよびネットワークの使用率


	
フラッシュ・キャッシュの使用量




すべてのハード・ディスクおよびフラッシュ・ディスクに関する平均レスポンス時間の情報を提供します。全データベースにわたるワークロード分散の情報を提供します。


	Exadataセルのグループの状態の概要ページ	データベース・インスタンスのパフォーマンス・ページから、状態の概要をまとめて表示します。また、可用性の履歴傾向について、次の情報を提供します。
	
ASMディスク・グループの状態


	
セルの状態


	
ネットワークの状態


	
セル構成の状態





	Exadataリソースの使用率	次に示すCompute Nodeのリソース情報を提供します。
	
データベースのCPU使用率


	
データベース配置


	
クラスタの配置




次に示すストレージ・サーバーのリソース情報を提供します。

	
データベースI/O使用率


	
ディスク・グループ領域割当て





	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	ユーザー定義メトリックおよびメトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	管理コネクタ	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	動的メトリック・ベースラインおよび適応メトリックしきい値	通常のパフォーマンス時のワークロード・パフォーマンス・メトリックのベースラインを取得し、不良パフォーマンス時の同じメトリックと比較して原因を診断します。システムのワークロードが予想どおりに変化する場合にアラート条件を正確に検出するには、事前定義済ベースラインを使用して適応しきい値を設定します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	ボトルネック検出およびコンポーネントの上位待機イベント分析	ストリームごとのボトルネック検出およびコンポーネントごとの上位待機イベント分析を実行する機能をサポートします。
	メモリー・アクセス・モード	パフォーマンス統計を共有グローバル領域(SGA)から直接取得します。






前述の機能を使用するには、Oracle Diagnostics Packのライセンスを購入する必要があります。CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESS初期化パラメータは、Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packへのアクセスを制御します。このパラメータは、3つの値のいずれかに設定できます。

	
DIAGNOSTIC+TUNING: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packの機能がデータベース・サーバーで有効になります。


	
DIAGNOSTIC: Oracle Diagnostics Packの機能のみがサーバーで有効になります。


	
NONE: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packの機能がデータベース・サーバーで無効になります。




Oracle Diagnostics Pack機能にアクセスするすべての方法で(Enterprise Manager Console、デスクトップ・ウィジェット、コマンドラインAPIまたは基礎となるデータへの直接アクセスのいずれの方法でも)、Oracle Diagnostics Packライセンスが必要です。





2.1.2 Oracle Diagnostic Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

Oracle Diagnostics Packのライセンスが必要なEnterprise Manager内のリンクを確認するには、Enterprise Managerホームページの右上にある「設定」リンクをクリックします。

	
「設定」リンクをクリックすると、ナビゲーション・バーに「Management Packのアクセス権」リンクが含まれます。このリンクをクリックします。


	
これにより、すべての管理パックに対してアクセス権を付与または削除できる「Management Packのアクセス権」ページに移動します。

	
Enterprise Manager Database Controlの場合、Diagnostics Packの「アクセス権の削除」オプションをクリックし、「適用」をクリックします。


	
Enterprise Manager Cloud Controlの場合は、Diagnostics Packの適切なチェック・ボックスをクリックして「適用」をクリックします。







この手順により、Enterprise Manager内のOracle Diagnostics Packに関連付けられたすべてのリンクとタブが無効になります。つまり、無効になったすべてのリンクとタブが、Oracle Diagnostics Packのライセンスを必要とする機能ということになります。





2.1.3 コマンドラインAPIからのOracle Diagnostic Pack機能へのアクセス

Oracle Diagnostic Pack機能は、次のデータベース・サーバーAPIおよびコマンドライン・インタフェースを使用してもアクセスできます。

	
DBMS_WORKLOAD_REPOSITORYパッケージは、このパックのライセンスを必要とします。


	
DBMS_ADDMパッケージは、このパックのライセンスを必要とします。


	
DBMS_ADVISORパラメータの値としてADDMを指定した場合、またはadvisor_nameパラメータの値にADDM接頭辞で始まる値を指定した場合、task_nameパッケージはこのパックのライセンスを必要とします。


	
DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_PERIOD_REPORT機能は、このパックのライセンスを必要とします。


	
V$ACTIVE_SESSION_HISTORY動的パフォーマンス・ビューとその基礎となる表X$ASHは、このパックのライセンスを必要とします。


	
DBA_STREAMS_TP_PATH_BOTTLENECKビューは、このパックのライセンスを必要とします。


	
DBA_ADDM_で始まるすべてのビューは、このパックのライセンスを必要とします。


	
DBA_STREAMS_TP_COMPONENT_STAT内の一部のデータは、Oracle Diagnostics Packを必要とします。DBA_STREAMS_TP_COMPONENT_STATへの問合せに対する次のフィルタ句は、Diagnostics Packに依存するデータを表示します。


where STATISTIC_UNIT  = 'PERCENT'


たとえば、次の問合せは、Diagnostics Packに依存するデータのみを表示します。


SELECT * FROM DBA_STREAMS_TP_COMPONENT_STAT
   where STATISTIC_UNIT = 'PERCENT';


	
接頭辞DBA_HIST_で始まるすべてのデータ・ディクショナリ・ビューおよびその基礎となる表は、このパックのライセンスを必要とします。例外は、DBA_HIST_SNAPSHOT, DBA_HIST_DATABASE_INSTANCE, DBA_HIST_SNAP_ERROR, DBA_HIST_SEG_STAT, DBA_HIST_SEG_STAT_OBJ,およびDBA_HIST_UNDOSTATビューです。これらは、Oracle Diagnostics Packライセンスなしで、またはStandard Editionライセンスとともに使用できます。


	
接頭辞がDBA_ADVISOR_であるすべてのデータ・ディクショナリ・ビューは、これらのビューに対する問合せによりADDM列に値ADVISOR_NAME、ADDM*列または対応するTASK_NAMEに値TASK_IDを含む行が返される場合、このパックのライセンスを必要とします。








2.1.4 Oracle Diagnostic Packのライセンスが必要なレポート

Oracleホーム・ディレクトリの/rdbms/admin/ディレクトリに保存されている次のレポートは、Oracle Diagnostic Packのライセンスを必要とします。


	

awrrpt.sql
awrrpti.sql
awrgrpt.sql
awrgrpti.sql
awrgdrpt.sql
awrgdrpi.sql

	

addmrpt.sql
addmrpti.sql
ashrpt.sql
ashrpti.sql
awrddrpt.sql
awrddrpi.sql

	

awrsqrpi.sql
awrsqrpt.sql
awrextr.sql
awrload.sql
awrinfo.sql
spawrrac.sql











2.1.5 Oracle Diagnostic Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、Diagnostics Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	監視ビュー
	

MGMT$ALERT_ANNOTATIONS
MGMT$ALERT_CURRENT
MGMT$ALERT_HISTORY
MGMT$ALERT_NOTIF_LOG
MGMT$AVAILABILITY_CURRENT
MGMT$AVAILABILITY_HISTORY
MGMT$BLACKOUT_HISTORY
MGMT$BLACKOUTS

	

MGMT$METRIC_COLLECTIONS
MGMT$METRIC_CURRENT
MGMT$METRIC_DAILY
MGMT$METRIC_DETAILS
MGMT$METRIC_HOURLY
MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONS
MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGS









	テンプレート・ビュー
	

MGMT$TEMPLATES
MGMT$TEMPLATE_METRIC_COLLECTION
MGMT$TEMPLATE_METRIC_SETTINGS
MGMT$TEMPLATE_POLICY_SETTINGS













2.2 Oracle Tuning Pack

Oracle Tuning Packは、SQLチューニングや記憶域の最適化など、Oracle環境の専門的なパフォーマンス管理をデータベース管理者に提供します。Oracle Diagnostics Packは、Oracle Tuning Packの前提条件となる製品です。したがって、Oracle Tuning Packを使用するには、Oracle Diagnostics Packも必要です。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Tuning Packの機能


	
Oracle Tuning Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
コマンドラインAPIからのOracle Tuning Pack機能へのアクセス


	
Oracle Tuning Packのライセンスが必要なレポート






2.2.1 Oracle Tuning Packの機能

Oracle Tuning Packには次の機能が含まれています。


	機能	定義
	インメモリー・アドバイザ	データベースのワークロードを分析し、最適なデータベース・パフォーマンスのためにDatabase In-Memory Storeに配置するデータベース・オブジェクトを推奨します。
	SQLアクセス・アドバイザ	データベース・パフォーマンスの向上に必要なスキーマ変更を推奨します。
	SQLチューニング・アドバイザ	SQL文を分析して、より適切な実行を推奨します。メンテナンス・タスクとしてシステム・メンテナンス・ウィンドウ中に実行する自動モードを備えています。
	SQLチューニング・セット	SQLワークロードを取得および管理するデータベース・オブジェクトです。
	自動SQLチューニング	自動的にシステム内における高負荷のSQL問合せを選択し、それに対するチューニング方法の推奨事項を生成します。システム・メンテナンス・ウィンドウ中に実行します。
	SQLプロファイル	アプリケーションを変更することなく問合せの透過的なチューニングを可能にします。
	リアルタイム・データベース操作監視	ビジネス活動に関連するSQLおよびPL/SQL問合せの進捗状況を追跡する視覚的なライブ表示を提供します。
	リアルタイムSQLおよびPL/SQL監視	長時間実行SQL文またはパラレルSQL文の実行をリアルタイムで監視します。
	オブジェクトの再編成	オブジェクトまたは表領域のデータベース領域使用量を再編成し、パフォーマンスを向上させます。






前述の機能を使用するには、Oracle Tuning Packのライセンスを購入する必要がありますが、次の2つの例外があります。

	
Oracle Tuning PackまたはOracle Real Application Testingのいずれかのライセンスを所有している場合は、SQLチューニング・セットを使用できます。


	
「Database In-Memory」オプションがデプロイされていないデータベースにインメモリー・アドバイザを使用する場合、Oracle Tuning Packライセンスは必要ありません。




新規の初期化パラメータCONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSが、データベース・サーバー内のOracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packへのアクセスを制御するために導入されています。このパラメータは、3つの値のいずれかに設定できます。

	
DIAGNOSTIC+TUNING: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packの機能がデータベース・サーバーで有効になります。


	
DIAGNOSTIC: Oracle Diagnostics Packの機能のみがサーバーで有効になります。


	
NONE: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packの機能がデータベース・サーバーで無効になります。




Oracle Tuning Pack機能にアクセスするすべての方法で(Enterprise Manager Console、デスクトップ・ウィジェット、コマンドラインAPIまたは基礎となるデータへの直接アクセスのいずれの方法でも)、Oracle Tuning Packライセンスが必要です。





2.2.2 Oracle Tuning Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

Oracle Tuning Packのライセンスが必要なEnterprise Manager内のリンクを確認するには、Enterprise Managerホームページの右上にある「設定」リンクをクリックします。

	
「設定」リンクをクリックすると、ナビゲーション・バーに「Management Packのアクセス権」リンクが含まれます。このリンクをクリックします。


	
これにより、すべての管理パックに対してアクセス権を付与または削除できる「Management Packのアクセス権」ページに移動します。

	
Enterprise Manager Database Controlの場合、Tuning Packの「アクセス権の削除」オプションをクリックし、「適用」をクリックします。


	
Enterprise Manager Cloud Controlの場合は、Tuning Packの適切なチェック・ボックスをクリックして、「適用」をクリックします。







この手順により、Enterprise Manager内のOracle Tuning Packに関連付けられたすべてのリンクとタブが無効になります。つまり、無効になったすべてのリンクとタブが、Oracle Tuning Packのライセンスを必要とする機能ということになります。





2.2.3 コマンドラインAPIからのOracle Tuning Pack機能へのアクセス

Oracle Tuning Pack機能は、次のデータベース・サーバーAPIおよびコマンドライン・インタフェースを使用してもアクセスできます。

	
DBMS_ADVISOR (advisor_nameパラメータの値がSQL Tuning AdvisorまたはSQL Access Advisorのいずれかである場合)


	
DBMS_SQLTUNE


	
V$SQL_MONITOR


	
V$SQL_PLAN_MONITOR








2.2.4 Oracle Tuning Packのライセンスが必要なレポート

Oracleホーム・ディレクトリのsqltrpt.sqlディレクトリにある/rdbms/admin/レポートは、このパックのライセンスを必要とします。







2.3 Database Lifecycle Management Pack for Oracle Database

Database Lifecycle Management Packは、Oracle Database Lifecycleの管理に必要なプロセスを自動化して、データベース、システム、アプリケーション管理者を支援する包括的なソリューションです。検出、初期プロビジョニング、パッチ適用、構成管理および継続的な変更管理に関連した時間のかかる手動タスクが削減されます。また、Database Lifecycle Management Packはコンプライアンス・フレームワークを備え、業界標準および法的コンプライアンス標準の管理とレポート作成にも対応します。

Database Lifecycle Managementには、データベースのライフサイクル全体を網羅した、次の機能が含まれています。

	
検出およびインベントリ追跡: 資産を検出して追跡する機能。


	
初期プロビジョニング: データベースを分単位でロールアウトする機能。


	
継続的な変更管理: パッチ、アップグレード、スキーマおよびデータ変更のエンドツーエンド管理。


	
構成管理: インベントリ追跡、構成のずれの検出および構成の詳細検索。


	
コンプライアンス管理: 業界標準および法的コンプライアンス標準の管理とレポート作成。




Database Lifecycle Management Packは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの前提条件でもあります。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Database Lifecycle Management Packの機能


	
Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なパラメータ


	
Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なレポート


	
Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なCLI動詞


	
Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー






2.3.1 Oracle Database Lifecycle Management Packの機能

Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseには次の機能が含まれており、これらは、ライセンスを購入することで使用が許可されます。


	機能	定義
	変更アクティビティ計画	データ・センター全体での変更アクティビティを計画し、リアルタイムに追跡し、実行する機能を提供します。アクティビティには、PSUパッチのロールアウト、データベースのExadataへの統合などがあります。
	クライアント・システム・アナライザ	システム管理者が、エンドユーザー・システムから構成情報とデータを収集して分析できます。事前インストールされたアプリケーションを使用することで、Webサーバーを個別に設定することなく、エンド・ユーザーの構成情報を収集できます。管理エージェントは、エンド・ユーザーの構成情報を収集および分析して、管理リポジトリにアップロードします。
	コンプライアンス	業界要件および法的コンプライアンス要件に対応したコンプライアンス・フレームワーク、標準および拡張性を提供します。
	構成収集の拡張性	カスタム構成収集を作成して、現在の構成収集を拡張します。
	構成比較	構成を比較します(1対1、1対多)。
	構成履歴	特定の時間枠における構成または関係の変更についてレポートおよび通知を行います。
	構成インスタンス・ブラウザ	構成アイテムおよびターゲットに関連付けられているアソシエーションを表示します。
	構成の保存	構成を保存し、参照、ベースラインまたはゴールド・スタンダードに使用します。
	構成検索	特定のターゲットまたは関係全体を対象に構成アイテムを検索します。
	構成トポロジ	特定のターゲットと、それに依存している他のターゲットとの依存関係のトポロジを表示します。
	オブジェクトのコピー	データベース・オブジェクトをデータ付き、データのサブセット付きまたはデータなしでコピーします。
	データベースのパッチ	Oracle DatabaseおよびReal Application Cluster (RAC)のエンドツーエンドなパッチ適用を自動化します。
	データベースのプロビジョニング	Oracle Database and Real Application Cluster (RAC)をプロビジョニングします。
	エンタープライズ・データ・ガバナンス	エンタープライズ内の機密データベースを自動的に検出、スキャンおよび識別します。管理者は、フラグが設定されたデータベースを深くスキャンし、機密アーティファクトがデータベースのどこにあるかを特定できます。
	既存のOracle DatabaseまたはOracle Grid Infrastructure(あるいはその両方)のアップグレード	メジャー・リリース・バージョン間(11.2.0.xから12.1.0.1や、11.2.0.xから他の11.2.0.xバージョンなど)のデータベースのアップグレードをサポートします。
スタンドアロンのデータベース、RAC (Grid InfrastructureおよびRACデータベースを含む)、およびDataGuardデータベースをアップグレードします。プライマリおよびスタンバイの両方のDataGuardデータベースが、Transient Logical Standby方式を使用して、ローリング・アップグレードされます。


	サイト・ガードを介した障害時リカバリ	Oracle Fusion MiddlewareとOracle Databaseの完全なサイト・フェイルオーバーを自動化し、他のデータ・センター・コンポーネントを含むように拡張します。
注意:

サイト・ガードを使用するには、WebLogic Server Management Pack Enterprise EditionまたはDatabase Lifecycle Management Packのいずれかのライセンスが必要です。


	ファイルの同期	比較中に、構成ファイルの差異を同期します。
	通知	構成の変更または違いについての通知。
	RACのスケール・バック	単一インスタンス・データベースのRACからの削除またはスケール・バックを行います。
	RACのスケール・アウト	単一インスタンス・データベースをRACに拡張します。
	高速ホーム・プロビジョニング	OracleホームのテンプレートをOracleソフトウェア(データベース、ミドルウェアおよびアプリケーションなど)のイメージとして作成、保存および管理している単一のクラスタから、クラウド・コンピューティング環境のノードにソフトウェア・ホームをデプロイする方法です。
詳細は、この後の「機能上の注意: 高速ホーム・プロビジョニング」を参照してください。


	リアルタイムな構成変更の検出	変更管理コネクタを使用して、構成変更のリアルタイムの検出、コンプライアンス・フレームワークの自動化および自動化された監視の認可を行います。
	リアルタイムなスキーマ変更の検出	リアルタイムでスキーマ変更を追跡し、不適切な変更または計画外の変更を識別します。
	スキーマとデータの比較	データベースまたは保存済のベースライン全体で、データベース・スキーマとデータを自動的に比較します。
	スキーマとデータの同期	データベース・オブジェクトおよびスキーマをデータ付きまたはデータなしで伝播し、データベース・オブジェクト定義を更新します。
	スキーマ変更計画	開発者は、計画にスキーマ変更を追加して、複数のデータベースに適用できます。
	スキーマの比較	Enterprise ManagerまたはSQL Developerで、2つのデータベースまたはベースラインのデータベース・オブジェクトを比較します。
	ソフトウェア標準化アドバイザ	標準化するソフトウェア構成を推奨します。この機能により、既存のデータベース・フリート全体でパッチ・レベルに基づくソフトウェアの差異の拡大を削減できます。
	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	必要なフェーズ、ステップおよび変数を挿入して最初からプロシージャを作成し、カスタム・プロセスを自動化します。
	プラガブル・データベース(PDB)の作成、接続、切断	シードからPDBを作成し、切断されたPDBからPDBを接続し、PDBを切断します(複数ターゲットの操作またはカスタマイズされているデプロイメント・プロシージャを使用して実行された操作)。
	PDBのクローニング	既存のPDBのクローンを作成します。
	PDBの移行	非コンテナ・データベース(CDB)データベースをPDBに移行します。







2.3.1.1 機能上の注意: 高速ホーム・プロビジョニング

	
この機能では、複数のクラスタに渡ってデプロイする場合、またはリモート・クラスタ上のプロビジョニングのためにホーム・サーバーへアクセスする場合に、リモート・クラスタに対するDatabase Lifecycle Managementのライセンスが必要です。

注意: リモート・クラスタは、異なるクラスタをホーム・サーバーとして参照しているクライアントがインストールされたサーバーと考えられます。


	
Enterprise Manager Cloud Controlを使用すると、デプロイメント・プロシージャとパッチ計画が、高速ホーム・プロビジョニング・サーバーで次の用途に使用されます。

	
プロビジョニング


	
クラスタまたはOracleホームへのパッチ適用











2.3.1.2 ライセンスが必要なその他の機能

Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseを購入すると、次に示す機能も使用できます。これらの機能は、ライセンスの対象となっているCPUのOracleデータベース・ホームおよびプラットフォーム(ハードウェアおよびオペレーティング・システム)のOracle Databaseターゲットに限定されます。

	
Application Configuration Console


	
oplanユーティリティ(基本的なOPlan機能は、Oracle Support契約のあるユーザーであれば無償で使用できます。OPlanメタデータを使用したEnterprise Managerまたはカスタム/サード・パーティ・スクリプトのいずれかからの統合ロジックの実行は、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseの一部です。)


	
ASMに移行


	
自己更新










2.3.2 Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なパラメータ

init.oraパラメータのENABLE_DDL_LOGGINGは、TRUEに設定して使用する場合、Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要です。TRUEに設定すると、データベースによってデータベース・アラート・ログのメッセージ・グループschema_ddlの下に、スキーマ変更がリアルタイムでレポートされます。デフォルトの設定はFALSEです。





2.3.3 Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すライセンスが必要なリンクおよび機能は、Oracle DatabaseターゲットおよびOracle Databaseがデプロイされている関連ホストのみに適用されます。Oracle Database以外のターゲットを管理するには、適切な管理パックを購入する必要があります。

次に示すページおよびリンクは、使用するのにDatabase Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	データベース・プロビジョニング・プロシージャ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースのクローニングまたはプロビジョニングを行うすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。

Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。

Oracleコンテナ・データベースのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プラガブル・データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。「プラガブル・データベースのプロビジョニング」ページの、データベース管理の基本機能に関するセクションに明示的に示される操作以外のすべての操作は、ライセンスを必要とします。


	データベース・アップグレード	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースのアップグレードを行うすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページ(プライマリおよびスタンバイ・データベースを含む)で、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。プロビジョニング・ライブラリ・ページのアクション・リストの「新規作成」オプションは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	RACのスケール・アウトおよびスケール・バック	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースやRACの拡張またはスケールを行うすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。

Oracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	データベースのパッチ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベース、クラスタウェアまたはReal Application Clustersのパッチ適用を行うすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	オフライン・パッチ	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「オフライン・パッチ」の順にクリックします。「オンライン設定とオフライン設定」タブにある「接続」、「オフライン」設定は、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	構成インスタンス・ブラウザ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」の順にクリックします。このメニューにある、トポロジー以外のすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」の順にクリックします。このメニューにある、トポロジー以外のすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	構成検索	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「検索」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	構成履歴	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「履歴」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	構成比較	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「比較」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	構成の保存	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「保存」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	構成トポロジ	ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。

ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

	
ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	
ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。





	構成収集の拡張性	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「カスタム」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	変更アクティビティ計画	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」の順にクリックします。「変更アクティビティ計画」と「マイ・タスク」の項目は、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	ファイルの同期	「構成比較」の機能で説明されているように、比較結果の差異を表示しているときに左側のツリーで特定の構成を選択します。「ファイルの同期の有効化」を選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	スキーマの比較	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	スキーマとデータの比較	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	スキーマとデータの同期	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	ソフトウェア標準化アドバイザ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「データベース」 (Enterprise Manager環境内で監視されるすべてのデータベースを表します)を選択します。データベースのホームページで、「メンテナンス」メニューをクリックし、「データベース」を選択します。「データベースのメンテナンス」ページで、このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
	オブジェクトのコピー	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。


	リアルタイムなスキーマ変更の検出	Enterprise Managerのホームページの「ターゲット」メニューから、「データベース」を選択します。「データベース」ページで、「検索リスト」ビューまたは「データベース・ロードマップ」ビューからデータベースを選択します。「データベース」ホームページで、「管理」、「初期化パラメータ」の順に選択します。「初期化パラメータ」ページで、enable_ddl_loggingオプションをTRUEに変更してこの機能を有効にします(この機能は、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンスが必要です)。
	リアルタイムな構成変更の検出およびコンプライアンス	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「コンプライアンス」の順にクリックします。「ライブラリ」ページ、「リアルタイム監視」ページおよび「結果」ページに関連するすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。









2.3.4 Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。これらの各セクションにあるレポートはすべて、このパックのライセンスを必要とします。レポートにアクセスするには、Enterprise Managerのホームページに移動し、「レポート」をクリックして、「情報パブリッシャ・レポート」または「BI Publisher Enterpriseレポート」を選択します。

次に示す「情報パブリッシャ・レポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。

	
コンプライアンス


	
デプロイと構成


	
「サンプル・ホスト」レポート、「構成」レポート


	
セキュリティ




次に示す「BI Publisher Enterpriseレポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Database Lifecycle Management Packのライセンスを必要とします。

	
コンプライアンス


	
デプロイと構成


	
「サンプル・ホスト」レポート、「構成」レポート


	
セキュリティ








2.3.5 Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なCLI動詞

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)は、使用するのにDatabase Lifecycle Management Packのライセンスが必要です。


	

associate_cs_targets
config_compare
config_db_service_target
configure_log_archive_locations
confirm_instance
clone_database
create_database
create_dbprofile
describe_instance
describe_procedure_input
disable_config_history
enable_config_history
export_compliance_group
export_compliance_standard_rule
export_facet
export_standard
fix_compliance_state
get_config_searches
get_config_templates
get_executions
get_instance_data
get_instance_status

	

get_instances
get_oms_config_property
get_procedure_types
get_procedure_xml
get_procedures
get_retry_argument
get_saved_configs
ignore_instance
import_compliance_object
list_oms_config_properties
remove_cs_target_association
reschedule_instance
resume_instance
run_config_search
save_procedure
set_config_history_retention_period
stop_instance
submit_procedure
suspend_instance
update_and_retry_step
update_procedure_input
upgrade_database











2.3.6 Oracle Database Lifecycle Management Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	コンプライアンス・ビュー
	

MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES
MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS
MGMT$CCC_DIAG_ANALYTICS
MGMT$CCC_DIAG_QUEUEBACKLOG
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE
MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_ASM_DISKGRP_SETTINGS
MGMT$CS_DB_CONTROL_FILE_COUNT
MGMT$CS_DB_INIT_PARAMS
MGMT$CS_DB_RBS_IN_SYSTEM
MGMT$CS_DB_REC_SEG_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_TS_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_USER_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REDO_LOG_COUNT
MGMT$CS_DB_REDO_LOGS
MGMT$CS_DB_TABLESPACES
MGMT$CS_DB_TBSP_SEGSPACE_MGMT
MGMT$CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_FEATURE_USAGE
MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_GROUP_KEYWORD

	

MGMT$CS_HA_INFO
MGMT$CS_HIERARCHY
MGMT$CS_KEYWORD
MGMT$CS_RQS_HIERARCHY
MGMT$CS_RULE_ATTRS
MGMT$CS_RULEFOLDER
MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_TARGET_ASSOC
MGMT$CS_TGT_ASSOC_TXF_REQ
MGMT$CSG_HIERARCHY
MGMT$CSG_SUBGROUP
MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATION
MGMT$CSR_TARGET_ASSOC
MGMT$CSR_VIOLATION_CONTEXT
MGMT$CSRF_TARGET_ASSOC
MGMT$EM_CS_RULE_EVENT_ERROR
MGMT$EM_RULE_VIOL_CTXT_DEF
MGMT$ICS_TARGET_ASSOC
MGMT$REPOSITORY_RULE_PARAMS
MGMT$REPOSITORY_RULE_BIND_VARS
MGMT$REPO_RULE_CHK_DETAILS
MGMT$RULE_KEYWORD









	プロビジョニングおよびパッチ適用ビュー
	

EM$PROV_APPTYPES
EM$PROVAPP_METADATA
EM$PROVAPP_METADATA_VERSION

	

EM$PROVAPP_TAGS
EM$PROVAPP_TAG_PROPERTIES
MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCE









	パッチ適用ビュー
	

GC$EM_PC_PLAN_PATCHES
GC$EM_PC_PLANS
GC$EM_PC_PLAN_TARGETS
GC_PC_EXECUTION_INSTANCES
GC_PC_PLAN_ANALYSIS_RS
GC_PC_PLAN_REMEDY
GC_PC_PLAN_REMEDY_DETAILS
GC_PC_PLAN_USERS
GC_PC_TARGETS
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS
MGMT$ARU_FAMILY_PRODUCT_MAP
MGMT$ARU_LANGUAGES
MGMT$ARU_PATCH_RECOMMENDATIONS
MGMT$ARU_PLATFORMS

	

MGMT$ARU_PRODUCT_RELEASE_MAP
MGMT$ARU_PRODUCTS
MGMT$ARU_RELEASES
MGMT$ARU_TARGETS
MGMT$PA_AFFTED_HOST_GUID_OH
MGMT$PA_AFFTED_HOST_OH
MGMT$PA_AFFTED_TARGETS
MGMT$PA_FINAL_PATCH_LIST
MGMT$PA_TARGET_MAPPING
MGMT$PR_APPL_PATCHES_TO_OH
MGMT$PR_APPL_PATCHES_TO_OH_TGT
MGMT$PR_HOME_INFO
MGMT$PR_HOMES_AFFECTED_COUNT
MGMT$RECOM_METRIC_SOURCE









	構成ビュー
	

GC$ECM_CONFIG_SUMMARY
GC$ECM_COMP_PROPERTIES
GC$ECM_CURR_CONFIG
GC$ECM_CURR_CONFIG_FLAT_MEMS
GC$ECM_CURR_CONFIG_SNAPSHOTS
GC$ECM_CURR_TARGET_SNAPSHOTS
GC$ECM_DATA_RETENTION_TIME
GC$ECM_GEN_SNAPSHOT
GC$ECM_SAVED_CONFIG
GC$ECM_SAVED_CONFIG_FLAT_MEMS
GC$ECM_SAVED_CONFIG_SNAPSHOTS
GC$ECM_SAVED_CONFIG_TARGETS
GC$ECM_SAVED_TARGET_SNAPSHOTS
MGMT$CCS_DATA
MGMT$CCS_DATA_SOURCE
MGMT$CCS_DATA_SOURCE_VISIBLE
MGMT$CCS_DATA_VISIBLE
MGMT$DB_CONTROLFILES
MGMT$DB_DATAFILES
MGMT$DB_DBNINSTANCEINFO
MGMT$DB_FEATUREUSAGE

	

MGMT$DB_INIT_PARAMS
MGMT$DB_LICENSE
MGMT$DB_OPTIONS
MGMT$DB_REDOLOGS
MGMT$DB_ROLLBACK_SEGS
MGMT$DB_SGA
MGMT$DB_TABLESPACES
MGMT$DB_TABLESPACES_ALL
MGMT$ECM_CMP_JOB_LAST_RESULTS
MGMT$ECM_CMP_JOBS
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS_DTLS
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_ALL
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_DIFFS
MGMT$ECM_CMP_RPT_CI_DIFFS
MGMT$ECM_CMP_VISIBLE_CONFIGS
MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS
MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS
MGMT$SERVICETAG_INSTANCES
MGMT$SERVICETAG_REGISTRY
MGMT$UNPATCHABLE_DB_TARGETS









	Oracleホーム・パッチ適用ビュー
	

MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED
MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES
MGMT$OH_COMP_DEP_RULE
MGMT$OH_COMP_INST_TYPE
MGMT$OH_COMPONENT
MGMT$OH_CRS_NODES

	

MGMT$OH_DEP_HOMES
MGMT$OH_FILE
MGMT$OH_HOME_INFO
MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS
MGMT$OH_INV_SUMMARY
MGMT$OH_PATCH
MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT
MGMT$OH_PATCHED_FILE
MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG
MGMT$OH_PATCHSET
MGMT$OH_VERSIONED_PATCHV
MGMT$PATCH_ADVISORIES









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS

	

MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY













2.4 Oracle Data Masking and Subsetting Pack for Oracle and Non-Oracle Databases

Oracle Data Masking and Subsetting Packを使用すると、本番データを現実に近い架空の値に置き換えることで、非本番環境で本番のようなデータを簡単に作成できるようになります。架空データの生成は、エクスポート時または別のステージング・サーバーで実行できます。サブセット機能では、元のデータの一部分をマスクすることができます。サブセット機能では、マスキングなしで元のデータの一部分を抽出することもできます。

Oracle Data Masking and Subsetting Packには、次のコンポーネントおよび機能が含まれています。

	
アプリケーション・データ・モデリング


	
データ・マスキング・フォーマット


	
データ・マスキング定義


	
データ・サブセット定義


	
アプリケーション・データ・モデリング、データ・マスキングおよびサブセットEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞


	
Oracle E-Business Suiteのバージョンを選択するためのアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationのバージョンを選択するためのアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationsのバージョンを選択するためのデータ・マスキング・テンプレート


	
Oracle E-Business Suiteのバージョンを選択するためのデータ・マスキング・テンプレート




Oracle Data Masking and Subsetting Pack for non-Oracle Databasesには、次の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
Database Gateway for APPC


	
Database Gateway for DRDA


	
Database Gateway for Informix


	
Database Gateway for SQL Server


	
Database Gateway for Sybase


	
Database Gateway for Teradata




Oracle Data Masking and Subsetting Packの目的以外でも前述のOracle Database Gatewayを使用する場合は、Oracle Database Gatewayの完全ライセンスを購入する必要があります。Oracle Data Masking and Subsetting Pack for non-Oracle Databasesを使用する場合、Oracle Database Gatewaysは、ライセンスが必要なOracle Databaseとは別にデータをステージングします。Oracle Data Masking and Subsettingの機能は、Oracle以外のデータベースに対して直接除外することはできません。

Oracle Data Masking and Subsetting Packには、次のライセンスが必要です。

	
ソース・データベース・サーバー(データの元となるデータベース)


	
マスキングとサブセット操作が実行されるステージング・データベース・サーバー






2.4.1 Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に、Oracle Enterprise Manager内部でOracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスが必要なページおよびリンクを示します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	アプリケーション・データ・モデリング	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「アプリケーション・データ・モデリング」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「アプリケーション・データ・モデリング」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。


	データ・マスキング定義	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・マスキング定義」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「データ・マスキング定義」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。ただし、「クローニングとマスキング」オプションは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	データ・マスキングのフォーマット	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・マスキングのフォーマット」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「データ・マスキングのフォーマット」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。


	データ・サブセッティング定義	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・サブセッティング定義」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニューをクリックし、「Data Masking and Subsetting」、「データ・サブセッティング定義」の順に選択します。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。











	
注意:

	
Oracle Data Masking and Subsetting Packには、以前のData Masking PackおよびTest Data Management Packが組み込まれています。


	
アプリケーション・データ・モデリングは、以前はデータ検出およびモデリングと呼ばれていました。


















2.5 旧ライセンス: Configuration Management Pack for Oracle Database

Enterprise Manager Cloud ControlでConfiguration Management Pack for Oracle Databaseは提供されなくなりました。Configuration Management Pack for Oracle Databaseを購入したEnterprise Manager 10gおよび11gのお客様は、次の各項で説明するようにEnterprise Manager Cloud ControlでConfiguration Management Packの機能を使用できます。

	
Oracle Configuration Management Packの機能


	
Oracle Configuration Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Configuration Management Packのライセンスが必要なレポート


	
Oracle Configuration Management Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー






2.5.1 Oracle Configuration Management Packの機能

以前に購入したConfiguration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスで次の機能を使用できます。


	機能	定義
	コンプライアンス	業界要件および法的コンプライアンス要件に対応したコンプライアンス・フレームワーク、標準および拡張性を提供します。
	構成収集の拡張性	カスタム構成収集を作成して、現在の構成収集を拡張します。
	構成比較	構成、1対1、1対多、ファイル同期を比較します。
	構成履歴	特定の時間枠における構成または関係の変更についてレポートを作成します。
	構成インスタンス・ブラウザ	構成アイテムおよびターゲットに関連付けられているアソシエーションを表示します。
	構成の保存	構成を保存し、参照、ベースラインまたはゴールド・スタンダードに使用します。
	構成検索	特定のターゲットまたは関係全体を対象に構成アイテムを検索します。
	構成トポロジ	特定のターゲットと、それに依存している他のターゲットとの依存関係のトポロジを表示します。
	Exadata Database Machineの構成	ストレージ・セル、データベースおよびインフィニバンド・スイッチなどのDB Machineのすべてのコンポーネントの構成情報を提供します。
	Exadata Database Machine構成アクション	比較と検索を行えます。履歴とコンプライアンス情報を提供します。
	ファイルの同期	比較中に、構成ファイルの差異を同期します。
	リアルタイムな構成変更の検出	リアルタイムに構成変更を検出し、コンプライアンス・フレームワークを自動化します。







2.5.1.1 ライセンスが必要なその他の機能

Configuration Management Pack for Oracle Databaseを以前に購入していた場合、次の項に記載されている機能も使用できます。これらの機能は、ライセンスの対象となっているCPUのOracleデータベース・ホームおよびプラットフォーム(ハードウェアおよびオペレーティング・システム)のOracle Databaseターゲットに限定されます。


	ライセンスが必要な機能	説明
	Application Configuration Console	インフラストラクチャの構成を管理するための自動化されたゴールド・マスターな手法をITインフラストラクチャ・チームに提供します。
Application Configuration Consoleには、Oracle Database (Enterprise Edition)に対する使用制限付きライセンスが含まれており、Application Configuration Consoleサーバーの実行用途にのみ使用できます。


	自己更新	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「拡張性」、「自己更新」の順にクリックします。構成およびコンプライアンス関連の更新をダウンロードして適用するには、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。











2.5.2 Oracle Configuration Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すライセンスが必要なリンクおよび機能は、Oracle DatabaseターゲットおよびOracle Databaseがデプロイされている関連ホストのみに適用されます。Oracle Database以外のターゲットを管理するには、適切な管理パックを購入する必要があります。

以前に購入したConfiguration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスで次の機能を使用できます。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	構成インスタンス・ブラウザ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」の順にクリックします。このメニューにある、トポロジー以外のすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」の順にクリックします。このメニューにある、トポロジー以外のすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	構成検索	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「検索」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	構成履歴	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「履歴」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	構成比較	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「比較」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	ファイルの同期	「構成比較」の機能で説明されているように、比較結果の差異を表示しているときに左側のツリーで特定の構成を選択します。「ファイルの同期の有効化」を選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	構成の保存	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「保存」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	構成トポロジ	ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

	
ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	
ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。





	構成収集の拡張性	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「カスタム」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	リアルタイムな構成変更の検出およびコンプライアンス	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「コンプライアンス」の順にクリックします。「ライブラリ」ページ、「結果」ページおよび「リアルタイム監視」ページに関連するすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。









2.5.3 Oracle Configuration Management Packのライセンスが必要なレポート

Configuration Management Pack for Oracle Databaseの既存のライセンスで次のレポートを使用できます。次に示すレポートと関連機能は、Oracle DatabaseターゲットおよびOracle Databaseがデプロイされている関連ホストのみに適用されます。Oracle Database以外のターゲットを管理するには、適切な管理パックを購入する必要があります。

これらの各セクションにあるデータベース・レポートはすべて、このパックのライセンスを必要とする機能です。レポートにアクセスするには、Enterprise Managerのホームページに移動し、「レポート」をクリックして、「情報パブリッシャ・レポート」または「BI Publisher Enterpriseレポート」を選択します。

次に示す「情報パブリッシャ・レポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

	
コンプライアンス


	
構成




次に示す「BI Publisher Enterpriseレポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Configuration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

	
コンプライアンス


	
構成








2.5.4 Oracle Configuration Management Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、以前に購入したConfiguration Management Pack for Oracle Databaseのライセンスに含まれています。


	構成ビュー
	

MGMT$CCS_DATA
MGMT$CCS_DATA_SOURCE
MGMT$CCS_DATA_SOURCE_VISIBLE
MGMT$CCS_DATA_VISIBLE
MGMT$CS_ASM_DISKGRP_SETTINGS
MGMT$CS_DB_CONTROL_FILE_COUNT
MGMT$CS_DB_INIT_PARAMS
MGMT$CS_DB_RBS_IN_SYSTEM
MGMT$CS_DB_REC_SEG_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_TS_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_USER_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REDO_LOG_COUNT
MGMT$CS_DB_REDO_LOGS
MGMT$CS_DB_TABLESPACES
MGMT$CS_DB_TBSP_SEGSPACE_MGMT
MGMT$CS_FEATURE_USAGE
MGMT$CS_HA_INFO
MGMT$DB_CONTROLFILES
MGMT$DB_DATAFILES
MGMT$DB_DBNINSTANCEINFO
MGMT$DB_FEATUREUSAGE

	

MGMT$DB_INIT_PARAMS
MGMT$DB_LICENSE
MGMT$DB_OPTIONS
MGMT$DB_REDOLOGS
MGMT$DB_ROLLBACK_SEGS
MGMT$DB_SGA
MGMT$DB_TABLESPACES
MGMT$DB_TABLESPACES_ALL
MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS
MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS
MGMT$HW_CPU_DETAILS
MGMT$HW_IO_DEVICES
MGMT$HW_NIC_BONDS
MGMT$J2EE_APPLICATION
MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENT
MGMT$J2EEAPP_JRFWS
MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPER
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICY
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORT
MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENT
MGMT$J2EEAPP_WSCONFIG









	コンプライアンス・ビュー
	

MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES
MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS
MGMT$CCC_DIAG_ANALYTICS
MGMT$CCC_DIAG_QUEUEBACKLOG
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE
MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_TARGET_ASSOC
MGMT$J2EEAPP_WSPORTCONFIG
MGMT$OS_INIT_SERVICES
MGMT$OS_KERNEL_PARAMS
MGMT$OS_LIMITS
MGMT$OS_MODULES
MGMT$OS_PROPERTIES
MGMT$SERVICETAG_INSTANCES
MGMT$SERVICETAG_REGISTRY
MGMT$UNPATCHABLE_DB_TARGETS
MGMT$WEBLOGIC_APPLICATIONS

	

MGMT$WEBLOGIC_CLUSTER
MGMT$WEBLOGIC_DOMAIN
MGMT$WEBLOGIC_EJBCOMPONENT
MGMT$WEBLOGIC_JDBCDATASOURCE
MGMT$WEBLOGIC_JDBCMULTIDS
MGMT$WEBLOGIC_JMSCONNFACTORY
MGMT$WEBLOGIC_JMSQUEUE
MGMT$WEBLOGIC_JMSTOPIC
MGMT$WEBLOGIC_JOLTCONNPOOL
MGMT$WEBLOGIC_MACHINE
MGMT$WEBLOGIC_NETWORK_CHANNELS
MGMT$WEBLOGIC_NODEMANAGER
MGMT$WEBLOGIC_RACONFIG
MGMT$WEBLOGIC_RAOUTBOUNDCONFIG
MGMT$WEBLOGIC_RESOURCECONFIG
MGMT$WEBLOGIC_SERVER
MGMT$WEBLOGIC_STARTSHUTCLASSES
MGMT$WEBLOGIC_VIRTUALHOST
MGMT$WEBLOGIC_WEBAPPCOMPONENT
MGMT$WEBLOGIC_WORKMANAGER
MGMT$WEBLOGIC_WSCONFIG









	Oracleホーム・パッチ適用ビュー
	

MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED
MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES
MGMT$OH_COMP_DEP_RULE
MGMT$OH_COMP_INST_TYPE
MGMT$OH_COMPONENT
MGMT$OH_CRS_NODES

	

MGMT$OH_DEP_HOMES
MGMT$OH_FILE
MGMT$OH_HOME_INFO
MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS
MGMT$OH_INV_SUMMARY
MGMT$OH_PATCH
MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT
MGMT$OH_PATCHED_FILE
MGMT$OH_PATCHSET
MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG
MGMT$OH_VERSIONED_PATCHV 
MGMT$PATCH_ADVISORIES









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY1
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY2
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY3
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY4
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY5

	

MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY6
MGMT$HW_NIC
MGMT$OS_COMPONENTS
MGMT$OS_FS_MOUNT
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_PATCHES
MGMT$OS_SUMMARY
MGMT$SOFTWARE_COMPONENT_ONEOFF
MGMT$SOFTWARE_COMPONENTS
MGMT$SOFTWARE_COMP_PATCHSET
MGMT$SOFTWARE_DEPENDENCIES
MGMT$SOFTWARE_HOMES
MGMT$SOFTWARE_ONEOFF_PATCHES
MGMT$SOFTWARE_OTHERS
MGMT$SOFTWARE_PATCHES_IN_HOMES
MGMT$SOFTWARE_PATCHSETS













2.6 旧ライセンス: Change Management Pack for Oracle Database

Enterprise Manager Cloud ControlでChange Management Pack for Oracle Databaseは提供されなくなりました。Change Management Pack for Oracle Databaseを購入したEnterprise Manager 10gおよび11gのお客様は、次の各項で説明するようにEnterprise Manager Cloud ControlでChange Managementの機能を使用できます。

	
Oracle Change Management Packの機能


	
Oracle Change Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Change Management Packのライセンスが必要なレポート


	
Oracle Change Management Packのライセンスが必要なパラメータ






2.6.1 Oracle Change Management Packの機能

Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスで次の機能を使用できます。


	機能	説明
	スキーマの比較	Enterprise ManagerまたはSQL Developerで、2つのデータベースまたはベースラインのデータベース・オブジェクトを比較します。
	スキーマとデータの比較	データベースまたは保存済のベースライン全体で、データベース・スキーマとデータを自動的に比較します。
	スキーマとデータの同期	データベース・オブジェクトおよびスキーマをデータ付きまたはデータなしで伝播し、データベース・オブジェクト定義を更新します。
	オブジェクトのコピー	データベース・オブジェクトをデータ付き、データのサブセット付きまたはデータなしでコピーします。
	リアルタイムなスキーマ変更の検出	リアルタイムでスキーマ変更を追跡し、不適切な変更または計画外の変更を識別します。







2.6.1.1 ライセンスが必要なその他の機能

Change Management Pack for Oracle Databaseを以前に購入していた場合、次の項に記載されている機能も使用できます。これらの機能は、ライセンスの対象となっているCPUのOracleデータベース・ホームおよびプラットフォーム(ハードウェアおよびオペレーティング・システム)のOracle Databaseターゲットに限定されます。


	ライセンスが必要な機能	説明
	自己更新	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「拡張性」、「自己更新」の順にクリックします。Database Change Management関連の更新をダウンロードして適用するには、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。











2.6.2 Oracle Change Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すライセンスが必要なリンクおよび機能は、Oracle DatabaseターゲットおよびOracle Databaseがデプロイされている関連ホストのみに適用されます。Oracle Database以外のターゲットを管理するには、適切な管理パックを購入する必要があります。

次に示すページ、リンクおよび各機能は、既存のChange Management Pack for Oracle Databaseのライセンスで使用できます。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	スキーマの比較	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	スキーマとデータの比較	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	スキーマとデータの同期	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	オブジェクトのコピー	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	リアルタイムなスキーマ変更の検出	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

データベースのホームページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。











2.6.3 Oracle Change Management Packのライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。これらの各セクションにあるOracle Databaseレポートはすべて、このパックのライセンスを必要とする機能です。レポートにアクセスするには、Enterprise Managerのホームページに移動し、「レポート」をクリックして、「情報パブリッシャ・レポート」または「BI Publisher Enterpriseレポート」を選択します。

次に示す「情報パブリッシャ・レポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

	
データベース変更管理




次に示す「BI Publisher Enterpriseレポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

	
データベース変更管理








2.6.4 Oracle Change Management Packのライセンスが必要なパラメータ

init.oraパラメータのENABLE_DDL_LOGGINGは、TRUEに設定して使用する場合、Change Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。デフォルトはFALSEです。







2.7 旧ライセンス: Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Database

Enterprise Manager Cloud ControlでProvisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseは提供されなくなりました。Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseを購入したEnterprise Manager 10gおよび11gのお客様は、次の各項で説明するようにEnterprise Manager Cloud ControlでProvisioning and Patch Automationsの機能を使用できます。

	
Oracle Provisioning and Patch Automation Packの機能


	
Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なレポート


	
Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なCLI動詞


	
Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー






2.7.1 Oracle Provisioning and Patch Automation Packの機能

以前に購入したProvisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスで次の機能を使用できます。


	機能	説明
	データベースのパッチ	Oracle DatabaseおよびRACのエンドツーエンドなパッチ適用を自動化します。
	データベースのプロビジョニング	データベースおよびOracleホームをプロビジョニングします。
	データベース・アップグレード	既存のOracle Databaseをアップグレードします。
	パッチ推奨	My Oracle Supportのクリティカル・パッチを推奨します。
	パッチ適用計画	My Oracle Supportのパッチ適用計画、パッチ検証およびダウンロードを行います。
	プロビジョニング・プロシージャ	オペレーティング・システム、Oracle DatabaseおよびReal Application Clustersをデプロイします。
	RACのスケール・アウトおよびスケール・バック	単一インスタンス・データベースをRACに拡張します。







2.7.1.1 ライセンスが必要なその他の機能

Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseを以前に購入していた場合、次の項に記載されている機能も使用できます。これらの機能は、ライセンスの対象となっているCPUのOracleデータベース・ホームおよびプラットフォーム(ハードウェアおよびオペレーティング・システム)のOracle Databaseターゲットに限定されます。

	
oplanユーティリティ(基本的なOPlan機能は、Oracle Support契約のあるユーザーであれば無償で使用できます。OPlanメタデータを使用したEnterprise Managerまたはカスタム/サード・パーティ・スクリプトのいずれかからの統合ロジックの実行は、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseの一部です。)


	
ASMに移行


	
自己更新










2.7.2 Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すライセンスが必要なリンクおよび機能は、Oracle DatabaseターゲットおよびOracle Databaseがデプロイされている関連ホストのみに適用されます。Oracle Database以外のターゲットを管理するには、適切な管理パックを購入する必要があります。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	プロビジョニング・プロシージャ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースのクローニング、プロビジョニング、パッチ適用およびアップグレードを行うすべてのプロシージャは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	データベース・アップグレード	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースのアップグレードを行うすべてのプロシージャは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	データベースのプロビジョニングとパッチ適用	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースのクローニングおよびプロビジョニングを行うすべてのプロシージャは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	RACのスケール・アウトおよびスケール・バック	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースやRACの拡張またはスケールを行うすべてのプロシージャは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

Oracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	データベースのパッチ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベース、クラスタウェアまたはReal Application Clustersのパッチ適用を行うすべてのプロシージャは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。
	オフライン・パッチ	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「オフライン・パッチ」の順にクリックします。「オンライン設定とオフライン設定」タブにある「接続」、「オフライン」 設定は、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。









2.7.3 Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。次に示すレポートと関連機能は、Oracle DatabaseターゲットおよびOracle Databaseがデプロイされている関連ホストのみに適用されます。Oracle Database以外のターゲットを管理するには、適切な管理パックを購入する必要があります。

これらの各セクションにあるレポートはすべて、このパックのライセンスを必要とする機能です。レポートにアクセスするには、Enterprise Managerのホームページに移動し、「レポート」をクリックして、「情報パブリッシャ・レポート」または「BI Publisher Enterpriseレポート」を選択します。

次に示す「情報パブリッシャ・レポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

	
デプロイと構成




次に示す「BI Publisher Enterpriseレポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。

	
デプロイと構成








2.7.4 Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なCLI動詞

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)は、使用するのにProvisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。


	

clone_database
confirm_instance
create_database
describe_instance
describe_procedure_input
get_executions
get_instance_data
get_instance_status
get_instances
get_procedure_types
get_procedure_xml
get_procedures

	

get_retry_argument
ignore_instance
reschedule_instance
resume_instance
save_procedure
stop_instance
submit_procedure
suspend_instance
update_and_retry_step
update_procedure_inpu
upgrade_database











2.7.5 Oracle Provisioning and Patch Automation Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、以前に購入したProvisioning and Patch Automation Pack for Oracle Databaseのライセンスに含まれています。


	プロビジョニングおよびパッチ適用ビュー
	

EM$PROV_APPTYPES
EM$PROVAPP_METADATA
EM$PROVAPP_METADATA_VERSION

	

EM$PROVAPP_TAG_PROPERTIES
EM$PROVAPP_TAGS
MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCE









	Oracleホーム・パッチ適用ビュー
	

MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED
MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES
MGMT$OH_COMPONENT
MGMT$OH_COMP_DEP_RULE
MGMT$OH_COMP_INST_TYPE
MGMT$OH_CRS_NODES

	

MGMT$OH_DEP_HOMES
MGMT$OH_FILE
MGMT$OH_HOME_INFO
MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS
MGMT$OH_INV_SUMMARY
MGMT$OH_PATCH
MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT
MGMT$OH_PATCHED_FILE
MGMT$OH_PATCHSET
MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG
MGMT$OH_VERSIONED_PATCHV
MGMT$PATCH_ADVISORIES









	パッチ適用ビュー
	

GC$EM_PC_PLAN_PATCHES
GC$EM_PC_PLAN_TARGETS
GC$EM_PC_PLANS
GC_PC_EXECUTION_INSTANCES
GC_PC_PLAN_ANALYSIS_RS
GC_PC_PLAN_REMEDY
GC_PC_PLAN_REMEDY_DETAILS
GC_PC_PLAN_USERS
GC_PC_TARGETS
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS
MGMT$ARU_FAMILY_PRODUCT_MAP
MGMT$ARU_LANGUAGES
MGMT$ARU_PATCH_RECOMMENDATIONS
MGMT$ARU_PLATFORMS
MGMT$ARU_PRODUCTS
MGMT$ARU_PRODUCT_RELEASE_MAP

	

MGMT$ARU_RELEASES
MGMT$ARU_TARGETS
MGMT$PA_AFFTED_HOST_GUID_OH
MGMT$PA_AFFTED_HOST_OH
MGMT$PA_AFFTED_TARGETS
MGMT$PA_FINAL_PATCH_LIST
MGMT$PA_TARGET_MAPPING
MGMT$PR_APPL_PATCHES_TO_OH
MGMT$PR_APPL_PATCHES_TO_OH_TGT
MGMT$PR_HOMES_AFFECTED_COUNT
MGMT$PR_HOME_INFO
MGMT$RECOM_METRIC_SOURCE













2.8 旧ライセンス: Oracle Data Masking Pack for Oracle and non-Oracle Databases

Oracle Enterprise Manager Cloud ControlでOracle Data Masking Packは提供されなくなりました。旧ライセンスのOracle Data Masking Packを購入したユーザーは、Oracle Data Masking and Subsetting Packの次のコンポーネントおよび機能を使用できるように登録されます。

	
アプリケーション・データ・モデリング


	
データ・マスキング・フォーマット


	
データ・マスキング定義


	
「表ルール」および「ルール・パラメータ」タブを除くデータ・サブセット定義


	
アプリケーション・データ・モデリング、データ・マスキングEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞


	
Oracle E-Business Suiteのバージョンを選択するためのアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationのバージョンを選択するためのアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationsのバージョンを選択するためのデータ・マスキング・テンプレート


	
Oracle E-Business Suiteのバージョンを選択するためのデータ・マスキング・テンプレート




Oracle Data Masking Pack for non-Oracle Databasesには、次の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
Database Gateway for APPC


	
Database Gateway for DRDA


	
Database Gateway for Informix


	
Database Gateway for SQL Server


	
Database Gateway for Sybase




Oracle Data Masking Packの目的以外でも前述のOracle Database Gatewayを使用する場合は、Oracle Database Gatewayの完全ライセンスを購入する必要があります。Oracle Data Masking Pack for non-Oracle Databasesを使用する場合、Oracle Database Gatewaysは、ライセンスが必要なOracle Databaseとは別にデータをステージングします。Oracle Data Maskingの機能は、Oracle以外のデータベースに対して直接除外することはできません。



2.8.1 Oracle Data Masking Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に、Oracle Enterprise Manager内部でOracle Data Masking Packのライセンスが必要なページおよびリンクを示します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	アプリケーション・データ・モデリング	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「アプリケーション・データ・モデリング」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「アプリケーション・データ・モデリング」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking Packのライセンスを必要とします。


	データ・マスキング定義	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・マスキング定義」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「データ・マスキング定義」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。ただし、「クローニングとマスキング」オプションは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	データ・マスキングのフォーマット	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・マスキングのフォーマット」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「データ・マスキングのフォーマット」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。


	データ・サブセッティング定義	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・サブセッティング定義」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニューをクリックし、「Data Masking and Subsetting」、「データ・サブセッティング定義」の順に選択します。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。













2.9 旧ライセンス: Oracle Test Data Management Pack for Oracle and non-Oracle Databases

Oracle Enterprise Manager Cloud ControlでOracle Test Data Management Packは提供されなくなりました。Oracle Test Data Management Packを購入したユーザーは、Oracle Data Masking and Subsetting Packの次のコンポーネントおよび機能を使用できるように登録されます。

	
アプリケーション・データ・モデリング


	
データ・サブセット定義


	
アプリケーション・データ・モデル、データ・サブセットEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞


	
Oracle E-Business Suiteのバージョンを選択するためのアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationのバージョンを選択するためのアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ




Oracle Test Data Management Pack for non-Oracle Databasesには、次の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
Database Gateway for APPC


	
Database Gateway for DRDA


	
Database Gateway for Informix


	
Database Gateway for SQL Server


	
Database Gateway for Sybase




Oracle Test Data Management Packの目的以外でも前述のOracle Database Gatewayを使用する場合は、Oracle Database Gatewayの完全ライセンスを購入する必要があります。Oracle Test Data Management Pack for non-Oracle Databasesを使用する場合、Oracle Database Gatewaysは、ライセンスが必要なOracle Databaseとは別にデータをステージングします。Oracle Test Data Managementの機能は、Oracle以外のデータベースに対して直接除外することはできません。


2.9.1 Oracle Test Data Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に、Oracle Enterprise Manager内部でOracle Test Data Management Packのライセンスが必要なページおよびリンクを示します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	アプリケーション・データ・モデリング	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「アプリケーション・データ・モデリング」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニュー、「アプリケーション・データ・モデリング」の順にクリックします。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Test Data Management Packのライセンスを必要とします。


	データ・サブセッティング定義	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「データ・サブセッティング定義」の順にクリックします。
Oracleデータベース・ターゲットまたはOracleクラスタ・データベース・ターゲットのホームページで、「セキュリティ」メニューをクリックし、「Data Masking and Subsetting」、「データ・サブセッティング定義」の順に選択します。

これらのメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packのライセンスを必要とします。



















3 Oracle Middleware Enterprise Management


この章では、Oracle Middleware Enterprise ManagementのためにEnterprise Managerで提供される管理パックについて、ライセンスの必要な機能とリンクを説明します。

	
WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition


	
SOA Management Pack Enterprise Edition


	
Management Pack for WebCenter


	
Management Pack for Oracle Coherence


	
Management Pack for Oracle Data Integrator


	
Oracle Application Replay Pack


	
Business Intelligence Management Pack


	
Oracle Real User Experience Insight






3.1 WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionは、Oracle Fusion Middleware、Oracle WebLogic Server、Oracle GlassFish ServerおよびOracle Application Serverを管理するためのソリューションを提供します。このパックは、アプリケーション・パフォーマンス管理、管理、ビジネス・トランザクション管理、サービス・レベル管理の各ソリューション領域にわたる機能と、これらの多数の製品およびコンポーネントにわたるライフサイクル管理機能を提供します。




	
注意:

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control 12c、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control 11gおよびOracle Enterprise Manager 10g Application Server Controlの機能はすべて、Oracle Fusion Middlewareの各エディションに含まれています。WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionを必要とするリンクおよび領域は、Fusion Middleware ControlおよびApplication Server Controlの範囲外です。







次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Oracle WebLogic Server Management Packの機能


	
Oracle WebLogic Server Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle WebLogic Server Management Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー


	
Oracle WebLogic Server Management Packのライセンスが必要なレポート


	
Oracle WebLogic Management Packのライセンスが必要なCLI動詞


	
WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionの制限付きライセンス






3.1.1 Oracle WebLogic Server Management Packの機能

このパックには次に示す一般的な機能が含まれており、特に記述のないかぎり、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cから使用できます。

	
アプリケーション・パフォーマンス管理機能


	
管理機能


	
サービス・レベル管理機能


	
Coherence管理機能


	
ビジネス・トランザクション管理機能は、Oracle Enterprise Manager Business Transaction Management 12cで使用可能です。


	
ライフサイクル管理機能(構成管理、コンプライアンス管理、プロビジョニングおよびパッチ適用にわたる)


	
アプリケーション・サーバーおよびスタンドアロンJavaアプリケーションに適用可能なJava Mission Control (JMC)を使用可能です。




次の機能領域では、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionに関連する複数の製品のそれぞれについて、機能の概要を説明します。


	
	アプリケーション・パフォーマンス管理
	
Coherence管理


	
ビジネス・トランザクション管理





	
	ライフサイクル管理
	
管理













3.1.1.1 アプリケーション・パフォーマンス管理

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionは、Pure Java EEおよびWebサービス環境に対する包括的な管理およびモデリング機能を提供し、Oracle WebLogic Serverで稼働するアプリケーションのビジネス・トランザクション監視を実行します。このパックは、コンテキスト・ドリルダウンのモデリング機能と、コンテナを横断しJava EEの全スタックを縦断できる広範なメトリックを組み合せることで、開発、テスト、ステージングおよび本番環境におけるJava EEベースの環境の管理コストと複雑さを大幅に軽減します。

特に記述のないかぎり、次に示すアプリケーション・パフォーマンス管理機能は、Oracle WebLogic Server、Oracle Application ServerおよびOracle GlassFish Serverの環境に必要に応じて適用されます。


	機能	説明
	オーバーヘッドの少ない監視、通知およびダッシュボードが常時オン	過去の問題を診断し、停止の警告を早期に受信して、すべてのアプリケーションのステータスを単一のビューで確認できます。
	アプリケーションの依存性とパフォーマンス
(GlassFishには適用されない)

	動的および静的な依存性解析を実行してアプリケーション・インフラストラクチャを自動的にモデル化し、複数層のJava EEアプリケーションまたはWebサービスの問題の根本原因を特定します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	ビジネス・アプリケーション管理	ビジネス・アプリケーションのターゲットを作成および監視し、アプリケーションとビジネス・トランザクション、基礎となるITインフラストラクチャの関係を直感的に表すことができます。
	ビジネス・トランザクションの監視
(Oracle WebLogic Serverにのみ適用)

	WebLogicアプリケーションの複数層アーキテクチャ全体にわたるトランザクション・リクエストを表示します(個別トランザクションのトレースと集計メトリックを含む)。
	コンポジット・アプリケーション管理	コンポジット・アプリケーションのすべてのメンバーおよび層を完全に可視化します。
	Java EEおよびWebサービスのメトリックのコンテキスト表示
(GlassFishには適用されない)

	Java EEおよびWebサービスのメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	Oracle Databaseを使用した層間トレース	関連するすべてのアプリケーションおよびJVMに対するデータベース問題の影響を表示し、Javaとデータベース間で問題を分離します。
	診断スナップショット
(GlassFishには適用されない)

	JVMの監視および診断データのスナップショットをWebLogic Serverのログ・ファイルと関連付けて保存します。
	特異なヒープ分析	本番環境でメモリー・リーク分析を利用し、メモリー増加率およびメモリー・リークの分析を簡略化します。
	Exalogic Elastic Cloud管理	Oracle Exalogic Elastic Cloudシステムに搭載されるWebLogicドメインおよびCoherenceクラスタのサマリー・ビューを入手します。
	パフォーマンスの履歴監視	可用性とパフォーマンス・データを一定期間追跡します。
	JVMの相互トランザクションのトレース	JVMスレッドをトレースします。JVMコンテナの各レイヤー(サーブレット、JSP、EJB、JDBCおよびSQL)のレスポンス時間ブレークダウンを表示します。
	JVM診断エージェントのホット・デプロイメント	アプリケーション・サーバーの再起動や構成変更を行わずに、JVM診断エージェントをデプロイします。
	ログ・ビューア
(GlassFishには適用されない)

	ファイル・システムの保存場所に関係なく、Oracle Fusion Middlewareのログ・ファイルにすばやく簡単にアクセスできます。時間、重大度、実行コンテキストID (ECID)などのプロパティに基づき、すべてのOracle Fusion Middlewareコンポーネントのログ全体でログ・メッセージを検索し、関連付けを行います。
	管理コネクタ	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	任意のレイヤーに関するメトリック表示
(GlassFishには適用されない)

	カスタマイズされたダッシュボードおよびビューを自動的に生成します。
	ミドルウェア診断アドバイザ
(GlassFishには適用されない)

	ミドルウェアとデータベース・スタック全体のパフォーマンス・データと構成データに基づき、詳細なアドバイスと推奨を提供します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	インスツルメンテーションのオーバーヘッドなしにJVMおよびアプリケーションの状態をリアルタイムで表示	テスト環境で問題を再現する必要がなくなります。
	リクエスト・パフォーマンス	履歴ビューに、WebLogic Serverのコンテキストおよび基礎となるJVMから受け取ったエンドユーザー・リクエストに対するレスポンス時間を表示します。レスポンス時間ブレークダウンは、OC4Jコンテナの各レイヤー(サーブレット、JSP、EJB、JDBCおよびSQL)で入手できます。
	サービス・レベル目標値	アーキテクチャ内の任意のポイントに、インジケータおよびアラートのサービス・レベル目標値(SLO)を指定します。
	処理中のトランザクションのトレース	リクエストのパフォーマンス問題をリアルタイムで表示します。各リソース・ボトルネックおよびJavaメソッドで消費された時間を分析します。
	JVMプールの監視	アプリケーションのすべてのJVMを同一の監視設定で監視します。









	
注意:

WebLogic Server Management Pack Enterprise EditionおよびEnterprise Manager Cloud Controlとは別にインストールされるビジネス・トランザクション管理(BTM)製品では、ライセンス対象はEnterprise Manager Cloud Controlの「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」ページに関連するJava EEおよびWebサービス・コンポーネントに限定されており、SOA、BPEL、WebCenter、Portal、OSB、ESB、AIAまたはPageflowコンポーネントは対象外です。











3.1.1.2 Coherence管理

WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition内のCoherence管理機能では、Coherenceに対する包括的な監視および管理機能が提供されます。この機能では、様々なクラスタのアーティファクトとそれらの相互依存関係の詳細なメトリックを提供することで、クラスタを完全に可視化します。単一のコンソールから複数のCoherenceクラスタを監視できます。




	
注意:

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスでは、CoherenceがWebLogic Serverと同じCPU上で動作する場合は、Coherence管理もライセンスに含まれます。Oracle CoherenceがWebLogic Serverとは異なるCPUで動作する場合は、Management Pack for Oracle Coherenceのライセンスを付与する必要があります。







WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition内のCoherence管理には次の機能が含まれています。


	機能	説明
	デプロイの自動化	複数ノードを含むCoherenceクラスタのデプロイと設定を自動化します。
	完全なクラスタ表示	すべてのCoherenceコンポーネントの詳細なメトリックを提供します。
	構成管理	集中管理ユーザー・インタフェース・コンソールから複数のノード、キャッシュおよびサービスのランタイム構成パラメータを変更します。
	複数クラスタの監視	単一コンソールから複数クラスタを監視します。
	ノードの起動と停止	Coherenceクラスタで既存ノードを停止し、新規ノードを起動します。
	クラスタの起動と停止	Coherenceクラスタ全体を起動および停止します。









3.1.1.3 ビジネス・トランザクション管理

次に示すとおり、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionには、WebLogic Serverで稼働するJava EEおよびWebサービス・コンポーネントのみを対象とするビジネス・トランザクション管理(BTM)機能が含まれます。




	
注意:

ビジネス・トランザクション管理は、Enterprise Manager Cloud Control 12cとは別にインストールされます。








	機能	説明
	コンテキストで表示	Java EEをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	例外管理	トランザクションのアラートおよび検索機能を提供し、複数のアプリケーション・コンポーネント全体にわたるトランザクション内の例外およびエラーを特定します。
	トランザクション検出	複数のWebLogicまたはOracle Application Serverインスタンス(あるいはその両方)にわたるコンポーネント全体を移動するトランザクションの検出、記録および関連付けを行います。
	トランザクション・レベル合意	複数の相互作用コンポーネント全体にわたるトランザクション・レベル目標値(TLO)を提供します。






WebLogic Serverカテゴリのライセンスを必要とするBTMテクノロジは、次のとおりです。


	
	JAX-WS
	
JAX-RPC


	
JDBC


	
EJB




	
	JMS
	
Java


	
JSP/サーブレット


	
Webアプリケーション











ライセンスが必要なBTMのリンクは、「ビジネス・トランザクション管理に適用されるライセンスが必要なリンク」を参照してください。





3.1.1.4 ビジネス・トランザクション管理の使用制限付きライセンス

Enterprise Managerのビジネス・トランザクション管理には、エンドポイントの監視という明確な用途で、Oracle Service Busとそのサブコンポーネントの使用制限付きライセンスが含まれ、プロキシ・サービスとビジネス・サービスをパススルー・モードでのみ作成できます。Oracle Service Busでは、ビジネス・トランザクション管理のオブザーバ・エージェントが単一インスタンスで構成され、プロキシ・フェイルオーバー用には別のOracle Service Busインスタンスが構成される場合があります。





3.1.1.5 ライフサイクル管理

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライフサイクル管理機能を使用すると、管理者はOracle WebLogic Server、Oracle GlassFish Server、Oracle Application ServerなどのOracleミドルウェア・ソフトウェアのライフサイクルの管理に必要なプロセスを自動化できます。プロビジョニング、パッチ適用、構成管理およびコンプライアンス管理に関連した時間のかかる手動タスクが削減されます。




	
注意:

次のOracle製品をプロビジョニングするには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition (即時利用可能なデプロイメント・プロシージャおよびユーザー定義のデプロイメント・プロシージャの両方を含む)のライセンスが必要です。
	
WebLogic Server


	
Forms、Reports


	
Oracle HTTP Server


	
Oracle Traffic Director


	
Oracle Coherence


	
Oracle GlassFish


	
Oracle Application Server




次のFusion Middlewareコンポーネントのプロビジョニングは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスには含まれません。

	
SOA Suite


	
BPM Suite


	
Oracle Service Bus


	
AIA


	
WebCenter Suite


	
Oracle Identity Management


	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition












特に記述のないかぎり、次に示すライフサイクル管理機能は、Oracle WebLogic Server、Oracle Application ServerおよびOracle GlassFish Serverの環境に必要に応じて適用されます。


	機能	説明
	変更アクティビティ計画
(GlassFishには適用されない)

	データ・センター全体での変更アクティビティを計画し、リアルタイムに追跡し、実行する機能を提供します。アクティビティには、PSUパッチのロールアウトなどがあります。
	コンプライアンス	業界要件および法的コンプライアンス要件に対応したコンプライアンス・フレームワーク、標準および拡張性を提供します。この機能には、旧BEA Guardian SignaturesをWebLogic Signature RulesとしてEnterprise Manager Cloud Controlコンソールに統合することも含まれます。
	構成収集の拡張性	カスタム構成収集を作成して、現在の構成収集を拡張します。
	構成比較	構成を比較します(1対1、1対多)。
	構成履歴	特定の時間枠における構成または関係の変更についてレポートおよび通知を行います。
	構成インスタンス・ブラウザ	構成アイテムおよびターゲットに関連付けられているアソシエーションを表示します。
	構成の保存	構成を保存し、参照、ベースラインまたはゴールド・スタンダードに使用します。
	構成検索	特定のターゲットまたは関係全体を対象に構成アイテムを検索します。
	構成トポロジ	特定のターゲットと、それに依存している他のターゲットとの依存関係のトポロジを表示します。
	サイト・ガードを介した障害時リカバリ
(GlassFishには適用されない)

	Oracle Fusion MiddlewareとOracle Databaseの完全なサイト・フェイルオーバーを自動化し、他のデータ・センター・コンポーネントを含むように拡張します。
注意:

サイト・ガードを使用するには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionまたは Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのいずれかのライセンスが必要です。


	通知	構成の変更または違いについての通知を提供します。
	パッチ適用	Oracle WebLogic ServerとOracle Application Serverのエンドツーエンドのパッチ適用を可能にします。
	プロビジョニング・デプロイメント・プロシージャ	
	参照インストールまたはソフトウェア・ライブラリから、WebLogicドメインまたはミドルウェア・ホーム(あるいはその両方)をクローニングします。
	
Oracle Application Serverをクローニングします。


	
WebLogicドメインをスケール・アップまたはスケール・アウトします。


	
Oracle WebLogicドメインに対して、Java EEアプリケーションをデプロイ/再デプロイ/アンデプロイします。


	
ソフトウェア・ライブラリに格納されているインストール・メディアから、ミドルウェア・ホームまたはWebLogicドメイン(あるいはその両方)の初回プロビジョニングを実行します。





	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	必要なフェーズ、ステップおよび変数を挿入して最初からプロシージャを作成し、カスタム・プロセスを自動化します。
	パッチ推奨
(Oracle Application ServerおよびWebLogic Serverにのみ適用)

	My Oracle Supportのセキュリティ・パッチ更新の推奨を示します。
	リアルタイムな構成変更の検出	変更管理コネクタを使用して、構成変更のリアルタイムの検出、コンプライアンス・フレームワークの自動化および自動化された監視の認可を行います。
	ルーティング・トポロジ	Fusion Middlewareファーム/WebLogicドメインとそれに関連するターゲットの関係と状態を把握します。
	自己更新	Oracle WebLogic ServerとOracle Application Serverのターゲットのパッチ、プロビジョニング、コンプライアンスに関連する更新をダウンロードおよび適用します。
	WebLogicサーバー構成ファイルの同期	構成比較の操作中にWebLogicドメインまたはWebLogicサーバーの間で差異が検出された場合に、Enterprise Manager Cloud Controlから、WebLogicサーバー関係の構成ファイル(config.xmlなど)を同期します。この機能は、構成を同一にするときに便利です。









3.1.1.6 管理

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionの管理機能を使用すると、管理者はWebLogic Server環境の一般的な管理操作をEnterprise Manager Cloud Controlから直接実行できるため、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlコンソールまたはOracle WebLogic Server管理コンソールにドリルダウンしてログインする必要はありません。

次に示す機能は、Oracle WebLogic Server環境に必要に応じて適用されます(Oracle Application ServerおよびOracle GlassFish Server環境には適用されません)。


	機能	説明
	チェンジ・センター	ドメイン構成をロックし、変更内容を保存します。変更する前に構成をロックして、自分の編集セッション中に他の管理者が変更を実行できないようにします。保存されたすべての変更を表示し、構成変更を有効にするために再起動する必要があるサーバー・インスタンスを表示し、ロックを解除し、変更をアクティブ化または元に戻します。
	システムMBeanブラウザ	特定のOracle WebLogic Serverまたはアプリケーション・デプロイメントのターゲットのMBeansを表示、構成および使用します。
	JDBCデータ・ソース管理	JDBCデータ・ソースを作成、編集、削除、制御およびテストします。
	構成アクションの記録	一連のWebLogic Scripting Tool (WLST)コマンドとして実行された構成アクションを記録します。このコマンドをWLSTでリプレイすることで、ドメインの構成タスクを自動化することができます。記録を開始、停止または表示することができます。
	Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのログの構成	Oracle WebLogic Server、アプリケーション・デプロイメント、SOAインフラストラクチャ、Essbaseサーバー、ディレクトリ統合プラットフォーム・サーバー、Oracle Virtual Directory、Oracle Reports Application、Oracle Reports Bridge、Oracle Reports ServerおよびOracle Reportsツールのターゲットに対するログ・ファイル設定を構成します。
	Oracle Fusion Middlewareの選択的トレース	選択的トレースはEnterprise Manager Cloud Controlから実行します。選択的トレースでは、管理者はよりきめ細かいロギング・データを取得できるうえ、特定のアプリケーション名(およびユーザー名、クライアント・ホスト、Webサービス・ポートなどのリクエストのその他の特定の属性)に適用されるようにデータを制限することができます。
	WebLogicクラスタ管理	WebLogicクラスタの設定を表示および編集します。
	WebLogicドメイン管理	WebLogicドメインの設定を表示および編集します。
	WebLogic Server管理	WebLogic Serverの設定を表示および編集します。
	マシン管理	マシンの設定を表示および編集します。
	サーバー・テンプレート管理	サーバー・テンプレートの設定を表示および編集します(この機能は、WebLogic Serverバージョン12cで使用できますが、それより前のバージョンでは使用できません)。









3.1.1.7 Oracle Traffic Director

WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition内のOracle Traffic Director (OTD)機能では、Oracle Traffic Directorに対する包括的な監視および管理機能が提供されます。この機能では、様々なクラスタのアーティファクトとそれらの相互依存関係の詳細なメトリックを提供することで、クラスタを完全に可視化します。単一のコンソールから複数のOracle Traffic Directorを監視できます。

WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition内のOracle Traffic Directorには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	ダッシュボード	Oracle Traffic Directorダッシュボードを提供します。
	完全なクラスタ表示	すべてのOracle Traffic Director構成およびクラスタの詳細なメトリックを提供します。
	構成管理	集中管理ユーザー・インタフェース・コンソールから複数のノード、キャッシュおよびサービスのランタイム構成パラメータを変更します。
	複数のOracle Traffic Directorインスタンスの監視	単一のコンソールから複数のOracle Traffic Directorインスタンスを監視します。
	OTDインスタンスの起動および停止	既存のOracle Traffic Directorインスタンスを停止します。
	Oracle Traffic Directorターゲットのリフレッシュ	OTDターゲットをリフレッシュします。
	Oracle Traffic Director (OTD)の監視	信頼できるパーティション/vCPUライセンス・レポートを表示します。











3.1.2 Oracle WebLogic Server Management Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス

前述の機能を使用するには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを購入する必要があります。次の各項では、Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要となるものを項目別に示します。これらは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionが無効になっている場合にはアクセスできません。一般的に、この後に示すリンクは、次のOracle Fusion Middlewareターゲット・タイプ(表3-1)およびOracle Application Serverターゲット・タイプ(表3-2)に対応します。


表3-1 Oracle Fusion Middlewareターゲット・タイプ

	
	
Oracle Fusion Middlewareファーム


	
Oracle GlassFishドメイン


	
Oracle GlassFishクラスタ


	
Oracle GlassFish Server


	
Oracle WebLogicドメイン


	
Oracle WebLogicクラスタ


	
Oracle WebLogic Server


	
ビジネス・アプリケーション


	
SMPPドライバ




	
	
クラスタ化アプリケーション・デプロイメント


	
ドメイン・アプリケーション・デプロイメント


	
アプリケーション・デプロイメント


	
Oracle HTTP Server (WebLogicドメインと共存でインストールされているか、またはスタンドアロン・ドメインとしてインストールされている)


	
Oracle Web Cache




	
	
Oracle Coherence


	
VoiceXMLドライバ


	
Oracle Forms Services


	
Oracle Portal


	
Oracle Reportsアプリケーション


	
XMPPドライバ


	
Oracle Reports Bridge


	
Oracle Reports Server


	
Oracle Reportsツール




	
	
Oracle Traffic Director


	
Oracle User Messaging Service


	
ユーザー・メッセージング電子メール・ドライバ


	
Java仮想マシン


	
Java仮想マシン・プール


	
Exalogic Elastic Cloud












表3-2 Oracle Application Serverターゲット・タイプ

	
	
Oracle Application Serverファーム


	
Oracle Application Serverクラスタ


	
DCM管理対象Oracle Application Serverクラスタ


	
OC4J


	
Oracle HTTP Server


	
Oracle Web Cache




	
	
Oracle Forms Services


	
Oracle Reports


	
Oracle Portal


	
BC4J


	
Oracle Workflow


	
Oracle Application Server Wireless











WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionには、Business Process Execution Language (BPEL)、Oracle Service Bus (OSB)、Oracle SOAインフラおよびOracle SOAコンポジットに対する機能は含まれていません。これらのOracle Fusion Middlewareコンポーネントについては、SOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスを取得する必要があります。




	
注意:

Oracle WebLogic Serverを管理するEnterprise Managerの機能は、Oracle WebLogic Serverの各リリース全体でほぼ一貫していますが、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionにおいてライセンスが必要な特定のリンクと、それらのリンクへのナビゲーションは、Oracle WebLogic Serverの異なるリリース全体で一貫していない場合があります。そのため、次の各項の一部では、ライセンスが必要なリンクを異なるWebLogic Serverリリースで区別しています。







次に、ライセンスが必要なリンクについて説明します。

	
ターゲット固有のページの範囲外でライセンスが必要なリンク


	
GlassFish Serverに適用されるライセンスが必要なリンク


	
管理機能に適用されるライセンスが必要なリンク


	
WebLogic Serverバージョン9、10および12に適用されるライセンスが必要なリンク


	
Oracle HTTP Serverに適用されるライセンスが必要なリンク


	
WebLogic Serverバージョン8に適用されるライセンスが必要なリンク


	
サービス・レベル管理に適用されるライセンスが必要なリンク


	
Coherence管理に適用されるライセンスが必要なリンク


	
ビジネス・トランザクション管理に適用されるライセンスが必要なリンク


	
ビジネス・アプリケーションに適用されるライセンスが必要なリンク


	
Exalogic Elastic Cloud管理に適用されるライセンスが必要なリンク


	
Oracle Application Server 10gに適用されるライセンスが必要なリンク






3.1.2.1 ターゲット固有のページの範囲外でライセンスが必要なリンク


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	アプリケーション・パフォーマンス管理	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「ミドルウェア管理」、最後に「アプリケーション・パフォーマンス管理」の順にクリックします。「アプリケーション・パフォーマンス管理」ページでは、アプリケーション・パフォーマンス管理エンジンの登録および管理機能などの項目は、追加されるエンジンのタイプに応じて、WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition、SOA Management Enterprise EditionまたはReal User Experience Insightのライセンスを必要とします。
	クライアント・システム・アナライザ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」の順にクリックします。「クライアント・システム・アナライザ」と「クライアント構成」の項目は、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	コンプライアンス	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「コンプライアンス」の順にクリックします。「ライブラリ」ページ、「リアルタイム監視」ページおよび「結果」ページに関連するすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成収集の拡張性	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「カスタム」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成比較	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「比較」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成履歴	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「履歴」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成インスタンス・ブラウザ	Enterprise Manageホームページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。上で識別されたFusion Middleware関連のターゲットを選択します。ターゲットのメニューから、「構成」サブメニューをクリックします。このサブメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、トポロジを除いて、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成の保存	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「保存」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成検索	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「検索」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成トポロジ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。


	変更アクティビティ計画	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」の順にクリックします。「変更アクティビティ計画」と「マイ・タスク」の項目は、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	Middlewareプロビジョニング	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、最後に「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。次の事前定義済プロシージャは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	
ミドルウェアのプロビジョニング


	
ミドルウェアのスケール・アップ/スケール・アウト


	
Application Server Deployment 10.1.3


	
Application Server Deployment 10.1.3.x SOA


	
Java EEアプリケーションのデプロイ/アンデプロイ


	
Coherenceノードのプロビジョニング




Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、最後に「Middlewareプロビジョニング」の順にクリックします。「Middlewareプロビジョニング」ページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。ただし、「SOAアーティファクトのプロビジョニング」「SOAコンポジットのデプロイ」、「BPELプロセスのプロビジョニング」、および「Oracle Service Busリソース・プロビジョニング」は除きます(これらはSOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします)。

WebLogic Domainターゲットのホームページで、「WebLogicドメイン」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。ただし、「SOAアーティファクトのプロビジョニング」、「SOAコンポジットのデプロイ」、WebCenterアーティファクト、WebCenterアプリケーションのデプロイは除きます(これらはSOA Management Pack Enterprise EditionおよびManagement Pack for WebCenterのライセンスを必要とします)。


	オフライン・パッチ	Enterprise Managerのホームページで、「設定」、「プロビジョニングとパッチ適用」、「オフライン・パッチ」の順にクリックします。「オンライン設定とオフライン設定」タブにある「接続」、「オフライン」設定は、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionkのライセンスを必要とします。
	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。プロビジョニング・ライブラリ・ページのアクション・リストの「新規作成」オプションは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	リアルタイムな構成変更の検出	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「コンプライアンス」の順にクリックします。「ライブラリ」ページ、「結果」ページ、および「リアルタイム監視」ページに関連するすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	自己更新	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「拡張性」、最後に「自己更新」の順にクリックします。上に示したミドルウェア・ターゲットのパッチ適用、プロビジョニングおよびコンプライアンス関連の更新をダウンロードして適用するには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要です。
	WebLogic Serverのパッチ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「パッチと更新版」の順にクリックします。このページの「パッチ推奨」および「パッチ計画」領域と、これらの領域のWebLogic Server関連の内容およびリンクは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。









3.1.2.2 GlassFish Serverに適用されるライセンスが必要なリンク

次のリンクはGlassFishドメイン、GlassFishクラスタおよびGlassFish Serverのターゲットのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	次に示すページおよびリンクは一般的な監視機能に関係するものです。
	次のセクションの一般的な監視リンク:
	
監視と診断


	
サーバー


	
リソース使用率




	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページにある、このセクションのリンクはライセンスを必要とします。
	「GlassFish Server」ページ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページのすべてのリンクは、GlassFish Server管理コンソールへのリンクを除いて、ライセンスを必要とします。このコンソールへのドリルダウン・リンクのライセンスは不要です。
	診断	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「診断」をクリックします。このメニューのすべてのリンクはライセンス供与可能です。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「診断」をクリックします。このメニューのすべてのリンクはライセンス供与可能です。





	ブラックアウトの作成	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「ブラックアウトの作成」をクリックします。ブラックアウトの作成ウィザードはライセンスを必要とします。


	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」メニュー、「監視」、最後に「ブラックアウト」の順にクリックします。「作成」をクリックします。ブラックアウトの作成ウィザードはライセンスを必要とします。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「ブラックアウトの作成」をクリックします。ブラックアウトの作成ウィザードはライセンスを必要とします。


	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」メニュー、「監視」、最後に「ブラックアウト」の順にクリックします。「作成」をクリックします。ブラックアウトの作成ウィザードはライセンスを必要とします。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「ブラックアウトの作成」をクリックします。ブラックアウトの作成ウィザードはライセンスを必要とします。


	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFishクラスタ」メニュー、「監視」、最後に「ブラックアウト」の順にクリックします。「作成」をクリックします。ブラックアウトの作成ウィザードはライセンスを必要とします。





	ブラックアウトの終了	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「ブラックアウトの終了」をクリックします。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「ブラックアウトの終了」をクリックします。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「ブラックアウトの終了」をクリックします。





	パフォーマンス・サマリー	GlassFish Server:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「監視」、最後に「パフォーマンス・サマリー」を選択します。





	JVMパフォーマンス	GlassFish Server:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「監視」、最後に「JVMパフォーマンス」を選択します。





	すべてのメトリック	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「すべてのメトリック」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「すべてのメトリック」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「すべてのメトリック」の順に選択します。





	アラート履歴	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「アラート履歴」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「アラート履歴」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「アラート履歴」の順に選択します。





	ブラックアウト	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「ブラックアウト」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「ブラックアウト」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「監視」、最後に「ブラックアウト」の順に選択します。





	次に示すページおよびリンクは構成管理機能に関係するものです。
	最新収集	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「最新収集」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「最新収集」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「最新収集」の順に選択します。





	比較	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「比較」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「比較」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「比較」の順に選択します。





	検索	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「検索」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「検索」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「検索」の順に選択します。





	履歴	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「履歴」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「履歴」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「履歴」の順に選択します。





	保存	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「保存」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「保存」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「保存」の順に選択します。





	トポロジ	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「トポロジ」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「トポロジ」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「構成」、最後に「トポロジ」の順に選択します。





	次に示すページおよびリンクはコンプライアンス管理機能に関係するものです。
	結果	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「コンプライアンス」、最後に「結果」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「コンプライアンス」、最後に「結果」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「コンプライアンス」、最後に「結果」の順に選択します。





	標準アソシエーション	GlassFishドメイン:
	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishドメインのターゲットを選択します。GlassFishドメインのホームページで、「GlassFishドメイン」のターゲット・メニュー、「コンプライアンス」、最後に「標準アソシエーション」の順に選択します。




GlassFishクラスタ:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFishクラスタのターゲットを選択します。GlassFishクラスタのホームページで、「GlassFishクラスタ」のターゲット・メニュー、「コンプライアンス」、最後に「標準アソシエーション」の順に選択します。




GlassFish Server:

	
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。リストからGlassFish Serverのターゲットを選択します。GlassFish Serverのホームページで、「GlassFish Server」のターゲット・メニュー、「コンプライアンス」、最後に「標準アソシエーション」の順に選択します。














3.1.2.3 管理機能に適用されるライセンスが必要なリンク

次に示すリンクおよびそのナビゲーションのリストは、Oracle WebLogic Serverの管理機能に対応し、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。




	
注意:

これらの機能にアクセスするには、その前にドメインにログインする必要があります。
これらの管理機能にアクセスするための優先資格証明を保存していない場合は、ドメインへのログイン時に求められます。

資格証明を保存していない場合は、ログイン・ページで資格証明を優先資格証明として保存することができます。優先資格証明があると、ログインしなくてもページが自動的に表示されます。










	リンク/メニュー項目	アクセス方法
	「選択的トレース」機能	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。「ドメイン・ホーム」ページで、「ドメイン」メニュー、「ログ」、最後に「選択的トレース」の順にクリックします。
	ログ・ファイル設定の構成機能	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「WebLogic Server」ターゲット・リンクを選択して「WebLogic Serverホーム」ページを表示します。「WebLogic Server」ページで、「WebLogic Server」メニュー、「ログ」、最後に「ログ構成」の順にクリックします。
	チェンジ・センター	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。優先資格証明などを使用してドメインにログインし、管理操作にアクセスしようとした場合、左上にある「ドメイン・ホーム」ページには、「チェンジ・センター」というラベルの領域があります。「チェンジ・センター」領域から、「変更」ドロップダウン・メニューをクリックします。「変更」ドロップダウン・メニューのすべてのリンクには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要です。
	システムMBeanブラウザ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。「ドメイン・ホーム」ページで、「ドメイン」メニューをクリックし、「システムMBeanブラウザ」を選択します。
	JDBCデータ・ソース管理	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。「ドメイン・ホーム」ページで、「ドメイン」メニューをクリックし、「JDBCデータソース」を選択します。
	構成アクションの記録	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。優先資格証明などを使用してドメインにログインし、管理操作にアクセスしようとした場合、左上にある「ドメイン・ホーム」ページには、「チェンジ・センター」というラベルの領域があります。「チェンジ・センター」領域から、「記録」ドロップダウン・メニューをクリックします。「記録」ドロップダウン・メニューのすべてのリンクには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要です。
	WebLogicドメイン管理	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。「ドメイン・ホーム」ページで、「ドメイン」メニューをクリックし、「管理」を選択します。
	WebLogicクラスタ管理	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。クラスタ・ターゲット・リンクを選択して「クラスタ・ホーム」ページを表示します。「クラスタ・ホーム」ページで、「クラスタ」メニューをクリックし、「管理」を選択します。
	WebLogic Server管理	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「WebLogic Server」ターゲット・リンクを選択して「WebLogic Serverホーム」ページを表示します。「WebLogic Serverホーム」ページで、「WebLogic Server」メニューをクリックし、「管理」を選択します。
注意: WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionでは、「管理」サブメニューで「開始/停止」メニュー項目を使用することはできません。


	サーバー・テンプレート管理	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。「ドメイン・ホーム」ページで、「ドメイン」メニューをクリックし、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	マシン管理	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。ドメイン・ターゲット・リンクを選択して「ドメイン・ホーム」ページを表示します。「ドメイン・ホーム」ページで、「ドメイン」メニューをクリックし、「環境」、「マシン」の順に選択します。









3.1.2.4 WebLogic Serverバージョン9、10および12に適用されるライセンスが必要なリンク

次に示すリンクおよびそのナビゲーションのリストは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでOracle WebLogic Serverリリース9、10および12を管理する場合に対応し、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。


	リンク/メニュー項目	アクセス方法
	「アプリケーション・デプロイメント」ページ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。WebLogicドメインのホームページにドリルダウンし、「アプリケーション・デプロイメント」のターゲットをクリックします。このページにあるすべてのリンクおよびメニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	「クラスタ化アプリケーション・デプロイメント」ページ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。WebLogicドメインのホームページにドリルダウンし、「アプリケーション・デプロイメント」のターゲットをクリックします。このページにあるすべてのリンクおよびメニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	ミドルウェア関係のターゲット・ページ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「名前」列のリンクをクリックすると、ターゲット・ホームページに移動します。(注意: ターゲット・ホームページには、他の方法でもアクセスできます。)ターゲット・ホームページにあるリンクとメニュー項目には、ライセンスが必要です。
	注意:
ミドルウェア関係のターゲットのホームページにライセンスは必要ありませんが、ページ上のリンクとメニュー項目は、ライセンスを必要とします。











3.1.2.5 Oracle HTTP Serverに適用されるライセンスが必要なリンク

次に示すリンクおよびそのナビゲーションのリストは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでOracle HTTP Serverを管理する場合に対応し、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	次に示すページおよびリンクは一般的な監視機能に関係するものです。
	ホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ブラックアウトの作成	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ブラックアウトの作成」を選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「制御」、「ブラックアウトの作成」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。


	ブラックアウトの終了	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ブラックアウトの終了」を選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「制御」、「ブラックアウトの終了」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。


	パフォーマンス・サマリー	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「パフォーマンス・サマリー」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	すべてのメトリック	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「すべてのメトリック」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	ステータス履歴	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「ステータス履歴」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	アラート履歴	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「アラート履歴」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	ブラックアウト	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「ブラックアウト」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	ログ・ビューア	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「ログ・メッセージの表示」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	次に示すページおよびリンクは構成管理機能に関係するものです。
	最新収集	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「最新収集」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	比較	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「比較」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	検索	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「検索」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	履歴	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「履歴」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	保存	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「保存済」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	トポロジ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「トポロジ」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	次に示すページおよびリンクはコンプライアンス管理機能に関係するものです。
	結果	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「コンプライアンス」、「結果」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	標準アソシエーション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニューをクリックし、「ミドルウェア」、スタンドアロンの「Oracle HTTP Server」ホームページの順に選択します。このページで、「ターゲット」メニュー、「コンプライアンス」、「標準アソシエーション」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。









3.1.2.6 WebLogic Serverバージョン8に適用されるライセンスが必要なリンク

次に示すリンクおよびそのナビゲーションのリストは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでOracle WebLogic Serverリリース8を管理する場合に対応し、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	Oracle WebLogic Serverドメイン・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「タイプ」列をクリックし、ターゲット・タイプをソートします。「名前」列で、Oracle WebLogic Serverドメイン・タイプのターゲットを選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	Oracle WebLogic Serverクラスタ・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「タイプ」列をクリックし、ターゲット・タイプをソートします。「名前」列で、Oracle WebLogic Serverクラスタ・タイプのターゲットを選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	Oracle WebLogic管理対象サーバー・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「タイプ」列をクリックし、ターゲット・タイプをソートします。「名前」列で、Oracle WebLogic管理対象サーバー・タイプのターゲットを選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。









3.1.2.7 サービス・レベル管理に適用されるライセンスが必要なリンク

第7章「エンド・ユーザーの監視」の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。





3.1.2.8 Coherence管理に適用されるライセンスが必要なリンク

Coherence管理のリンクについては、「Management Pack for Oracle Coherence」の項の「Management Pack for Oracle Coherenceのライセンスが必要なリンクへのアクセス」を参照してください。





3.1.2.9 ビジネス・トランザクション管理に適用されるライセンスが必要なリンク


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	ページ、リンク、メニューなどはすべて、Oracle Business Transaction Management Administrativeコンソールから操作を開始します。
	「管理」ページ	「管理」メニューを選択します。
	「アラート」ページ	「アラート」メニューを選択します。
	「ダッシュボード」ページ	「ダッシュボード」メニューを選択します。
	「マップ」ページ	「マップ」メニューを選択します。
	「MyViewMenu」ページ	「MyViewMenu」メニューを選択します。
	「ポリシー」ページ	「ポリシー」メニューを選択します。
	「使用状況」ページ	「使用状況」メニューを選択します。
	すべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、これらのページで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。









3.1.2.10 ビジネス・アプリケーションに適用されるライセンスが必要なリンク

次のリンクはビジネス・アプリケーションのターゲットのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	Real User Experience (RUEI)データ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、「ビジネス・アプリケーション」のターゲット・メニューを選択し、「Real User Experience (RUEI)」、「RUEI」データの順に選択します。このページのすべてのリンクは、Real User Experience Insight packのライセンスが必要です。
	RUEIセッション診断	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、「ビジネス・アプリケーション」のターゲット・メニューを選択し、「Real User Experience (RUEI)」、「RUEIセッション診断」の順に選択します。このページのすべてのリンクは、Real User Experience Insight packのライセンスが必要です。
	RUEIメトリック	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、「ビジネス・アプリケーション」のターゲット・メニューを選択し、「Real User Experience (RUEI)」、「RUEIセッション診断」の順に選択します。このページのすべてのリンクは、Real User Experience Insight packのライセンスが必要です。
	ビジネス・トランザクションのドリルダウン・ページ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、そのビジネス・トランザクション領域内のリンクを選択します。
	「ビジネス・アプリケーション」メニューから、ホームページにアクセスできます。このホームページの領域には、Real User Experience Insightのライセンスが必要なリンクがあります。ライセンスが必要なこれらのリンクには、次の領域があります。
	ビジネス・アプリケーションのホームページ
	
RUEI - キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)


	
RUEI - 実行された上位ユーザー・リクエスト


	
RUEI - 上位ユーザーおよびアプリケーション違反


	
RUEI - 上位ユーザー


	
RUEI - ユーザー・フロー


	
サービス・テストのステータス


	
SLAダッシュボード


	
SLAサマリー・リージョン




	ここに示す領域のすべての機能は、Real User Experience Insightのライセンスが必要です。









3.1.2.11 Exalogic Elastic Cloud管理に適用されるライセンスが必要なリンク

次のリンクはExalogic Elastic Cloud管理のライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	WebLogicドメインの「サマリー」ページ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「Exalogic」を選択します。リストからExalogicのターゲットを選択します。Exalogicターゲットのホームページで、「Exalogic Elastic Cloud」ターゲット・メニューを選択した後、「WebLogicドメイン」を選択し、最後に「サマリー」を選択します。このページのすべてのリンクは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	WebLogicドメインの「メンバー」ページ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「Exalogic」を選択します。リストからExalogicのターゲットを選択します。Exalogicターゲットのホームページで、「Exalogic Elastic Cloud」ターゲット・メニューを選択した後、「WebLogicドメイン」を選択し、最後に「メンバー」を選択します。このページのすべてのリンクは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	「Coherenceクラスタ」ページ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「Exalogic」を選択します。リストからExalogicのターゲットを選択します。Exalogicターゲットのホームページで、「Exalogic Elastic Cloud」ターゲット・メニューを選択した後、「Coherenceクラスタ」を選択します。このページのすべてのリンクは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。









3.1.2.12 Oracle Application Server 10gに適用されるライセンスが必要なリンク


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「パッチ」リンク	Oracle Application Serverのホームページの「関連リンク」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「デプロイ」セクションのリンク	Oracle Application Serverの「管理」ページの「デプロイ」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	Oracle Application Serverターゲット・タイプ
	「メトリック」リンク	「ミドルウェア」サブタブで、「Oracle Application Serverクラスタ」リンクをクリックします。「Oracle Application Serverクラスタ」ページのこのリンクは、ライセンスが必要です。
	
	「一般」セクションにある「可用性」
	
「関連リンク」セクションにある「アラート履歴」および通知機能


	
「関連リンク」セクションにある「すべてのメトリック」および「ブラックアウト」




	「ミドルウェア」サブタブで、「Oracleミドルウェア」リンクをクリックします。Oracle Application Serverのページにあるこれらのリンクは、ライセンスが必要です。
	
「OC4J」リンクをクリックします。「OC4J」ページのこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。


	
「Oracle HTTP Server」リンクをクリックします。「Oracle HTTP Server」ページのこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。


	
「Webキャッシュ」リンクをクリックします。「Webキャッシュ」ページのこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。





	「パフォーマンス・リンク」セクションのリンク	Oracle Application Serverのページで、「パフォーマンス」タブをクリックします。Application Serverのパフォーマンス・ページの「パフォーマンス・リンク」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
「OC4J」ページで、「パフォーマンス」タブをクリックします。「OC4Jのパフォーマンス」ページの「パフォーマンス・リンク」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。

「Oracle HTTP Server」ページで、「サーバーのパフォーマンス」タブをクリックします。HTTP Serverのパフォーマンス・ページの「パフォーマンス・リンク」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。

「Webキャッシュ」ページで、「パフォーマンス」タブをクリックします。Webキャッシュのパフォーマンス・ページの「パフォーマンス・リンク」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「仮想ホストのパフォーマンス」タブ	HTTP Serverのホームページで、「仮想ホストのパフォーマンス」タブをクリックします。このタブはライセンスを必要とします。
	「Application Serverインスタンス」ページ
	Oracleホームのリンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Application Serverのリンクをクリックします。Oracle Application Serverインスタンス・ページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Application Serverのリンクをクリックします。Oracle Application Serverインスタンス・ページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「ミドルウェア」ページで、Oracle Application Serverのリンクをクリックします。Oracle Application Serverインスタンス・ページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「構成」セクション
	
「構成の検索」セクション




	「ミドルウェア」ページで、Oracle Application Serverのリンクをクリックします。Oracle Application Serverインスタンス・ページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Application Serverのリンクをクリックします。Oracle Application Serverインスタンス・ページで、「トポロジ」サブタブをクリックします。「トポロジ」ページで、ページ上にあるターゲットを選択します。「選択の詳細」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「Oracle HTTP Server」ページ
	Oracleホームのリンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle HTTP Serverのリンクをクリックします。「Oracle HTTP Server」ページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle HTTP Serverのリンクをクリックします。Oracle HTTP Serverインスタンス・ページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle HTTP Serverのリンクをクリックします。Oracle HTTP Serverインスタンス・ページの「セキュリティ」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle HTTP Serverのリンクをクリックします。Oracle HTTP Serverインスタンス・ページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「ミドルウェア」ページで、Oracle HTTP Serverのリンクをクリックします。Oracle HTTP Serverインスタンス・ページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「構成」セクション
	
「構成の検索」セクション




	「ミドルウェア」ページで、Oracle HTTP Serverのリンクをクリックします。Oracle HTTP Serverインスタンス・ページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	Webキャッシュ・ターゲット
	Oracleホームのリンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Web Cacheのリンクをクリックします。Oracle Web Cacheページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Web Cacheのリンクをクリックします。Oracle Web Cacheページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Web Cacheのリンクをクリックします。Oracle Web Cacheページの「セキュリティ」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー」リンク	「ミドルウェア」ページで、Oracle Web Cacheのリンクをクリックします。Oracle Web Cacheページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「ミドルウェア」ページで、Oracle Web Cacheのリンクをクリックします。Oracle Web Cacheページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「構成」セクション
	
「構成の検索」セクション




	「ミドルウェア」ページで、Oracle Web Cacheのリンクをクリックします。Oracle Web Cacheページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	OC4Jターゲット
	Oracleホームのリンク	「ミドルウェア」ページで、OC4Jのリンクをクリックします。OC4Jページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー」リンク	「ミドルウェア」ページで、OC4Jのリンクをクリックします。OC4Jページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「ミドルウェア」ページで、OC4Jのリンクをクリックします。OC4Jページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「構成」セクション
	
「構成の検索」セクション




	「ミドルウェア」ページで、OC4Jのリンクをクリックします。OC4Jページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、OC4Jのリンクをクリックします。OC4Jページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ」リンク	「ミドルウェア」ページで、OC4Jのリンクをクリックします。OC4Jページの「セキュリティ」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	他のOracle Application Server 10gコンポーネント
	「ミドルウェア」サブタブから、他のOracle Application Server 10gコンポーネント(Oracle Forms Servicesなど)にアクセスできます。これらのコンポーネントのホームページには、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要なリンクがあります。ライセンスが必要なこれらのリンクには、次のものがあります。
	Oracleホームのリンク	「一般」セクションにOracleホームへのリンクがある場合、このリンクを使用するにはライセンスが必要です。
	「ポリシー」リンク	「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
Oracle Application Server Integration B2Bページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。

「Oracle Workflow」ページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。

Oracle CMSDKページの「関連リンク」セクションで、「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックします。「メトリックとポリシー設定」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
Oracle Application Server Integration B2Bページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。

Oracle Workflowページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。

Oracle CMSDKページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「Oracle Application Serverファーム」ページ
	「ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページで、「トポロジ」サブタブをクリックします。「選択の詳細」セクションにある「ポリシー違反」リンクは、ライセンスを必要とします。


	「変更」リンク	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページの「構成の変更」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ・ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページの「セキュリティ・ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「デプロイ」セクション
	
「構成の検索」セクション




	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」セクション	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページで、「メンバー」サブタブをクリックします。このセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	「ミドルウェア」ページで、ファームを選択します。Oracle Application Serverファーム・ページ、「メトリック」ページ、「管理」ページおよび「メンバー」ページで、「ダッシュボードの起動」ボタンをクリックします。この列にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「Oracle Application Serverクラスタ」ページ
	「ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページで、「トポロジ」サブタブをクリックし、ページ上にあるターゲットを選択します。「選択の詳細」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「変更」リンク	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページの「構成の変更」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ・ポリシー違反」リンク	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページの「セキュリティ・ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「デプロイ」セクション
	
「構成の検索」セクション




	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」セクション	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページで、「メンバー」サブタブをクリックします。このセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	「ミドルウェア」ページで、クラスタを選択します。Oracle Application Serverクラスタ・ページ、「J2EEアプリケーション」ページ、「メトリック」ページ、「管理」ページおよび「メンバー」ページで、「ダッシュボードの起動」ボタンをクリックします。この列にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	HTTP Server HAグループ
	「HTTP Server HAグループ」ページは「すべてのターゲット」サブタブからアクセスできます。使用可能なHTTP Server HAグループを表示するには、「検索」リストで「HTTP Server HAグループ」を選択し、「実行」をクリックします。検索結果からHTPP Server HAグループを選択し、そのホームページを表示します。
	「構成の変更」リンク	HTTP Server HAグループのホームページの「構成の変更」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	HTTP Server HAグループのホームページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ・ポリシー違反」リンク	HTTP Server HAグループのホームページの「セキュリティ・ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「Oracleホーム用クリティカル・パッチ・アドバイザ」リンク	HTTP Server HAグループのホームページの「クリティカル・パッチ・アドバイザ」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	HTTP Server HAグループのホームページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「デプロイ」セクション
	
「構成」セクション




	HTTP Server HAグループのホームページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」セクション	HTTP Server HAグループのホームページで、「メンバー」サブタブをクリックします。このセクションはライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	HTTP Server HAグループのホームページ、「チャート」ページ、「管理」ページおよび「メンバー」ページで、「ダッシュボードの起動」ボタンをクリックします。この列にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	OC4J HAグループ
	「OC4J HAグループ」ページは「すべてのターゲット」サブタブからアクセスできます。使用可能なOC4J HAグループを表示するには、「検索」リストで「OC4J HAグループ」を選択し、「実行」をクリックします。検索結果からOC4J HAグループを選択し、そのホームページを表示します。
	「構成の変更」リンク	OC4J HAグループ・ページの「構成の変更」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	OC4J HAグループ・ページの「ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ・ポリシー違反」リンク	OC4J HAグループ・ページの「セキュリティ・ポリシー違反」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「Oracleホーム用クリティカル・パッチ・アドバイザ」リンク	OC4J HAグループ・ページの「クリティカル・パッチ・アドバイザ」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アラートおよびポリシー違反」リンク
	
「無効化されたポリシー」リンク




	OC4J HAグループ・ページの「関連リンク」セクションで、「レポート」リンクをクリックします。「レポート定義」ページの「監視」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「デプロイ」セクション
	
「構成」セクション




	OC4J HAグループ・ページで、「管理」サブタブをクリックします。これらのセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」セクション	OC4J HAグループ・ページで、「メンバー」サブタブをクリックします。このセクションはライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	OC4J HAグループ・ページ、「管理」ページ、「チャート」ページおよび「メンバー」ページで、「ダッシュボードの起動」ボタンをクリックします。この列にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。











3.1.3 Oracle WebLogic Server Management Packのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。


	ブラックアウト・ビュー	インベントリ・ビュー
	

MGMT$BLACKOUT_HISTORY
MGMT$BLACKOUTS

	

MGMT$METRIC_CATEGORIES
MGMT$GROUP_FLAT_MEMBERSHIPS









	監視ビュー	コンプライアンス・ビュー
	

MGMT$ALERT_ANNOTATIONS
MGMT$ALERT_NOTIF_LOG
MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONS
MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGS
MGMT$AVAILABILITY_CURRENT
MGMT$AVAILABILITY_HISTORY
MGMT$ALERT_CURRENT
MGMT$ALERT_HISTORY
MGMT$METRIC_DETAILS
MGMT$METRIC_CURRENT
MGMT$METRIC_HOURLY
MGMT$METRIC_DAILY

	

MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP
MGMT$CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_TARGET_ASSOC
MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS
MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES
MGMT$CCC_DIAG_ANALYTICS
MGMT$CCC_DIAG_QUEUEBACKLOG









	構成ビュー
	

MGMT$EMAS_GLASSFISH_DOMAIN
MGMT$EMAS_GLASSFISH_NODES
MGMT$EMAS_GLASSFISH_DATASOURCE
MGMT$EMAS_GLASSFISH_SVR_PROP
MGMT$EMAS_GLASSFISH_DS_PROP
MGMT$EMAS_GLASSFISH_SERVER
MGMT$EMAS_GLASSFISH_NW_LSTNR
MGMT$J2EE_APPLICATION
MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENT
MGMT$J2EEAPP_JRFWS
MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPER
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICY
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORT
MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENT
MGMT$J2EEAPP_WSCONFIG
MGMT$J2EEAPP_WSPORTCONFIG
MGMT$WEBLOGIC_APPLICATIONS
MGMT$WEBLOGIC_CLUSTER
MGMT$WEBLOGIC_DOMAIN
MGMT$WEBLOGIC_EJBCOMPONENT

	

MGMT$WEBLOGIC_JDBCDATASOURCE
MGMT$WEBLOGIC_JDBCMULTIDS
MGMT$WEBLOGIC_JMSCONNFACTORY
MGMT$WEBLOGIC_JMSQUEUE
MGMT$WEBLOGIC_JMSTOPIC
MGMT$WEBLOGIC_JOLTCONNPOOL
MGMT$WEBLOGIC_MACHINE
MGMT$WEBLOGIC_NETWORK_CHANNELS
MGMT$WEBLOGIC_NODEMANAGER
MGMT$WEBLOGIC_OPSSSYSPROP
MGMT$WEBLOGIC_RACONFIG
MGMT$WEBLOGIC_RAOUTBOUNDCONFIG
MGMT$WEBLOGIC_RESOURCECONFIG
MGMT$WEBLOGIC_SERVER
MGMT$WEBLOGIC_STARTSHUTCLASSES
MGMT$WEBLOGIC_VIRTUALHOST
MGMT$WEBLOGIC_WEBAPPCOMPONENT
MGMT$WEBLOGIC_WORKMANAGER
MGMT$WEBLOGIC_WSCONFIG









	Oracle HTTP Server (OHS)構成ビュー
	

MGMT$OHS_CIPHERSUITES
MGMT$OHS_CONFIGFILES
MGMT$OHS_GENERAL
MGMT$OHS_LISTENADDRESSES
MGMT$OHS_PERFRELATED
MGMT$OHS_VIRTUALHOSTS
MGMT$WEBCACHE_TO_OHS_ROUTING

	

MGMT$EMAS_OHS_COMPRESSION
MGMT$EMAS_OHS_FUSAPPS
MGMT$EMAS_OHS_GENERAL
MGMT$EMAS_OHS_PERFRELATED
MGMT$EMAS_OHS_ROUTINGGENERAL
MGMT$EMAS_OHS_ROUTINGLOCATIONS 











3.1.4 Oracle WebLogic Server Management Packのライセンスが必要なレポート

次のレポートは、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。

	
「Oracleホーム・パッチ・アドバイザ」カテゴリの、Oracle Application Serverターゲットに関連するすべてのレポートが、ライセンスに含まれます。


	
WebLogic Serverヘルス・チェック・レポート。








3.1.5 Oracle WebLogic Management Packのライセンスが必要なCLI動詞

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)は、使用するのにWebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要です。


	

add_beacon
add_siteguard_script_hosts
add_swlib_storage_location
apply_template_tests
assign_test_to_target
clone_as_home
create_diag_snapshot
create_fmw_domain_profile
create_fmw_home_profile
create_inst_media_profile
create_jeeappcomp
create_operation_plan
create_patch_plan
create_siteguard_configuration
create_siteguard_credential_association
create_siteguard_script
create_swlib_entity
create_swlib_folder
delete_operation_plan
delete_siteguard_configuration
delete_siteguard_credential_association
delete_siteguard_script
delete_siteguard_script_hosts
delete_test
describe_patch_plan_input
disable_test
enable_test
extend_as_home
extract_template
get_connection_mode
get_instances
get_operation_plan_details
get_operation_plans
get_patch_plan_data
get_procedure_types
get_procedure_xml
get_procedures

	

get_siteguard_configuration
get_siteguard_credential_association
get_siteguard_script_hosts
get_siteguard_scripts
list_aru_languages
list_aru_platforms
list_aru_products
list_aru_releases
list_patch_plans
list_swlib_entities
list_swlib_entity_subtypes
list_swlib_entity_types
list_swlib_folders
list_swlib_storage_locations
provision
refer_swlib_entity_files
reimport_swlib_metadata
remove_beacon
remove_swlib_storage_location
run_prechecks
search_patches
set_availability
set_connection_mode
set_key_beacons_and_tests
set_patch_plan_data
show_patch_plan
submit_operation_plan
submit_patch_plan 
submit_procedure
sync_beacon
update_operation_plan
update_siteguard_configuration
update_siteguard_credential_association
update_siteguard_script
update_swlib_entity
upload_jeeappcomp_file
upload_swlib_entity_files











3.1.6 WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionの制限付きライセンス

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの完全な機能が含まれています。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。







3.2 SOA Management Pack Enterprise Edition

このパックは、Service Oriented Architecture (SOA)ベースの環境に包括的な管理機能およびモデリング機能を提供するものです。Enterprise Manager Cloud Controlは、SOAランタイム・ガバナンス、ビジネスとITの連携、モデルドリブン・メトリックおよびSOAインフラストラクチャ管理をオラクル社のシステム管理ソリューションと組み合せることで、SOAベースの環境の管理コストと複雑さを大幅に軽減します。

このパックでは、次のCloud Control SOAターゲットがサポートされます。

	
Business Process Execution Language (BPEL)


	
Oracle Service Bus (service-bus)


	
Oracle Service Busクラスタ


	
Oracle SOA Suite Infrastructure (soa-infra)


	
Oracle SOA Suite Infrastructureクラスタ


	
Oracle SOA Suite SOAコンポジット


	
Scheduling Service (ESS)




このパックでは、次のアプリケーションの依存性とパフォーマンス(ADP)ターゲットもサポートされます。

	
Business Process Execution Language (BPEL)


	
Oracle Enterprise Service Bus (OESB)


	
Oracle Service Bus (service-bus)


	
Oracle SOA Suite SOAコンポジット




このパックでは、SOA Management Pack Enterprise Edition内のビジネス・トランザクション管理機能もサポートされます。




	
注意:

SOA Suite、BPM Suite、Oracle Service Bus (OSB)またはAIA、あるいはこれらのプラットフォームの検出された関連コンポーネントをプロビジョニングするには、SOA Management Pack Enterprise Edition (ユーザー定義および組込みの「ミドルウェアのプロビジョニング」デプロイメント・プロシージャを含む)のライセンスが必要です。







次の各項では、Cloud Controlおよびビジネス・トランザクション管理ターゲット・タイプに関するSOA Management Pack Enterprise Editionのライセンス情報を示します。

	
Cloud Control SOAターゲットのライセンス


	
アプリケーションの依存性とパフォーマンスに関連するターゲットのライセンス


	
ビジネス・トランザクション管理のライセンス






3.2.1 Cloud Control SOAターゲットのライセンス

パックのこの部分は、SOAベースの環境に包括的な管理機能およびモデリング機能を提供するものです。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
機能


	
ライセンスが必要なリンクへのアクセス






3.2.1.1 機能

SOA Management Pack Enterprise Edition Cloud Controlターゲットには次の機能が含まれます。


	機能	説明
	アダプタ・メトリック	様々なアダプタのスループットおよびエラー・メトリックをグラフィック形式で提供します。
	アプリケーションの依存性とパフォーマンス	開発、品質保証(QA)、ステージングおよび本番環境において、モデルドリブンのトップダウン方式を提供します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	ビジネスとITの連携	相関関係および傾向について、ビジネスKPIとシステム・メトリックが1つのシステムに統合されます。
	集中管理コンソール	すべてのエンタープライズ・コンポーネントを一箇所から監視および管理します。
	変更アクティビティ計画	データ・センター全体での変更アクティビティを計画し、リアルタイムに追跡し、実行する機能を提供します。アクティビティには、PSUパッチのロールアウト、データベースのExadataへの統合などがあります。
	構成管理	BPEL Process Managerサーバー/ドメイン/プロセスおよびOracle Service Busの構成情報を収集します。
	デプロイの自動化	BPELスーツケース、OSBリソース、OSBドメイン、SOAアーティファクト、SOAドメインおよびSOAコンポジットのデプロイを自動化します。
	検出およびサービス・モデリング	Oracle BPELプロセス、Oracle Service Busベースのビジネス・サービスおよびプロキシ・サービスを検出します。SOAインフラストラクチャ用の自動システム・モデリング機能を提供します。
	エンドツーエンドのトランザクション・トレース	分散アプリケーション・コンポーネント全体にわたってトランザクションをトレースし、各コンポーネントのパフォーマンス特性を監視および測定します。
	履歴分析およびレポート作成	収集されたメトリックおよび構成データを中央リポジトリに格納します。
	インフラストラクチャ管理	SOAインフラストラクチャ・コンポーネントの可用性およびパフォーマンスを監視します。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	ランタイム・ガバナンス	履歴の傾向、トラブルシューティング、根本原因の分析を行うために、パートナ・リンク(または任意のWebサービス)およびビジネス/プロキシ・サービスの可用性とパフォーマンスを測定および記録するSOAPテストを定義します。
	サービス・レベルの管理	サービス・テストまたは統合トランザクションを使用してエンドユーザーの観点からサービスを監視します。また、サービスとその基礎となるITコンポーネントの関係をモデル化したり、実現されたサービス・レベルに関してレポートを作成します。









3.2.1.2 ライセンスが必要なリンクへのアクセス


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「BPEL Process Manager」ターゲット・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット検索」ドロップダウン・メニューから「Oracle BPEL Process Manager」を選択し、「実行」をクリックします。BPEL Process Managerターゲットのリストが表示されます。このリストからリンクするすべてのターゲット・ページは、ライセンスを必要とします。
	「プロセス・リスト」ページ	「Oracle BPEL Process Manager」ページで、ページ上部にある「プロセス」リンクをクリックします。BPELプロセス・リスト・ページが表示されます。このページには、デプロイされたすべてのBPELプロセスが表示されています。「プロセス・リスト」ページにあるすべてのリンクおよびコントロールは、ライセンスを必要とします。
	「Oracle BPEL Process」ページ	「Oracle BPEL Process Manager」ページで、リストにあるプロセスの1つをクリックします。「Oracle BPEL Process」ページが表示されます。「Oracle BPEL Process」ページにあるすべてのリンクおよびコントロールは、ライセンスを必要とします。
	「Oracle Service Bus」ターゲット	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット検索」ドロップダウン・メニューから「Oracle Service Bus」を選択し、「実行」をクリックします。Oracle Service Busターゲットのリストが表示されます。このリストからリンクするすべてのターゲット・ページは、ライセンスを必要とします。
	
	SOAアーティファクトのプロビジョニング
	
SOAコンポジットのデプロイ


	
BPELプロセスのプロビジョニング




	「デプロイ」タブで、「デプロイメント・プロシージャ」リンクをクリックします。これらの「デプロイメント・プロシージャ」リンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「SOAホーム」リンク
	
「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」リンク




	Enterprise Manager Cloud Controlの「ミドルウェア」タブにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	ポリシー強制ダッシュボード
	
登録済サービス


	
保存済テスト




	「WebLogicドメイン」ドロップダウン・メニューで、「Webサービス」を選択します。これらの選択項目はライセンスを必要とします。
	「テストの保存」ボタン	前述のWebサービスの選択で、「Webサービスのテスト」メニュー項目を選択します。このボタンはライセンスを必要とします。
	
	「フォルトと拒否メッセージ」タブ
	
「デプロイ済コンポジット」タブ


	
デハイドレーション診断タブ




	「SOAインフラストラクチャ」メニューからWebLogicドメインのサブターゲットとしてアクセス可能なこれらのタブは、ライセンスを必要とします。
	
	「監視」メニュー
	
「プロビジョニング」メニュー


	
「構成」メニュー




	「SOAインフラストラクチャ」メニューからWebLogicドメインのサブターゲットとしてアクセス可能なこれらのメニューおよびすべてのサブ項目は、ライセンスを必要とします。
	ブラックアウト	「SOAインフラストラクチャ」メニューからWebLogicドメインのサブターゲットとしてアクセス可能な「制御」メニューのこの項目は、ライセンスを必要とします。
	変更アクティビティ計画	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」の順にクリックします。「変更アクティビティ計画」と「マイ・タスク」の項目は、SOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	「フォルト」タブ	WebLogicドメインのサブターゲットとしてアクセスできる「SOAインフラストラクチャ」メニューで、「サービス・エンジン」メニュー項目を選択し、次に「BPELエンジン」サブメニュー項目を選択します。「BPELエンジン」ページにあるこのタブは、ライセンスを必要とします。











3.2.2 アプリケーションの依存性とパフォーマンスに関連するターゲットのライセンス

Oracle Enterprise Managerには、SOA、PortalおよびJava Enterprise Editionアプリケーションに関するアプリケーションの依存性とパフォーマンスに関連する機能が含まれます。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
機能


	
ライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
ライセンスが必要なレポート


	
ライセンスが必要なコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞






3.2.2.1 機能

SOA Management Pack Enterprise Editionには、次に示すアプリケーションの依存性とパフォーマンスの機能が含まれ、これらはSOAコンポーネントのみに使用できます。


	機能	説明
	自動モデリングおよび自動検出	トポロジ、機能/フロー、アーキテクチャのビューなど、アプリケーションのビューを複数表示して、管理アプリケーションを自動的にモデル化および検出します。
	SOAメトリックのコンテキスト表示	SOAメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	サービス・レベル目標値	アーキテクチャ内の任意のポイントに、インジケータおよびアラートのサービス・レベル目標値(SLO)を指定します。









	
注意:

SOA Management Pack Enterprise Editionでは、アプリケーションの依存性とパフォーマンスのライセンス対象は、SOA、ESBおよびOSBコンポーネントに限定されており、Portal、Pageflow、Java EEあるいはWebサービス・コンポーネントは対象外です。











3.2.2.2 ライセンスが必要なリンクへのアクセス


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	
	Oracle Enterprise Manager
	
「BPELプロセス」リンク、サブノード


	
「ESB」リンク、すべてのサブノード


	
「OSB」リンク、すべてのサブノード


	
「コンポジット」リンク、すべてのサブノード


	
「AIA」リンク、すべてのサブノード


	
「Webサービス」リンク、すべてのサブノード


	
「統合」リンク、すべてのサブノード


	
「プロセス」リンク、すべてのサブノード




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、ページの一番下にある「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」リンクをクリックします。
表示される画面の左上のナビゲーション・ペインで、「監視」タブをクリックします。これらのリンクおよびサブノード(右側のペインのすべての関連リンクを含む)と、ページ、ビュー、またはそれらに含まれるリンクおよび項目は、ライセンスを必要とします。


	リンクおよびサブノードの他、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータ、ならびにツール・バーの項目からあるいは右側のペインの項目をダブルクリックして使用できるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	「アプリケーション」リンク、すべてのサブノード
	
「リソース」リンク、すべてのサブノード




	

	リンクおよびすべてのサブノードの他、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータ、ならびにツール・バーの項目からあるいは右側のペインの項目をダブルクリックして使用できるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします(ただし、それらのサブノード(「Portal」、「WebCenter」、「サービス」、Pageflows)は、表示されても除外されます)。
	「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」ユーザー・インタフェース・ページ	「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」ユーザー・インタフェースのデフォルト・ビューにある、すべてのドロップダウン・メニュー項目およびサブ項目、ナビゲーション・バー、下部の情報バー(インタフェースの一番下)、およびインタフェースの一番上にある時間枠変更機能は、ライセンスを必要とします。
	「構成」ページ	「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」ユーザー・インタフェースのデフォルト・ビューで、「構成」タブをクリックします。すべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。
	SOA診断ジョブ	「SOAインフラストラクチャ」ターゲット・メニューから、「診断」サブメニューを選択した後、「SOA診断ジョブのスケジュール」を選択して新しいジョブをスケジュールするか、「SOA診断ジョブ」を選択して送信済のジョブを表示します。









3.2.2.3 ライセンスが必要なレポート

次のターゲット・タイプに関連するすべてのレポートは、SOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。

	
Oracle BPEL Process Manager


	
Oracle Service Bus


	
SOAコンポジット


	
SOAインフラストラクチャ


	
SOAパーティション








3.2.2.4 ライセンスが必要なコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞

次のEnterprise Manager CLIは、使用するのにSOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスが必要です。


	

get_instances
get_instance_data_xml
get_procedures

	

get_procedure_types
get_procedure_xml
submit_procedure













3.2.3 ビジネス・トランザクション管理のライセンス

SOA Management Pack Enterprise Editionには、次に示すビジネス・トランザクション管理機能が含まれ、これらはOracle Service BusおよびOracle SOA Suiteでのみ使用できます。


	機能	説明
	コンテキストで表示	SOAおよびOSBメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	例外管理	トランザクションのアラートおよび検索機能を提供し、複数のアプリケーション・コンポーネント全体にわたるトランザクション内の例外およびエラーを特定します。
	トランザクション検出	複数のJVM、コンテナおよびプラットフォームにわたるコンポーネント全体を移動するトランザクションの検出、記録および関連付けを行います。
	トランザクション・レベル合意	複数の相互作用コンポーネント全体にわたるトランザクション・レベル目標値(TLO)を提供します。







3.2.3.1 ビジネス・トランザクション管理の使用制限付きライセンス

Oracle Enterprise Managerのビジネス・トランザクション管理には、エンドポイントの監視という明確な用途で、Oracle Service Busとそのサブコンポーネントの使用制限付きライセンスが含まれ、プロキシ・サービスとビジネス・サービスをパススルー・モードでのみ作成できます。Oracle Service Busでは、ビジネス・トランザクション管理のオブザーバ・エージェントが単一インスタンスで構成され、プロキシ・フェイルオーバー用には別のOracle Service Busインスタンスが構成される場合があります。









3.3 Management Pack for WebCenter

Management Pack for WebCenterは、WebCenter Content: Server、WebCenter Portal: Spaces、WebCenter Portal: Services、およびWebCenter Portal: Frameworkの監視および管理を可能にします。Management Pack for WebCenterには次の機能が含まれています。

	
可用性およびすべてのコンポーネントの監視。


	
基本プロビジョニング。


	
構成管理。


	
すべてのコンポーネントのパフォーマンス監視。


	
履歴分析およびレポート作成


	
しきい値およびイベント。


	
ダッシュボード監視。




次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Management Pack for WebCenterの機能


	
Management Pack for WebCenterのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
WebCenter Management Packの使用制限付きライセンス






3.3.1 Management Pack for WebCenterの機能

Management Pack for WebCenterには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	ビジネス・アプリケーション管理	ビジネス・アプリケーションのターゲットを作成および監視し、アプリケーションとエンド・ユーザーの操作、基礎となるITインフラストラクチャの関係を直感的に表すことができます。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	Portal、WebサービスおよびJ2EEのメトリックのコンテキスト表示	Portal、Content、WebサービスおよびJ2EEのメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	インフラストラクチャ管理	WebCenterインフラストラクチャ・コンポーネントの可用性およびパフォーマンスを監視します。
	任意のレイヤーでのメトリック表示	アプリケーションの任意のレイヤーで、グラフや表を使用してメトリックを表示するように、カスタマイズされたダッシュボードおよびビューを自動的に生成します。
	履歴分析およびレポート作成	収集されたメトリックおよび構成データを中央リポジトリに格納します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	自動モデリングおよび自動検出	トポロジ、機能/フロー、アーキテクチャのビューなど、アプリケーションのビューを複数表示して、管理アプリケーションを自動的にモデル化および検出します。
	構成管理	WebCenterサーバー/ドメイン/プロセスおよび関連するアーティファクトの構成情報を収集します。
	基本プロビジョニングおよびデプロイの自動化	WebCenterアプリケーション、WebCenterリソース、WebCenterドメイン、WebCenterアーティファクトおよびコンポジットのデプロイを自動化します。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	拡張アラート管理	通知メソッド、ルールおよびスケジュール、メトリック履歴および関連ドリルダウン、ブラックアウト設定機能、修正処理とアラートの関連付け、ユーザー定義メトリック、メトリック・スナップショットおよび監視テンプレートがあります。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	サービス・レベルの管理	サービス・テストまたは統合トランザクションを使用してエンドユーザーの観点からサービスを監視します。また、サービスとその基礎となるITコンポーネントの関係をモデル化したり、実現されたサービス・レベルに関してレポートを作成します。
	ランタイム・ガバナンス	履歴の傾向、トラブルシューティング、根本原因の分析を行うために、パートナ・リンク(または任意のWebサービス)およびビジネス/プロキシ・サービスの可用性とパフォーマンスを測定および記録するSOAPテストを定義します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。









	
注意:

ユーザー定義のプロシージャを使用してWebCenter Suite製品またはこれらのプラットフォームの検出された関連コンポーネントをプロビジョニングするには、Management Pack for WebCenterのライセンスが必要です。











3.3.2 Management Pack for WebCenterのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	
	「WebCenter」ペイン(右側)
	
「ポートレット・プロデューサ」ペイン(右側)




	Enterprise Managerホームページで、「ターゲット検索」ドロップダウン・メニューから「Oracle WebCenter」を選択し、「実行」をクリックします。Oracle WebCenterターゲットのリストが表示されます。任意のターゲットをクリックします。これらのペインにある「アラート」、「ポリシー違反」および「履歴」リンクはすべて、ライセンスを必要とします。
	
	「Oracle Enterprise Manager」リンク
	
「Portal」リンク、すべてのサブノード


	
「WebCenter」リンク、すべてのサブノード


	
「Webサービス」リンク、すべてのサブノード


	
Pageflowsリンク、すべてのサブノード


	
「サービス」リンク、すべてのサブノード


	
「プロセス」リンク、すべてのサブノード


	
「アプリケーション」リンク、すべてのサブノード


	
「リソース」リンク、すべてのサブノード




	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「関連リンク」のアプリケーションのパフォーマンスと依存性をクリックします。
Management Pack for WebCenter Suiteでは、ライセンス対象はWebサービス、J2EE、Portal、WebCenterおよびPageflowコンポーネントに限定されており、BPEL、ESB、AIA、コンポジットあるいはOSBコンポーネントは対象外です。

「アプリケーションの依存性とパフォーマンス」ダッシュボード・ページで、「監視」タブをクリックします。これらのリンクおよびメニュー項目は、ライセンスを必要とします。


	すべてのリンクおよびサブノードの他、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータ、ならびにツール・バーの項目からあるいは右側のペインの項目をダブルクリックして使用できるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	WebCenter
	
ADF


	
すべて


	
日


	
2時間




	左側のナビゲーション・ツリーの「アプリケーション・デプロイメント」ノードにあるいずれかのアプリケーションを選択し、ページの「アプリケーション・デプロイメント」ドロップダウン・メニューをクリックして内容をリストします。これらのメニュー項目のすべてのページおよびリンクは、ライセンスを必要とします。
	
	ステータス履歴
	
アラート履歴


	
ブラックアウト


	
ポリシー違反


	
ポリシーの傾向の概要




	「ポートレット・プロデューサ」ページで、「ポートレット・プロデューサ」メニュー、「監視」の順にクリックします。これらのリンクおよびメニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	「ブラックアウトの作成/終了…」ページ	「ポートレット・プロデューサ」ページで、「ポートレット・プロデューサ」メニュー、「制御」の順にクリックします。このページはライセンスを必要とします。
「WebCenter」メニュー、「制御」の順にクリックします。このページはライセンスを必要とします。


	
	パフォーマンス・サマリー
	
サービス・メトリック


	
履歴サービス・メトリック


	
グループ・スペース・メトリック


	
履歴グループ・スペース・メトリック


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト


	
ポリシー違反


	
ポリシーの傾向の概要




	「WebCenter」メニュー、「監視」の順にクリックします。これらのリンクおよびメニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	「構成」タブ・リンク	左上のナビゲーション領域で、「構成」タブ・リンクをクリックします。すべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。
	「リソース」タブ・リンク	左上のナビゲーション領域で、「リソース」タブ・リンクをクリックします。すべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。
	「カスタム・ビュー」タブ・リンク	左上のナビゲーション領域で、「カスタム・ビュー」タブ・リンクをクリックします。左下部のナビゲーション・ツリーのすべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。
	Middlewareプロビジョニング	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、最後に「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。次の事前定義済プロシージャは、WebCenter Management Packのライセンスを必要とします。
	
ミドルウェアのプロビジョニング


	
ミドルウェアのスケール・アップ/スケール・アウト




Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、最後に「Middlewareプロビジョニング」の順にクリックします。「Middlewareプロビジョニング」ページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebCenter Management Packのライセンスを必要とします。ただし、「SOAアーティファクトのプロビジョニング」「SOAコンポジットのデプロイ」、「BPELプロセスのプロビジョニング」、および「Oracle Service Busリソース・プロビジョニング」は除きます(これらはSOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします)。WebCenterアプリケーションを実行するために必要なWebLogicドメインおよびアーティファクトのプロビジョニングのみがパックに含まれます。

WebCenterドメイン・ターゲットのホームページで、WebCenterドメインメニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、WebCenter Managementのライセンスを必要とします。ただし、「SOAアーティファクトのプロビジョニング」と「SOAコンポジットのデプロイ」は除きます(これらはSOA Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします)。











3.3.3 WebCenter Management Packの使用制限付きライセンス

WebCenter Management Packには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの全機能が含まれます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。







3.4 Management Pack for Oracle Coherence

Management Pack for Oracle Coherenceでは、Coherenceに対する包括的な監視、クラスタ管理、キャッシュ管理および構成管理機能が提供されます。このパックでは、様々なクラスタのアーティファクトとそれらの相互依存関係の詳細なメトリックを提供することで、クラスタを完全に可視化します。パフォーマンス・ビューを完全にカスタマイズして保存することが可能です。トポロジ・ビューでは、コンポーネントの依存関係およびパフォーマンス・ホットスポットをグラフィックで表示します。単一のコンソールから複数のCoherenceクラスタを監視できます。ノード構成を一定期間追跡したり、キャッシュおよびノードのランタイム構成パラメータを変更したりすることも可能です。

Enterprise Managerでは、メトリック・アラートの即時利用可能なサポートが用意されており、ユーザーはクラスタの状態を予防的に監視できます。様々なパフォーマンス・チャートに、リアルタイムおよび履歴のパフォーマンス傾向が表示されます。キャッシュ・データ管理機能を使用すれば、Coherenceクラスタの任意のキャッシュに対して複数の操作(表示、インポート、エクスポート、パージ、索引の追加、索引の削除など)を実行できます。Enterprise Managerにより、Coherenceソフトウェアを設定して分散マシン上にクラスタを作成する単調な作業を自動化できます。また、Enterprise Managerでは、監視対象となっているCoherenceクラスタで新規ノードを起動および停止できます。同様に、クラスタ全体を起動および停止することも可能です。ユーザーは、パターンを設定することにより、ノードのログ・ファイルを監視できます。Enterprise Managerは、一致するパターンが検出されると、アラートを生成します。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Management Pack for Oracle Coherenceの機能


	
Management Pack for Oracle Coherenceのライセンスが必要なリンクへのアクセス






3.4.1 Management Pack for Oracle Coherenceの機能

Management Pack for Oracle Coherenceには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	デプロイの自動化	複数ノードを含むCoherenceクラスタのデプロイと設定を自動化します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	キャッシュ・データ管理	キャッシュ・データの表示、エクスポート、パージなどの操作を実行します。
	完全なクラスタ表示	すべてのCoherenceコンポーネントの詳細なメトリックを提供します。
	構成管理	ノード構成を一定期間追跡し、キャッシュ、ノードおよびサービスのランタイム構成パラメータを変更します。
	カスタマイズ可能なパフォーマンス・ビュー	メトリック・パレットからメトリックを選択してカスタム・パフォーマンス・ビューを作成し、複数のメトリックをチャートにオーバーレイし、異なるビューを保存します。
	ログ・ファイル監視	パターンを設定することにより、ノードのログ・ファイルを監視します。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	複数クラスタの監視	単一コンソールから複数クラスタを監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	ノードの起動と停止	Coherenceクラスタで既存ノードを停止し、新規ノードを起動します。
	クラスタの起動と停止	Coherenceクラスタ全体を起動および停止します。
	トポロジの表示	Coherenceキャッシュ、ノードおよびホストを、関連するコンテキスト内のパフォーマンス・アラートとともにグラフィックで表示します。









	
注意:

ユーザー定義のプロシージャを使用してCoherence製品をプロビジョニングするには、Management Pack for Oracle Coherenceのライセンスが必要です。











3.4.2 Management Pack for Oracle Coherenceのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「Oracle Coherenceクラスタ」タイプのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。表にある「Oracle Coherenceクラスタ」タイプのリンクおよびリンク先のページはすべて、ライセンスを必要とします。











3.5 Management Pack for Oracle Data Integrator

Management Pack for Oracle Data Integratorは、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlの優れたアプリケーション・パフォーマンス管理、サービス・レベル管理、構成管理機能を使用して、Oracle Data Integrator Enterprise Editionの集中管理ソリューションを提供します。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Management Pack for Oracle Data Integratorの機能


	
Management Pack for Oracle Data Integratorのライセンスが必要なリンクへのアクセス






3.5.1 Management Pack for Oracle Data Integratorの機能

Management Pack for Oracle Data Integratorには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	拡張アラート管理	通知メソッド、ルールおよびスケジュール、メトリック履歴および関連ドリルダウン、ブラックアウト設定機能、修正処理とアラートの関連付け、ユーザー定義メトリック、メトリック・スナップショットおよび監視テンプレートがあります。
	自動モデリングおよび自動検出	トポロジ、機能/フロー、アーキテクチャのビューなど、アプリケーションのビューを複数表示して、管理アプリケーションを自動的にモデル化および検出します。
	集中管理コンソール	ODIドメインを含むすべてのエンタープライズ・コンポーネントを一箇所から監視および管理します。
	構成管理	ODIエージェントの構成情報を収集します。
	履歴分析およびレポート作成	収集されたメトリックおよび構成データを中央リポジトリに格納します。
	インフラストラクチャ管理	ODIインフラストラクチャ・コンポーネント(エージェント、リポジトリ、ソースおよびターゲット)の可用性およびパフォーマンスを監視します。
	ロード計画およびセッション監視	エンド・ツー・エンドのOracle Data Integratorロード計画およびセッション・アクティビティを監視し、実行統計を確認して、特定のタスクからOracle Databaseアクティビティの詳細レポートにドリルダウンします。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	パフォーマンスの監視	リアルタイムおよび履歴のパフォーマンス監視を実行します。
	サービス・レベルの管理	サービス・テストまたは統合トランザクションを使用してエンドユーザーの観点からサービスを監視します。また、サービスとその基礎となるITコンポーネントの関係をモデル化したり、実現されたサービス・レベルに関してレポートを作成します。









3.5.2 Management Pack for Oracle Data Integratorのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	説明	アクセス方法
	Oracle Data Integratorホームページのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、「ミドルウェアの機能」、「ODIホーム」の順にクリックします。Oracle Data Integratorのホームページのすべてのリンクおよびリンク先のページはライセンスを必要とします。
	Oracle Data Integratorターゲット・タイプのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、いずれかのODIターゲット・タイプを選択します。Oracle Data Integratorのターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。











3.6 Oracle Application Replay Pack

Oracle Application Replay Packでは、WebおよびOracleのパッケージ・アプリケーションに対して、現実的な本番規模のテストを実行できます。従来のアプリケーションのテスト・ツールとは異なり、実際の本番のワークロードを使用してテスト対象のアプリケーションの負荷を生成します。スクリプトの開発や保守は必要ありません。Oracle Application Replay Packによって、テスト時間を大幅に短縮できます。アプリケーションのインフラストラクチャの変更を検証するための最も効率的で最適化された、最も質の高いテストを提供します。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Oracle Application Replay Packの要件


	
Oracle Application Replay Packの機能


	
Oracle Application Replay Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Application Replay Packの使用制限付きライセンス






3.6.1 Oracle Application Replay Packの要件

Oracle Application Replay Packは、ワークロードを把握するためにOracle Real User Experience Insight 12.1.0.0を必要とします。詳細は、第7章「エンド・ユーザーの監視」を参照してください。





3.6.2 Oracle Application Replay Packの機能

Oracle Application Replay Packには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	ワークロードの取得	ワークロードの取得がオーバーヘッドなしでサポートされます。
	ワークロードのリプレイ	本番と同じ特性でワークロードをリプレイします。
	レポートと分析	分析および問題の検出用に詳細なレポートがサポートされます。









3.6.3 Oracle Application Replay Packのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「アプリケーション・リプレイ」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」、「アプリケーション・リプレイ」の順にクリックします。「アプリケーション・リプレイ」ページのリンクおよびリンク先のページはすべて、ライセンスを必要とします。









3.6.4 Oracle Application Replay Packの使用制限付きライセンス

Oracle Enterprise Manager Application Replay Packには、次の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
Oracle E-Business Suite、Fusion Applications、Siebel、PeopleSoft、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーション向けのReal User Experience Insight Acceleratorの使用制限付きライセンスがApplication Replayのライセンスに含まれています。


	
動的アプリケーション・パラメータまたはセッション情報の処理に使用される相関関係ルールの変更用に、Oracle Load Testing Developer Editionおよびそのスクリプティング・プラットフォームのOpenScriptの使用制限付きライセンスが、Oracle Application Replay Packに含まれています。










3.7 Business Intelligence Management Pack

このパックは、リリース11gとリリース10g両方のOracle Business Intelligence Enterprise Edition (Oracle BI EE)の良好なパフォーマンスと可用性を確保するための、統合されたソリューションを提供します。このパックでは、発生の可能性が高まっているアプリケーション問題について事前にアラートを受け取ったり、パフォーマンスのトラブルシューティングやチューニングに役立つランタイム統計を調べたり、異なる環境どうしの構成を比較したり、構成の問題を防ぐために構成の変更を追跡したりできます。

このパックをOracle Enterprise Managerの他の管理パックやプラグインと組み合せて使用することで、アプリケーション環境全体(Oracleデータベース、Oracle以外のデータベース、オペレーティング・システム、記憶域、ネットワーク・デバイスなど)のエンドツーエンド管理を実現できます。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Business Intelligence Management Packの機能


	
BI Management Pack - Oracle BI EE 11gのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
BI Management Pack - Oracle BI EE 10gのライセンスが必要なリンクへのアクセス






3.7.1 Business Intelligence Management Packの機能

Business Intelligence Management Packには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動検出	効率的かつ迅速にターゲットを検出します。
	ブラックアウト	メンテナンス・ウィンドウでの不要なアラートを抑止し、より正確な可用性レポートを提供します。
	変更履歴	診断および調整のために、収集済の構成データを検索したり、構成の変更履歴を表示します。
	構成比較	構成を短時間で診断します。開発中または本番環境へのステージング中に構成をレプリケートするため。クラスタ環境でOracle BIコンポーネント間の構成設定の一貫性を常に保つため。
	構成スナップショット	効果があると判明した構成情報を将来の分析のために保存しておくことができます。構成情報は、構成ファイル(XMLファイル)または管理リポジトリに保存されます。
	ダッシュボード・レポート	使用状況の傾向分析に使用する重要な問合せ統計を提供します。
	ダッシュボードおよびレポート	BI環境の状態を1箇所で視覚化します。
	履歴メトリック	監視対象のOracle BIターゲットについて使用状況メトリックおよびパフォーマンス・メトリックを測定します。監視対象のOracle BIターゲットのボトルネックを特定して、パフォーマンスの問題を診断します。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	パフォーマンス・チャート	履歴ビューで詳細なパフォーマンス・グラフを参照し、使用状況分析を実行して本番環境の問題を診断できます。
	サービス・レベル・ルール	業務要件に基づいてサービス・レベル目標値を定義します。
	サービス・テストおよびビーコン	主要なエンドユーザーのアクティビティをシミュレートするサービス・テストを記録し、エンドユーザーの観点からパフォーマンスと可用性をアクティブに測定します。









	
注意:

ユーザー定義のプロシージャを使用してOracle Business Intelligence Enterprise Editionをプロビジョニングするには、Business Intelligence Management Packのライセンスが必要です。











3.7.2 BI Management Pack - Oracle BI EE 11gのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこのパックのライセンスが必要です。これらのページおよびリンクは、Enterprise Manager内の、Oracle Business Intelligence固有のターゲットに適用されます。これらのターゲットを次に示します。


	
	Oracle BIインスタンス
	
Oracle BIクラスタ・コントローラ


	
Oracle BI Javaホスト


	
Oracle BIプレゼンテーション・サーバー




	
	Oracle BIサーバー
	
Oracle BIスケジューラ


	
Essbaseサーバー


	
Essbaseアプリケーション












	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	Oracle BIインスタンス
	
	ログ*
	
ジョブ・アクティビティ


	
ダッシュボード・レポート


	
スケジューラ・レポート


	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIインスタンス」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIインスタンス」のターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
注意: ログ・ビューア機能は、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。


	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIインスタンス」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIインスタンス」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIインスタンス」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIインスタンス」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	可用性	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIインスタンス」タイプのターゲットを選択します。「可用性」タブとそのサブタブはすべて、ライセンスを必要とします。
	Oracle BIクラスタ・コントローラ
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIクラスタ・コントローラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIクラスタ・コントローラ」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIクラスタ・コントローラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIクラスタ・コントローラ」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIクラスタ・コントローラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIクラスタ・コントローラ」ターゲットの「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	Oracle BI Javaホスト
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BI Javaホスト」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BI Javaホスト」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BI Javaホスト」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BI Javaホスト」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BI Javaホスト」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BI Javaホスト」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	Oracle BIプレゼンテーション・サーバー
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	Oracle BIサーバー
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIサーバー」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIサーバー」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIサーバー」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	Oracle BIスケジュール
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIスケジューラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIスケジューラ」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIスケジューラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIスケジューラ」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIスケジューラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIスケジューラ」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	Essbaseサーバー
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Essbaseサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Essbaseサーバー」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Essbaseサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Essbaseサーバー」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Essbaseサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Essbaseサーバー」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了





	Essbaseアプリケーション
	
	ジョブ・アクティビティ
	
構成


	
コンプライアンス




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Essbaseアプリケーション」タイプのターゲットを選択します。「Essbaseアプリケーション」のターゲット・メニューにある項目とサブメニューはすべて、ライセンスを必要とします。
	監視	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Essbaseアプリケーション」タイプのターゲットを選択します。「Essbaseアプリケーション」のターゲット「監視」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
パフォーマンス・サマリー


	
ステータス履歴


	
アラート履歴


	
ブラックアウト





	制御	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Essbaseアプリケーション」タイプのターゲットを選択します。「Essbaseアプリケーション」のターゲット「制御」メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	
ブラックアウトの作成


	
ブラックアウトの終了














3.7.3 BI Management Pack - Oracle BI EE 10gのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこのパックのライセンスが必要です。これらのページおよびリンクは、Enterprise Manager内の、Oracle Business Intelligence固有のターゲットに適用されます。これらのターゲットを次に示します。


	
	Oracle BI分析サーバー
	
Oracle BIクラスタ・コントローラ


	
Oracle BIプレゼンテーション・サーバー


	
Oracle BIスケジューラ




	
	Oracle BI Suite Enterprise Edition
	
Oracle BI Data Warehouse Administration Console (DAC) Server


	
BIコンポーネントを実行しているホスト












	機能	アクセス方法
	Oracle BI分析サーバー
	
	監視
	
制御


	
ジョブ・アクティビティ


	
情報パブリッシャ・レポート


	
構成


	
コンプライアンス


	
ターゲット設定




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BI分析サーバー」タイプのターゲットを選択します。Oracle BI分析サーバーのターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	「Oracle BI分析サーバー」の「パフォーマンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI分析サーバーの名前を選択します。「Oracle BI分析サーバー」ページで、「パフォーマンス」サブタブをクリックします。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	「Oracle BI分析サーバー」の「ダッシュボード・レポート」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI分析サーバーの名前を選択します。「Oracle BI分析サーバー」ページで、「ダッシュボード」サブタブをクリックします。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	Oracle BIクラスタ・コントローラ
	「Oracle BIクラスタ・コントローラ」の「メンバー」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIクラスタ・コントローラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIクラスタ・コントローラ」ページで、「メンバー」サブタブをクリックします。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	
	監視
	
制御


	
ジョブ・アクティビティ


	
情報パブリッシャ・レポート


	
構成


	
コンプライアンス


	
ターゲット設定




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIクラスタ・コントローラ」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIクラスタ・コントローラ」ターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	Oracle BIプレゼンテーション・サーバー
	
	監視
	
制御


	
ジョブ・アクティビティ


	
情報パブリッシャ・レポート


	
構成


	
コンプライアンス


	
ターゲット設定




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」ターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」の「パフォーマンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BIプレゼンテーション・サーバーの名前を選択します。「Oracle BIプレゼンテーション・サーバー」ページで、「パフォーマンス」サブタブをクリックします。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	Oracle BIスケジューラ
	
	監視
	
制御


	
ジョブ・アクティビティ


	
情報パブリッシャ・レポート


	
構成


	
コンプライアンス


	
ターゲット設定


	
失敗したBIジョブ・スケジューラ・セクション


	
「次のスケジュールされたジョブ」セクション


	
「システムとサービス」セクションにあるすべてのリンク




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BIスケジューラ」タイプのターゲットの名前を選択します。「Oracle BIスケジューラ」ターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	Oracle BI Suite Enterprise Edition
	
	失敗したBIジョブ・スケジューラ・セクション
	
「システムとサービス」セクションにあるすべてのリンク


	
「アラート」セクションにあるすべてのリンク


	
「ポリシー違反」セクションにあるすべてのリンク




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BI Suite EE」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BI Suite EE」ページにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	「Oracle BI Suite EE」の「メンバー」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページで、「メンバー」サブタブをクリックします。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	システムのホームページ
	
システム: グラフ・ページ


	
システム: 管理ページ


	
システム: コンポーネント・ページ


	
システム: トポロジ・ページ




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページの「システムとサービス」セクションで、システム名を選択します。システムのホームページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。システムのホームページで、次の手順を実行します。
	
「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「コンポーネント」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「トポロジ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。





	システム: グラフ・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページで、次のいずれかの項目を選択します。
	
システム名


	
サービス名




対応するページで、「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	システム: 管理ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページの「システムとサービス」セクションで、システム名を選択します。システムのホームページで、「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	システム: コンポーネント・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページの「システムとサービス」セクションで、システム名を選択します。システムのホームページで、「コンポーネント」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	システム: トポロジ・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページで、次のいずれかの項目を選択します。
	
システム名


	
サービス名




対応するページで、「トポロジ」サブタブを選択します。これらのページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
	「ブラックアウト」ボタン
	
「可用性」リンク


	
「キー・コンポーネント・サマリー」セクションにあるすべてのリンク


	
「関連リンク」セクションにあるすべてのリンク




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BIクラスタ・コントローラ」ページの「システムとサービス」セクションで、サービス名を選択します。これらの項目はライセンスを必要とします。
	サービス: システム・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページの「システムとサービス」セクションで、サービス名を選択します。サービスのホームページで「システム」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。サービスの「システム」ホームページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。サービス: システムのホームページで、次の手順を実行します。
	
「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「テスト・パフォーマンス」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「システム」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「トポロジ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「監視構成」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。





	
	「システム構成」、「根本原因分析の構成」、「サービス・テストとビーコン」、「可用性定義」、「パフォーマンス・メトリック」および「使用状況メトリック」リンク
	
「関連リンク」セクションにあるすべてのリンク




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、Oracle BI Suite EEの名前を選択します。「Oracle BI Suite EE」ページの「システムとサービス」セクションで、サービス名を選択します。サービスのホームページで「監視構成」サブタブを選択します。これらの項目はライセンスを必要とします。
	Oracle BI Data Warehouse Administration Console (DAC) Server
	
	監視
	
制御


	
ジョブ・アクティビティ


	
情報パブリッシャ・レポート


	
構成


	
コンプライアンス


	
ターゲット設定




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle BI DACサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Oracle BI DACサーバー」ターゲット・メニューにあるこれらの項目は、ライセンスを必要とします。
	「Oracle BI DACサーバー」の「パフォーマンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページでOracle BI DACサーバーの名前を選択します。「Oracle BI DACサーバー」ページで、「パフォーマンス」サブタブをクリックします。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。

















4 Enterprise Managerでのアイデンティティ管理


この章では、アイデンティティ管理のためにEnterprise Managerで提供される次の管理パックについて、ライセンスの必要な機能とリンクを説明します。

	
Management Pack Plus for Identity Management






4.1 Management Pack Plus for Identity Management

Management Pack Plus for Identity Managementを使用すると、様々なIdentity Managementコンポーネントの可用性、パフォーマンス、負荷、およびセキュリティ・メトリックを予防的に監視できます。Management Pack Plus for Identity Managementは、パフォーマンスおよび可用性を改善し、次のような環境のアイデンティティ管理デプロイメントの管理コストと複雑さを軽減するのに役立ちます。


	
	Oracle Internet Directory
	
Directory Integration Platform


	
Oracle Directory Server Enterprise Edition (旧Sun Java Directory Server Enterprise Edition)


	
Oracle Virtual Directory




	
	Oracle Identity Federation
	
Oracle Access Manager


	
Oracle Identity Manager


	
Oracle Adaptive Access Manager


	
Oracle Mobile & Social


	
Oracle Unified Directory














	
注意:

ユーザー定義のプロシージャを使用してOracle Identity Management製品をプロビジョニングするには、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスが必要です。







次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Management Pack Plus for Identity Managementの機能


	
Management Pack Plus for Identity Managementのターゲット


	
Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
ターゲット固有のページの範囲外でライセンスが必要なリンク


	
使用制限付きライセンス






4.1.1 Management Pack Plus for Identity Managementの機能

Management Pack Plus for Identity Managementには次の機能が含まれています。




	
注意:

後述するEnterprise Managerのグラフィカル・ユーザー・インタフェース、コマンドライン・インタフェースおよび公開されたリポジトリ・ビューの機能を使用するには、管理パックのライセンスが必要です。








	機能	定義
	ビーコン	代表となる主要ユーザーの場所から可用性およびパフォーマンスを測定します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	完全サービス監視	サービスの可用性、パフォーマンス、使用状況およびサービス・レベルのコンプライアンスを監視します。
	構成	Oracle Access Manager 10gコンポーネント、Oracle Internet Directory 11g、Oracle Directory Integration Platform 11g、Oracle Virtual Directory 11g、Oracle Identity Federation 11gおよびOracle Directory Server Enterprise Edition (6.x、7.x、11gR1)について、構成メトリックを追跡し、構成スナップショットを取得して構成を比較します。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視および診断	リアルタイム・メトリック、履歴データおよびアラート通知を受信します。Oracle Identity Management環境を予防的に監視します。監視対象のコンポーネントに対する主要なパフォーマンス・メトリックの即時利用可能なコレクションにより、短時間で効果を得ることができます。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	サービス・モデリング	広範なサポート対象プロトコルに基づいて重要なビジネス機能をモデル化します。
	単一ステップ検出	Identity Management 10gコンポーネントとIdentity Management 11gコンポーネントを単一ステップで検出します。
サポートされるIdentity Management 10gコンポーネントには、Oracle Access Manager (OAM) 10g、Oracle Identity Manager (OIM) 9.x、Oracle Identity Federation (OIF) 10gおよびOracle Identity Management Suite 10g (Oracle Internet Directory、Directory Integration Platform、Delegated Administration Services、Single Sign-Onなど)が含まれます。

サポートされるIdentity Management 11gコンポーネントには、Oracle Internet Directory、Oracle Directory Integration Platform、Oracle Virtual Directory、Oracle Identity Federation、Oracle Access Manager、Oracle Identity ManagerおよびOracle Adaptive Access Managerが含まれます。単一ステップ検出により、監視環境を迅速に設定できます。

Oracle Directory Server Enterprise Edition (旧Sun Java Directory Server Enterprise Edition) 6.x、7.xおよび11gにもシンプルなターゲット検出が提供されます。


	ビジネス・アプリケーション管理	ビジネス・アプリケーションのターゲットを作成および監視し、アプリケーションとビジネス・トランザクション、基礎となるITインフラストラクチャの関係を直感的に表すことができます。






次の機能は、Identity Management製品の使用制限付きライセンスに含まれるOracle Unified DirectoryおよびWebLogicベースのコンテナのライセンスを必要とします。WebLogicベースのコンテナは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とし、これによって管理されます。


	機能	説明
	JVMの相互トランザクションのトレースにより行われるJVMスレッドのトレース	JVMコンテナの各レイヤー(サーブレット、JSP、EJB、JDBCおよびSQL)のレスポンス時間ブレークダウンを表示します。
	JVM診断エージェントのホット・デプロイメント	WebLogic Serverの再起動や構成変更を行わずに、JVM診断エージェントをデプロイします。
	JVMプールの監視	アプリケーションのすべてのJVMを同一の監視設定で一括して監視します。






JVMプールの監視によって、アプリケーションのすべてのJVMを同一の監視設定で一括して監視します。

次の機能は、Identity Management製品の使用制限付きライセンスに含まれるWebLogicベースのコンテナのライセンスを必要とします。WebLogicベースのコンテナは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とし、これによって管理されます。


	機能	説明
	オーバーヘッドの少ない監視、通知およびダッシュボードが常時オン	過去の問題を診断し、停止の警告を早期に受信して、すべてのアプリケーションのステータスを単一のビューで確認できます。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	ビジネス・アプリケーション管理	ビジネス・アプリケーションのターゲットを作成および監視し、アプリケーションとビジネス・トランザクション、基礎となるITインフラストラクチャの関係を直感的に表すことができます。
	コンポジット・アプリケーション管理	コンポジット・アプリケーションのすべてのメンバーおよび層を完全に可視化します。
	Java EEおよびWebサービスのメトリックのコンテキスト表示
(GlassFishには適用されない)

	Java EEおよびWebサービスのメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	Oracle Databaseを使用した層間トレース
(GlassFishには適用されない)

	関連するすべてのアプリケーションおよびJVMに対するデータベース問題の影響を表示し、Javaとデータベース間で問題を分離します。
	診断スナップショット
(GlassFishには適用されない)

	JVMの監視および診断データのスナップショットをWebLogic Serverのログ・ファイルと関連付けて保存します。
	特異なヒープ分析
(GlassFishには適用されない)

	本番環境でメモリー・リーク分析を利用し、メモリー増加率およびメモリー・リークの分析を簡略化します。
	パフォーマンスの履歴監視	可用性とパフォーマンス・データを一定期間追跡します。
	JVMの相互トランザクションのトレース
(GlassFishには適用されない)

	JVMスレッドをトレースします。JVMコンテナの各レイヤー(サーブレット、JSP、EJB、JDBCおよびSQL)のレスポンス時間ブレークダウンを表示します。
	JVM診断エージェントのホット・デプロイメント
(GlassFishには適用されない)

	WebLogic Serverの再起動や構成変更を行わずに、JVM診断エージェントをデプロイします。
	ログ・ビューア
(GlassFishには適用されない)

	ファイル・システムの保存場所に関係なく、Oracle Fusion Middlewareのログ・ファイルにすばやく簡単にアクセスできます。時間、重大度、実行コンテキストID (ECID)などのプロパティに基づき、すべてのOracle Fusion Middlewareコンポーネントのログ全体でログ・メッセージを検索し、関連付けを行います。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	任意のレイヤーに関するメトリック表示
(GlassFishには適用されない)

	カスタマイズされたダッシュボードおよびビューを自動的に生成します。
	ミドルウェア診断アドバイザ
(GlassFishには適用されない)

	ミドルウェアとデータベース・スタック全体のパフォーマンス・データと構成データに基づき、詳細なアドバイスと推奨を提供します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	ルーティング・トポロジ	Fusion Middlewareファーム/WebLogicドメインとそれに関連するターゲットの関係と状態を把握します。
	インスツルメンテーションのオーバーヘッドなしにJVMおよびアプリケーションの状態をリアルタイムで表示
(Oracle Application ServerとOracle WebLogic Serverの両方にデプロイされたアプリケーションに適用)

	テスト環境で問題を再現する必要がなくなります。
	リクエスト・パフォーマンス	履歴ビューに、WebLogic Serverのコンテキストおよび基礎となるJVMから受け取ったエンドユーザー・リクエストに対するレスポンス時間を表示します。レスポンス時間ブレークダウンは、Weblogicコンテナの各レイヤー(サーブレット、JSP、EJB、JDBCおよびSQL)で入手できます。
	サービス・レベル目標値
(GlassFishには適用されない)

	アーキテクチャ内の任意のポイントに、インジケータおよびアラートのサービス・レベル目標値(SLO)を指定します。
	処理中のトランザクションのトレース
(GlassFishには適用されない)

	リクエストのパフォーマンス問題をリアルタイムで表示します。各リソース・ボトルネックおよびJavaメソッドで消費された時間を分析します。
	WebLogicドメイン/JVMプールの監視
(GlassFishには適用されない)

	アプリケーションのすべてのJVMを同一の監視設定で監視します。






次の機能は、Identity Management製品の使用制限付きライセンスに含まれるOracle Access Manager Coherenceベースのコンテナのライセンスを必要とします。Oracle Access Manager Coherenceベースのコンテナは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とし、これによって管理されます。


	機能	説明
	デプロイの自動化	複数ノードを含むCoherenceクラスタのデプロイと設定を自動化します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	キャッシュ・データ管理	キャッシュ・データの表示、エクスポート、パージなどの操作を実行します。
	完全なクラスタ表示	すべてのCoherenceコンポーネントの詳細なメトリックを提供します。
	構成管理	集中管理ユーザー・インタフェース・コンソールから複数のノード、キャッシュおよびサービスのランタイム構成パラメータを変更します。ノード構成を一定期間追跡し、キャッシュ、ノードおよびサービスのランタイム構成パラメータを変更します。
	カスタマイズ可能なパフォーマンス・ビュー	メトリック・パレットからメトリックを選択してカスタム・パフォーマンス・ビューを作成し、複数のメトリックをチャートにオーバーレイし、異なるビューを保存します。
	ログ・ファイル監視	パターンを設定することにより、ノードのログ・ファイルを監視します。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	複数クラスタの監視	単一コンソールから複数クラスタを監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	ノードの起動と停止	Coherenceクラスタで既存ノードを停止し、新規ノードを起動します。
	クラスタの起動と停止	Coherenceクラスタ全体を起動および停止します。
	トポロジの表示	Coherenceキャッシュ、ノードおよびホストを、関連するコンテキスト内のパフォーマンス・アラートとともにグラフィックで表示します。






次の機能は、Identity Management製品の使用制限付きライセンスに含まれるOracle Identity Manager SOAベースのコンテナのライセンスを必要とします。Oracle Identity Manager SOAベースのコンテナは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とし、これによって管理されます。


	機能	説明
	アダプタ・メトリック	様々なアダプタのスループットおよびエラー・メトリックをグラフィック形式で提供します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	ビジネスとITの連携	相関関係および傾向について、ビジネスKPIとシステム・メトリックが1つのシステムに統合されます。
	集中管理コンソール	すべてのエンタープライズ・コンポーネントを一箇所から監視および管理します。
	変更アクティビティ計画	データ・センター全体での変更アクティビティを計画し、リアルタイムに追跡し、実行する機能を提供します。アクティビティには、PSUパッチのロールアウト、データベースのExadataへの統合などがあります。
	構成管理	BPEL Process Managerサーバー/ドメイン/プロセスおよびOracle Service Busの構成情報を収集します。
	デプロイの自動化	BPELスーツケース、OSBリソース、SOAアーティファクトおよびSOAコンポジットのデプロイを自動化します。
	検出およびサービス・モデリング	Oracle BPELプロセス、Oracle Service Busベースのビジネス・サービスおよびプロキシ・サービスを検出します。SOAインフラストラクチャ用の自動システム・モデリング機能を提供します。
	履歴分析およびレポート作成	収集されたメトリックおよび構成データを中央リポジトリに格納します。
	インフラストラクチャ管理	SOAインフラストラクチャ・コンポーネントの可用性およびパフォーマンスを監視します。
	Management Connectors	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	ルーティング・トポロジ	Fusion Middlewareファーム/WebLogicドメインとそれに関連するターゲットの関係と状態を把握します。
	ランタイム・ガバナンス	履歴の傾向、トラブルシューティング、根本原因の分析を行うために、パートナ・リンク(または任意のWebサービス)およびビジネス/プロキシ・サービスの可用性とパフォーマンスを測定および記録するSOAPテストを定義します。
	サービス・レベルの管理	サービス・テストまたは統合トランザクションを使用してエンドユーザーの観点からサービスを監視します。また、サービスとその基礎となるITコンポーネントの関係をモデル化したり、実現されたサービス・レベルに関してレポートを作成します。









4.1.2 Management Pack Plus for Identity Managementのターゲット

次の項は、Management Pack Plus for Identity Managementの各ターゲット項目を要約したものです。

	
Identity Management 10gのターゲット


	
Identity Management 11gのターゲット


	
Oracle Directory Server Enterprise Editionのターゲット






4.1.2.1 Identity Management 10gのターゲット


	
	Access Manager — アクセス・サーバー
	
Access Manager — アイデンティティ・サーバー


	
Access Manager — アクセス・システム


	
Access Manager — アイデンティティ・システム


	
Identity Federationサーバー


	
Identity Federationシステム


	
Identity Managerリポジトリ


	
Identity Managerサーバー


	
Identity Managerシステム


	
委任管理サーバー




	
	ディレクトリ統合プラットフォーム・サーバー
	
Oracle Internet Directory


	
シングル・サインオン・サーバー


	
Identity Managementコンポーネントを実行するホスト


	
Access Manager - アクセス・システム、Access Manager - アイデンティティ・システム、Identity Federationシステム、およびアイデンティティ管理コンポーネントが稼働しているIdentity Managerシステムに関連付けられた汎用サービス・ターゲットまたはWebアプリケーション・ターゲット














4.1.2.2 Identity Management 11gのターゲット


	
	Oracle Internet Directory
	
Oracle Unified Directory


	
Identity Federationサーバー


	
ディレクトリ統合プラットフォーム・サーバー


	
Oracle Virtual Directory


	
Oracle Access Manager


	
Oracle Access Managerクラスタ


	
Oracle Adaptive Access Manager




	
	Oracle Adaptive Access Managerクラスタ
	
Oracle Identity Manager


	
Oracle Identity Managerクラスタ


	
Identity Managementコンポーネントを実行するホスト


	
Identity Management 11gコンポーネントに関連付けられた汎用サービス・ターゲットと、アイデンティティ・システムおよびアクセス・システム・ターゲット














4.1.2.3 Oracle Directory Server Enterprise Editionのターゲット

Oracle System Monitoring Plug-in for Oracle Directory Serverによって、Oracle Directory Server Enterprise Edition (旧Sun Java Directory Server Enterprise Edition) 6.xおよび7.x、さらにODSEE 11gR1にもシンプルなターゲット検出が提供されます。次のOracle DSEEターゲット・タイプがサポートされています。


	
	Directory Server Enterprise
	
Directory Server Enterprise Editionサーバー




	
	Directory Serverグループ
	
Oracle DSEEコンポーネントを実行するホスト
















4.1.3 Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこのパックのライセンスが必要です。これらのページおよびリンクは、Enterprise Manager内の、次に示すIdentity Management固有のターゲットに適用されます。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「Identity and Access」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。このページにあるすべてのリンクおよびドロップダウン・メニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	Identity Management 11gのターゲット	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Management 11gのターゲット」に記載されているターゲット・タイプのいずれかを選択します。すべてのリンクおよびドロップダウン・メニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	Oracle Directory Server Enterprise Editionのターゲット	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Oracle Directory Server Enterprise Editionのターゲット」に記載されているターゲット・タイプのいずれかを選択します。すべてのリンクおよびドロップダウン・メニュー項目は、ライセンスを必要とします。
	「Access Manager - アクセス・サーバー」ページ:
	
「ブラックアウト」ボタン


	
「可用性」リンク


	
「関連付けられているディレクトリ・サーバーの情報」セクション


	
「アラート」セクション


	
「ホスト・アラート」セクション


	
「構成」セクション


	
「関連リンク」セクション




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Access Manager – アクセス・サーバー」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Access Manager – アクセス・サーバー」のホームページにあるこれらの項目とセクション内のすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「Access Manager - アイデンティティ・サーバー」ページ:
	
「ブラックアウト」ボタン


	
「可用性」リンク


	
「関連付けられているディレクトリ・サーバーの情報」セクション


	
「アラート」セクション


	
「ホスト・アラート」セクション


	
「構成」セクション


	
「関連リンク」セクション




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Access Manager – アイデンティティ・サーバー」タイプのターゲットを選択します。「Access Manager – アイデンティティ・サーバー」のホームページが表示されます。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Access Manager - アイデンティティ・サーバー」のホームページにあるこれらの項目とセクション内のすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「Access Manager – アイデンティティ・サーバー」の「パフォーマンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Access Manager – アイデンティティ・サーバー」タイプのターゲットを選択します。「Access Manager - アイデンティティ・サーバー」のホームページで「パフォーマンス」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	「Access Manager - アクセス・システム」ページ:
	
システム: グラフ・ページ


	
システム: 管理ページ


	
システム: コンポーネント・ページ


	
システム: トポロジ・ページ




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Access Manager – アクセス・システム」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Access Manager - アクセス・システム」のホームページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。「Access Manager - アクセス・システム」のホームページで、次の手順を実行します。

	
「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「コンポーネント」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「トポロジ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。





	Access Manager - アイデンティティ・システム
	
システム: グラフ・ページ


	
システム: 管理ページ


	
システム: コンポーネント・ページ


	
システム: トポロジ・ページ




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Access Manager – アイデンティティ・システム」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Access Manager - アイデンティティ・システム」のホームページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。「Access Manager - アイデンティティ・システム」のホームページで、次の手順を実行します。

	
「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「コンポーネント」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「トポロジ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。





	Identity Federationサーバー
	
「ブラックアウト」ボタン


	
「可用性」リンク


	
「ユーザー・データ・ストア」セクション


	
「フェデレーション・データ・ストア」セクション


	
「アラート」セクション


	
「ホスト・アラート」セクション


	
「関連リンク」セクション




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Federationサーバー」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Identity Federationサーバー」のホームページにあるこれらの項目とセクション内のすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	Identity Federationシステム
	
システム: グラフ・ページ


	
システム: 管理ページ


	
システム: コンポーネント・ページ


	
システム: トポロジ・ページ




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Federationシステム」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Identity Federationシステム」のホームページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。「Identity Federationシステム」のホームページで、次の手順を実行します。

	
「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「コンポーネント」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「トポロジ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。





	Identity Managerリポジトリ
	
「ブラックアウト」ボタン


	
「可用性」リンク


	
「プロビジョニング」セクション


	
「関連付けられているリモート・マネージャ」セクション


	
「アラート」セクション


	
「ホスト・アラート」セクション


	
「関連リンク」セクション




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Managerリポジトリ」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Identity Managerリポジトリ」のホームページにあるこれらの項目とセクション内のすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	Identity Managerサーバー
	
「ブラックアウト」ボタン


	
「可用性」リンク


	
「アラート」セクション


	
「ホスト・アラート」セクション


	
「関連リンク」セクション




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Managerサーバー」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Identity Managerサーバー」のホームページにあるこれらの項目とセクション内のすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	Identity Managerサーバーの「パフォーマンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Managerサーバー」タイプのターゲットを選択します。「Identity Managerサーバー」のホームページで「パフォーマンス」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。
	Identity Managerシステム
	
システム: グラフ・ページ


	
システム: 管理ページ


	
システム: コンポーネント・ページ


	
システム: トポロジ・ページ




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「Identity Managerシステム」タイプのターゲットを選択します。
または、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。

「Identity Managerシステム」のホームページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。「Identity Managerシステム」のホームページで、次の手順を実行します。

	
「グラフ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「コンポーネント」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「トポロジ」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。





	アイデンティティ管理コンポーネントを使用している「ホスト」ページ
	
ホーム


	
監視


	
制御


	
ジョブ・アクティビティ


	
情報パブリッシャ・レポート


	
管理


	
Net Services管理


	
ログ・ファイル・アラート


	
記憶域詳細


	
リモート・ファイル・エディタ


	
ホスト・コマンドの実行


	
権限委任設定


	
関連ターゲット


	
構成


	
コンプライアンス


	
ターゲット設定


	
ターゲット情報




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、「ミドルウェアの機能」メニュー、「Identity and Access」の順にクリックします。このページにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ホスト
	
ホスト: パフォーマンス・ページ


	
ホスト: 管理・ページ


	
ホスト: ターゲット・ページ




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページで、次の手順を実行します。
	
「パフォーマンス」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。


	
「管理」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。(注意: 「管理」ページは、Linuxオペレーティング・システムでのみ使用できます)。


	
「ターゲット」サブタブを選択します。このページにあるすべての機能は、ライセンスを必要とします。














4.1.4 ターゲット固有のページの範囲外でライセンスが必要なリンク


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	アプリケーション・パフォーマンス管理	「設定」メニューで、「ミドルウェア管理」、「アプリケーション・パフォーマンス管理」の順に選択します。「アプリケーション・パフォーマンス管理」ページでは、アプリケーション・パフォーマンス管理エンジンの登録および管理機能などの項目は、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	クライアント・システム・アナライザ	「Enterprise」メニューで、「構成」を選択します。「クライアント・システム・アナライザ」と「クライアント構成」の項目は、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	コンプライアンス	「Enterprise」メニューで、「コンプライアンス」を選択します。「ライブラリ」ページ、「リアルタイム監視」ページおよび「結果」ページに関連するすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成収集の拡張性	「Enterprise」メニューで、「構成」、「カスタム」の順に選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成比較	「Enterprise」メニューで、、「構成」、「比較」の順に選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成履歴	「Enterprise」メニューで、「構成」、「履歴」の順に選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成インスタンス・ブラウザ	「ターゲット」メニューで、「ミドルウェア」を選択します。上で識別されたFusion Middleware関連のターゲットを選択します。ターゲットのメニューから、「構成」サブメニューをクリックします。このサブメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(「トポロジ」を除く)は、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成の保存	「Enterprise」メニューで、「構成」、「保存」の順に選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成検索	「Enterprise」メニューで、「構成」、「検索」の順に選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	構成トポロジ	「Enterprise」メニューで、、「構成」、「トポロジ」の順に選択します。「表示」ドロップダウン・メニューにある「使用者」は、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
「Enterprise」メニューで、、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の順に選択します。このメニューにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。


	変更アクティビティ計画	「Enterprise」メニューで、「構成」を選択します。「変更アクティビティ計画」と「マイ・タスク」の項目は、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	「Enterprise」メニューで、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順に選択します。プロビジョニング・ライブラリ・ページのアクション・リストの「新規作成」オプションは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。
	リアルタイムな構成変更の検出	「Enterprise」メニューで、「コンプライアンス」を選択します。「ライブラリ」ページ、「結果」ページおよび「リアルタイム監視」ページに関連するすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Management Pack Plus for Identity Managementのライセンスを必要とします。









4.1.5 使用制限付きライセンス

次の各項で、Real User Experience Insight (RUEI)の使用制限付きライセンスおよびEnterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの使用制限付きライセンスについて概説します。

	
Real Experience Insightの使用制限付きライセンス


	
Service Level Managementの使用制限付きライセンス






4.1.5.1 Real Experience Insightの使用制限付きライセンス

ライセンスが必要なOracle Identity Managerから提供されるOracle Access Manager SSO URLおよびOracle Identity Manager Webページを監視するという明確な目的で、Real User Experience Insight (およびサブコンポーネント)の使用制限付きライセンスが含まれています。

RUEIの機能の詳細は、第7章の「Oracle Real User Experience Insight」を参照してください。





4.1.5.2 Service Level Managementの使用制限付きライセンス

Management Pack Plus for Identity Managementには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの全機能が含まれます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。















5 その他のインフラストラクチャ管理


この章では、次の各カテゴリに属するその他のEnterprise Managerインフラストラクチャ管理について、それらのライセンスに含まれる機能と、そのアクセス・ポイントを示します。

	
Configuration Management Pack for Applications


	
Management Pack for Non-Oracle Middleware


	
Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグイン


	
Oracle以外のデータベース用システム監視プラグイン






5.1 Configuration Management Pack for Applications

Configuration Management Pack for Applicationsは、OracleソフトウェアおよびOracle以外のソフトウェア(Oracle Databaseを除く)を使用したホストについてソフトウェアとハードウェアの構成やデプロイメントを管理するという、時間がかかり、エラーも発生しやすいプロセスを自動化します。このパックには、全システムに対する検索と比較、構成監視、コンプライアンス管理などの機能があり、デプロイメント全体の整合性がとれます。

Configuration Management Pack for Applicationsの機能には、Enterprise Manager Cloud Controlに含まれるライセンスの必要なリンク(後続の表を参照)を介してアクセスできます。これらのコンポーネントは、Configuration Management Pack for Applicationsで提供される機能を含みます。

Configuration Management Pack for Applicationsには次の機能が含まれています。

	
検出およびインベントリ追跡: 資産を検出して追跡する機能。


	
構成管理: インベントリ追跡、構成のずれの検出および構成の詳細検索。


	
コンプライアンス管理: 業界標準および法的コンプライアンス標準の管理とレポート作成。




次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Configuration Management Pack for Applicationsの機能


	
Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なCLI動詞


	
Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なレポート


	
Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー


	
以前のConfiguration Management Pack






5.1.1 Configuration Management Pack for Applicationsの機能

次の各機能は、既存のConfiguration Management Pack for Applicationsライセンスで使用できます。


	機能	説明
	クライアント・システム・アナライザ	システム管理者が、エンドユーザー・システムから構成情報とデータを収集して分析できます。事前インストールされたアプリケーションを使用することで、Webサーバーを個別に設定することなく、エンド・ユーザーの構成情報を収集できます。管理エージェントは、エンド・ユーザーの構成情報を収集および分析して、管理リポジトリにアップロードします。
	コンプライアンス	業界要件および法的コンプライアンス要件に対応したコンプライアンス・フレームワーク、標準および拡張性を提供します。
	構成収集の拡張性	カスタム構成収集を作成して、現在の構成収集を拡張します。
	構成比較	構成を比較します(1対1、1対多)。
	構成履歴	特定の時間枠における構成または関係の変更についてレポートを作成します。
	構成インスタンス・ブラウザ	構成アイテムおよびターゲットに関連付けられているアソシエーションを表示します。
	構成の保存	構成を保存し、参照、ベースラインまたはゴールド・スタンダードに使用します。
	構成検索	特定のターゲットまたは関係全体を対象に構成アイテムを検索します。
	構成トポロジ	特定のターゲットと、それに依存している他のターゲットとの依存関係のトポロジを表示します。
	ファイルの同期	比較中に、構成ファイルの差異を同期します。
	リアルタイムな構成変更の検出	リアルタイムに構成変更を検出し、コンプライアンス・フレームワークを自動化します。
	サイト・ガードを介した障害時リカバリ	Oracle Fusion MiddlewareとOracle Databaseの完全なサイト・フェイルオーバーを自動化し、他のデータ・センター・コンポーネントを含むように拡張します。
注意:

Oracle以外のソフトウェアでのみ使用可能です。Oracleソフトウェアでサイト・ガードを使用するには、WebLogic Server Management Pack Enterprise EditionまたはDatabase Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのいずれかのライセンスが必要です。


	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	必要なフェーズ、ステップおよび変数を挿入して最初からプロシージャを作成し、カスタム・プロセスを自動化します。







5.1.1.1 ライセンスが必要なその他の機能

Configuration Management Pack for Applicationsを購入すると、次の項に記載されている機能も使用できます。これらの機能は、OracleソフトウェアおよびOracle以外のソフトウェア(Oracle Databaseを除く)を使用したホストのソフトウェアとハードウェアの構成およびデプロイメントに制限されます。


	ライセンスが必要な機能	説明
	自己更新	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「拡張性」、「自己更新」の順にクリックします。「構成」と「コンプライアンス」で、ホスト、OracleソフトウェアおよびOracle以外のソフトウェア(Oracle Databaseを除く)に関連する更新をダウンロードして適用するには、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要です。











5.1.2 Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページ、リンクおよび各機能は、使用するのにこのパックのライセンスが必要です。これらのページ、リンクおよび各機能は、ホストのソフトウェア、プラットフォーム、OracleソフトウェアおよびOracle以外のソフトウェア(Oracle Databaseを除く)に適用されます。Oracle Databaseを管理したり、これらの機能をOracle Databaseに拡張するには、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseを購入する必要があります。

次に示すページ、リンクおよび各機能は、既存のConfiguration Management Pack for Applicationsライセンスで使用できます。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	クライアント・システム・アナライザ	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」の順にクリックします。「クライアント・システム・アナライザ」と「クライアント構成」の項目は、WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionのライセンスを必要とします。
	構成検索	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「検索」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	構成インスタンス・ブラウザ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」リンクをクリックします。Oracle Database以外のターゲットを選択します。ターゲットのホームページで、「ターゲット・タイプ」と「構成」のドロップダウンを選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

ターゲットのホームページで、「ターゲット・タイプ」と「構成」のドロップダウンを選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。


	構成履歴	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「履歴」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	構成比較	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「比較」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	ファイルの同期	「構成比較」の機能で説明されているように、比較結果の差異を表示しているときに左側のツリーで特定の構成を選択します。「ファイルの同期の有効化」を選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	構成トポロジ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」リンクをクリックします。ターゲットのホームページで、Oracle Database以外のターゲットを選択します。「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」の各ドロップダウンを選択します。「表示」ドロップダウンにある「使用者」は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」リンクをクリックします。ターゲットのホームページで、Oracle Database以外のターゲットを選択します。「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の各ドロップダウンを選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。

ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

	
ターゲットのホームページで、Oracle Database以外のターゲットを選択します。「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」の各ドロップダウンを選択します。「表示」ドロップダウンにある「使用者」は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。


	
ターゲットのホームページで、「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の各ドロップダウンを選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。





	構成の保存	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「保存」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	構成収集の拡張性	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「カスタム」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	コンプライアンス	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「コンプライアンス」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	リアルタイムな構成変更の検出	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「コンプライアンス」の順にクリックします。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウン(Oracle Databaseに適用される機能を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。
	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。プロビジョニング・ライブラリ・ページのアクション・リストの「新規作成」オプションは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。









5.1.3 Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なCLI動詞

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞は、使用するのにConfiguration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要です。


	

confirm_instance
describe_instance
describe_procedure_input
get_executions
get_instance_data
get_instance_status
get_instances
get_procedure_types
get_procedure_xml
get_procedures

	

get_retry_argument
ignore_instance
reschedule_instance
resume_instance
save_procedure
stop_instance
submit_procedure
suspend_instance
update_and_retry_step
update_procedure_input











5.1.4 Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。すべてのレポート(Oracle Database関連を除く)は、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。レポートにアクセスするには、Enterprise Managerのホームページに移動し、「レポート」をクリックして、「情報パブリッシャ・レポート」または「BI Publisher Enterpriseレポート」を選択します。

次に示す「情報パブリッシャ・レポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。

	
コンプライアンス


	
構成




次に示す「BI Publisher Enterpriseレポート」のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。

	
コンプライアンス


	
構成








5.1.5 Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とします。


	構成ビュー
	

MGMT$CCS_DATA
MGMT$CCS_DATA_SOURCE
MGMT$CCS_DATA_SOURCE_VISIBLE
MGMT$CCS_DATA_VISIBLE
MGMT$CS_ASM_DISKGRP_SETTINGS
MGMT$CS_DB_CONTROL_FILE_COUNT
MGMT$CS_DB_INIT_PARAMS
MGMT$CS_DB_RBS_IN_SYSTEM
MGMT$CS_DB_REC_SEG_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_TS_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_USER_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REDO_LOG_COUNT
MGMT$CS_DB_REDO_LOGS
MGMT$CS_DB_TABLESPACES
MGMT$CS_DB_TBSP_SEGSPACE_MGMT

	

MGMT$CS_FEATURE_USAGE
MGMT$CS_HA_INFO
MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS
MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS
MGMT$HW_CPU_DETAILS
MGMT$HW_IO_DEVICES
MGMT$HW_NIC_BONDS
MGMT$J2EE_APPLICATION
MGMT$J2EEAPP_EJBCOMPONENT
MGMT$J2EEAPP_JRFWS
MGMT$J2EEAPP_JRFWSOPER
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPOLICY
MGMT$J2EEAPP_JRFWSPORT
MGMT$J2EEAPP_WEBAPPCOMPONENT
MGMT$J2EEAPP_WSCONFIG









	Oracleホーム・パッチ適用ビュー
	

MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES
MGMT$OH_COMPONENT
MGMT$OH_COMP_DEP_RULE
MGMT$OH_COMP_INST_TYPE
MGMT$OH_CRS_NODES
MGMT$OH_DEP_HOMES
MGMT$OH_FILE
MGMT$OH_HOME_INFO
MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS
MGMT$OH_INV_SUMMARY
MGMT$OH_PATCH
MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT

	

MGMT$OH_PATCHED_FILE
MGMT$OH_PATCHSET
MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG
MGMT$OH_VERSIONED_PATCHV MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED MGMT$PATCH_ADVISORIES
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS









	コンプライアンス・ビュー
	

MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP
MGMT$CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_ASM_DISKGRP_SETTINGS
MGMT$CS_DB_CONTROL_FILE_COUNT
MGMT$CS_DB_INIT_PARAMS
MGMT$CS_DB_RBS_IN_SYSTEM
MGMT$CS_DB_REC_SEG_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_TS_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REC_USER_SETTINGS
MGMT$CS_DB_REDO_LOG_COUNT

	

MGMT$CS_DB_REDO_LOGS
MGMT$CS_DB_TABLESPACES
MGMT$CS_DB_TBSP_SEGSPACE_MGMT
MGMT$CS_FEATURE_USAGE
MGMT$CS_HA_INFO
MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY
MGMT$CS_TARGET_ASSOC
MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS
MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES
MGMT$CCC_DIAG_ANALYTICS
MGMT$CCC_DIAG_QUEUEBACKLOG









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_RULES

	

MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY











5.1.6 以前のConfiguration Management Pack

次のような以前のConfiguration Management Packを持っている場合

	
Configuration Management Pack


	
Configuration Management Pack for Oracle Middleware


	
Configuration Management Pack for Non-Oracle Systems




以前にライセンスを購入したターゲットに対してのみ、Configuration Management Pack for Applicationsのライセンスを必要とする、次のもの以外のすべての機能を使用できます。

	
Application Configuration Console


	
構成収集の拡張性


	
カスタム比較テンプレートの作成


	
構成比較指定の一部としての比較テンプレートの使用










5.2 Management Pack for Non-Oracle Middleware

このパックは、少ないオーバーヘッドで、かつ詳細な診断を実行して、Oracle以外のミドルウェア(IBM WebSphere Application Server、JBoss Application Server、Apache Tomcatなど)にデプロイされているJavaアプリケーションの可用性とパフォーマンスを改善します。

Management Pack for Non-Oracle Middlewareには、次のコンポーネントが含まれています。

	
IBM WebSphere Application Server、JBoss Application ServerおよびApache Tomcat用のEnterprise Managerシステム監視機能。


	
Microsoft Internet Information Services、Microsoft .NET FrameworkおよびMicrosoft BizTalk Server用のEnterprise Manager監視プラグイン。


	
既存のメタデータに基づいてJava Enterprise Editionアプリケーションをモデル化し、Java Enterprise Edition標準コンポーネントに関するメトリックを収集できるアプリケーションの依存性とパフォーマンスの機能。上位レベルのメトリックはそのURIマッピングに基づいて編成され、下位レベルのメトリックはそのメソッドレベルのコール・グラフに基づいて編成されます。


	
Oracle Service Busの使用制限付きライセンスでプロキシ設定できる、Oracle以外のプラットフォーム専用ビジネス・トランザクション管理機能。


	
サポート対象のJVMで実行されているアプリケーション・サーバーおよびスタンドアロンJavaアプリケーションに適用可能なJVM診断。このコンポーネントは、Javaアプリケーションのパフォーマンス問題の根本原因を、非常に少ないパフォーマンス・オーバーヘッドで診断します。JVMおよびプラットフォームのサポートに関する最新情報は、次のMy Oracle Supportサイトを参照してください。


https://support.oracle.com/rs?type=doc&id=1415144.1


	
アプリケーション・サーバーおよびスタンドアロンJavaアプリケーションに適用可能なJava Mission Control (JMC)。


	
構成管理: インベントリ追跡、構成のずれの検出および構成の詳細検索。




次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Management Pack for Non-Oracle Middlewareの機能


	
Management Pack for Non-Oracle Middlewareのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Application Dependency and Performance


	
Management Pack for Non-Oracle Middlewareの制限付きライセンス


	
ビジネス・トランザクション管理のライセンス






5.2.1 Management Pack for Non-Oracle Middlewareの機能

Management Pack for Non-Oracle Middlewareには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	アプリケーションの依存性とパフォーマンスの監視	トポロジ、機能/フロー、アーキテクチャのビューなど、アプリケーションのビューを複数表示して、管理アプリケーションを自動的にモデル化および検出します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	ビジネス・トランザクションの監視	複数のJVM、コンテナおよびプラットフォームにわたるコンポーネント全体を移動するトランザクションの検出、記録および関連付けを行います。
	構成収集の拡張性	カスタム構成収集を作成して、現在の構成収集を拡張します。
	構成比較	構成を比較します(1対1、1対多)。
	構成履歴	特定の時間枠における構成または関係の変更についてレポートを作成します。
	構成インスタンス・ブラウザ	構成アイテムおよびターゲットに関連付けられているアソシエーションを表示します。
	構成の保存	構成を保存し、参照、ベースラインまたはゴールド・スタンダードに使用します。
	構成検索	特定のターゲットまたは関係全体を対象に構成アイテムを検索します。
	構成トポロジ	特定のターゲットと、それに依存している他のターゲットとの依存関係のトポロジを表示します。
	管理コネクタ	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メモリー・リークの検出および分析	本番環境でメモリー・リーク分析を行います。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	パフォーマンスの監視	リアルタイムおよび履歴のパフォーマンス監視を実行します。
	JVMのリアルタイム監視	データベース、I/O、CPU、ロックなど、パフォーマンスに影響を及ぼすリソース・ボトルネックのサマリー・ビューを提供します。
	処理中のトランザクションのトレース	リクエストのパフォーマンス問題をリアルタイムで表示します。各リソース・ボトルネックで消費された時間を分析します(各Javaメソッドにも適用)。
	ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)	必要なフェーズ、ステップおよび変数を挿入して最初からプロシージャを作成し、カスタム・プロセスを自動化します。









5.2.2 Management Pack for Non-Oracle Middlewareのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次のページは、使用するのにManagement Pack for Non-Oracle Middlewareのライセンスが必要です。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「ページ・パフォーマンス」タブ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」タブ、「Webアプリケーション」サブタブの順に選択します。表のいずれかのWebアプリケーション名をクリックします。「Webアプリケーション」ページにあるこのタブは、ライセンスを必要とします。
	「ページ・パフォーマンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ページ・パフォーマンス」プロパティ・ページをクリックします。このページにあるすべてのリンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
	
	「拡張分析」リンク
	
「アラート履歴」リンク


	
「ブラックアウト」リンク


	
「メトリック・ベースライン」リンク




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ページ・パフォーマンス」プロパティ・ページをクリックします。「ページ・パフォーマンス」ページの「関連リンク」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「Oracle JVM診断」ページ	「Oracle JVM診断」のすべてのページは、ライセンスを必要とします。
Oracle Application Diagnostics for Java (AD4J)の「Oracle JVM診断」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「可用性」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、IBM WebSphere Application Serverのリンクをクリックします。IBM WebSphere Application Serverページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、JBoss Application Serverのリンクをクリックします。JBoss Application Serverページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。

「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、Apache Tomcat Application Serverのリンクをクリックします。Apache Tomcat Application Serverページの「一般」セクションにあるこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	
	「アラート履歴」リンクと通知機能
	
「すべてのメトリック」リンク


	
「ブラックアウト」リンク




	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、IBM WebSphere Application Serverのリンクをクリックします。IBM WebSphere Application Serverページの「関連リンク」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、JBoss Application Serverのリンクをクリックします。JBoss Application Serverページの「関連リンク」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。

「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、Apache Tomcat Application Serverのリンクをクリックします。Apache Tomcat Application Serverページの「関連リンク」セクションにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「パフォーマンス・リンク」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、IBM WebSphere Application Serverのリンクをクリックします。IBM WebSphere Application Serverページで、「パフォーマンス」タブをクリックします。IBM WebSphere Application Serverページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、JBoss Application Serverのリンクをクリックします。JBoss Application Serverページで、「パフォーマンス」タブをクリックします。JBoss Application Serverページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	レポート・リンク・セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」、「ミドルウェア」の順にクリックします。「ミドルウェア」ページで、Apache Tomcat Application Serverのリンクをクリックします。Apache Tomcat Application Serverページで、「レポート」タブをクリックします。このセクションのすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	構成収集の拡張性	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「カスタム」の順にクリックします。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
	構成比較	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「比較」の順にクリックします。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
	構成履歴	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「履歴」の順にクリックします。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
	構成インスタンス・ブラウザ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」リンクをクリックします。Oracle Database以外のターゲットを選択します。ターゲットのホームページで、「ターゲット・タイプ」と「構成」のドロップダウンを選択します。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

ターゲットのホームページで、「ターゲット・タイプ」と「構成」のドロップダウンを選択します。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。


	構成の保存	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「保存」の順にクリックします。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
	構成検索	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」、「検索」の順にクリックします。このページにある、Oracle Databaseに適用される機能を除いた、すべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。
	構成トポロジ	Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」リンクをクリックします。ターゲットのホームページで、Oracle Database以外のターゲットを選択します。「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」の各ドロップダウンを選択します。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、ライセンスを必要とします。
Enterprise Managerのホームページで、「ターゲット」リンクをクリックします。ターゲットのホームページで、Oracle Database以外のターゲットを選択します。「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の各ドロップダウンを選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。

ターゲットのホームページに直接または別の方法でアクセスしている場合は、次の手順を実行します。

	
ターゲットのホームページで、Oracle Database以外のターゲットを選択します。「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」の各ドロップダウンを選択します。「ビュー」ドロップダウンにある「使用者」は、ライセンスを必要とします。


	
ターゲットのホームページで、「ターゲット・タイプ」、「構成」、「トポロジ」、「カスタマイズ」の各ドロップダウンを選択します。このページにあるすべての機能、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、ライセンスを必要とします。














5.2.3 アプリケーションの依存性とパフォーマンス

Oracle Application Dependency and Performanceは、Java EEとWebサービス・アプリケーションのモデル化と監視を行います。これは、Management Pack for Non-Oracle Middleware内のJava EEおよびWebサービスに限定されます。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供される管理パックのこの部分のライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Oracle Application Dependency and Performanceの機能


	
Oracle Application Dependency and Performanceのライセンスが必要なリンクへのアクセス






5.2.3.1 Oracle Application Dependency and Performanceの機能

Management Pack for Non-Oracle MiddlewareのOracle Application Dependency and Performanceには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動モデリングおよび自動検出	トポロジ、機能/フロー、アーキテクチャのビューなど、アプリケーションのビューを複数表示して、管理アプリケーションを自動的にモデル化および検出します。
	J2EEおよびWebサービスのメトリックのコンテキスト表示	Java EEおよびWebサービスのメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	任意のレイヤーでのメトリック表示	アプリケーションの任意のレイヤーで、グラフや表を使用してメトリックを表示するように、カスタマイズされたダッシュボードおよびビューを自動的に生成します。
	トランザクション追跡	アプリケーション・スタックを縦断しコンテナを横断して、Java EEのメトリックに関するトランザクションを追跡します。









5.2.3.2 Oracle Application Dependency and Performanceのライセンスが必要なリンクへのアクセス




	
注意:

Management Pack for Non-Oracle Middlewareでは、アプリケーションの依存性とパフォーマンスのライセンス対象はIBM WebSphere Application Server (WAS)用のJava EEおよびWebサービス・コンポーネントに限定されており、BPEL、ESB、AIA、PortalあるいはPageflowコンポーネントは対象外です。Oracle WebLogicあるいはOC4J (iAS)プラットフォームも対象外です。







アプリケーションの依存性とパフォーマンスのユーザー・インタフェースのデフォルト・ビューで、次のリンクおよびメニュー項目は、Management Pack for Non-Oracle Middlewareのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	
	「Oracle Enterprise Manager」リンク
	
「Webサービス」リンク


	
「サービス」リンク


	
「プロセス」リンク


	
「アプリケーション」リンク


	
「リソース」リンク


	
CAMMリンク




	左上のナビゲーション・ペインで、「監視」タブをクリックします。これらのリンク(右側のペインのすべての関連リンクを含む)と、ページ、ビュー、またはそれらに含まれるリンクおよび項目は、ライセンスを必要とします。右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータの他、ツール・バーの項目からあるいは右側のペインの項目をダブルクリックして使用できるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「カスタム・ビュー」タブ・リンク	左上のナビゲーション領域で、「カスタム・ビュー」タブ・リンクをクリックします。左下部のナビゲーション・ツリーのすべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。
	「ダッシュボード」タブ・リンク	左下のナビゲーション領域で、「ダッシュボード」タブ・リンクをクリックします。左下部のナビゲーション・ツリーのすべてのナビゲーション・ツリー・ノードと、右側のペインで使用できるすべてのタブ化されたペイン・リンクおよびデータは、ライセンスを必要とします。
	
	「マネージャ」>「ステータス」
	
「マネージャ」>「ログアウト」


	
「問合せ」>「URL問合せ」


	
「ダッシュボード」>「カスタム・ビュー」


	
「ダッシュボード」>「カスタム・ダッシュボードの設定」


	
「ヘルプ」>「ヘルプ・トピック」


	
「ヘルプ」>「メモリー情報」


	
「ヘルプ」>「Oracle Application Dependency and Performanceバージョン情報」




	すべてのドロップダウン・メニュー項目およびサブ項目、ナビゲーション・バー、下部の情報バー(インタフェースの一番下)、アプリケーションの依存性とパフォーマンス・ユーザー・インタフェースの一番上にある時間枠変更機能、およびこれらのドロップダウン・メニューからアクセス可能なリンクは、ライセンスを必要とします。











5.2.4 Management Pack for Non-Oracle Middlewareの制限付きライセンス

Management Pack for Non-Oracle Middlewareには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの全機能が含まれます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。





5.2.5 ビジネス・トランザクション管理のライセンス

Management Pack for Non-Oracle Middlewareには、Oracle Service Busの使用制限付きライセンスでプロキシ設定できる、Oracle以外のプラットフォーム専用ビジネス・トランザクション管理機能が含まれています。

Management Pack for Non-Oracle Middleware Application Dependency and PerformanceのBTMには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	Java EEおよび.NETのメトリックのコンテキスト表示	Java EEおよび.NETメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	例外管理	トランザクションのアラートおよび検索機能を提供し、複数のアプリケーション・コンポーネント全体にわたるトランザクション内の例外およびエラーを特定します。
	トランザクション検出	複数のJVM、コンテナおよびプラットフォームにわたるコンポーネント全体を移動するトランザクションの検出、記録および関連付けを行います。
	トランザクション・レベル合意	複数の相互作用コンポーネント全体にわたるトランザクション・レベル目標値(TLO)を提供します。







5.2.5.1 ビジネス・トランザクション管理の使用制限付きライセンス

Enterprise Managerのビジネス・トランザクション管理には、エンドポイントの監視という明確な用途で、Oracle Service Busとそのサブコンポーネントの使用制限付きライセンスが含まれ、プロキシ・サービスとビジネス・サービスをパススルー・モードでのみ作成できます。Oracle Service Busでは、ビジネス・トランザクション管理のオブザーバ・エージェントが単一インスタンスで構成され、プロキシ・フェイルオーバー用には別のOracle Service Busインスタンスが構成される場合があります。









5.3 Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグイン

Enterprise ManagerのOracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインでは、Oracle以外のミドルウェアについてパフォーマンスと可用性のデータ収集、リアルタイム監視と履歴の監視、イベントの管理と監視、通知およびレポートを行います。

次のOracle以外のミドルウェア用のシステム監視プラグインがあります。

	
Apache HTTPサーバー


	
IBM WebSphere MQ


	
Microsoft Active Directory




ここに示したOracle以外のミドルウェア・ターゲットをOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cに追加する方法の詳細は、次のドキュメントを参照してください。


	Oracle以外のミドルウェア・ターゲット	ドキュメント
	Apache HTTPサーバー	Oracle Enterprise Manager Cloud Control Oracle Fusion Middleware管理ガイドの「Apache HTTPサーバーの検出と監視」を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24215/apache.htm


	IBM WebSphere MQ	Oracle Enterprise Manager Cloud Control Oracle Fusion Middleware管理ガイドの「IBM WebSphere MQの検出と監視」を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24215/wmq.htm


	Microsoft Active Directory	『Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-inインストレーション・ガイド for Microsoft Active Directory』

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e28548/toc.htm








次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるシステム監視プラグインのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインの機能


	
Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスが必要なCLI動詞






5.3.1 Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインの機能

Apache HTTPサーバーを管理するために次の機能が用意されています。

	
リアルタイムおよび過去の可用性監視


	
イベントの管理と監視


	
イベントとアラートの通知: 通知方法、ルールおよびスケジュール


	
イベントとアラートの履歴/メトリックの履歴


	
メトリック拡張


	
ブラックアウト/計画停止


	
監視テンプレート


	
可用性とイベントのレポート


	
前述のデータの格納や公開を行うリポジトリ表とビュー


	
構成管理: 構成収集の拡張性、構成の比較(比較テンプレートの使用以外)、構成履歴、構成インスタンス・ブラウザ、構成の保存および構成の検索




IBM WebSphere MQおよびMicrosoft Active Directoryプラグインのために次の機能が用意されています。

	
リアルタイムおよび過去のパフォーマンス監視と傾向分析


	
イベントの管理と監視


	
イベントとアラートの通知: 通知方法、ルールおよびスケジュール


	
イベントとアラートの履歴/メトリックの履歴


	
メトリック拡張


	
ブラックアウト/計画停止


	
監視テンプレート


	
パフォーマンスとイベントのレポート


	
前述のデータの格納や公開を行うリポジトリ表とビュー


	
グループおよびシステムを介した分散管理


	
カスタム構成ファイルの追加を可能にする構成拡張




前述の機能を使用するには、Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスが必要です。





5.3.2 Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスが必要なリンクへのアクセス

リンクとナビゲーションのリストが次のプラグインに対して提供されます。これらのリンクとナビゲーションは、Oracle以外のミドルウェア用のシステム監視プラグインのライセンスを必要とします。

	
Apache HTTPサーバーのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
IBM WebSphere MQ Queue Managerのライセンスが必要なリンクへのアクセス






5.3.2.1 Apache HTTPサーバーのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すリンクおよびそのナビゲーションのリストは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでApache HTTPサーバーを管理する場合に対応し、Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	次のページ/リンクは一般的な監視機能に関連するものです。「エンタープライズ・サマリー」ページからアクセスできます。
	ホームページ	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ブラックアウトの作成	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ブラックアウト」を選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「制御」、「ブラックアウトの作成」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。


	ブラックアウトの終了	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ブラックアウトの終了」を選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「制御」、「ブラックアウトの終了」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。


	すべてのメトリック	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「すべてのメトリック」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	ステータス履歴	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「ステータス履歴」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	アラート履歴	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「アラート履歴」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	ブラックアウト	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「監視」、「ブラックアウト」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	次のページ/リンクは構成管理機能に関連するものです。「エンタープライズ・サマリー」ページからアクセスできます。
	最新収集	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「最新収集」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	比較	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「比較」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	検索	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「検索」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	履歴	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「履歴」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	保存…	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「保存…」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	保存	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「保存済」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	トポロジ	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「構成」、「トポロジ」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	次のページ/リンクはコンプライアンス管理機能に関連するものです。「エンタープライズ・サマリー」ページからアクセスできます。
	結果	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「コンプライアンス」、「結果」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。
	標準アソシエーション	「ターゲット」メニューで「すべてのターゲット」を選択してから、「Apache HTTPサーバー」ターゲット・タイプを選択して、すべてのApache HTTPサーバー・ターゲットを表示します。Apache HTTPサーバー・ターゲットを選択して、そのホームページにナビゲートします。このページで、「ターゲット」メニュー、「コンプライアンス」、「標準アソシエーション」の順に選択します。このページにあるすべてのリンク、メニュー項目、タブおよびセクションは、ライセンスを必要とします。









5.3.2.2 IBM WebSphere MQ Queue Managerのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すリンクおよびそのナビゲーションのリストは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでIBM WebSphere MQ Queue Managerを管理する場合に対応し、Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	IBM WebSphere MQ Queue Managerプラグイン	Enterprise Managerのホームページで、「設定」メニュー、「エージェント」の順にクリックします。IBM WebSphere MQ Queue Managerプラグインのリンクおよびリンク先のページはすべて、ライセンスを必要とします。











5.3.3 Oracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスが必要なCLI動詞

次のコマンドライン・インタフェース(CLI)は、(Oracle以外のミドルウェアの追加に関連するため)使用するのにOracle以外のミドルウェア用システム監視プラグインのライセンスが必要です。




	
注意:

Apache HTTPサーバーに関連付けられ、ライセンス付与できるEM CLI動詞はありません。







	
add_target




add_target動詞とともに使用される内部名は次のとおりです。

	
wmq(後述の注意を参照してください。)


	
active_directory







	
注意:

wmqには、

add_targetコマンドの実行後、別のjarファイルが必要です。ターゲットの追加後、次のパスが含まれるよう「監視構成」リンクからjarパスを適切に変更します。

/scratch/mqjars/com.ibm.mq.jar


エージェントがLinuxベースの場合は、2つのjarファイルの区切り文字としてコロンを使用し、エージェントがWindowsベースの場合はセミコロンを使用します。















5.4 Oracle以外のデータベース用システム監視プラグイン

次のOracle以外のデータベース用のプラグインがあります。

	
Oracle System Monitoring Plug-in for Microsoft SQL Server


	
Oracle System Monitoring Plug-in for IBM DB2


	
Oracle System Monitoring Plug-in for Sybase Adaptive Server Enterprise




次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるシステム監視プラグインのライセンスが必要な機能とリンクについて説明します。

	
Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインの機能


	
Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスが必要なCLI動詞






5.4.1 Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインの機能

これらのプラグインでは、次の機能を使用できます。

	
パフォーマンスの監視および傾向分析


	
ヘルプデスク(チケッティング)とイベント・コネクタ


	
メトリック・アラート管理: メトリック履歴と関連ドリルダウン、アラート履歴と関連ドリルダウン、イベント履歴と関連ドリルダウン


	
メトリック拡張


	
イベントとアラートの通知: 様々な通知方法(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュール


	
ブラックアウト/計画停止


	
監視テンプレート、管理グループによるテンプレート収集およびメトリック拡張


	
パフォーマンスとイベントのレポート


	
構成管理: ライセンス供与されているターゲット・タイプに対する構成収集の拡張性、構成の比較(比較テンプレートの使用以外)、構成履歴、構成インスタンス・ブラウザ、構成の保存およびライセンス供与されているターゲット・タイプに対する構成の検索


	
前述のデータの格納や公開を行うリポジトリ表とビュー


	
ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP): 必要なフェーズ、ステップおよび変数を挿入して最初からプロシージャを作成し、カスタム・プロセスを自動化します。




これらの機能を使用するには、Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスが必要です。





5.4.2 Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスが必要なリンクへのアクセス

次のリストに、プラグインのライセンスを必要とするリンクを示します。これらの機能には、いくつかの方法で移動できます。次に示すリストでは、Enterprise Manager Cloud Controlのホームページから操作を開始するものとします。

ページ右上隅の「設定」をクリックした後、「ターゲットの追加」を選択し、最後に「ターゲットの手動追加」を選択します。このページで、「ターゲット監視プロパティを指定して非ホスト・ターゲットを追加」オプションを選択します。「ターゲット・タイプ」ドロップダウン・メニューの次の選択肢は、Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスを必要とする機能です。

	
Microsoft SQL Server


	
IBM DB2データベース


	
Sybase Adaptive Server Enterprise








5.4.3 Oracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスが必要なCLI動詞

次のコマンドライン・インタフェース(CLI)は、使用するのにOracle以外のデータベース用システム監視プラグインのライセンスが必要です。

	
add_target




add_target動詞とともに使用される内部名は次のとおりです。

	
microsoft_sqlserver_database


	
ibm_db2_database


	
sybase_ase
















6 アプリケーション・パフォーマンスと回帰テスト


この章では、アプリケーション・パフォーマンスと回帰テストのためにEnterprise Managerによって提供される製品について説明します。

Oracle Enterprise Manager Application Testing Suiteは、Webアプリケーション、SOAベース・アプリケーション、Oracleパッケージ・アプリケーションおよびOracleデータベースに対する自動的な機能テスト、負荷テストおよびテスト管理を提供します。Oracle Application Testing Suiteは、それぞれ個別のライセンスが必要な次の製品で構成されます。

	
Oracle Test Manager

この製品を使用すると、テスト計画、テスト要件、テスト・ケースおよび問題の追跡を含むテスト・プロセス全体を文書化し、管理できます。Oracle Test Managerは、Oracle Functional Testing/Oracle Functional Testing Suite for Oracle Applicationsと組み合せて使用することをお薦めします。これによって、テスト実行のスケジューリングおよび結合レポートが可能になるためです。


	
Oracle Functional Testing

この製品を使用すると、WebアプリケーションおよびWebサービスの機能テストと回帰テストを自動化できます。また、Oracleデータベースの自動テストも可能になります。




	
注意:

Oracle Applications (Oracle EBS、Fusion、Siebel、PeopleSoft、JD Edwards、Hyperion)や、Oracle ADFまたはOracle FormsをベースとするアプリケーションにはOracle Functional Testing Suite for Oracle Applicationsのライセンスが必要であるため、これらのアプリケーションおよびテクノロジのテストにはこのライセンスを使用できません。








	
Oracle Load Testing

この製品を使用すると、WebアプリケーションおよびWebサービスのロード・テストを自動化できます。また、Oracleデータベースの自動テストも可能になります。




	
注意:

Oracle Applications (Oracle EBS、Fusion、Siebel、PeopleSoft、JD Edwards、Hyperion)や、Oracle ADFまたはOracle FormsをベースとするアプリケーションにはOracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsのライセンスが必要であるため、これらのアプリケーションおよびテクノロジのテストにはこのライセンスを使用できません。








	
Oracle Functional Testing Suite for Oracle Applications

この製品を使用すると、Webアプリケーション、Oracleパッケージ・アプリケーション(Siebel、Oracle E-Business Suite、Oracle Fusion、JD Edwards、Peoplesoft、Hyperionなど)、およびWebサービスの機能テストと回帰テストを自動化できます。また、Application Development Framework (ADF)、Oracle FormsおよびOracleデータベースに基づいたアプリケーションの自動化も可能です。


	
Oracle Load Testing Suite for Oracle Applications

この製品を使用すると、Webアプリケーション、Oracleパッケージ・アプリケーション(Siebel、Oracle E-Business Suite、JD Edwards、Peoplesoft、Hyperion、Oracle Fusionなど)、およびWebサービスの負荷テストを自動化できます。また、Application Development Framework (ADF)、Oracle FormsおよびOracleデータベースに基づいたアプリケーションの自動化も可能です。




次の各項で、Application Testing Suiteの各製品のライセンス情報を示します。



6.1 Oracle Test Manager

Oracle Test Managerのライセンスは、Oracle Named User Plus (NUP)ライセンス・モデルに基づいています。製品のユーザーごとにOracle Test ManagerのNUPライセンス・シートが1つずつ必要です。





6.2 Oracle Functional Testing

Oracle Test Managerと同様、Oracle Functional TestingのライセンスもOracle Named User Plus (NUP)ライセンス・モデルに基づいています。製品のユーザーごとにOracle Functional TestingのNUPライセンス・シートが1つずつ必要です。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの製品について説明します。

	
OpenScript


	
Flow Builder


	
Oracle Functional Testingアクセラレータ


	
Oracle Load Testingとの依存関係






6.2.1 OpenScript

Oracle Functional TestingのOpenScriptコンポーネントはテスト自動化スクリプトを作成および実行するためのインタフェースで、別途ライセンスは必要ありません。Oracle Functional Testingのライセンスを取得している場合は、自動的にOpenScriptとWeb Functional TestingおよびWeb Load Testingのスクリプト生成用のベース・テスト・モジュールにアクセスできます。OpenScript用に開発されたアプリケーション・テスト・モジュールまたはアクセラレータには、別途ライセンスおよび価格が設定される可能性があります。





6.2.2 Flow Builder

Flow Builderは、キーワード・ドリブンのテスト・フレームワークで、Oracle Functional Testingのコンポーネントです。これによって、従来の方法でスクリプトを記録するのではなく、一連のユーザー・アクションを定義すると同時にアプリケーション・ユーザーのフローも定義することによって、専門技術を持たないユーザーでもテスト・フローを構成できるテスト自動化スクリプトを作成できるようになります。これらのテスト・フローは、実行時に実行可能なテスト自動化スクリプトに変換されます。Flow Builderを使用するための個別のライセンスは不要です。Oracle Functional Testingのライセンスがあれば、Flow Builderのキーワード・ドリブンのテスト・フレームワークを使用できます。




	
注意:

Oracle E-Business SuiteをテストするためのOracle Flow Builderフレームワークに含まれる事前に作成されたコンポーネントまたはフローを使用する場合、Oracle Functional Testing Suite for Oracle Applicationsのライセンスが必要です。











6.2.3 Oracle Functional Testingアクセラレータ

Oracle Functional Testingアクセラレータには、特定のアプリケーションまたはテクノロジに対して高速かつ簡単な自動機能テストを実行できるようにカスタマイズされた機能が備わっています。これらのオプション・アクセラレータは特定のアプリケーションに対して使用可能であり、ベースのOracle Functional Testingライセンスのアドオンとして扱われます。

いずれのアクセラレータも、特定のアクセラレータの機能を必要とするユーザーごとに、Oracle Functional Testingのベース・ライセンスにアドオンされた増分NUPライセンスが必要です。Functional Testingアクセラレータ用に、Oracle Functional Testing用と同数のNUPのライセンスを取得する必要はありません。Oracle Functional Testingは単にFunctional Testingアクセラレータの前提条件であるため、アクセラレータ用のNUPを購入する前に、少なくとも同数のOracle Functional Testing for Web ApplicationのNUPを購入(または所有)しておく必要があります。

現在使用可能なFunctional Testingアクセラレータは、次のとおりです。

	
Functional Testing Accelerator for Web Services

このアクセラレータは、Webサービス・スクリプト作成用のカスタム・モジュールを提供することで、Webサービスの自動機能テストを高速化します。これには、WSDLファイルから自動的にテスト・スクリプトを作成できるWebサービス・ウィザードが含まれます。




	
注意:

Oracleアプリケーションのテストに使用されるFunctional Testingアクセラレータには、現在、Oracle Functional Testing Suite for Oracle ApplicationsまたはOracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsのライセンスが必要であり、アプリケーションの価格リストで確認できます。














6.2.4 Oracle Load Testingとの依存関係

Oracle Application Testing Suiteでは、自動的な機能テストおよび負荷テストのスクリプトを作成するための統合スクリプティング・プラットフォームが使用されます。このスクリプティング・プラットフォームは、Oracle Functional Testing製品の一部となっています。

Oracle Load Testing Controllerに、負荷テスト用の自動テスト・スクリプトを作成するために使用できるOracle Functional Testingのライセンス1つが付属しています。負荷テストのスクリプト作成用に追加のスクリプト・レコーダが必要な場合や、機能テストの機能が必要な場合は、Oracle Functional Testingの個別ライセンスを別途購入する必要があります。







6.3 Oracle Load Testing

Oracle Load Testingには、ライセンスを受けた次のコンポーネントが必要です。

	
Load Testing

このコンポーネントは、テスト対象のアプリケーションに対して負荷を生成するVirtual Userをシミュレートします。このコンポーネントのライセンスは、Oracle NUPライセンス・モデルに基づいています。ヒューマン・ユーザーまたは非ヒューマン・ユーザーによる操作がエミュレートされた各デバイスはVirtual Userとみなされ、カウントされて必要なNUPライセンスの数が判別されます。


	
Load Testing Controller

このコンポーネントを使用すると、負荷テストのシナリオおよびサーバー・モニターを構成し、結果を表示できます。このコンポーネントのライセンスは、Oracle Processorライセンス・モデルに基づいています。





6.3.1 Oracle Load Testingアクセラレータ

Oracle Load Testingアクセラレータには、特定のアプリケーションまたはテクノロジに対して高速かつ簡単な自動機能テストを実行できるようにカスタマイズされた機能が備わっています。これらのオプション・アクセラレータは特定のアプリケーションに対して使用可能であり、ベースのOracle Load Testingライセンスのアドオンとして扱われます。

いずれのアクセラレータも、特定のアクセラレータの機能を必要とするVirtual Userごとに、Oracle Load Testingのベース・ライセンスにアドオンされた増分NUPライセンスが必要です。Load Testingアクセラレータ用に、Oracle Load Testing用と同数のNUP (VU)のライセンスを取得する必要はありません。Oracle Load Testingは単にLoad Testingアクセラレータの前提条件であるため、アクセラレータ用のNUP (VU)を購入する前に、少なくとも同数のOracle Load Testing for Web ApplicationのNUP (VU)を購入(または所有)しておく必要があります。

現在使用可能なLoad Testingアクセラレータは、次のとおりです。

	
Load Testing Accelerator for Web Services

このアクセラレータは、Webサービス・スクリプト作成用のカスタム・モジュールを提供することで、Webサービスの負荷テストを高速化します。Webサービス・インタフェースにアクセスする同時Virtual Userクライアントをシミュレートすることにより、Webサービスの負荷テストを実行できます。


	
Load Testing Accelerator for Oracle Database

このアクセラレータでは、統合テスト・スクリプトを使用してOracle Databaseの直接負荷テストを実行できます。Real Application TestingのDatabase Replayキャプチャ・ファイルや、SQLおよびPL/SQL文が含まれる他のテキスト・ファイルからデータベース・トランザクションをインポートして、テスト・スクリプトを自動的に生成することもできます。そして、Oracle Load Testingの何千もの同時Virtual Userに対してテスト・スクリプトを実行できます。







	
注意:

Oracleアプリケーションのテストに使用されるLoad Testingアクセラレータには、現在、Oracle Functional Testing Suite for Oracle ApplicationsまたはOracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsのライセンスが必要であり、アプリケーションの価格リストで確認できます。











6.3.2 Oracle Functional Testingとの依存関係

「Oracle Load Testingとの依存関係」を参照してください。





6.3.3 Oracle Load Testing Developer Edition

Oracle Load Testing Developer Editionは、Oracle Load Testing ControllerのProcessorライセンス2個とOracle Load TestingのNUP (Virtual User)ライセンス10個が含まれる、バンドルされたソリューションです。このソリューションは、小規模な負荷テストを実行することで、開発者が開発中にアプリケーション・パフォーマンスをテストできるようにしています。Virtual Userを追加して、このエディションを完全なOracle Load Testing構成にアップグレードすることはできません。







6.4 Oracle Functional Testing Suite for Oracle Applications

Oracle Functional Testingと同様、Oracle Functional Testing Suite for Oracle ApplicationsのライセンスもOracle Named User Plus (NUP)ライセンス・モデルに基づいています。製品のユーザーごとにOracle Functional Testing Suite for Oracle ApplicationsのNUPライセンス・シートが1つずつ必要です。




	
注意:

Oracle Functional Testing Suite for Oracle Applicationsは、様々なOracleアプリケーションの価格リストからライセンスを受けます。







Oracle Functional Testing Suite for Oracle Applicationsは、ベース製品となるOracle Functional Testingを含み、Oracleアプリケーションをテストするための機能を追加します。このスイートには、次の製品が含まれています。

	
Oracle Functional Testing

この製品を使用すると、WebアプリケーションおよびWebサービスの機能テストと回帰テストを自動化できます。また、Oracle Databaseの自動テストも可能になります。


	
Functional Testing Accelerator for Siebel

このアクセラレータは、Siebel機能テスト・スクリプト作成専用の機能を提供することで、Siebel CRMの自動機能テストを高速化します。これはSiebel Test Automation's Component Automation Services (CAS)ライブラリと統合され、高双方向性コンポーネントのテストのサポートを含めて、Siebelアプリケーションの即時利用可能なテストを可能にしています。このアクセラレータでは、Siebel CRMバージョン7.7以上がサポートされています。

また、Siebelテスト・アクセラレータはSiebel Test Automation for OpenUI (STAO)と統合され、Siebelの新しいOpenUIインタフェースのテストの自動化をサポートしています。

Functional Testing Accelerator for Siebelには、Functional Testing Accelerator for Siebelのみが使用対象となるSiebel Test Automationインタフェースの使用制限付きライセンスが含まれます。


	
Functional Testing Accelerator for Oracle E-Business Suite

このアクセラレータでは、Oracle E-Business Suite (EBS)アプリケーションとカスタムOracle Formsアプリケーションの機能テストと回帰テストを自動化できます。このアクセラレータは、Webアプリケーション・インタフェースとOracle Formsアプリケーション・インタフェースの両方に対応しており、アプリケーションの品質を確保できます。


	
Functional Testing Accelerator for Oracle Application Development Framework

このアクセラレータでは、Oracle Application Development Framework (ADF)で作成されたアプリケーションの機能テストと回帰テストを自動化できます。このアクセラレータは、Webアプリケーション・インタフェースとADFアプリケーション・インタフェースの両方に対応しており、ADFベースのカスタム・アプリケーションとOracle Fusion Applicationsの品質を確保できます。


	
Functional Testing Accelerator for JD Edwards EnterpriseOne

このアクセラレータでは、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションの機能テストと回帰テストを自動化でき、アプリケーションの品質を保証するために独自のDataGridコンポーネントをサポートしています。




WebサービスまたはOracle Databaseテスト用の追加のアクセラレータは、Oracle Functional Testingと同様の方法で、テクノロジの価格リストからライセンスを受けることができます。





6.5 Oracle Load Testing Suite for Oracle Applications

Oracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsは、ベース製品となるOracle Load TestingおよびOracle Load Testing Controllerを含みます。Oracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsは、テスト用のアプリケーションに負荷をかける仮想ユーザーの作業数を基にライセンスを受けます。このコンポーネントのライセンスは、Oracle NUPライセンス・モデルに基づいています。ヒューマン・ユーザーまたは非ヒューマン・ユーザーによる操作がエミュレートされた各デバイスはVirtual Userとみなされ、カウントされて必要なNUPライセンスの数が判別されます。




	
注意:

Oracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsは、様々なOracleアプリケーションの価格リストからライセンスを受けます。







特別なアクセラレータを使用して、Oracleアプリケーションおよびテクノロジをテストする機能が追加されます。このスイートには、次の製品が含まれています。

	
Oracle Load Testing

このコンポーネントは、テスト対象のアプリケーションに対して負荷を生成するVirtual Userをシミュレートします。このコンポーネントのライセンスは、Oracle NUPライセンス・モデルに基づいています。ヒューマン・ユーザーまたは非ヒューマン・ユーザーによる操作がエミュレートされた各デバイスはVirtual Userとみなされ、カウントされて必要なNUPライセンスの数が判別されます。


	
Oracle Load Testing Controller

このコンポーネントを使用すると、負荷テストのシナリオおよびサーバー・モニターを構成し、結果を表示できます。このコンポーネントのライセンスは、Oracle Processorライセンス・モデルに基づいています。


	
Load Testing Accelerator for Siebel

このアクセラレータは、Siebel負荷テスト・スクリプト作成専用の機能を提供することで、Siebel CRMの負荷テストを高速化します。Siebel Webトランザクションを実行する何千もの同時ユーザーをシミュレートすることにより、Siebelアプリケーションの負荷テストを実行できます。

このアクセラレータはSiebel Test Automationの負荷テスト相関関係ライブラリと統合され、Siebel CRMバージョン7.7以上(バージョン8.xを含む)をサポートします。

Load Testing Accelerator for Siebelには、Load Testing Accelerator for Siebelのみが使用対象となるSiebel Test Automationインタフェースの使用制限付きライセンスが含まれます。


	
Load Testing Accelerator for Oracle E-Business Suite

このアクセラレータでは、Oracle E-Business SuiteアプリケーションまたはカスタムOracle Formsアプリケーションに同時アクセスする何千ものVirtual Userをシミュレートし、アプリケーション・パフォーマンスに対する負荷の影響を測定できます。このアクセラレータは、Webアプリケーション・インタフェースおよびプロトコルとOracle Formsアプリケーション・インタフェースおよびプロトコルの両方に対応しています。


	
Load Testing Accelerator for Oracle Application Development Framework

このアクセラレータでは、Oracle Fusion ApplicationsまたはOracle Application Development Framework (ADF)を使用するアプリケーションのパフォーマンスをテストできます。このアクセラレータは、Webアプリケーション・インタフェースとADFアプリケーション・インタフェースの両方に対応しており、ADFベースのカスタム・アプリケーションとOracle Fusion Applicationsのパフォーマンスおよびスケーラビリティを確保できます。


	
Load Testing Accelerator for Oracle JD Edwards EnterpriseOne

このアクセラレータでは、Oracle JD Edwards Enterprise Oneアプリケーションのパフォーマンスをテストできます。このアクセラレータでは、JD Edwards Enterprise Oneアプリケーションをテストするための自動相関規則が提供されます。


	
Load Testing Accelerator for Oracle Peoplesoft

このアクセラレータでは、Oracle Peoplesoftアプリケーションのパフォーマンスをテストできます。このアクセラレータでは、Peoplesoftアプリケーションをテストするための自動相関規則が提供されます。


	
Load Testing Accelerator for Oracle Hyperion

このアクセラレータでは、Oracle Hyperionアプリケーションのパフォーマンスをテストできます。このアクセラレータでは、Hyperionアプリケーションをテストするための自動相関規則が提供されます。








6.6 Application Testing Suiteの使用制限付きライセンス

BI Publisherの使用制限付きライセンスが、Oracle Load TestingおよびOracle Test Managerに付属するレポートを実行し、指定されたレイアウトを変更するユーザーのために用意されています。新規レポートを作成する場合はBI Publisherのフルユース・ライセンスが必要です。

Oracle WebLogic Serverの使用制限付きライセンスが、Oracle Load TestingおよびOracle Test Managerのバックエンド・アプリケーション・サーバーとして使用するため、これらの製品に付属しています。

Oracle Database Enterprise Editionの使用制限付きライセンスが、Oracle Load TestingおよびOracle Test Managerのバックエンド・データベース・サーバーとして使用するため、これらの製品に付属しています。











7 エンド・ユーザーの監視


この章では、エンド・ユーザーを監視するためにEnterprise Managerによって提供される管理パックについて説明します。次の管理パックが含まれています。

	
Oracle Real User Experience Insight


	
Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management






7.1 Oracle Real User Experience Insight

Oracle Real User Experience Insight (RUEI)を使用すると、企業は、実際のエンドユーザー・エクスペリエンスについての洞察を得ることで、ビジネス・クリティカルなアプリケーションの価値を最大限に高めることができます。ユーザーを失望させたことで失った収益を確認したり、コール・センターの規模を縮小することによってサポート・コストを削減したり、パフォーマンスのよくないアプリケーションの問題の解決を促進したり、ビジネス・トレンドやユーザーの嗜好を洞察することによって変化するニーズにビジネスを適応させたりするのに役立ちます。パフォーマンスの分析と使用状況の分析が1つに統合されるため、ビジネス・ステークホルダやITステークホルダは、アプリケーション・ユーザーの真のエクスペリエンスに対し共通理解を深めることができます。

機能

Oracle Real User Experience Insightは、次のようなエンドユーザー・エクスペリエンスと動作の全体像を独自にとらえます。

	
主要なシステム・トランザクションに対する実際のユーザー・エクスペリエンス・レスポンス時間


	
統合トランザクションベースの監視


	
システムやアプリケーションのエラーおよびユーザーによるエラーを含むエクスペリエンスの総合的な質


	
どのトランザクションがどのユーザーによって使用されたか、最も問題となるのは何か、その理由は何かなどのアプリケーションの利用状況に対する包括的な見解




RUEIのパッシブ型監視機能は、最新のNetwork Protocol Analysisテクノロジを使用して構築され、アプリケーションの修正、変更やインスツルメンテーションは必要ありません。パッシブモニタリング手法によって、企業はコストのかかるテスト/QA環境での検証を行うことなく本番環境にデプロイできます。

次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Real User Experience Insightの機能


	
Oracle Real User Experience Insightのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Real User Experience Insightの制限付きライセンス






7.1.1 Oracle Real User Experience Insightの機能

Oracle Real User Experience Insightには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	アプリケーション/スイート/サービス・モデリング	広範なサポート対象プロトコルに基づき、ドメイン、URLおよび引数のフィルタリングによって重要なアプリケーション環境をモデル化します。
	ユーザー・エクスペリエンスの完全な監視	定義済アプリケーション環境とエンド・ユーザー間のリクエストおよびレスポンスをすべて監視し、使用状況、パフォーマンスおよびサービス・レベル・コンプライアンスを監視します。
	カスタマイズされたレポートおよびダッシュボード	データセットを動的にグループ化およびフィルタリングし、フィルタを適用し、データ・ポイントを結合して、保存、印刷、メール送信、ダッシュボードへの公開が可能なグラフと表を作成し、レポートや様々な形式のエクスポート・データとして共有できます。
	高度なデータ交換	監視対象の全データを構造化されたデータベース表に格納し、外部データと統合したり、カスタム・レポート・ツールに公開したりできます。
	主要業績評価指標(KPI)の追跡およびレポート	メトリックのしきい値を設定し、条件を追加してフィルタリングを行い、異常を特定してトレンドライン・データを作成します。
	ユーザー・フローのモデリング	エンド・ユーザーが事前定義済のクリック・パスとして実行する必要のあるビジネス機能をモデル化します。
	ユーザー・セッションの診断とセッションのリプレイ	ユーザー・セッション全体をクリックストリームの観点からレポート、レビューおよびリプレイし、関連する未加工データと構造化データを保存して共有できます。









7.1.2 Oracle Real User Experience Insightのライセンスが必要なリンクへのアクセス

その場合、スイート・タイプE-Business SuiteにはOracle Real User Experience Insightのライセンスが必要になる可能性があり、Oracle Enterprise Manager Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスは不要です。

この項では、Oracle Enterprise Management Application Management Suitesのいずれかのライセンスを必要とするRUEIのリンクについて説明します。

	
Real User Experience Insightのメイン・コンソールで、一番上にあるメイン(タブ化された)ナビゲーション・ペインに移動し、「構成」を選択します。左側のメイン・ナビゲーション・パネルで、「アプリケーション」に移動し、「スイート」を選択します。


	
スイートの構成ページで、「新規スイート」リンクをクリックするとウィザードが起動します。ウィザードの2ページ目で、スイート・タイプを選択する必要があります。


	
次のスイート・タイプは、前述のOracle Application Management Suitesのライセンスを必要とします。





	スイート・タイプ	必要なライセンス・パック
	Siebel	Oracle Application Management Suite for Siebel
	E-Business Suite	Oracle Application Management Suite for Oracle E-Business Suite
	JD Edwards	Oracle Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOne
	Fusionフレームワーク	Oracle Application Management Suite for Oracle Fusion Applications
	PeopleSoft	Oracle Enterprise Manager Application Management Suite for PeopleSoft






前述のリンクは、上記のOracle Application Management Suiteパックのライセンスがある場合にのみ使用できます。




	
注意:

スイート・タイプE-Business Suiteは、Oracle E-Business Suiteのライセンスが不要なスタンドアロンのOracle Formsアプリケーションの監視に使用できます。Oracle Real User Experience Insight (RUEI)のすべてのページは、RUEIのライセンスと必要とする機能であり、パック・ライセンスが必要です。










	
注意:

この項にはすべての機能リンクが記載され、RUEIにスイートを作成した後で関連付けられる情報も含まれている可能性があり、そのようなリンクにもOracle Enterprise Manager Application Management Suitesのライセンスが必要です。
RUEIのスタンドアロン・アクセラレータのライセンスを以前購入したユーザーは、以前のライセンス条件に基づいて引き続きRUEIを使用できます。ただし、前述のOracle Application Management Suitesに含まれる機能を使用することはできません。









パック機能にアクセスするすべての方法で(Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c、デスクトップ・ウィジェット、コマンドラインAPI、または基礎となるデータへの直接アクセスのいずれの方法でも)、パック・ライセンスが必要です。

また、RUEIにはEnterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの全機能が含まれます。


7.1.2.1 ビジネス・アプリケーションに適用されるライセンスが必要なリンク

次のリンクはビジネス・アプリケーションのターゲットのライセンスを必要とします。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	Real User Experience (RUEI)データ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、「ビジネス・アプリケーション」のターゲット・メニューを選択し、「Real User Experience (RUEI)」、「RUEI」データの順に選択します。このページのすべてのリンクは、Real User Experience Insight packのライセンスが必要です。
	RUEIセッション診断	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、「ビジネス・アプリケーション」のターゲット・メニューを選択し、「Real User Experience (RUEI)」、「RUEIセッション診断」の順に選択します。このページのすべてのリンクは、Real User Experience Insight packのライセンスが必要です。
	RUEIメトリック	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、「ビジネス・アプリケーション」のターゲット・メニューを選択し、「Real User Experience (RUEI)」、「RUEIセッション診断」の順に選択します。このページのすべてのリンクは、Real User Experience Insight packのライセンスが必要です。
	ビジネス・トランザクションのドリルダウン・ページ	Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニューをクリックし、「ビジネス・アプリケーション」を選択します。リストからビジネス・アプリケーションのターゲットを選択します。ビジネス・アプリケーションのホームページで、そのビジネス・トランザクション領域内のリンクを選択します。
	「ビジネス・アプリケーション」メニューから、ホームページにアクセスできます。このホームページの領域には、Real User Experience Insightのライセンスが必要なリンクがあります。ライセンスが必要なこれらのリンクには、次の領域があります。
	ビジネス・アプリケーションのホームページ
	
RUEI - キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)


	
RUEI - 実行された上位ユーザー・リクエスト


	
RUEI - 上位ユーザーおよびアプリケーション違反


	
RUEI - 上位ユーザー


	
RUEI - ユーザー・フロー


	
サービス・テストのステータス


	
SLAダッシュボード


	
SLAサマリー・リージョン




	ここに示す領域のすべての機能は、Real User Experience Insight Packのライセンスが必要です。











7.1.3 Oracle Real User Experience Insightの制限付きライセンス

Real User Experience Insight (RUEI)のリポジトリでレポートを実行し、既定のレイアウトを変更するユーザーには、Business Intelligence Publisherの制限付きライセンスが含まれています。

障害発生時のリカバリのためのその他のデータベース・オプションやサーバーには追加のライセンスが必要です。ユーザーに配布されるのは、RUEIのリポジトリを備える1つの単一インスタンス・データベースです。Oracle Real User Experience Insightのスケーリングを伴うデプロイメントでは、複数のRUEI処理エンジンがデプロイされ、顧客はエンジンごとに単一インスタンスのデータベースを受け取ります。Data Guardでリポジトリを保護するには、スタンバイ・サイトのためのライセンスを購入する必要があります。Oracle Real Application Clustersでリポジトリを保護するには、データベースの2番目のノードのライセンスが必要であり、両方のノードにOracle Real Application Clustersのライセンスが必要です。

エンリッチ・データのエクスポート機能のためにRUEIリポジトリを使用するライセンスが含まれています。Enriched Data Exchange機能が、RUEIリポジトリの一部ではなく個別のデータベース・インスタンスを格納するように構成されている場合、これらのノードにOracle Databaseのライセンスが必要です。







7.2 Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management

Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management (SLM)は、高機能なモニタリング・ソリューションであり、IT組織がビジネス・サービスにおいて高可用性と高パフォーマンスを確保し、最適化されたサービス・レベルを実現するために役立ちます。SLMは、エンドユーザー・ビジネス機能、Webアプリケーション、インフラストラクチャ・コンポーネントなどの各サービスについて、可用性とパフォーマンスをアクティブに監視し、それらをレポートします。リモート・ユーザーの場所(ビーコン)から実行されるサービス・テストや統合トランザクションを使用することにより、エンドユーザーの観点からサービスを監視したり、基礎となるITインフラストラクチャとの相関関係を監視できます。また、SLMでは、サービスの問題や障害がビジネスに対してどのような影響を与えるかを評価したり、サービス・レベルの目標が満たされているかどうかを確認することもできます。

Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementは、Enterprise Managerバージョン10gリリース2ではスタンドアロンのService Level Management Packとして導入されました。Enterprise Manager 11g以降、Service Level Managementはいずれかの一部としてライセンス化されています。

	
Oracle Real User Experience Insight


	
WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition


	
SOA Management Pack Enterprise Edition


	
Management Pack for WebCenter


	
Management Pack for Non-Oracle Middleware


	
Business Intelligence Management Pack


	
Management Pack Plus for Identity Management




Service Level Management Packの一部の機能サブセットは、以前はApplication ServerライセンスのDiagnostics Packの一部として提供されていました。Application Server 10gリリース1のDiagnostics Packのライセンスを保有するユーザーは、前述のどのパックのライセンスがなくても次に示す機能を使用できます。

	
HTTPおよびHTTPSプロトコルを使用したWebアプリケーションのサービス・テストの監視(テスト・タイプ自体は非推奨、既存のテストは引き続き動作します)


	
pingプロトコルを使用したホストの監視




次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Enterprise Manager Cloud Control SLMの機能


	
Enterprise Manager Cloud Control SLMのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Enterprise Manager Cloud Control SLMのライセンスが必要なCLI動詞


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの使用制限付きライセンス






7.2.1 Enterprise Manager Cloud Control SLMの機能

Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management (SLM)には次の機能が含まれています。


	機能	説明
	ビーコン	代表となる主要ユーザーの場所から可用性およびパフォーマンスを測定します。
	完全サービス監視	サービスの可用性、パフォーマンス、使用状況およびサービス・レベルのコンプライアンスを監視します。
	サービス・ダッシュボード	一部のサービスを設定して格納し、「サービス・ダッシュボード」ページと詳細ページを介してそれらをレポートできるため、ダッシュボードの直接的な確認とメール送信が可能です。
	サービス・モデリング	広範なサポート対象プロトコルに基づいて重要なビジネス機能をモデル化します。









7.2.2 Enterprise Manager Cloud Control SLMのライセンスが必要なリンクへのアクセス

この項では、SLMのライセンスを必要とするEnterprise Managerのリンクについて説明します。一部の機能リンクは、テストやビーコンを作成した後でそれらに関連付けられる可能性がありますが、そのようなリンクはこの項には記載しません。ただし、それらのリンクにもSLMのライセンスが必要となります。次に示す説明では、ユーザーがCloud Controlのメインのホームページから操作を開始する場合を想定しています。

	
サービス・リンクへのアクセス


	
Formsアプリケーション・リンクへのアクセス






7.2.2.1 サービス・リンクへのアクセス

ライセンスが必要なサービス・リンクには、構成ページにアクセスするものと監視ページにアクセスするものがあります。

	
構成ページを使用するには、Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニュー、「サービス」の順に選択します。

	
「サービス」ページで、汎用サービス作成の「サービス・テスト」手順の一環として、サービス・テストの実行に基づいてサービスの可用性を定義するには、Oracle Real User Experience Insight (RUEI)のライセンス機能が必要です。


	
「サービス」ページで、汎用サービス作成の一環である「ビーコン」ページはRUEIのライセンスを必要とします。


	
「サービス」ページで、表内のいずれかの「名前」リンク(「集約サービス」を除く)をクリックします。表示される「サービス」ページで、「監視構成」サブタブを選択します。「監視構成」ページの「サービス・テストとビーコン」リンクは、RUEIのライセンスを必要とします。


	
「サービス」ページで、表内の「汎用サービス」または「Formsアプリケーション」の「名前」リンクをクリックします。表示される「サービス」ページで、「監視構成」サブタブを選択します。「監視構成」ページで、「Formsトランザクション監視の有効化」リンクは、RUEIのライセンスを必要とします。


	
「監視構成」ページで、「可用性定義」を選択します。「可用性定義」 ページにあるドロップダウン・リストから、「サービス・テスト」を選択します。実行するサービス・テストに基づいたサービスの可用性の定義は、RUEIのライセンスを必要とします。





	
監視ページを使用するには、Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニュー、「サービス」の順に選択します。

	
「サービス」ページで、表内のいずれかのサービスの「名前」リンクをクリックします。表示される「サービス」ページで、「テスト・パフォーマンス」サブタブと「ブラックアウト」ボタンはRUEIのライセンスを必要とします。


	
「サービス」ページで、表内のいずれかのサービスの「名前」リンクをクリックします。表示される「サービス」ページで、「テスト・パフォーマンス」サブタブを選択します。このページにあるすべてのリンクおよびコントロールは、RUEIのライセンスを必要とします。







	
次の「関連リンク」もRUEIの要素です。

	
アラート履歴


	
ブラックアウト


	
メトリック・ベースライン


	
過去の変更


	
保留中の変更(該当する場合)











7.2.2.2 Formsアプリケーション・リンクへのアクセス

ライセンスが必要なサービス・リンクには、構成ページにアクセスするものと監視ページにアクセスするものがあります。

	
構成ページを使用するには、Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニュー、「サービス」の順に選択します。

	
「サービス」ページで、ドロップダウン・リストから「Formsアプリケーション」を選択し、「実行」をクリックします。Formsアプリケーションの作成ウィザードの「可用性」ページにあるドロップダウン・メニューから、「サービス・テスト」を選択します。実行するサービス・テストに基づいたフォーム・アプリケーションの可用性の定義は、Oracle Real User Experience Insight (RUEI)のライセンスを必要とします。


	
「サービス」ページで、ドロップダウン・リストから「Formsアプリケーション」を選択し、「実行」をクリックします。Webアプリケーションの作成ウィザードの「ビーコン」ページは、RUEIのライセンスを必要とします。


	
「サービス」ページで、いずれかのFormsアプリケーション名のリンクをクリックし、次に「監視構成」サブタブを選択します。「監視構成」ページの「汎用タスク」セクションにある「サービス・テストとビーコン」リンクは、RUEIのライセンスを必要とします。


	
「監視構成」ページで、「汎用タスク」セクションから「可用性定義」を選択します。「可用性定義」ページにおけるドロップダウン・リストからの「サービス・テスト」の選択は、RUEIのライセンスを必要とします。





	
監視ページを使用するには、Enterprise Managerのホームページで「ターゲット」メニュー、「サービス」の順に選択します。

	
「サービス」ページで、表のFormsアプリケーション名のリンクをクリックして、Formsアプリケーションのホームページに移動します。「テスト・パフォーマンス」リンクおよび「ブラックアウト」ボタンは、RUEIのライセンスを必要とします。







	
次の「関連リンク」もRUEIの要素です。

	
アラート履歴


	
ブラックアウト


	
メトリック・ベースライン


	
過去の変更


	
保留中の変更(該当する場合)













7.2.3 Enterprise Manager Cloud Control SLMのライセンスが必要なCLI動詞

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞は、使用するのにEnterprise Manager Cloud Control Service Level Managementのライセンスが必要です。


	

add_beacon
apply_template_tests
assign_test_to_target
delete_test
disable_test
enable_test

	

extract_template
remove_beacon
set_availability
set_key_beacons_and_tests
sync_beacon











7.2.4 Oracle Enterprise Manager Cloud Control Service Level Managementの使用制限付きライセンス

Oracle Functional Testing (OFT)の使用制限付きライセンスが、テスト・スクリプトを記録するためにのみ含まれています。













8 パッケージ・アプリケーション管理


この章では、Oracle Enterprise Managerで使用できる次のアプリケーション製品について、それらのライセンスに含まれる機能と、そのアクセス・ポイントを示します。次の管理パックが含まれています。

	
Application Management Suite for Siebel


	
Application Management Pack for Fusion Applications


	
Application Management Suite for Fusion Applications


	
Application Management Suite for Oracle E-Business Suite


	
Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOne


	
Application Management Suite for PeopleSoft Enterprise






8.1 Application Management Suite for Siebel

この製品は、包括的なアプリケーション管理機能を提供するもので、Siebel Enterprise環境の管理および監視を簡略化するために役立ちます。Application Management Suite for Siebelは、次の物理コンポーネントで構成されます。

	
Siebel Plug-in (Enterprise Manager Cloud Control 12cの組込み機能)


	
Oracle Real User Experience Insight (RUEI)




この管理スイートには、コアSiebelアプリケーションに対して使用するためのRUEIの使用制限付きライセンスが含まれています。また、統合トランザクション監視スクリプトを実行するためのSiebel Test Automation (STA)の使用制限付きライセンスも含まれています。STAライセンスでは、Siebelアプリケーションに対して機能テストや負荷テストを実行するためのテスト自動化ツールの使用はサポートされていません。

Siebel Diagnostic Tool (Siebel 8.0以降のSiebel Media Packに含まれるスタンドアロン・ユーティリティ)は、Oracle Application Management Suite for Siebelのライセンスに含まれています。このツールのすべての機能には、Oracle Application Management Suite for Siebelのライセンスが必要です。

次の各項では、Application Management Suite for Siebelと、この製品に含まれるサービス・レベル管理および構成管理の各ライセンスによって提供される機能およびリンクについて説明します。

	
Application Management Suite for Siebelの機能


	
Application Management Suite for SiebelでのReal User Monitoringのサポート


	
Application Management Suite for Siebelのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Application Management Suite for Siebelでのサービス・レベル管理のサポート


	
Application Management Suite for Siebelでの構成管理のサポート


	
Application Management Suite for SiebelでのOracle HTTP Serverのサポート






8.1.1 Application Management Suite for Siebelの機能

Application Management Suite for Siebelには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動検出	Siebelコンポーネントを検出します。関連するすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを使用してシステムおよびサービスのターゲットを作成します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	構成管理	構成パラメータを追跡し、構成スナップショットを取得して、構成を比較します。
	イベント・ログ分析	関連するログ・ファイルを検索して、問題を迅速にトラブルシューティングします。
	管理コネクタ	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視および診断	リアルタイム・メトリック、履歴データおよびアラートを受信します。ログ・ファイルを調査し、SARMデータを分析します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	Oracle HTTP Server	Oracle HTTP Serverの状態を監視します。
	Real Userの監視	エンドユーザーがアプリケーションを使用する状況や実際のエクスペリエンスに関する、包括的な洞察を取得します。
	サービス・レベルの管理	ビーコン・トランザクションおよびサービス・ダッシュボードを使用して、Siebelアプリケーションを監視します。
	ワークフロー・プロセスおよびポリシーの監視	業務処理への大きな支障となる前に、問題の最初の兆候を特定します。









8.1.2 Application Management Suite for SiebelでのReal User Monitoringのサポート

Application Management Suite for SiebelのReal User Monitoringには、Siebelアプリケーションに対するリアルユーザー監視ソリューションが用意されており、Siebelアプリケーションの検出およびネットワーク・オブジェクトのビジネス機能への変換が自動的に行われます。このため、ビジネス・トランザクションのビューをクリックすることで、リアルユーザー・トランザクションの測定と監視が可能になります。

各ユーザー・アクションは正しい画面、アプレットまたはビューと自動的に照合され、コンテキスト分析が行えます。この最新の分析ソリューションはすべての機能エラーを捕捉およびレポートし、エンドユーザーのパフォーマンスの問題やSiebelアプリケーションの問題を検出します。アプリケーション管理者は、クリティカルなパッケージ・アプリケーションに主要業績評価指標(KPI)およびレポート・ビューを設定できます。

第7章「エンド・ユーザーの監視」に記述されているOracle Real User Experience Insightの機能はすべて、Application Management Suite for Siebelライセンスの一部として使用できます。ただし、Real User Experience Insightの制限付きライセンスでは、Siebel Smart Client (HI - 高い双方向性)、標準の双方向性(SI)、またはSiebelセルフサービス・アプリケーション用のADFフレームワークを使用して開発されたSiebelアプリケーションを監視する場合のみ、RUEIを使用できます。Real User Experience Insightを使用してその他のアプリケーションを監視するユーザーは、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。


機能

	
Siebelアプリケーションに対するリアルユーザー監視ソリューションがあらかじめ用意されています。


	
あらかじめ用意されているエラー・メッセージの翻訳とレポートをユーザーのウィンドウに表示します。


	
アプリケーション管理者がクリティカルなパッケージ・アプリケーションにKPIを設定できるようにします。


	
リアルユーザー・ビジネス・トランザクションの特定と監視を可能にします。








8.1.3 Application Management Suite for Siebelのライセンスが必要なリンクへのアクセス

この項では、Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、Application Management Suite for Siebelのライセンスが必要となるリンクについて説明します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	Siebelシステム・ターゲット・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Siebel」の順にクリックします。「表示」ドロップダウン・リストから「エンタープライズ」を選択します。このページは、Application Management Suite for Siebelのライセンスを必要とします。
	「Siebel Enterpriseの追加」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Siebel」の順にクリックします。「表示」ドロップダウン・リストから「エンタープライズ」を選択します。Siebelシステム・ターゲット・ページで、「Siebel Enterpriseの追加」をクリックします。このページおよびその過程でそこから移動できるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Siebel Enterpriseのホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Siebel」の順にクリックします。「表示」ドロップダウン・リストから「エンタープライズ」を選択します。Siebelシステム・ターゲット・ページで、Siebel Enterpriseのリンクを選択します。このページおよびホームページからアクセスできるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Siebel Serverのホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Siebel」の順にクリックします。「表示」ドロップダウン・リストから「エンタープライズ」を選択します。Siebelシステム・ターゲット・ページで、Siebel Serverのリンクを選択します。このページおよびホームページからアクセスできるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Siebel Enterpriseのリンク先ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページの「名前」列で、「Siebel Enterprise」タイプのシステムのリンクをクリックします。リンク先ページのコンテンツは、ライセンスを必要とします。
	Siebelゲートウェイ・サーバーのホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「アプリケーション」の下にある「Siebelゲートウェイ・サーバー」をクリックします。リンク先ページのコンテンツは、ライセンスを必要とします。
	「Siebelコンポーネント」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「アプリケーション」の下にある「Siebelコンポーネント」をクリックします。リンク先ページのコンテンツは、ライセンスを必要とします。
	「Siebelデータベース・リポジトリ」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「すべてのターゲット」の順にクリックします。「すべてのターゲット」ページで、「アプリケーション」の下にある「Siebelデータベース・リポジトリ 」をクリックします。リンク先ページのコンテンツは、ライセンスを必要とします。









8.1.4 Application Management Suite for Siebelでのサービス・レベル管理のサポート

Oracle Application Management Suite for Siebelのライセンスには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management (SLM)に関連付けられた機能も含まれています。これらのSLM機能は、Siebelアプリケーションとともに使用され、かつCPUがライセンスを受けている場合にのみ使用を許可されます。Siebelに適用する拡張機能からは使用できません。カスタム・フォーム、JSP、Java/J2EEコード、およびBPELを使用した統合は拡張機能に該当します。ただしこれらがすべてではありません。

SLMは、エンドユーザー・ビジネス機能、アプリケーション、インフラストラクチャ・コンポーネントなどの各サービスについて、可用性とパフォーマンスをアクティブに監視し、それらをレポートします。また、SLMでは、サービスの問題や障害がビジネスに対してどのような影響を与えるかを評価したり、サービス・レベルの目標が満たされているかどうかを確認することもできます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。


8.1.4.1 ライセンスが必要なコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞

次のEnterprise Manager CLIは、使用するのにApplication Management Suite for Siebelのサービス・レベル管理機能のライセンスが必要です。

	
emcli apply_template_tests


	
emcli create_service


	
emcli add_target










8.1.5 Application Management Suite for Siebelでの構成管理のサポート

構成管理機能は、ホストのソフトウェアとハードウェアの構成やデプロイメントを管理する構成プロセスを自動化します。Oracle Application Management Suite for Siebelのライセンスに含まれる構成管理機能の具体的な機能としては、全システムに対する検索と比較、構成監視、ポリシー管理とコンプライアンス・サポート、セキュリティ構成スコアリングとダッシュボード、およびSiebel固有のソフトウェア・コンポーネントを対象とした総合レポートなどがあります。レポートの対象コンポーネントは次のとおりです。


	
	Siebel Enterprise
	
Siebel Server


	
Siebel Component Group


	
Siebel Component


	
Siebel Required Component Group




	
	Siebel Functional Component Group
	
Siebel Database Repository


	
Siebel Gateway Server


	
Siebel Application Service (HI)


	
Siebel Application Service (SI)











Application Management Suite for Siebelの構成管理機能を使用して実行できることをまとめると次のようになります。

	
構成の表示と分析


	
デプロイおよびインストール環境の表示と分析


	
構成の検索


	
構成の比較


	
ポリシーの管理(ポリシー通知など)


	
構成レポートの提供


	
構成データを格納または公開するリポジトリ表(ビュー)の提供




次の各項で、Application Management Suite for Siebelで提供される構成管理のサポートについて説明します。

	
ライセンスが必要なその他の構成管理機能


	
Siebel固有のライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Application Management Suite for Siebel構成管理のライセンスが必要なレポート


	
Application Management Suite for Siebel構成管理のライセンスが必要なリポジトリ・ビュー






8.1.5.1 ライセンスが必要なその他の構成管理機能

Application Management Suite for Siebelは、前述したとおりオペレーティング・システム・ターゲットとSiebelアプリケーション・ターゲットの包括的な構成管理機能を提供します。





8.1.5.2 Siebel固有のライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこの製品のライセンスが必要です。この制限は、Enterprise Manager内の、Siebel固有のターゲットに適用されます。つまり、該当するターゲットは、Siebel Enterprise、Siebel Server、Siebel Component Group、Siebel Component、Siebel Required Component Group、Siebel Functional Component Group、Siebel Database Repository、Siebel Gateway Server、Siebel Application Service (HI)およびSiebel Application Service (SI)です。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「すべてのターゲットのポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページの「すべてのターゲットのポリシー違反」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報	「エンタープライズ・サマリー」ページの「デプロイ・サマリー 」セクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。
グループのホームページで、「管理」タブをクリックします。「デプロイ・サマリー」セクションのハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。


	「セキュリティ・ポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページの「セキュリティ・ポリシー違反」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」セクションのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページの「構成」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「クライアント構成」セクションのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページの「クライアント構成」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」ページのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「コンプライアンス」メニュー、「ポリシー」の順にクリックします。「ポリシー違反」ページでは、Cloud Controlの「ポリシー違反」ページに存在する、またはこのページのリンク先に存在する、ホストの情報に関するすべてのリンク、ナビゲーションのサブタブおよび機能は、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ一覧」ホスト・リンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「コンプライアンス」メニュー、「セキュリティ一覧」の順にクリックします。「セキュリティ一覧」ページにあるホストの情報に関するすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンクと「コンプライアンス・スコア(%) 」	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」セクションのリンク、「ポリシー違反」セクションのリンク、「セキュリティ」セクションのリンク、「デプロイ」リンク、「メトリックとポリシー設定」リンク(関連リンク)	「ホスト」ページで、特定のホストをクリックして、そのホストのホームページを表示します。これらのリンクはライセンスを必要とします。
	「構成」ページ	「ホスト」ページで、「構成」タブをクリックします。このページにあるすべての機能、リンクおよび情報は、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「構成の変更」、「ポリシー違反」、「セキュリティ・ポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。グループを選択します。グループのホームページのこれらのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ホストおよびオペレーティング・システムの「構成の検索」	グループのホームページで、「管理」タブをクリックします。この機能はライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	グループのホームページで、「メンバー」タブをクリックします。この列にあるすべてのリンクと情報は、ライセンスを必要とします。









8.1.5.3 Application Management Suite for Siebel構成管理のライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Application Management Suite for Siebelの構成管理機能の一部です。これらの各セクションにあるレポートはすべて、Application Management Suite for Siebelの構成管理機能のライセンスを必要とします。「レポート定義」ページを表示するには、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで「レポート」メニューをクリックします。

	
「デプロイおよび構成」のすべてのレポート


	
監視レポート

	
アラートおよびポリシー違反


	
無効化されたポリシー





	
セキュリティ・レポート

	
セキュリティ・ポリシー概要











8.1.5.4 Application Management Suite for Siebel構成管理のライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、使用するのに、Application Management Suite for Siebelの構成管理機能のライセンスが必要です。


	ポリシー定義ビュー	ポリシー関連付けビュー
	

mgmt$policies
mgmt$policy_parameters
mgmt$policy_violation_ctxt
mgmt$policy_viol_annotations
mgmt$policy_viol_notif_log

	

mgmt$target_policies
mgmt$target_policy_settings
mgmt$target_policy_eval_sum
mgmt$target_compliance_score









	ポリシー違反ビュー	構成ビュー
	

mgmt$policy_violation_current
mgmt$policy_violation_history
mgmt$policy_violation_context

	

mgmt$db_tablespaces
mgmt$db_datafiles
mgmt$db_controlfiles









	Oracleホーム・パッチ適用
	

MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED

	

MGMT$PATCH_ADVISORIES
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS









	Linuxパッチ適用
	

MGMT$HOSTPATCH_HOSTS
MGMT$HOSTPATCH_GROUPS
MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST
MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY1
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY2
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY3
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY4

	

MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY5
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY6
MGMT$HW_NIC
MGMT$OS_COMPONENTS
MGMT$OS_FS_MOUNT
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_PATCHES
MGMT$OS_SUMMARY
MGMT$SOFTWARE_COMP_PATCHSET
MGMT$SOFTWARE_COMPONENT_ONEOFF
MGMT$SOFTWARE_COMPONENTS
MGMT$SOFTWARE_DEPENDENCIES
MGMT$SOFTWARE_HOMES
MGMT$SOFTWARE_ONEOFF_PATCHES
MGMT$SOFTWARE_OTHERS
MGMT$SOFTWARE_PATCHES_IN_HOMES
MGMT$SOFTWARE_PATCHSETS













8.1.6 Application Management Suite for SiebelでのOracle HTTP Serverのサポート

次のページは、Siebelアプリケーションのフロント・エンドであるOracle HTTP Serverに対してのみ使用できます。他の用途で使用されるOracle HTTP Serverを管理するには、Oracle Middleware Management Packのフルユース・ライセンスを取得する必要があります。

	
Oracle HTTP Serverのホームページおよびその過程でそこから移動できるすべてのページは、Application Management Suite for Siebelのライセンスを必要とします。










8.2 Application Management Pack for Fusion Applications

この製品は、包括的なアプリケーション管理機能を提供するもので、Fusion Application環境の管理および監視を簡略化するために役立ちます。Application Management Pack for Fusion Applicationsの機能は、次の4つのカテゴリに分類されます。

	
検出と監視


	
アプリケーション・パフォーマンス管理


	
ミドルウェア管理


	
技術構成管理


	
ライフ・サイクルの自動化




Fusion Applications Control (Fusion Applicationsに含まれるスタンドアロン・ユーティリティ)は、Oracle Application Management Pack for Fusion Applicationsのライセンスに含まれています。このツールのすべての機能には、Oracle Application Management Pack for Fusion Applicationsのライセンスが必要です。

次の各項では、Application Management Pack for Fusion Applicationsと、この製品に含まれるサービス・レベル管理によって提供される機能およびリンクについて説明します。

	
Application Management Pack for Fusion Applicationsの機能


	
Application Management Pack for Oracle Fusion Applicationsのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Application Management Pack for Fusion Applicationsでのサービス・レベル管理のサポート


	
Application Management Pack for Fusion Applicationsでのミドルウェア管理のサポート


	
Application Management Pack for Fusion Applicationsでの構成管理のサポート






8.2.1 Application Management Pack for Fusion Applicationsの機能

Application Management Pack for Fusion Applicationsには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動検出	Fusionアプリケーションおよびその基礎となるFusion Middlewareトポロジを検出します。関連するすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを使用してシステムおよびサービスのターゲットを作成します。
	バックアップとリカバリ	Fusionアプリケーションと関連するデータベース構成のバックアップを作成します。バックアップから構成をリストアします。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	変更アクティビティ計画	データ・センター全体での変更アクティビティを計画し、リアルタイムに追跡し、実行する機能を提供します。アクティビティには、PSUパッチのロールアウト、データベースのExadataへの統合などがあります。
	構成管理	構成パラメータを追跡し、構成スナップショットを取得して、構成を比較します。
	Java診断	JVMレベルにおけるJavaの問題の包括的な診断。
	ログ分析	関連するログ・ファイルを検索して、問題を迅速にトラブルシューティングします。
	管理コネクタ	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視	Fusion ApplicationとFusion Middlewareターゲットについてリアルタイム・メトリック、履歴データおよびアラートを受信します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	問題のフロー分析	Fusionアプリケーションのインシデントの根本原因を診断して特定します。
	スケール・アウト	既存のインスタンスからFusion Applicationsインスタンスを作成し、既存のWebLogicクラスタにWebLogicサーバーを追加します。
	サービス・レベルの管理	ビーコン・トランザクションおよびサービス・ダッシュボードを使用して、Fusionアプリケーションを監視します。
	サポート・ワークベンチ	Fusionアプリケーション固有の診断インシデントを監視して分析し、その分析情報をMy Oracle Support (MOS)の統合を利用してOracleサポートに送信します。
	トポロジ・ビューア	構成およびランタイム・ルーティングの観点から、Fusionアプリケーションのデプロイメントをグラフィックで表示します。様々なFusionアプリケーション・ターゲットの状態に関する概要情報も表示されます。









8.2.2 Application Management Pack for Oracle Fusion Applicationsのライセンスが必要なリンクへのアクセス

この項では、Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、Application Management Pack for Oracle Fusion Applicationsのライセンスが必要となるリンクについて説明します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「Fusionインスタンス」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Fusion Applications」の順にクリックします。このページおよびこのページにあるすべての関連リンクは、ライセンスを必要とします。
	「Fusionインスタンスの追加」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Fusion Applications」の順にクリックします。「Fusionインスタンス」ページで、「Fusionインスタンスの追加」をクリックします。このページおよびその過程でそこから移動できるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Fusionインスタンスのホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Fusion Applications」の順にクリックします。「Fusionインスタンス」ページで、Fusionインスタンスのリンクをクリックします。このページおよびホームページからアクセスできるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Fusion製品ファミリのホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Fusion Applications」の順にクリックします。「Fusionインスタンス」ページで、任意のFusionインスタンスを展開し、Fusion製品ファミリのいずれかのリンクをクリックします。このページおよびホームページからアクセスできるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Fusion製品ホーム	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Fusion Applications」の順にクリックします。「Fusionインスタンス」ページで、任意のFusionインスタンスを展開し、Fusion製品のいずれかのリンクをクリックします。このページおよびホームページからアクセスできるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	変更アクティビティ計画	Enterprise Managerのホームページで、「Enterprise」メニュー、「構成」の順にクリックします。「変更アクティビティ計画」と「マイ・タスク」の項目は、Application Management Pack for Fusion Applicationsのライセンスを必要とします。
	ミドルウェア	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ミドルウェア」の順にクリックします。Fusionアプリケーションのデプロイメントに関連するすべてのOracle Fusion Middlewareリンクは、Application Management Pack for Fusion Applicationsのライセンスを必要とします。









8.2.3 Application Management Pack for Fusion Applicationsでのサービス・レベル管理のサポート

Oracle Application Management Pack for Fusion Applicationsのライセンスには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management (SLM)に関連付けられた機能も含まれています。これらのSLM機能は、Fusionアプリケーションとともに使用され、かつCPUがライセンスを受けている場合にのみ使用を許可されます。

SLMは、エンドユーザー・ビジネス機能、アプリケーション、インフラストラクチャ・コンポーネントなどの各サービスについて、可用性とパフォーマンスをアクティブに監視し、それらをレポートします。また、SLMでは、サービスの問題や障害がビジネスに対してどのような影響を与えるかを評価したり、サービス・レベルの目標が満たされているかどうかを確認することもできます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。


8.2.3.1 ライセンスが必要なコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞

次のEnterprise Manager CLI動詞は、使用するのにApplication Management Pack for Fusion Applicationsのサービス・レベル管理機能のライセンスが必要です。


	

emcli apply_template_tests
emcli create_service
emcli add_target













8.2.4 Application Management Pack for Fusion Applicationsでのミドルウェア管理のサポート

Application Management Pack for Fusion Applicationsには、第3章「Oracle Middleware Enterprise Management」に記載されているWebLogic Server Management Pack Enterprise EditionおよびSOA Management Pack Enterprise Editionの機能の多くが含まれています。

WebLogic Management Pack Enterprise EditionおよびSOA Management Pack Enterprise Editionのコンポーネントであるビジネス・トランザクションの監視(BTM)機能のライセンスは、このライセンスには含まれていません。Fusion Applicationsの管理にBTMを使用する場合、「Application Management Suite for Fusion Applications」を参照してください。

WebLogic Management Pack Enterprise EditionおよびSOA Management Pack Enterprise Editionの使用は、Fusion ApplicationsとFusion Applicationコンポーネントをホストまたは実行するターゲットの管理と監視に限られています。いずれかのパックを使用してその他のアプリケーションを監視する場合、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。

機能とライセンスが必要なリンクの詳細は、第3章「Oracle Middleware Enterprise Management」を参照してください。





8.2.5 Application Management Pack for Fusion Applicationsでの構成管理のサポート

構成管理機能は、ホストのソフトウェアとハードウェアの構成やデプロイメントを管理する構成プロセスを自動化します。Application Management Pack for Fusion Applicationsでは、技術関連の構成管理機能のみをサポートします。このライセンスに含まれる構成管理機能の具体的な機能としては、全システムに対する検索と比較、構成監視、ポリシー管理とコンプライアンス・サポート、セキュリティ構成スコアリングとダッシュボード、およびFusion固有のソフトウェア・コンポーネントを対象とした総合レポートなどがあります。レポートの対象コンポーネントは次のとおりです。


	
	Oracle Fusionインスタンス
	
Oracle Fusion製品ファミリ


	
Oracle Fusion製品


	
Oracle Fusion Cluster J2EEアプリケーション


	
Oracle Fusion J2EEアプリケーション


	
Oracle WebLogicクラスタ




	
	Oracle WebLogic Server
	
Oracle HTTP Server


	
クラスタJ2EEアプリケーション


	
J2EEアプリケーション


	
Fusionデータベース・リポジトリ


	
Java仮想マシン











Application Management Pack for Fusion Applicationの構成管理機能を使用して実行できることをまとめると次のようになります。

	
構成の表示と分析


	
デプロイおよびインストール環境の表示と分析


	
構成の検索


	
構成の比較


	
ポリシーの管理(ポリシー通知など)


	
構成レポートの提供


	
構成データを格納または公開するリポジトリ表(ビュー)の提供




次の各項で、Application Management Pack for Fusion Applicationsで提供される構成管理のサポートについて説明します。

	
ライセンスが必要なその他の構成管理機能


	
Fusion固有のライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Application Management Pack for Fusion Applications構成管理のライセンスが必要なレポート


	
Application Management Pack for Fusion Applications構成管理のライセンスが必要なリポジトリ・ビュー






8.2.5.1 ライセンスが必要なその他の構成管理機能

Application Management Pack for Fusion Applicationsは、前述したとおりオペレーティング・システム・ターゲットとFusionアプリケーション・ターゲットの包括的な構成管理機能を提供します。





8.2.5.2 Fusion固有のライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこの製品のライセンスが必要です。この制限は、Enterprise Manager内の、Fusion固有のターゲットに適用されます。つまり、該当するターゲットは、Fusionインスタンス、Fusion製品ファミリ、Fusion製品、FusionクラスタJ2EEアプリケーション、Fusion J2EEアプリケーション、Fusionデータベース・リポジトリ、WebLogicクラスタ、WebLogicサーバー、Java仮想マシン、クラスタJ2EEアプリケーションおよびJ2EEアプリケーションです。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「すべてのターゲットのポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページの「すべてのターゲットのポリシー違反」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報	「エンタープライズ・サマリー」ページの「デプロイ・サマリー 」セクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページの「デプロイ・サマリー 」セクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。

グループのホームページで、「管理」タブをクリックします。「デプロイ・サマリー」セクションのハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。


	「セキュリティ・ポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページの「セキュリティ・ポリシー違反」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」セクションのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページの「構成」にあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「クライアント構成」セクションのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページの「クライアント構成」セクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」セクションのリンク、「ポリシー違反」セクションのリンク、「セキュリティ」セクションのリンク、「デプロイ」リンク、「メトリックとポリシー設定」リンク(関連リンク)	「ホスト」ページで、特定のホストをクリックしてそのホストのホームページを表示します。これらのリンクはライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「セキュリティ一覧」ホスト・リンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「コンプライアンス」メニュー、「セキュリティ一覧」の順にクリックします。「セキュリティ一覧」ページにあるホストの情報に関するすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンクと「コンプライアンス・スコア(%) 」	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」ページ	「ホスト」ページで、「構成」タブをクリックします。このページにあるすべての機能、リンクおよび情報は、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」ページのリンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「コンプライアンス」メニュー、「ポリシー」の順にクリックします。「ポリシー違反」ページでは、Cloud Controlの「ポリシー違反」ページに存在する、またはこのページのリンク先に存在する、ホストの情報に関するすべてのリンク、ナビゲーションのサブタブおよび機能は、ライセンスを必要とします。
	「構成の変更」、「ポリシー違反」、「セキュリティ・ポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。グループを選択します。グループのホームページのこれらのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	ホストおよびオペレーティング・システムの「構成の検索」	グループのホームページで、「管理」タブをクリックします。この機能はライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	グループのホームページで、「メンバー」タブをクリックします。この列にあるすべてのリンクと情報は、ライセンスを必要とします。









8.2.5.3 Application Management Pack for Fusion Applications構成管理のライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Application Management Pack for Fusion Applicationsの構成管理機能の一部です。これらの各セクションにあるレポートはすべて、Application Management Suite for Fusion Applicationsの構成管理機能のライセンスを必要とします。「レポート定義」ページを表示するには、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで「レポート」メニューをクリックします。

	
「デプロイおよび構成」のすべてのレポート


	
監視レポート

	
アラートおよびポリシー違反


	
無効化されたポリシー





	
セキュリティ・レポート

	
セキュリティ・ポリシー概要











8.2.5.4 Application Management Pack for Fusion Applications構成管理のライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、使用するのに、Application Management Pack for Fusion Applicationsの構成管理機能のライセンスが必要です。


	ポリシー定義ビュー	ポリシー関連付けビュー
	

mgmt$policies
mgmt$policy_parameters
mgmt$policy_violation_ctxt
mgmt$policy_viol_annotations
mgmt$policy_viol_notif_log

	

mgmt$target_policies
mgmt$target_policy_settings
mgmt$target_policy_eval_sum
mgmt$target_compliance_score









	ポリシー違反ビュー	構成ビュー
	

mgmt$policy_violation_current
mgmt$policy_violation_history
mgmt$policy_violation_context

	

mgmt$db_tablespaces
mgmt$db_datafiles
mgmt$db_controlfiles









	Oracleホーム・パッチ適用
	

MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED

	

MGMT$PATCH_ADVISORIES
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS









	Linuxパッチ適用
	

MGMT$HOSTPATCH_HOSTS
MGMT$HOSTPATCH_GROUPS
MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST
MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY1
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY2
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY3
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY4

	

MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY5
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY6
MGMT$HW_NIC
MGMT$OS_COMPONENTS
MGMT$OS_FS_MOUNT
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_PATCHES
MGMT$OS_SUMMARY
MGMT$SOFTWARE_COMP_PATCHSET
MGMT$SOFTWARE_COMPONENT_ONEOFF
MGMT$SOFTWARE_COMPONENTS
MGMT$SOFTWARE_DEPENDENCIES
MGMT$SOFTWARE_HOMES
MGMT$SOFTWARE_ONEOFF_PATCHES
MGMT$SOFTWARE_OTHERS
MGMT$SOFTWARE_PATCHES_IN_HOMES
MGMT$SOFTWARE_PATCHSETS















8.3 Application Management Suite for Fusion Applications

Application Management Suite for Fusion Applications (Suite)は、高度なアプリケーション管理機能を提供するもので、Fusion Application環境の管理および監視を簡略化するために役立ちます。Application Management Suite for Fusion Applicationsには次の機能があり、Oracle Fusion Applications環境でのみ使用できます。

	
Real User Experience Insight (RUEI)とOracle Fusionアプリケーション・アクセラレータ。


	
ビジネス・トランザクション管理。


	
機能の構成管理。





8.3.1 Application Management Suite for Fusion ApplicationsでのReal User Experience Insightのサポート

Application Management Suite for Fusion ApplicationのReal User Monitoringには、Fusionアプリケーションに対するリアルユーザー監視ソリューションが用意されており、Fusionアプリケーションの検出およびネットワーク・オブジェクトのビジネス機能への変換が自動的に行われます。このため、ビジネス・トランザクションのビューをクリックすることで、リアルユーザー・トランザクションの測定と監視が可能になります。

各ユーザー・アクションは正しい画面、アプレットまたはビューと自動的に照合され、コンテキスト分析が行えます。この最新の分析ソリューションはすべての機能エラーを捕捉およびレポートし、エンドユーザーのパフォーマンスの問題やFusionアプリケーションの問題を検出します。アプリケーション管理者は、クリティカルなパッケージ・アプリケーションに主要業績評価指標(KPI)およびレポート・ビューを設定できます。

第7章「エンド・ユーザーの監視」に記述されているOracle Real User Experience Insightの機能はすべて、Application Management Suite for Fusion Applications licenseライセンスの一部として使用できます。ただし、Real User Experience Insightの制限付きライセンスでは、Fusionアプリケーションを監視する場合のみ、RUEIを使用できます。Real User Experience Insightを使用してその他のアプリケーションを監視するユーザーは、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。


8.3.1.1 機能

	
Fusionアプリケーションに対するリアルユーザー監視ソリューションがあらかじめ用意されています。


	
あらかじめ用意されているエラー・メッセージの翻訳とレポートをユーザーのウィンドウに表示します。


	
アプリケーション管理者がクリティカルなパッケージ・アプリケーションにKPIを設定できるようにします。


	
リアルユーザー・ビジネス・トランザクションの特定と監視を可能にします。










8.3.2 Application Management Suite for Fusion Applicationsでのビジネス・トランザクション監視のサポート

ビジネス・トランザクションの監視(BTM)機能を使用すれば、組織内のミッション・クリティカルなトランザクション・フローを監視、トラブルシューティング、レポートおよび管理できます。

ビジネス・アプリケーションの所有者および運用スタッフは、詳細なモデル化とコンポーネント・レベルでのパフォーマンス・メトリックへの直接ドリルダウンを通じて、SOAコンポジット、コンポーネント、サービスおよびバックエンドのJava EE実装を自動的に検出し、関連付けることができます。ビジネス・トランザクションとサービスの依存関係が自動的に検出され、メッセージ・フローがマッピングされます。個別および集約されたトランザクション実行の詳細を検索して表示できます。

ビジネス・コンテキストを提供して維持したまま組織のアプリケーション・インフラストラクチャを横断することで、開発者や運用スタッフは、Oracle Enterprise Managerを活用して、ビジネス成果の最大化に必要な高可用性と最大パフォーマンスの基準を満たすことができます。

Oracle Enterprise Managerを利用すると、アプリケーション開発チームとサポート・チームは次のことができます。

	
コンポーネント、トランザクション・フロー、サービスの依存性および関係を継続的に検出します。


	
複数の層にわたるビジネス・トランザクションを監視します。


	
アプリケーション固有の知識やプログラミング経験に関係なく、最小限の手動作業でOracle SOA Suiteアプリケーションを管理します。


	
依存関係を集約して表示するか、メソッド・レベルの相互作用までドリルダウンします。


	
統合サービス・テストとコンポーネント実装の深い可視性を両方利用して、エンドポイント・パフォーマンスを監視します。


	
パフォーマンスの低い、または障害の発生したインスタンスに対してレポートを生成する組込み機能を使用して、単一インスタンスのトランザクション・パフォーマンスを検索および分析します。


	
SOA Suite固有の知識を利用して、関連する診断およびデータベース・メトリックにリンクします。


	
QA、ステージング、本番の各環境におけるSOAアプリケーション・パフォーマンスの問題の根本原因を迅速に分離して診断します。







	
注意:

このライセンス契約では、ビジネス・トランザクションの監視機能の使用制限付きライセンスが提供され、Fusionアプリケーションを監視する場合にのみ、BTMを使用できます。BTMを使用してその他のアプリケーションを監視するユーザーは、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。








8.3.2.1 ビジネス・トランザクション管理のライセンス

SOA Management Pack Enterprise Editionには、次に示すビジネス・トランザクション管理機能が含まれ、これらはOracle Service BusおよびOracle SOA Suiteでのみ使用できます。


	機能	説明
	コンテキストで表示	SOAおよびOSBメトリックをドリルダウン・コンテキストで表示します。
	例外管理	トランザクションのアラートおよび検索機能を提供し、複数のアプリケーション・コンポーネント全体にわたるトランザクション内の例外およびエラーを特定します。
	トランザクション検出	複数のJVM、コンテナおよびプラットフォームにわたるコンポーネント全体を移動するトランザクションの検出、記録および関連付けを行います。
	トランザクション・レベル合意	複数の相互作用コンポーネント全体にわたるトランザクション・レベル目標値(TLO)を提供します。









8.3.2.2 ビジネス・トランザクション管理の使用制限付きライセンス

Oracle Enterprise Managerのビジネス・トランザクション管理には、エンドポイントの監視という明確な用途で、Oracle Service Busとそのサブコンポーネントの使用制限付きライセンスが含まれ、プロキシ・サービスとビジネス・サービスをパススルー・モードでのみ作成できます。Oracle Service Busでは、ビジネス・トランザクション管理のオブザーバ・エージェントが単一インスタンスで構成され、プロキシ・フェイルオーバー用には別のOracle Service Busインスタンスが構成される場合があります。







8.3.3 Application Management Suite for Fusion Applicationsでの機能構成管理のサポート

機能構成管理では、Fusionアプリケーションの機能構成/設定データを取得してレポートするプロセスを自動化します。

Application Management Suite for Fusion Applicationの機能構成管理機能を使用して実行できることをまとめると次のようになります。

	
構成の表示と分析。


	
デプロイおよびインストール環境の表示と分析。


	
構成の検索。


	
機能構成データのアドホックまたは定期的な取得とスナップショットの作成。


	
インスタンス間または一定期間のいずれかを対象とした複雑な比較操作の実行。


	
構成設定のバージョニング。


	
サポータビリティと監査を目的とするコンプライアンス・チェックおよびヘルス・チェック機能。


	
ポリシー通知を含め、ポリシーを管理します。


	
構成レポートの提供。


	
構成データを格納または公開するリポジトリ表(ビュー)の提供。




このライセンスに含まれる構成管理機能の具体的な機能としては、全システムに対する検索と比較、構成監視、ポリシー管理とコンプライアンス・サポート、セキュリティ構成スコアリングとダッシュボード、およびFusion固有のソフトウェア・コンポーネントを対象とした総合レポートなどがあります。レポートの対象コンポーネントは次のとおりです。

	
Oracle Fusionインスタンス。


	
Oracle Fusion製品ファミリ。


	
Oracle Fusion製品。


	
Oracle Fusion Cluster J2EEアプリケーション。


	
Oracle Fusion J2EEアプリケーション。





8.3.3.1 ライセンスが必要なその他の構成管理機能

Application Management Suite for Fusion Applicationsは、前述したとおりオペレーティング・システム・ターゲットとFusionアプリケーション・ターゲットに対して包括的な構成管理機能を提供します。







8.3.4 Application Management Suite for Fusion Applicationsのライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Application Management Suite for Fusion Applicationsの構成管理機能の一部です。これらの各セクションにあるレポートはすべて、Application Management Suite for Fusion Applicationsの構成管理機能のライセンスを必要とします。「レポート定義」ページを表示するには、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで「レポート」メニューをクリックします。

	
「デプロイおよび構成」のすべてのレポート


	
監視レポート

	
アラートおよびポリシー違反


	
無効化されたポリシー





	
セキュリティ・レポート


	
セキュリティ・ポリシー概要










8.4 Application Management Suite for Oracle E-Business Suite

この製品は、包括的なアプリケーション管理機能を提供するもので、Oracle E-Business Suite環境の管理および監視を簡略化するために役立ちます。

また、Change Management機能には、複数のOracle E-Business Suiteシステムにわたる変更を監視および編成する一元的なビューがあります。Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteには、実装またはメンテナンスの際にカスタマイズやパッチによって生じた変更を管理する機能があります。

次の各項では、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteと、この製品に含まれるサービス・レベル管理および構成管理の各ライセンスによって提供される機能およびリンクについて説明します。Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスが必要となるリンクの説明が含まれます。

	
Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteの機能


	
Application Management Suite for Oracle E-Business SuiteでのReal User Monitoringのサポート


	
Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteでのサービス・レベル管理のサポート


	
Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteでの構成管理のサポート






8.4.1 Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteの機能

Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動検出	複数のOracle E-Business Suiteコンポーネントを検出します。関連するすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを使用してシステムを作成します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	変更承認のフレームワーク	変更管理要求と履歴データについて追跡と監査を行います。変更管理のメカニズムでは、Oracle E-Business Suiteインスタンスの構成またはコード変更につながる変更があった場合に、それに対する階層的な承認プロセスが行われます。
	変更管理ダッシュボード	Change Managementで多用される機能と、最近のアクティビティに関するサマリーに迅速にアクセスできます。
	クローニング	単一のユーザー・インタフェースでクローニングを自動化することでデータベースやアプリケーションのクローニングを容易にし、クローニングしたイメージを作成および管理します。
	同時処理ダッシュボード	現在のアクティビティも使用統計も含めて、システムにおける同時処理を完全に把握できます。関連するアクティビティで、同時マネージャと同時プログラムも監視します。
	構成管理	構成パラメータを追跡し、構成スナップショットを取得して、構成を比較します。NLSパッチを検索し、比較します。
	カスタマイズ・マネージャ	パッケージ化、公開、デプロイ、単一のOracle E-Business Suiteインスタンスまたは複数のOracle E-Business Suiteインスタンスへのカスタマイズの移行を自動化します。
	カスタマイズの検出とレポート	特定のOracle E-Business Suite環境内のカスタマイズのインベントリを表示し、それに関するレポートを生成します。カスタマイズは、特定のOracle E-Business Suiteモジュール別、およびカスタマイズ・タイプ別に編成されます。カスタマイズのこのインベントリは、Oracle E-Business Suiteのアップグレードの計画プロセスで役立ちます。
	インスタンス管理	簡易的なユーザー・インタフェースを使用して、アプリケーション・サービス、アプリケーション・ノードおよび管理対象サーバーを追加または削除(スケール・インまたはスケール・アウト)します。
	監視および診断	リアルタイム・メトリック、履歴データおよびアラート通知を受信します。JVMの統計にアクセスします。Oracle Applications Manager統合を通じてE-Business Suiteの診断を実行します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視	Fusion ApplicationとFusion Middlewareターゲットについてリアルタイム・メトリック、履歴データおよびアラートを受信します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	パッチ・マネージャ	単一または複数のOracle E-Business Suiteインスタンスに、単一のコンソールからパッチを手動または自動でダウンロードし、デプロイします。
	Real Userの監視	エンドユーザーがアプリケーションを使用する状況や実際のエクスペリエンスに関する、包括的な洞察を取得します。
	サービス・レベルの管理	ビーコン・トランザクションおよびサービス・ダッシュボードを使用して、Oracle E-Business Suiteアプリケーションを監視します。
	ユーザー監視	同時プログラムの要求、Formsセッション、およびOracle Application Frameworkについてデータベース・セッションでパフォーマンス問題を監視します。









8.4.2 Application Management Suite for Oracle E-Business SuiteでのReal User Monitoringのサポート

Application Management Suite for Oracle E-Business SuiteのReal User監視は、サポートされている各Oracleアーキテクチャで使用できるオプションのパッケージです。インストールすると、Oracle Real User Experience Insightが自動的にすべての「E-Business Suite」ページを認識します。Oracle Real User Experience Insightの自己検出機能によって、カスタマイズのレベルやインストールされているコンポーネント、サイズにかかわらず、アプリケーションの監視が可能になります。また、Oracle Real User Experience InsightはE-Business Suite固有のテンプレートを使用して選択的に重要なユーザー・イベントを記録しており、そこから対応可能な洞察が得られ、レポートの監視品質が最大限になります。

第7章「エンド・ユーザーの監視」に記述されているOracle Real User Experience Insightの機能はすべて、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteライセンスの一部として使用できます。ただし、Real User Experience Insightの制限付きライセンスでは、Oracle FormsまたはOA Frameworkを使用して開発されたOracle E-Business Suiteアプリケーションを監視する場合のみ、RUEIを使用できます。Real User Experience Insightを使用してその他のアプリケーションを監視するユーザーは、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。

機能

	
OAおよびJTTフレームワークと、Oracle Formsアプリケーションで実行されているOracle E-Business Suiteモジュールを自動的に検出します。


	
あらかじめ用意されているエラー・メッセージの翻訳とレポートをユーザーのウィンドウに表示します。


	
アプリケーション・マネージャがクリティカルなパッケージ・アプリケーションにキー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)を設定できるようにします。


	
リアルユーザー・ビジネス・トランザクションの特定と監視を可能にします。








8.4.3 Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスが必要なリンクへのアクセス

この項では、Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスが必要となるリンクについて説明します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	Oracle E-Business Suiteの全システム・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Oracle E-Business Suite」の順にクリックします。このページはライセンスを必要とします。
	すべてのOracle E-Business Suiteターゲット・ページを追加	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Oracle E-Business Suite」の順にクリックします。Oracle E-Business Suiteの全システム・ページで、「追加」をクリックします。このページおよびその過程でそこから移動できるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	Oracle E-Business Suiteのホームページ、「モニタリング」ページ、「トポロジ」ページ、「Oracle Application Manager」、「ユーザー監視」、「サービスの起動と停止」、「サービス・レベル・レポート」、「E-Business Suiteダッシュボード」、「構成」および「コンプライアンス」	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Oracle E-Business Suite」の順にクリックします。Oracle E-Business Suiteの全システム・ページで、Oracle E-Business Suiteシステムのリンクを選択し、Oracle E-Business Suite Systemシステムのホームページにドリルダウンします。これらのページおよびE-Business Suiteシステムを構成するターゲットをドリルダウンして表示されるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページの「名前」列で、「Oracle E-Business Suiteシステム」タイプのシステムのリンクをクリックします。これらのページおよびE-Business Suiteシステムを構成するターゲットをドリルダウンして表示されるすべてのページは、ライセンスを必要とします。


	変更承認要求、パッチ・マネージャ、カスタマイズ・マネージャ	Oracle E-Business Systemのページで、「変更の管理」のリンクをクリックします。「変更の管理」ページで、これらの項目へのサマリーとリンクはライセンスを必要とします。
	Oracle E-Business Suiteノード・システムの「ホーム」、「グラフ」、「管理」、「コンポーネント」および「トポロジ」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページで、Oracle E-Business Suiteノード・システム・タイプのシステムの「名前」列をクリックします。これらのページはライセンスを必要とします。
	Oracle E-Business Suiteシステムの「ホーム」、「グラフ」、「管理」、「コンポーネント」および「トポロジ」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページで、「Oracle E-Business Suiteシステム」タイプのシステムの「名前」列をクリックします。これらのページはライセンスを必要とします。









8.4.4 Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteでのサービス・レベル管理のサポート

Oracle Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスには、Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management (SLM)に関連付けられた機能も含まれています。これらのSLM機能は、Oracle E-Business Suiteアプリケーションとともに使用され、かつCPUがライセンスを受けている場合にのみ使用を許可されます。Oracle E-Business Suiteに適用する拡張機能からは使用できません。カスタム・フォーム、JSP、Java/J2EEコード、およびBPELを使用した統合は拡張機能に該当します。ただしこれらがすべてではありません。

SLMは、エンドユーザー・ビジネス機能、アプリケーション、インフラストラクチャ・コンポーネントなどの各サービスについて、可用性とパフォーマンスをアクティブに監視し、それらをレポートします。リモート・ユーザーの場所(ビーコン)から実行されるサービス・テストや統合トランザクションを使用することにより、エンドユーザーの観点からサービスを監視したり、基礎となるITインフラストラクチャとの相関関係を監視できます。また、SLMでは、サービスの問題や障害がビジネスに対してどのような影響を与えるかを評価したり、サービス・レベルの目標が満たされているかどうかを確認することもできます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。


8.4.4.1 コマンドライン・インタフェース(CLI)動詞

次のEnterprise Manager CLIは、使用するのにApplication Management Suite for Oracle E-Business Suiteのサービス・レベル管理機能のライセンスが必要です。

	
emcli apply_template_tests


	
emcli create_service


	
emcli add_target










8.4.5 Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteでの構成管理のサポート

構成管理機能は、ソフトウェアの構成やデプロイメントを管理するという、時間がかかるうえにエラーも発生しやすい構成プロセスを自動化します。Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteのライセンスに含まれる構成管理機能の具体的な機能としては、全システムに対する検索と比較、構成監視、ポリシー管理とコンプライアンス・サポート、セキュリティ構成スコアリングとダッシュボード、およびE-Business Suite固有のソフトウェア・コンポーネントを対象とした総合レポートなどがあります。レポートの対象コンポーネントは次のとおりです。


	
	Oracle Concurrent Manager
	
Oracle E-Business Suite


	
Oracle E-Business Suiteのカスタム・オブジェクト定義




	
	Oracle E-Business Suiteシステム
	
Oracle E-Business Suiteのパッチ情報構成


	
Oracle E-Business Suiteワークフロー











Application Management Suite for E-Business Suiteの構成管理機能を使用して実行できることをまとめると次のようになります。

	
構成の表示と分析


	
デプロイおよびインストール環境の表示と分析


	
構成の検索


	
構成の比較


	
構成レポートの提供


	
構成データを格納または公開するリポジトリ表(ビュー)の提供


	
ターゲットに対する構成変更のリストを表示する履歴


	
構成データを手動でリフレッシュするリフレッシュ・オプション





8.4.5.1 ライセンスが必要なその他の構成管理機能

Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteには、Application Configuration Console (ACC)とConfiguration Change Console (CCC)の制限付きライセンスが含まれています。この2つのツールは、Oracle E-Business Suiteアプリケーションとオペレーティング・システムをターゲットとして、前述のような使用方法が可能です。ACCとCCCのライセンス情報は、第5章「その他のインフラストラクチャ管理」で、「Configuration Management Pack for Applications」の「ライセンスが必要なその他の機能」項を参照してください。





8.4.5.2 E-Business Suite固有のライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこのパックのライセンスが必要です。これらのページおよびリンクは、Enterprise Manager内の、Oracle E-Business Suite固有のソフトウェア・コンポーネントに適用されます。これらのコンポーネントには、前述のものが含まれています。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「すべてのターゲットのポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	Oracle E-Business Suiteの全ターゲット・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「Oracle Applications」の順にクリックします。Oracle E-Business Suiteの全システム・ページで、「追加」をクリックします。このページおよびその過程でそこから移動できるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	「デプロイ・サマリー」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページのこのセクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページで、「管理」タブをクリックします。このセクションのハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。

「エンタープライズ・サマリー」ホームページのこのセクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。


	「セキュリティ・ポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「クライアント構成」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「コンプライアンス」メニュー、「ポリシー」の順にクリックします。このページに関連付けられているリンクは、「違反」サブタブにグループ化されています。Cloud Controlの「ポリシー違反」ページに存在する、またはこのページのリンク先に存在する、ホストの情報に関するすべてのリンク、ナビゲーションのサブタブおよび機能は、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。


	セキュリティ一覧	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「コンプライアンス」メニュー、「セキュリティ一覧」の順にクリックします。ホストの情報に関連するすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンクと「コンプライアンス・スコア(%) 」	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページにあるこれらのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「デプロイ」リンク、「メトリックとポリシー設定」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページの「関連リンク」の下にあるこれらのリンクは、ライセンスが必要です。
	「構成」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「構成」メニューをクリックします。このページにあるすべての機能、リンクおよび情報は、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「構成の変更」、「ポリシー違反」、「セキュリティ・ポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページのこれらのセクションは、ライセンスを必要とします。
	構成の検索	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページで、「管理」タブをクリックします。この機能はライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページで、「メンバー」タブをクリックします。この列のすべてのリンクと情報は、ライセンスを必要とします。









	
注意:

「パッチ適用」と「クローニング」のセクションにある機能は、Provisioning and Patch Automation Packのライセンスを必要とします。エージェントのインストールにライセンスは必要ありません。セキュリティ・リンクは、Provisioning and Patch Automation Pack、Database Configuration Pack、Configuration Management Pack for Non-Oracle Systems、Applications Management Pack for Siebel、Application Management Suite for Oracle E-Business Suite、およびConfiguration Pack for Oracle Middlewareによって共有されます。











8.4.5.3 ライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteの構成管理機能の一部です。これらの各セクションにあるレポートはすべて、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteの構成管理機能のライセンスを必要とします。「レポート定義」ページを表示するには、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで「レポート」タブをクリックします。

	
「デプロイおよび構成」のすべてのレポート


	
監視レポート

	
アラートおよびポリシー違反


	
無効化されたポリシー





	
セキュリティ・レポート

	
セキュリティ・ポリシー概要











8.4.5.4 ライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、使用するのに、Application Management Suite for Oracle E-Business Suiteの構成管理機能のライセンスが必要です。


	ポリシー定義ビュー	ポリシー関連付けビュー
	

mgmt$policies
mgmt$policy_parameters
mgmt$policy_violation_ctxt
mgmt$policy_viol_annotations
mgmt$policy_viol_notif_log

	

mgmt$target_policies
mgmt$target_policy_settings
mgmt$target_policy_eval_sum
mgmt$target_compliance_score









	ポリシー違反ビュー	構成ビュー
	

mgmt$policy_violation_current
mgmt$policy_violation_history
mgmt$policy_violation_context

	

mgmt$db_tablespaces
mgmt$db_datafiles
mgmt$db_controlfiles









	Oracleホーム・パッチ適用
	

MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED

	

MGMT$PATCH_ADVISORIES
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS









	Linuxパッチ適用
	

MGMT$HOSTPATCH_HOSTS
MGMT$HOSTPATCH_GROUPS
MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST
MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY1
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY2
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY3
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY4

	

MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY5
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY6
MGMT$HW_NIC
MGMT$OS_COMPONENTS
MGMT$OS_FS_MOUNT
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_PATCHES
MGMT$OS_SUMMARY
MGMT$SOFTWARE_COMP_PATCHSET
MGMT$SOFTWARE_COMPONENT_ONEOFF
MGMT$SOFTWARE_COMPONENTS
MGMT$SOFTWARE_DEPENDENCIES
MGMT$SOFTWARE_HOMES
MGMT$SOFTWARE_ONEOFF_PATCHES
MGMT$SOFTWARE_OTHERS
MGMT$SOFTWARE_PATCHES_IN_HOMES
MGMT$SOFTWARE_PATCHSETS















8.5 Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOne

この製品は、包括的なアプリケーション管理機能を提供するもので、JD Edwards EnterpriseOne環境の管理および監視を簡略化するために役立ちます。Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneは、次の物理コンポーネントで構成されます。

	
JD Edwards EnterpriseOne Plug-in (Enterprise Manager Cloud Control 12cの組込み機能)。


	
Real User Experience Insight (RUEI)。




この管理スイートには、コアJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションに対して使用するためのRUEIの使用制限付きライセンスが含まれています。

次の各項では、Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneと、この製品に含まれるサービス・レベル管理によって提供される機能およびリンクについて説明します。

	
Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneの機能


	
Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneでのReal User Monitoringのサポート


	
Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneでのサービス・レベル管理のサポート


	
Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneでの構成管理のサポート






8.5.1 Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneの機能

Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動検出	JD Edwards EnterpriseOneコンポーネントを検出します。関連するすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを使用してシステムおよびサービスのターゲットを作成します。
	ブラックアウト	ターゲットの監視を一時停止して、スケジュールされたメンテナンス期間に対応します。
	構成管理	構成パラメータを追跡し、構成スナップショットを取得して、構成を比較します。
	管理コネクタ	ヘルプデスク(チケット)コネクタでは、Enterprise Managerで発生したインシデントに対してヘルプデスク・チケットを発行します。イベント・コネクタでは、イベント情報を他の管理システムと共有します。
	メトリックおよびアラート/イベント履歴	メトリックとアラート/イベントの履歴、それに関連する詳細を表示します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
	監視および診断	リアルタイム・メトリック、履歴データおよびアラート通知を受信します。問題の根本原因の特定に関連する情報がないかログ・ファイルを調査します。
	監視テンプレートとテンプレート・コレクション	監視テンプレートでは、ターゲットの監視設定をカプセル化し、後で複数のターゲットに適用できます。管理グループでテンプレート・コレクションを使用すれば、ターゲットをグループに追加する際、管理設定が自動的にデプロイされます。
	通知	様々な通知メソッド(電子メール、カスタムOSスクリプトの実行、PL/SQLプロシージャ、SNMPトラップなど)、繰返し通知、インシデント・ルール・セットを使用した通知関連のアクション、管理者の通知スケジュールを定義および使用します。
	Real Userの監視	エンドユーザーがアプリケーションを使用する状況や実際のエクスペリエンスに関する、包括的な洞察を取得します。
	サービス・レベルの管理	ビーコン・トランザクションおよびサービス・ダッシュボードを使用して、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションを監視します。









8.5.2 Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneでのReal User Monitoringのサポート

Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneのReal User Monitoringには、JD Edwards EnterpriseOneに対するリアルユーザー監視ソリューションがあらかじめ用意されています。JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションが自動的に検出され、ネットワーク・オブジェクトが管理可能なビジネス・サービスと機能に自動的に変換されます。

このアクセラレータでは、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーション・コンポーネントのリアルユーザー監視がサポートされます。各ユーザー・アクションは、関連するJD Edwards EnterpriseOneノード、サイトまたはビューと自動的に照合され、詳細なコンテキスト分析が行えます。この監視ソリューションはすべての機能エラーを捕捉およびレポートし、エンドユーザーのパフォーマンスの問題やJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションに固有の問題を検出します。アプリケーション管理者は、クリティカルなパッケージ・アプリケーションに主要業績評価指標(KPI)およびレポート・ビューを設定し、使用状況を完全に把握したり、KPIイベントが発生した場合に自動的にアラートを受けたりできます。

第7章「ユーザー・エクスペリエンス管理」に記述されているOracle Real User Experience Insightの機能はすべて、Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneライセンスの一部として使用できます。ただし、Real User Experience Insightの制限付きライセンスでは、JD Edwards EnterpriseOneのツール・セットを使用して開発されたJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションを監視する場合のみ、RUEIを使用できます。Real User Experience Insightを使用してその他のアプリケーションを監視するユーザーは、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。


8.5.2.1 機能

	
JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションに対するリアルユーザー監視ソリューションがあらかじめ用意されています。


	
あらかじめ用意されているエラー・メッセージの翻訳とレポートをユーザーのウィンドウに表示します。


	
アプリケーション管理者がクリティカルなパッケージ・アプリケーションにKPIを設定できるようにします。


	
リアルユーザー・ビジネス・トランザクションの特定と監視を可能にします。








8.5.2.2 JD Edwards EnterpriseOneのライセンスが必要なリンクへのアクセス

この項では、Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneのライセンスが必要となるリンクについて説明します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	すべてのJD Edwards EnterpriseOneシステム・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「JD Edwards EnterpriseOne」の順にクリックします。このページはライセンスを必要とします。
	すべてのJD Edwards EnterpriseOneターゲットを追加・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「JD Edwards EnterpriseOne」の順にクリックします。「すべてのJD Edwards EnterpriseOneを追加」ページで、「追加」をクリックします。このページおよびその過程でそこから移動できるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
	JD Edwards EnterpriseOneシステムの「ホーム」、「パフォーマンス」、「管理」、「メンテナンス」、「診断」、「ユーザーの監視」および「トポロジ」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「JD Edwards EnterpriseOne」の順にクリックします。「すべてのJD Edwards EnterpriseOneシステム」ページで、JD Edwards EnterpriseOneシステムのリンクを選択し、JD Edwards EnterpriseOneシステムのホームページにドリルダウンします。これらのページおよびJD Edwards EnterpriseOneシステムを構成するターゲットをドリルダウンして表示されるすべてのページは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページの「名前」列で、「Oracle E-Business Suiteシステム」タイプのシステムのリンクをクリックします。これらのページおよびJD Edwards EnterpriseOneシステムを構成するターゲットをドリルダウンして表示されるすべてのページは、ライセンスを必要とします。


	JD Edwards EnterpriseOneノード・システムの「ホーム」、「グラフ」、「管理」、「コンポーネント」および「トポロジ」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページの「名前」列で、Edwards EnterpriseOneノード・システム・タイプのシステムをクリックします。これらのページはライセンスを必要とします。
	JD Edwards EnterpriseOneシステムの「ホーム」、「グラフ」、「管理」、「コンポーネント」、「トポロジ」および「レポート」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページの「名前」列で、JD Edwards EnterpriseOneシステム・タイプのシステムをクリックします。これらのページはライセンスを必要とします。











8.5.3 Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneでのサービス・レベル管理のサポート

Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneのライセンスには、Service Level Management (SLM) for JD Edwards EnterpriseOneに関連付けられた機能も含まれています。これらのSLM機能は、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションとともに使用され、かつCPUがライセンスを受けている場合にのみ使用を許可されます。JD Edwards EnterpriseOneに適用する拡張機能からは使用できません。カスタム・フォーム、JSP、Java/J2EEコード、およびBPELを使用した統合は拡張機能に該当します。ただしこれらがすべてではありません。

SLMは、包括的なモニタリング・ソリューションであり、IT組織がビジネス・サービスにおいて高可用性と高パフォーマンスを確保し、最適化されたサービス・レベルを実現するために役立ちます。SLMは、エンドユーザー・ビジネス機能、アプリケーション、インフラストラクチャ・コンポーネントなどの各サービスについて、可用性とパフォーマンスをアクティブに監視し、それらをレポートします。リモート・ユーザーの場所(ビーコン)から実行されるサービス・テストや統合トランザクションを使用することにより、エンドユーザーの観点からサービスを監視したり、基礎となるITインフラストラクチャとの相関関係を監視できます。また、SLMでは、サービスの問題や障害がビジネスに対してどのような影響を与えるかを評価したり、サービス・レベルの目標が満たされているかどうかを確認することもできます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。


8.5.3.1 ライセンスが必要なコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞

次のEnterprise Manager CLIは、使用するのにApplication Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneのサービス・レベル管理機能のライセンスが必要です。


	

emcli apply_template_tests
emcli create_service
emcli add_target













8.5.4 Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneでの構成管理のサポート

構成管理機能は、ホストのソフトウェアとハードウェアの構成やデプロイメントを管理するという、時間がかかるうえにエラーも発生しやすい構成プロセスを自動化します。Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneのライセンスに含まれる構成管理機能の具体的な機能としては、全システムに対する検索と比較、構成監視、ポリシー管理とコンプライアンス・サポート、セキュリティ構成スコアリングとダッシュボード、およびJD Edwards EnterpriseOne固有のソフトウェア・コンポーネントを対象とした総合レポートなどがあります。レポートの対象コンポーネントは次のとおりです。

	
JD Edwards EnterpriseOne HTMLサーバー


	
JD Edwards EnterpriseOneエンタープライズ・サーバー


	
JD Edwards EnterpriseOneビジネス・サービス・サーバー


	
JD Edwards EnterpriseOneサーバー・マネージャ




Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneの構成管理機能を使用して実行できることをまとめると次のようになります。

	
構成の表示と分析


	
デプロイおよびインストール環境の表示と分析


	
構成の検索


	
構成の比較


	
ポリシーの管理(ポリシー通知など)


	
構成レポートの提供


	
構成データを格納または公開するリポジトリ表(ビュー)の提供





8.5.4.1 JD Edwards EnterpriseOne固有のライセンスが必要なリンクへのアクセス

次に示すページおよびリンクは、使用するのにこのパックのライセンスが必要です。この制限は、Enterprise Manager内の、JD Edwards EnterpriseOne固有のターゲットに適用されます。つまり、該当するターゲットは、JD Edwards EnterpriseOne HTMLサーバー、JD Edwards EnterpriseOneエンタープライズ・サーバー、JD Edwards EnterpriseOneビジネス・サービス・サーバーおよびJD Edwards EnterpriseOneサーバー・マネージャです。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「すべてのターゲットのポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「デプロイ・サマリー」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページのこのセクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページのこのセクションにあるハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。

「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。グループのホームページで、「管理」タブをクリックします。このセクションのハードウェアおよびオペレーティング・システム関連の情報は、ライセンスを必要とします。


	「セキュリティ・ポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「構成」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「クライアント構成」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「デプロイ」メニューをクリックします。「デプロイ」ページのこのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「違反」サブタブ・ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「コンプライアンス」メニュー、「ポリシー」の順にクリックします。「ポリシー違反」ページでは、Cloud Controlの「ポリシー違反」ページに存在する、またはこのページのリンク先に存在する、ホストの情報に関するすべてのリンク、ナビゲーションのサブタブおよび機能は、ライセンスを必要とします。
	「セキュリティ一覧」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「コンプライアンス」メニュー、「セキュリティ一覧」の順にクリックします。ホストの情報に関連するすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンクと「コンプライアンス・スコア(%) 」	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページにあるこれらの項目は、ライセンスが必要です。
	「構成」、「ポリシー違反」、「セキュリティ」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページのこれらのセクションにあるリンクは、ライセンスが必要です。
	「デプロイ」リンク、「メトリックとポリシー設定」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページの「関連リンク」の下にあるこれらのリンクは、ライセンスが必要です。
	「構成」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「ホスト」の順にクリックします。「ホスト」ページで、「構成」をクリックします。このページにあるすべての機能、リンクおよび情報は、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」リンク	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「システム」の順にクリックします。「システム」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。
「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。「グループ」ページのこのリンクは、ライセンスを必要とします。


	「構成の変更」、「ポリシー違反」、「セキュリティ・ポリシー違反」セクション	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。グループのホームページのこれらのセクションにあるすべてのリンクは、ライセンスを必要とします。
	構成の検索	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。グループのホームページで、「管理」タブをクリックします。ホストおよびオペレーティング・システムに対してこの機能を使用する場合は、ライセンスを必要とします。
	「ポリシー違反」列	「エンタープライズ・サマリー」ページで、「ターゲット」メニュー、「グループ」の順にクリックします。グループのホームページで、「メンバー」タブをクリックします。この列のすべてのリンクと情報は、ライセンスを必要とします。









8.5.4.2 ライセンスが必要なレポート

次のレポートは、使用するのにApplication Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneの構成管理機能のライセンスが必要です。これらの各セクションにあるすべてのレポートは、Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneの構成管理の機能です。「レポート定義」ページを表示するには、Cloud Controlホームページの「レポート」タブをクリックします。

	
「デプロイおよび構成」のすべてのレポート


	
監視レポート

	
アラートおよびポリシー違反


	
無効化されたポリシー





	
セキュリティ・レポート

	
セキュリティ・ポリシー概要











8.5.4.3 ライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューは、使用するのに、Application Management Suite for JD Edwards EnterpriseOneの構成管理機能のライセンスが必要です。


	ポリシー定義ビュー	ポリシー関連付けビュー
	

mgmt$policies
mgmt$policy_parameters
mgmt$policy_violation_ctxt
mgmt$policy_viol_annotations
mgmt$policy_viol_notif_log

	

mgmt$target_policies
mgmt$target_policy_settings
mgmt$target_policy_eval_sum
mgmt$target_compliance_score









	ポリシー違反ビュー	構成ビュー
	

mgmt$policy_violation_current
mgmt$policy_violation_history
mgmt$policy_violation_context

	

mgmt$db_tablespaces
mgmt$db_datafiles
mgmt$db_controlfiles









	Oracleホーム・パッチ適用
	

MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED

	

MGMT$PATCH_ADVISORIES
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS









	Linuxパッチ適用
	

MGMT$HOSTPATCH_HOSTS
MGMT$HOSTPATCH_GROUPS
MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST
MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY1
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY2
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY3
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY4

	

MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY5
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY6
MGMT$HW_NIC
MGMT$OS_COMPONENTS
MGMT$OS_FS_MOUNT
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_PATCHES
MGMT$OS_SUMMARY
MGMT$SOFTWARE_COMP_PATCHSET
MGMT$SOFTWARE_COMPONENT_ONEOFF
MGMT$SOFTWARE_COMPONENTS
MGMT$SOFTWARE_DEPENDENCIES
MGMT$SOFTWARE_HOMES
MGMT$SOFTWARE_ONEOFF_PATCHES
MGMT$SOFTWARE_OTHERS
MGMT$SOFTWARE_PATCHES_IN_HOMES
MGMT$SOFTWARE_PATCHSETS















8.6 Application Management Suite for PeopleSoft Enterprise

この製品は、包括的なアプリケーション管理機能を提供するもので、PeopleSoft Enterprise環境の管理および監視を簡略化するために役立ちます。Application Management Suite for PeopleSoftは、Oracleの高機能で包括的な管理ソリューション上にPeopleSoft Enterpriseの管理および監視を構築することで、PeopleSoft Enterprise環境の管理コストと複雑さを大幅に軽減します。

Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseは、4つの物理コンポーネントで構成されます。

	
PeopleSoft Plug-in (Enterprise Manager 12c Cloud Controlの組込み機能)


	
Real User Experience Insight (RUEI)




この管理スイートには、コアPeopleSoftアプリケーションに対して使用するためのRUEIの使用制限付きライセンスが含まれています。

次の各項では、Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseと、このパックに含まれるサービス・レベル管理および構成管理の各ライセンスによって提供される機能およびリンクについて説明します。

	
Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseの機能


	
Application Management Suite for PeopleSoft EnterpriseでのReal User Monitoringのサポート


	
Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseでのサービス・レベル管理のサポート


	
Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseでの構成管理のサポート


	
ライセンスが必要なJavaベースのPeopleSoftコンポーネント






8.6.1 Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseの機能

Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	自動検出	
	PeopleSoft Enterpriseコンポーネントを検出します。
	
関連するすべてのインフラストラクチャ・コンポーネントを使用してシステムを作成します。





	監視および診断	
	リアルタイム・メトリック、Tuxedoキュー、履歴データおよびアラート通知を受信します。
	
問題の根本原因の特定に関連する情報がないかログ・ファイルを調査します。





	構成管理	次の機能があります。
	
構成パラメータの追跡。


	
構成スナップショットの取得。


	
構成の比較。





	サービス・レベルの管理	ビーコン・トランザクションおよびサービス・ダッシュボードを使用して、PeopleSoft Enterpriseアプリケーションを監視します。
	管理	
	PeopleSoftコンポーネントを起動および停止します。
	
PeopleSoftドメインを定義します。


	
キャッシュをクリアします。





	Real Userの監視	エンドユーザーがアプリケーションを使用する状況や実際のエクスペリエンスに関する、包括的な洞察を取得します。









8.6.2 Application Management Suite for PeopleSoft EnterpriseでのReal User Monitoringのサポート

Application Management Suite for PeopleSoft EnterpriseのReal User Monitoringには、PeopleSoftに対するリアルユーザー監視ソリューションがあらかじめ用意されています。PeopleSoftアプリケーションが自動的に検出され、ネットワーク・オブジェクトが管理可能なビジネス・サービスと機能に自動的に変換されます。これによって、すべてのビジネス・レベルのITオペレータおよびマネージャに、ビジネス・トランザクションのビューをクリックすることで、リアルユーザー・トランザクションを簡単に測定し監視できる手段を提供します。

このアクセラレータでは、PeopleSoftアプリケーション・コンポーネントのリアルユーザー監視がサポートされます。各ユーザー・アクションは、関連するPeopleSoftノード、サイトまたはビューと自動的に照合され、詳細なコンテキスト分析が行えます。この最新の分析ソリューションはすべての機能エラーを捕捉およびレポートし、エンドユーザーのパフォーマンスの問題やPeopleSoftアプリケーションの問題を検出します。アプリケーション管理者は、クリティカルなパッケージ・アプリケーションに主要業績評価指標(KPI)およびレポート・ビューを設定し、使用状況を完全に把握したり、KPIイベントが発生した場合に自動的にアラートを受けたりできます。

第7章「エンド・ユーザーの監視」に記述されているOracle Real User Experience Insightの機能はすべて、Application Management Suite for PeopleSoftライセンスを必要とします。ただし、Real User Experience Insightの制限付きライセンスでは、PeopleSoft Internet Architectureを使用して開発されたPeopleSoftアプリケーションを監視する場合のみ、RUEIを使用できます。Real User Experience Insightを使用してその他のアプリケーションを監視するユーザーは、製品のフルユース・ライセンスを取得する必要があります。

機能

	
PeopleSoftアプリケーションに対するリアルユーザー監視ソリューションがあらかじめ用意されています。


	
あらかじめ用意されているエラー・メッセージの翻訳とレポートをユーザーのウィンドウに表示します。


	
アプリケーション管理者がクリティカルなパッケージ・アプリケーションにKPIを設定できるようにします。


	
リアルユーザー・ビジネス・トランザクションの特定と監視を可能にします。








8.6.3 Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseのライセンスが必要なリンクへのアクセス

この項では、Enterprise Managerに含まれるリンクのうち、Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseのライセンスが必要となるリンクについて説明します。


	ライセンスが必要なページ/リンク	アクセス方法
	「すべてのPeopleSoftターゲット」ページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。この「すべてのPeopleSoftターゲット」ページは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	PeopleSoftターゲットのホームページ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「すべてのPeopleSoftターゲット」ページで、「名前」列からPeopleSoftターゲットを選択します。
PeopleSoftターゲットのホームページで使用できる、またはこのページからリンクされたリンク、レポートおよび機能はすべて、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。


	監視
	
チャート


	
すべてのメトリック


	
メトリックと収集設定


	
メトリック収集エラー


	
ステータス履歴


	
インシデント・マネージャ


	
アラート履歴


	
ブラックアウト




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「監視」を選択します。ここにリストされたすべてのサブメニュー項目は、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	ブラックアウトの作成/終了	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「制御」を選択し、次を選択します。
	
「ブラックアウトの作成」。ブラックアウトの作成ウィザードは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。


	
「ブラックアウトの終了」。ブラックアウトの終了機能は、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。





	ジョブ・アクティビティ	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「ジョブ・アクティビティ」を選択します。「ジョブ・アクティビティ」ページにあるすべての機能、リンクおよびレポートは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	メンバー
	
すべて表示


	
トポロジ


	
ダッシュボード


	
操作


	
履歴




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「メンバー」を選択します。ここにリストされたすべてのサブメニュー項目は、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	Configuration
	
最新収集


	
トポロジ


	
検索


	
比較


	
比較ジョブ・アクティビティ


	
履歴


	
保存


	
保存




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「構成」を選択します。ここにリストされたすべてのサブメニュー項目は、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	コンプライアンス
	
結果


	
標準アソシエーション


	
リアルタイム監視




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「コンプライアンス」を選択します。ここにリストされたすべてのサブメニュー項目は、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	ターゲット設定
	
監視構成


	
管理者アクセス


	
ターゲットの削除


	
グループに追加


	
プロパティ




	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「ターゲット設定」を選択します。ここにリストされたすべてのサブメニュー項目は、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
	ターゲット情報	「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「ターゲット情報」を選択します。「ターゲット情報」ポップアップは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。









8.6.4 Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseでのサービス・レベル管理のサポート

Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスには、Service Level Management for PeopleSoft Enterpriseに関連付けられた機能も含まれています。これらのSLM機能は、PeopleSoft Enterpriseアプリケーションとともに使用され、かつCPUがライセンスを受けている場合にのみ使用を許可されます。PeopleSoft Enterpriseに適用する拡張機能からは使用できません。カスタム・フォーム、JSP、Java/J2EEコード、およびBPELを使用した統合は拡張機能に該当します。ただしこれらがすべてではありません。

SLMは、包括的なモニタリング・ソリューションであり、IT組織がビジネス・サービスにおいて高可用性と高パフォーマンスを確保し、最適化されたサービス・レベルを実現するために役立ちます。SLMは、エンドユーザー・ビジネス機能、アプリケーション、インフラストラクチャ・コンポーネントなどの各サービスについて、可用性とパフォーマンスをアクティブに監視し、それらをレポートします。リモート・ユーザーの場所(ビーコン)から実行されるサービス・テストや統合トランザクションを使用することにより、エンドユーザーの観点からサービスを監視したり、基礎となるITインフラストラクチャとの相関関係を監視できます。また、SLMでは、サービスの問題や障害がビジネスに対してどのような影響を与えるかを評価したり、サービス・レベルの目標が満たされているかどうかを確認することもできます。

詳細は、第7章の「Enterprise Manager Cloud Control Service Level Management」を参照してください。


8.6.4.1 ライセンスが必要なコマンドライン・インタフェース(CLI)動詞

次のEnterprise Manager CLIには、使用するのにApplication Management Suite for PeopleSoftのサービス・レベル管理機能のライセンスが必要です。

	
emcli apply_template_tests


	
emcli create_service


	
emcli add_target










8.6.5 Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseでの構成管理のサポート

構成管理機能は、ホストのソフトウェアとハードウェアの構成やデプロイメントを管理するという、時間がかかるうえにエラーも発生しやすい構成プロセスを自動化します。Application Management Suite for PeopleSoft Enterpriseのライセンスに含まれる構成管理機能の具体的な機能としては、全システムに対する検索と比較、構成監視、ポリシー管理とコンプライアンス・サポート、セキュリティ構成スコアリングとダッシュボード、およびPeopleSoft固有のソフトウェア・コンポーネントを対象とした総合レポートなどがあります。レポートの対象コンポーネントは次のとおりです。

	
PeopleSoftシステム


	
PSアプリケーション・サーバー・データベース


	
PSアプリケーション・サーバー・ドメイン


	
PSプロセス・モニター


	
PSプロセス・スケジューラ・ドメイン


	
PS検索サーバー・ドメイン


	
PS Webサイト


	
PS PIA




Application Management Suite for PeopleSoftの構成管理機能を使用して実行できることをまとめると次のようになります。

	
構成の表示と分析


	
デプロイおよびインストール環境の表示と分析


	
構成の検索


	
構成の比較


	
ポリシーの管理(ポリシー通知など)


	
構成レポートの提供


	
構成データを格納または公開するリポジトリ表(ビュー)の提供





8.6.5.1 ライセンスが必要なレポート

次のレポートは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。「レポート」ページを表示するには、「エンタープライズ・サマリー」ホームページで、「ターゲット」メニュー、「PeopleSoft」の順にクリックします。「すべてのPeopleSoftターゲット」ページで、「名前」列からPeopleSoftターゲットを選択します。「PeopleSoft」のターゲット・メニューで、「情報パブリッシャ・レポート」を選択します。

	
「機能およびLicense Packの使用状況」の下の「License Packの使用状況」


	
監視レポート

	
集約ターゲット


	
アラート


	
可用性履歴


	
可用性メトリック・レポート











8.6.5.2 ライセンスが必要なリポジトリ・ビュー

次のリポジトリ・ビューを使用するには、Application Management Suite for PeopleSoftの構成管理機能のライセンスが必要です。


	ポリシー定義ビュー	ポリシー関連付けビュー
	

mgmt$policies
mgmt$policy_parameters
mgmt$policy_violation_ctxt
mgmt$policy_viol_annotations
mgmt$policy_viol_notif_log

	

mgmt$target_policies
mgmt$target_policy_settings
mgmt$target_policy_eval_sum
mgmt$target_compliance_score









	ポリシー違反ビュー	構成ビュー
	

mgmt$policy_violation_current
mgmt$policy_violation_history
mgmt$policy_violation_context

	

mgmt$db_tablespaces
mgmt$db_datafiles
mgmt$db_controlfiles









	Oracleホーム・パッチ適用
	

MGMT$CPF_ADVISORY_INFO
MGMT$CPF_HOMES_INFO
MGMT$CPF_PATCH_INFO
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM
MGMT$HOMES_AFFECTED

	

MGMT$PATCH_ADVISORIES
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET
MGMT$APPLIED_PATCHES
MGMT$APPLIED_PATCHSETS









	Linuxパッチ適用
	

MGMT$HOSTPATCH_HOSTS
MGMT$HOSTPATCH_GROUPS
MGMT$HOSTPATCH_GRP_COMPL_HIST
MGMT$HOSTPATCH_HOST_COMPL









	セキュリティ・ビュー
	

MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT

	

MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT









	クライアント構成ビュー
	

MGMT$CSA_COLLECTIONS
MGMT$CSA_FAILED
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS
MGMT$CSA_HOST_SW
MGMT$CSA_HOST_COOKIES
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM
MGMT$CSA_HOST_RULES
MGMT$CSA_HOST_CPUS
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS
MGMT$CSA_HOST_NICS
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY1
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY2
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY3
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY4

	

MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY5
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY_KEY6
MGMT$HW_NIC
MGMT$OS_COMPONENTS
MGMT$OS_FS_MOUNT
MGMT$OS_HW_SUMMARY
MGMT$OS_PATCHES
MGMT$OS_SUMMARY
MGMT$SOFTWARE_COMP_PATCHSET
MGMT$SOFTWARE_COMPONENT_ONEOFF
MGMT$SOFTWARE_COMPONENTS
MGMT$SOFTWARE_DEPENDENCIES
MGMT$SOFTWARE_HOMES
MGMT$SOFTWARE_ONEOFF_PATCHES
MGMT$SOFTWARE_OTHERS
MGMT$SOFTWARE_PATCHES_IN_HOMES
MGMT$SOFTWARE_PATCHSETS













8.6.6 ライセンスが必要なJavaベースのPeopleSoftコンポーネント

PeopleSoft PIAベースのアプリケーションを実行するJavaベースのPeopleSoftサーバーに対しては、次に示すページのみを使用できます。ユーザーは、Oracle Middleware Management Packのフルユース・ライセンスを入手する必要があります。

	
Oracle JVM診断のすべてのページは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。


	
WebLogic Serverのすべてのページは、Application Management Suite for PeopleSoftのライセンスを必要とします。
















9 クラウド管理


この章では、Enterprise Managerによって提供されるクラウド管理パックについて説明します。次のパックが含まれています。

	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Database


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middleware


	
Oracle Cloud Management Pack for Testing




ライセンスが定義されている既存のターゲットにはあらかじめクラウド・ライセンスが付与され、新しいターゲットが検出されるたびにパックのライセンスが自動的に付与されます。「設定」、「Management Pack」、「Management Packのアクセス権」の順にクリックして、ライセンスのアクセス情報を確認します。



9.1 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Database

Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseでは、データベース・クラウドを設定し、Database as a Serviceモデルを操作できます。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの機能


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの前提条件


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なRESTful API


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なEMCLI動詞


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なビューと表


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なチャージバック・レポート






9.1.1 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの機能

このパックは、次のような機能を備えています。


	機能	定義
	即時利用可能なセルフサービス・ポータルおよびデータベース・テクニカル・サービス・カタログ	コンシューマのロールに基づく一連の事前承認済テンプレートを提供します。
	セルフサービス・データベース・プロビジョニング	物理インフラストラクチャ、仮想インフラストラクチャおよびEngineered Systemインフラストラクチャのサポートを提供します。
	包括的なデプロイメント・モデル	共有サーバー(VMベース)、共有クラスタ、共有データベース(Schema-as-a-Service)およびPluggable Database-as-a-Service (PDBaaS)のデプロイメント・モデルをサポートします。
	仮想アセンブリ・プロビジョニング	データベースVMアセンブリのプロビジョニング(OVA形式のファイルはアセンブリとみなされます)。たとえば、3つの仮想マシン(VM) (WebLogic Server管理対象サーバー x 2、データベース x 1)からなるアセンブリ・トポロジの場合は、両方のパックでそれぞれの層に対応する必要があります。スケジュールおよびパフォーマンス・ベースのリソース管理ポリシー。
	スナップ・クローン	Oracle Databaseを高速かつストレージに依存しない、ストレージ効率のよい方法でクローニングする方法を提供します。この機能は、Oracle Databaseバージョン10gから12c (プラガブル・データベースを含む)をサポートします。Exadataスパース・クローン、CloneDB、およびマルチテナントのACFSスナップショット・ベースのシン・クローニングに対するEnterprise Managerサポートは、スナップ・クローン機能に含まれています。
	フル・クローンのデータ・リフレッシュ	新しいRMANバックアップおよびRMAN複製を使用して、フル・クローンに含まれるデータを本番環境の最新データでリフレッシュできます。この機能により、DBAの時間と労力を大幅に削減できます。
注意: 新しいフル・クローンを作成する機能はDatabase Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要としますが、追加のリフレッシュ機能はCloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスを必要とします。


	管理フロー(セルフサービス以外)	ソース・データベースのスナップ・クローンを作成します。これには名前および構成パラメータを保持してデータベースをリフレッシュする機能を含みます。
	フリート・メンテナンス	クラウド・プールのデータベース・サービス・インスタンスに対し、最小限の停止時間のパッチ適用およびアップグレードを提供します。この機能により、データベース資産のソフトウェア汚染を削減できます。
	ガバナンス	割当てとリタイア・ポリシーによるロールベースのアクセス制御およびリソース制御。
	測定およびチャージバック	固定費、使用率メトリックおよびデータベースの構成パラメータに基づいたサポートを提供します。
	プログラムによるアクセス	REST APIおよびEMCLIを介したセルフサービス・ポータルへのアクセスを提供します。
	Database-as-a-Service (DBaaS) Rapid Start Kit	Enterprise Manager Cloud Control 12cの迅速な設定および構成が可能。
	ブループリント	クラウドREST APIを使用するクラウド操作のブループリント主導型の統合。









9.1.2 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの前提条件

Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseを使用する場合は、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseが必要です。





9.1.3 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なリンクへのアクセス

データベースのホームページで、「データベース」ターゲット・メニューをクリックし、「プロビジョニング」、「クローンおよびリフレッシュ」の順に選択します。このページには、次のアクションが含まれています。

	
CloneDBデータベースの作成


	
スナップ・クローン・データベースの作成


	
テスト・マスターとして昇格


	
テスト・マスターから削除


	
リフレッシュ




「エンタープライズ・サマリー」ホームページを使用するには、次のライセンス・ページとこのパックのリンクを必要とします。

	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「Oracle VMインフラストラクチャ・ホーム」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「Oracle VMインフラストラクチャ・リクエスト・ダッシュボード」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「ポリシー」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「クラウド・ホーム」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「セルフ・サービス・ポータル」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「チャージバック」を選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順に選択します。「データベースのプロビジョニング」ページの左側にあるメニュー・ペインの「関連リンク」セクションで、「プラガブル・データベースのプロビジョニング」をクリックします。次に、「PDB操作」セクションから、「新規プラガブル・データベースの作成」を選択します。「起動」をクリックし、「プラガブル・データベースの作成オプション」から「既存のPDBのクローニング」>「スナップ・クローン」を選択します。


	
マルチテナント・コンテナ・データベースのホームページで、「Oracleデータベース」メニューから「プロビジョニング」、「プラガブル・データベースのプロビジョニング」の順に選択します。次に、「PDB操作」セクションから、「新規プラガブル・データベースの作成」を選択します。「起動」をクリックし、「プラガブル・データベースの作成オプション」から「既存のPDBのクローニング」>「スナップ・クローン」を選択します。


	
「設定」メニューをクリックします。「クラウド」、「インフラストラクチャ」の順に選択します。


	
「設定」メニューをクリックします。「クラウド」、「データベース」の順に選択します。


	
「設定」メニューをクリックします。「プロビジョニングとパッチ適用」、「ストレージ登録」の順に選択します。








9.1.4 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なRESTful API

次のRESTful APIは、ライセンスを必要とします。


	API	説明
	アセンブリ操作	リソース・アセンブリ・テンプレートおよびアセンブリ・インスタンス用のPOST/GET/PUT/DELETE URI空間での/em/cloud/iaas。
	データベース操作およびスキーマ操作	POST/GET/PUT/DELETE URI空間での/em/cloud/dbaas/。
	DBaaS設定操作	POST/GET/PUT/DELETE URI空間での/em/websvcs/restful/extws/cloudservices/admin/cfw/v1。









9.1.5 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なEMCLI動詞

次のEMCLI動詞は、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。


	

add_pool_members
cancel_cloud_service_requests 
create_charge_item
create_dbaas_quota
create_pool
create_service_template
db_cloud_maintenance
db_software_maintenance
delete_charge_item
delete_cloud_service_instances
delete_cloud_user_objects
delete_dbaas_quota
delete_pool
delete_service_template
get_cloud_service_requests
get_cloud_user_objects
get_cloud_service_instances
get_dbaas_quota

	

get_dbaas_request_settings
get_metering_data
get_pool_capacity_data
get_pool_capacity_summary_data
get_pool_detail
get_service_template
get_pool_constraints
get_pool_criteria
get_pool_instance_data
get_pool_target_type
get_pools
list_charge_item_candidates
refresh_database
remove_pool_members
update_dbaas_request_settings
update_dbaas_quota
update_pool











9.1.6 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なビューと表

リポジトリ・スキーマ内の次のオブジェクトは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
EMCT_CBAで始まる表。


	
EMCT$CBAで始まるビュー。


	
次のビューがあります。


GP_EMCT_CBA_TARGET_CHARGE
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_HOURLY
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_DAILY








9.1.7 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要なチャージバック・レポート

次のBI Publisherレポートは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。また、次のレポートを参照し、BI Publisherのcreate-like機能を使用して作成されたレポートには、このライセンスが適用されます。

	
チャージ傾向レポート


	
チャージ・サマリー・レポート


	
使用状況の傾向レポート


	
使用状況サマリー・レポート










9.2 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middleware

Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareでは、ミドルウェア・クラウドを設定し、Middleware as a Service (またはPlatform as a Service)モデルを操作できます。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middlewareの機能


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareの前提条件


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なリンクへのアクセス


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なAPI


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なビューと表


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なEMCLI動詞


	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なチャージバック・レポート






9.2.1 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middlewareの機能

このパックは、次のような機能を備えています。


	機能	定義
	セルフサービス・プロビジョニング	物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャの両方におけるWebLogicベースJavaサービスのセルフサービス・プロビジョニング・サポートを提供します。
	サービスの作成およびサービスの削除。	事前および事後スクリプトのサポートを提供します。
	SOA as a Service	物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャの両方におけるSOAベースのサービスのサポートを提供します。
	アーティファクトを使用したSOAクローニング	アーティファクトを使用したSOA環境のクローニングのサポートを提供します。
	アーティファクトを使用したWebCenterクローニング	アーティファクトを使用したWebCenter環境のクローニングのサポートを提供します。
	オプションのロード・バランサ	Oracle Traffic Director、Oracle HTTP Serverおよびサード・パーティ・ロード・バランサのサポートを提供します。
	拡張度	スケジュール・ベースおよびパフォーマンス・ベースのリソース管理ポリシーに基づいた自動リソース管理を提供します。
	測定およびチャージバック	固定費、使用率メトリックおよびWebLogic Serverの構成パラメータに基づいたサポートを提供します。
	仮想アセンブリ・プロビジョニング	データベースVMアセンブリのプロビジョニング(OVA形式のファイルはアセンブリとみなされます)。たとえば、3つのVM (WebLogic Server管理対象サーバー x 2、データベース x 1)からなるアセンブリ・トポロジの場合は、両方のクラウド管理パックでそれぞれの層に対応する必要があります。
	ガバナンス	割当てとリタイア・ポリシーによるロールベースのアクセス制御およびリソース制御。
	プログラムによるアクセス	REST APIおよびEMCLIを介したセルフサービス・ポータルへのアクセスを提供します。
	ブループリント	クラウドREST APIを使用するクラウド操作のブループリント主導型の統合。









9.2.2 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareの前提条件

Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareを使用するには、次のいずれかが必要です。

	
WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition (WebLogicベースのアプリケーションのデプロイ用)。


	
SOA Management Pack Enterprise Edition (SOAのデプロイ用)。








9.2.3 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なリンクへのアクセス

「エンタープライズ・サマリー」ホームページを使用するには、次のライセンス・ページとこのパックのリンクを必要とします。

	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「インフラストラクチャ・ホーム」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「インフラストラクチャ・リクエスト・ダッシュボード」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「インフラストラクチャ・ポリシー」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「ミドルウェアおよびデータベース・ホーム」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「ミドルウェアおよびデータベース・リクエスト・ダッシュボード」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「セルフ・サービス・ポータル」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「サービス・インスタンス」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「チャージバック」を選択します。


	
「設定」メニューをクリックします。「クラウド」、「インフラストラクチャ」の順に選択します。


	
「設定」メニューをクリックします。「クラウド」、「ミドルウェア」の順に選択します。








9.2.4 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なAPI

次のAPIは、ライセンスを必要とします。


	API	説明
	アセンブリ操作	リソース・アセンブリ・テンプレートおよびアセンブリ・インスタンス用の/em/cloud/iaas/ URI空間でのPOST/GET/PUT/DELETE。
	Java PaaS操作	/em/cloud/jaas/ URI空間でのPOST/GET/PUT/DELETE。
	MWaaS設定操作	次の場所でのPOST/GET/PUT/DELETE:
	
/em/websvcs/restful/extws/cloudservices/admin/cfw/v1 URI空間。


	
/em/websvcs/restful/extws/cloudservices/admin/mwaas/v1 URI空間。


	
/em/websvcs/restful/extws/cloudservices/ssa/mwaas/v1 URI空間。





	MWaaSユーザー操作	/em/websvcs/restful/extws/cloudservices/ssa/mwaas/v1 URI空間でのPOST/GET/PUT/DELETE。









9.2.5 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なビューと表

リポジトリ・スキーマ内の次のオブジェクトは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middlewareのライセンスが必要です。

	
EMCT_CBAで始まる表。


	
EMCT$CBAで始まるビュー。


	
次のビューがあります。


GP_EMCT_CBA_TARGET_CHARGE
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_HOURLY
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_DAILY








9.2.6 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なEMCLI動詞

次のEMCLI動詞は、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middlewareのライセンスが必要です。これらの動詞は、ミドルウェアpool.get_pool_target_typeで動作します。


	

add_pool_members
create_charge_item
create_pool
create_service_template
delete_charge_item
delete_pool
delete_service_template
get_metering_data
get_pool_instance_data
get_pool_capacity_data

	

get_pool_capacity_summary_data
get_pool_constraints
get_pool_criteria
get_pool_detail
get_pools
get_service_template
list_charge_item_candidates
remove_pool_members
update_pool











9.2.7 Oracle Cloud Management Pack for Oracle Fusion Middlewareのライセンスが必要なチャージバック・レポート

次のBI Publisherレポートは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Middlewareのライセンスが必要です。また、次のレポートを参照し、BI Publisherのcreate-like機能を使用して作成されたレポートには、このライセンスが適用されます。

	
チャージ傾向レポート


	
チャージ・サマリー・レポート


	
使用状況の傾向レポート


	
使用状況サマリー・レポート










9.3 Oracle Cloud Management Pack for Testing

Oracle Cloud Management Pack for Testingでは、ソフトウェアのテスト・サービスを提供する、各企業独自のテスト・クラウドを設定できます。次の各項で、Enterprise Managerによって提供されるこの管理パックについて説明します。

	
Oracle Cloud Management Pack for Testingの機能


	
Oracle Cloud Management Pack for Testingのライセンスが必要なリンクへのアクセス






9.3.1 Oracle Cloud Management Pack for Testingの機能

Oracle Cloud Management Pack for Testingで提供される機能には、次が含まれます。

	
クラウド・インフラストラクチャ(仮想および物理)を提供するための設定。


	
Oracle VMインフラストラクチャでのセルフサービス・アセンブリ・プロビジョニング。


	
セルフサービス・テスト環境およびテスト・ドライバ・プロビジョニング。


	
テスト・スクリプトの実行。


	
割当てとリタイア・ポリシーによるリソース制御。


	
消費される計算リソースのフレキシブルなリソース計測およびチャージバック。







	
注意:

Oracle Cloud Management Pack for Testingで使用する独自のテスト・ツールを定義できます。Oracle Load Testing、Oracle Functional Testing、Oracle Functional Testing Suite for Oracle ApplicationsおよびOracle Load Testing Suite for Oracle Applicationsを選択する場合、別個のライセンスが必要です。











9.3.2 Oracle Cloud Management Pack for Testingのライセンスが必要なリンクへのアクセス

「エンタープライズ・サマリー」ホームページを使用するには、次のライセンス・ページとこのパックのリンクを必要とします。

	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「テスト・ホーム」の順に選択します。


	
「Enterprise」メニューをクリックします。「クラウド」、「セルフ・サービス・ポータル」の順に選択します。「マイ・テスト」オプション、「マイ・テスト」タブの順に選択します。


	
「設定」メニューをクリックします。「クラウド」、「テスト」の順に選択します。
















10 Enterprise Managerの基本機能


この章では、Oracle Enterprise Managerの基本機能に含まれる機能について説明します。

	
フレームワークの基本機能


	
データベース管理の基本機能


	
ミドルウェア管理の基本機能


	
Engineered System管理の基本機能


	
サーバー、ストレージおよび仮想化の管理機能




Enterprise Manager Cloud Control 12cの基本インストールには、なんらかのOracleソフトウェア・ライセンスの購入やサポート契約があれば無償となる機能がいくつか含まれています。

このリリースのOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cでは、ライセンスの内容がいくつか変更されています。ライセンス・パックを必要としていた機能の一部は、基本機能に含まれるようになりました。



10.1 フレームワークの基本機能

次の項目は、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cのフレームワーク機能に含まれています。


	機能	説明
	エージェント管理	Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cからエージェント構成の起動、停止、再起動および変更を行います。エージェントのホームページからエージェントの状態を表示します。
	エージェントのプロビジョニングおよびパッチ適用	エージェント・ソフトウェアのデプロイとターゲット・サーバーへのパッチ適用を自動化します。
	エージェントベースのターゲットの検出	エージェントのデプロイによって、ホストで実行されているターゲットを自動的に検出します。
	アラートおよびメトリックしきい値管理(通知以外)	メトリックのしきい値の構成とアラート(サーバーによる生成またはしきい値違反に基づいた生成)の表示を行います。1つ以上のパックのライセンスを必要とする通知は除きます。
	自動検出	ネットワーク上のホストを検出し、Enterprise Managerによる管理を促進します。
	Enterprise Manager自己管理と監視	管理サービスとリポジトリおよび管理サービス・ターゲット・ページとレポートを表示します。Enterprise Managerトポロジを表示します。
	Enterprise Managerサポート・ワークベンチ	チェッカ・セントラル診断チェックにアクセスします。EMDiagキットを実行します。問題の情報をパッケージ化し、Oracleサポートに送信します。
	グループおよびシステムの管理	管理者は複数のターゲットをまとめて管理できます。
	情報パブリッシャとレポート	Enterprise Managerに組み込まれているレポーティング・ソリューションまたはBI Publisherでレポートを作成し、管理します。Enterprise Managerのレポートの中には、パックのライセンスが必要なものもあります。
	ジョブ・システムと修正処理	ルーチン(多くの場合、繰返し)タスクを自動化します。メトリック・アラートへの自動レスポンスを可能にします。
	監視およびインシデント管理	ターゲットを個々に、あるいはグループまたはシステムでまとめて監視する機能を管理者に提供します。ターゲットに関連付けられているイベントから生成されたインシデントを表示および管理します。
	My Oracle Supportの統合	Enterprise Managerユーザー・インタフェース内でMy Oracle Supportにシームレスにアクセスできます。Enterprise Managerユーザー・インタフェースから移動することなく、サービス・リクエストを管理し、ナレッジ・ベースの記事を確認します。
	自己更新(プラグインの機能はパックのライセンスが必要な場合があります)	Oracle Technology Network (OTN)またはMy Oracle Support (MOS)から入手できる新しいバージョンのソフトウェアに基づいて、新機能または修正でEnterprise Managerを更新します。
	Extensibility Development Kit (EDK)	Enterprise Managerの機能を拡張して新しいタイプのターゲットを監視および管理する新しいプラグインを作成できる、ツール、ユーティリティ、サンプル・コード、ドキュメントのコレクションです。
	ソフトウェア・ライブラリ(ライセンスの必要なソフトウェアを除く)	ソフトウェア・パッチ、仮想アプライアンス・イメージ、参照ゴールド・イメージ、アプリケーション・ソフトウェアおよび関連するディレクティブのスクリプトなどのソフトウェア・エンティティを管理します。ライセンスを必要とするパックに含まれているソフトウェア・エンティティは除きます。
	ユーザー、ロールおよび資格証明の管理	Enterprise Managerユーザー・アクセス、ユーザーに関連付けられているロールおよびユーザーによってターゲットのアクセスに使用される資格証明を管理します。
	vCPUの使用状況追跡	サポートされているOracle Engineered Systemsで、Oracle製品のvCPU使用量を追跡およびレポートします。









10.2 データベース管理の基本機能

Standard EditionおよびEnterprise Editionデータベースのユーザーは、フレームワークの基本機能とデータベース管理の基本機能を利用できます。次の項目は、Enterprise Manager Cloud Control 12cのデータベース管理の基本機能に含まれています。


	機能	説明
	アドバイザ・セントラル	セグメント・アドバイザ、メモリー・アドバイザなど、様々なデータベース管理タスクに対するアドバイザ操作を開始します。アドバイザの中には、パックのライセンスが必要なものもあります。
	データの移動	ストリーム、レプリケーション、データ・ポンプなどの機能を使用して、データベース間のデータの移動を構成および管理します。
	エラー管理	データベース・アラート・ログにレポートされているエラー履歴を表示します。サポート・ワークベンチを使用して、レポートされているクリティカルなエラーを管理および診断します。My Oracle Supportでのレポート用にエラーと関連トレース・ファイルをインシデントにパッケージ化します。
	Grid Infrastructure管理	自動ストレージ管理(ASM)、クラスタウェア(Cluster Ready Services(CRS)を含む)など、Oracle Grid Infrastructureのすべてのコンポーネントを管理します。
	高可用性	データベース・バックアップの構成と管理、リカバリ処理の開始、フラッシュバックの構成を行います。スタンバイ・データベースを表示および構成します。最大可用性アーキテクチャに対する高可用性構成を分析します。
	非構造化データの管理	OLAPなどの多次元データ、XMLなどの半構造化データおよびテキストなどの構造化されていないデータを管理します。
	オブジェクト、プログラムおよび初期化パラメータの管理	表、索引、ビュー、マテリアライズド・ビューなどのデータベース・オブジェクトを管理します。トリガー、プロシージャ、ファンクションなどのPL/SQLやJavaベースのデータベース・プログラムを管理します。データベース初期化パラメータの表示および管理を行います。
	オプティマイザ管理	オプティマイザ統計とSQL計画を管理します。SQL計画管理の機能の中にはパックのライセンスが必要なものもあります。
	パッチ推奨	My Oracle Supportのクリティカル・パッチを推奨します。
	プラガブル・データベース(PDB)の作成、接続、切断	シードからPDBを作成し、切断されたPDBからPDBを接続し、PDBを切断します(カスタマイズしていないデプロイメント・プロシージャを使用した単一のターゲットの操作のみ)。
	リソース管理	データベース内でリソース・プランを定義し、コンシューマ・グループに割り当てることで、オペレーティング・システム・リソースを管理します。
	スケジューラ・セントラル	自動メンテナンス・タスクなどのOracle DatabaseやOracle Enterprise Managerで保守される自動化ジョブを管理します。
	セキュリティ	データベース・ユーザー、ロール、プロファイルを管理し、仮想プライベート・データベース(VPN)ポリシーを構成します。一部のデータベース・セキュリティ・ページには、Database Vault、Database Firewall and Audit Vaultなどの対応するデータベース・セキュリティ・オプションのライセンスが必要です。
	SQLの実行	SQL実行履歴を表示したり、SQLの実行やSQLワークシートを使用して非定型SQLを実行します。
	領域とUNDOの管理	制御ファイル、表領域、データファイル、ログ・ファイル、自動UNDO管理を管理します。
	サポート・ワークベンチ	自動診断リポジトリで取得したクリティカルなエラーを表示したり、エラーからインシデントを作成してMy Oracle Supportにレポートします。
	アップグレード・プランナ	My Oracle Supportのアップグレード・プランナ。
	ワークスペース管理	ワークスペースを定義して構成し、異なるバージョンの表の行の値を異なるワークスペースで管理します。









10.3 ミドルウェア管理の基本機能

次の項目は、Enterprise Manager Cloud Control 12cミドルウェア管理に含まれています。




	
注意:

ターゲットのホームページ自体のみ、ライセンスが不要です。履歴メトリックを参照するメトリック・リンクを含めたすべてのリンクは、対応するミドルウェア管理に含まれており、ライセンスが必要です。








	機能	説明
	Oracle Fusion Middlewareファーム/WebLogicドメインの検出	Oracle WebLogicドメインおよびOracle Fusion Middlewareファームを検出(ドメインにデプロイされているFusion Middlewareコンポーネントの検出も含む)できます。
	管理コンソールへのドリルダウン	Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソール、Oracle GlassFish Server管理コンソール、Oracle WebLogic Server管理コンソールなどの管理コンソールの起動やアクセスのためのリンクを提供します。
	Fusion Middlewareターゲットのホームページ
(JVMおよびJVMプール・ターゲットのホームページは除きます。これらの2つのホームページは管理パックに含まれており、ライセンスが必要です。)

	次のターゲット・タイプを含む(これらに限るわけではない)ターゲットのホームページを表示します。
	
WebLogicドメイン


	
Fusion Middlewareファーム


	
WebLogicクラスタとWebLogic Server


	
アプリケーション・デプロイメントとクラスタ化アプリケーション・デプロイメント


	
WebCenter


	
Oracle Service Busターゲット


	
SOAインフラストラクチャとコンポジット・ターゲット





	プロセス制御	Oracle Fusion Middleware関連コンポーネントを起動、停止、再起動する機能。
	Oracle Fusion Middlewareファーム/WebLogicドメインのリフレッシュまたは再検出	手動で、あるいは事前に定義されたジョブを使用して自動的にOracle Fusion Middlewareファーム/WebLogicドメインをリフレッシュまたは再検出します。
	サポート・ワークベンチ	WebLogic ServerおよびSOAインフラストラクチャ・コンポーネントでクリティカルなエラーが発生した際に診断データを自動収集します。データは短時間で簡単にパッケージ化してOracleサポートに送信でき、問題の解決時間を短縮できます。
	WLSTスクリプト・ジョブ	Cloud ControlコンソールからのWLSTコマンドの実行をスケジュールおよび追跡します。









10.4 Engineered System管理の基本機能

Engineered Systemsには、ExadataおよびExalogicシステムが含まれています。

	
Exadataの管理機能


	
Exalogicの管理機能






10.4.1 Exadataの管理機能

次の各ページは、Enterprise Manager Cloud Control 12c Exadata管理に含まれています。


	ページ	ページ機能
	構成図	
	データベース・マシン構成図
	
物理コンポーネント


	
物理的な配置


	
セルの温度


	
各コンポーネントの物理的な配置を「編集」によって変更


	
各コンポーネントのステータス・サマリー


	
アラートのリスト





	トポロジ・ビューア	
	DBマシン・ソフトウェア・トポロジ
	
システム・メンバー


	
インフィニバンド・スイッチ





	Exadataグリッド	
	概要 – 「ターゲット・ステータス」、「セルの状態」、「リリース・バージョン」および「IORMステータス」
	
容量 – ASMに割り当てられたディスク容量、ASMディスクグループのサマリーおよびセル・インシデント




注意: 次の領域を使用するには、Oracle Diagnostics Packのライセンスが必要です。

	
データベースごとのワークロードの分散


	
セル・レベルのパフォーマンス・グラフ – 「I/O」、「CPU」、「ネットワーク」、「レスポンス時間」





	「IBネットワーク」ページ	概要 – ステータス、スイッチ、ファームウェア・バージョン、ポート・ステータスを示す構成図、ノード・ステータス、アラートのリスト、インシデント。
注意: 次の領域を使用するには、Oracle Diagnostics Packのライセンスが必要です。

	
スループット詳細





	ILOM、KVM、Cisco Switch、PDU	「サマリー」、「ジョブ・アクティビティ」、アラートのリスト









10.4.2 Exalogicの管理機能

次の項目は、Enterprise Manager Cloud Control 12c Exalogic管理に含まれています。


	機能	説明
	基本的な監視	
	コンポーネントの配置 – 構成図ビュー、温度、ハードウェアの稼働および停止ステータス
	
ソフトウェアの「ダッシュボード」ページ


	
Exalogicのナビゲーション・ツリーにおける「仮想化」ページ


	
「記憶域」ページ


	
システムおよびコンポーネントのトポロジ・ビュー


	
Exalogicの「IBファブリック」ページ
















10.5 サーバー、ストレージおよび仮想化の管理機能

次の項目は、Enterprise Manager Cloud Control 12cサーバーと仮想化管理に含まれています。


	機能	説明
	管理	ホストのリモート管理機能を提供します。
	チャージバック	ゲスト仮想マシン(VM)およびホストの測定とチャージバック。
注意: Oracle Cloud Management Pack for Oracle DatabaseまたはOracle Cloud Management Pack for Oracle Middlewareのライセンスを購入していない場合は、VMゲストおよびホストのチャージバック・ターゲットへのアクセス権を取得するために、Enterprise Managerリポジトリ・データベースに対し、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseへのアクセス権を付与する必要があります。


	構成管理	ハードウェアおよびソフトウェアの構成データを収集します。
	統合プランナ	Cloud Controlが収集したデータを活用し、業務上および技術的な制約の観点から、最適なサーバー統合シナリオを決定します。
	制御/サービス・ドメイン	Oracle VM Server for SPARCの制御またはサービス・ドメイン属性を構成し、リソース消費を監視します。VMの作成後に対するvdiskの割当てを操作します。
	動的なリソース割当て	Oracle Solaris ContainerおよびOracle VM Server for SPARCテクノロジを利用して、割当て済のリソースをリアルタイムで変更できます。
	動的トポロジ	サービス・プロセッサ、ハイパーバイザ、グローバル・ゾーン、制御ドメインおよび仮想マシン間の子対親の関係を保持します。
	ゲストVM/Linux OSパッチ適用	ホストの自動パッチ適用およびUnbreakable Linux Network (ULN)との統合を実行します。
	履歴傾向	相互的なOracle Solaris Zonesの作業負荷傾向の履歴を中央グラフで表示します。
	ホストの監視と管理	Cloud Controlコンポーネント・サービス(ジョブ、通知など)を監視します。
	ハイパーバイザ/OSプロビジョニング	Oracle VM Server for SPARC制御ドメイン構成を作成するためのデフォルトのテンプレートを提供します。ファームウェアに組み込まれたハイパーバイザ・コンポーネントと、前述のベアメタルOSレイヤーとの間の互換性を保障します。
	イメージ・ライブラリ管理	ISOおよびOracle Solaris Flash Archive (FLAR)のイメージを保持し、物理および仮想プロビジョニングの両方に対応します。
	インフラストラクチャ管理	「インフラストラクチャ・クラウド」メニューから、「ホーム」、「セルフ・サービス」、「リクエスト・ダッシュボード」の各ページに簡単にアクセスできます。
	Linux管理	Linuxサーバーの包括的なライフサイクル管理のためのコスト効果の高い統合ソリューションを提供します。
	メトリック拡張	新しいメトリックを作成して、ユーザー環境に固有の状況を監視します。
注意: メトリック拡張は、ホスト・ターゲットにのみ無償で使用できますが、その他のターゲットの場合は有償です。


	V12Nのプロファイルの監視	Oracle VM Server for SPARCおよびOracle Solaris Containerの各環境に関連する問題に対して監視属性を提供します。
	ネットワーク構成	VM作成ウィザードでネットワーク・トポロジを提供し、IPのマルチパスおよびVLANタグに基づいて冗長構成を強化します。
	通知	インフラストラクチャ・ターゲット(ホスト、ストレージ、VM)のイベントおよびインシデントについての通知。
	Oracle Solaris Container Management	検出、作成、削除、構成、起動、停止および監視など、完全なライフサイクル管理を実現します。
	Oracle Solarisグローバル・ゾーン	グローバル・ゾーンのリソース割当てを構成し、リソース消費を監視します。
	Oracle Solaris Zones and Patch Management	ゾーンが別のグローバル・ゾーンに移行される際に、アタッチ時の更新処理を促進します。
	Oracle VMおよびゲストVMのプロビジョニング	Oracle VMサーバー・ソフトウェアをベアメタル・サーバーにデプロイし、オペレーティング・システムのISOまたはPXEモードを使用してゲストVMを作成します。
	Oracle VM管理(Oracle VMマネージャ、セルフサービス・コンソール(IaaSマネージャ)など)	環境の要求を管理して、ストレージの容量を拡大します。
	Oracle VM Server for SPARC	検出、作成、削除、構成、起動、停止および監視など、完全なライフサイクル管理を実現します。
	パフォーマンスの監視	リアルタイムおよび履歴のパフォーマンス監視を実行します。
	Oracle VMテンプレートのプロビジョニング	Oracle VMテンプレートのプロビジョニング。
	リソース仮想プール	T-seriesサーバーのグループを構築して、ネットワーク構成と共有ストレージを管理し、作業負荷を自動的に分散して、パフォーマンス・メトリックの集約の履歴を表示します。
	ストレージの統合	Oracle Solaris ContainerおよびOracle VM Server for SPARCの各環境でOracle Sun ZFS Storage Appliancesを自動的に活用します。
	ストレージ用のプラグイン	ストレージ資産の管理を効率化します。
	テクノロジ抽出レイヤー	M-series動的ハードウェア・ドメイン、T-series Oracle VM Server for SPARCおよびOracle Solaris Zonesを使用して、複雑な運用プランを作成します。







10.5.1 Ops Centerの機能

Oracle Enterprise Manager Ops Centerは、Oracleサーバー、ストレージ、ネットワーク・デバイス、オペレーティング・システム、およびOracle Solarisの仮想化テクノロジ全体を最も包括的に管理すると同時に、ライフサイクル管理の集中化と自動化を組み込むことでIT企業の業務を飛躍的に効率化します。Ops CenterはOracleのインフラストラクチャ管理における、現時点で最も優れたソリューションです。

Ops Centerは、リソース管理と可動性の統合も含めて、仮想ゲストの完全なライフサイクル管理を実現します。これによってユーザーは業務を合理化し、停止時間を削減できます。Ops Centerは物理的システムと仮想的システムの双方に、エンド・ツー・エンドの管理ソリューションを提供します。Oracle Solaris ZonesからOracle VM Server for SPARCにいたるまで、Ops Centerは細やかな制御と作業負荷の抽出を正しく組み合せることでハードウェアおよびソフトウェアの完全なソリューションを実現します。

Ops Centerには次の機能が含まれています。


	機能	説明
	アラーム管理	アラートの関連付けと集約を行います。My Oracle Supportでサービス・リクエストをオープンします。
	資産管理	分散した資産を同一のコンソールから管理します。新規のハードウェア資産をフィールド交換ユニット(FRU)の部品番号にいたるまで記録します。
	監査レポーティング	Ops Centerで行われたソフトウェアおよび構成の変更を反映した読みやすいレポート。
	ベアメタルOSプロビジョニング	サーバーのリモート・ライトアウト・プロビジョニングに対するKickstart、Jumpstart、YASTおよびDHCP構成を自動化します。終了スクリプトおよびカスタマイゼーションを取得するプロファイルを作成します。
	Cloud Control統合	Enterprise Manager Cloud ControlとOps Center間の統合が可能です。ターゲットを検出し、アラーム情報を表示します。ハードウェア、OS、仮想化情報を表示します。
	複合的プラン管理	サーバー・プロビジョニング・タスクを包括的なイベント・ストリングにネストすることで、深層的なワークフロー・プランを作成します。
	コンプライアンスの自動化	ターゲット・ノード、Point-in-Time比較、運用ポリシーまたは自作ソフトウェア・プロファイルに対してテストをスケジューリングするレポーティング機能を提供します。
	非接続モード	Oracleへの接続を継続することでナレッジ転送の自動化および保護を実現するか、Oracleと非接続モードで実行するかを選択できます。
	エネルギの検知	コスト面から個々のサーバーまたはサーバー・グループのエネルギ消費を、ワット(W)およびキロワット時(KwH)の両方で履歴とリアルタイムで表示します。CPU使用率、温度およびファンRPMの傾向を表示します。
	OSパッチ機能の拡張	ソフトウェア・ライフサイクルのアクティビティで生じる停止時間を最小限に抑えます。
	ファームウェアのプロビジョニング	サーバーおよびストレージ機器のためのファームウェア(サービス・プロセッサ、RAID HBAカード、ドライブ・ファームウェアなど)を自動でダウンロードします。
	ハードウェア管理	Oracle T-series、M-series、X-series、ネットワーク機器およびストレージ機器全体のハードウェアを監視します。Oracle Solaris FMAとの統合が可能です。
	履歴の監視	監視対象のパフォーマンス属性について過去の傾向を参照できます。
	M-seriesの動的ドメイン	動的なハードウェア・ドメインの構成を制御するプロビジョニング・プランを作成します。
	My Oracle Supportの統合	My Oracle Supportへの統合が可能です。自動的にサービス・リクエストをオープンして資産を検証できます。サービス・リクエストのステータス更新を参照できます。
	ネットワークFabricの監視	サーバー視点による、Oracle 10GBeとInfiniband Switches、NEMsおよびHBAデバイスの検出、マッピングおよび表示を行います。
	運用プラン	製品の任意の属性にアラームしきい値を設定し、複数のボックスにプロビジョニング可能な監視プロファイルにその設定を格納します。非定型の処理およびスクリプトの実行と、その出力をキャプチャすることが可能です。
	Oracle Solaris Clusterサポート	Oracle Solaris Cluster環境を検出し、Ops Centerナレッジ・リポジトリにおけるOracle Solaris Clusterソフトウェアの完全なサポートを提供します。
	Oracle Sun ZFS Storage Appliances	Oracle Sun ZFS Storage Appliancesをトポロジで適宜検出し、デバイスの構成およびサービス情報を表示します。
	OSパフォーマンスの監視	Oracle SolarisおよびLinux OSのパフォーマンスを監視し、双方の属性のリアルタイム・ステータスと履歴グラフを提供します。
	RAIDデバイス構成	事前のOSインストールおよびRAIDデバイス構成を行います。
	ロールベースのアクセス制御	ユーザーのアクセスを制御するロールが用意され、全般的に、あるいは特定の資産グループに付与できます。
	Windowsサポート	Microsoft System Center Configuration Managerと連携した包括的なWindowsパッチ適用を実行します。

















A サード・パーティ・ライセンス


この付録では、Enterprise Managerリリース12cに含まれる特定のサード・パーティ製品のライセンス情報を示します。

次の項が含まれます。

	
市販ソフトウェア


	
オープン・ソース・ソフトウェアまたは個別ライセンスが必要な他のソフトウェア


	
Apache Software Foundation License, Version 1.1


	
Apache Software Foundation Licenses, Version 2.0


	
Eclipse Public License 1.0


	
Info-ZIP Licenses


	
The Jython License


	
The MIT License


	
Mozilla Foundation


	
OpenSSL License


	
PCRE License


	
その他のライセンス情報






A.1 市販ソフトウェア

Enterprise Manager Cloud Control 12cで配布される市販ソフトウェア製品またはコンポーネントと、適用されるライセンス情報を次の表に示します。


	プロバイダ	コンポーネント	バージョン	ライセンス情報
	Adobe	Flash	10	Copyright © 2012 Adobe Systems Incorporated.All rights reserved.
	Hewlett Packard	JDK/JRE	6.0.x	Copyright © 2005, 2009 Hewlett-Packard Development Company, L.P.
	Symark	PowerBroker	4.0.5	Copyright © 2012 BeyondTrust Software, Inc. All rights reserved.
Use of this software and/or document, as and when applicable, is also subject to the terms and conditions of the license between the licensee and BeyondTrust Software, Inc. ("BeyondTrust") or BeyondTrust's authorized remarketer, if and when applicable.











A.2 オープン・ソース・ソフトウェアまたは個別ライセンスが必要な他のソフトウェア

Enterprise Manager Cloud Control 12cで配布されるオープン・ソース・ソフトウェア製品またはコンポーネントに関する必須通知と、適用されるライセンス情報を次の表に示します。その他の通知またはライセンス(あるいは両方)が、個々のサード・パーティ・オープン・ソース・ソフトウェアの添付ドキュメントまたはreadmeファイルに含まれる場合があります。


	プロバイダ	コンポーネント	バージョン	ライセンス情報
	Adobe	Flex SDK	3.3	Copyright © 1987-1998 Adobe Systems Incorporated.
All Rights Reserved.


	Apache	Axis	Java 1.2.1, 2.1.1, 1.4, 1.4.2	This product includes software developed by The Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).
Portions Copyright 2006 International Business Machines Corp.

Portions Copyright 2005-2007 WSO2, Inc.This product also includes schemas and specification developed by:

	
The W3C consortium (http://www.w3c.org)

This product also includes WS-* schemas developed by International Business Machines Corporation, Microsoft Corporation, BEA Systems, TIBCO Software, SAP AG, Sonic Software, and VeriSign.

This product also includes a WSDL developed by salesforce.com


	
Copyright 1999-2006 salesforce.com, inc.

Portions of the included xmlbeans library were originally based on the following:

- software copyright (c) 2000-2003, BEA Systems.




このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons Beanutils	1.6, 1.7, 1.8	Copyright © 2000-2010 The Apache Software Foundation
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons Codec	1.2, 1.3	Copyright © 2002-2011 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons Collections	3.1	Copyright © 2001-2008 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons Digester	1.5, 1.7	Copyright © 2001-2011 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
This product includes software developed by The Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).

このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons JXPath	1.2	Copyright © 2001-2008 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Log4J	1.2.8, 1.2.13, 1.2.15, 1.3	Copyright © 1999-2010 Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Maven	3.0.4	Copyright © 2012 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Trinidad	
	Copyright © 2012 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	XML Beans Developer Kit (xbean.jar)	2.3.0, 2.2.0, and 2.1.0	Copyright © 2004 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Xerces	2.8.1, 2.0.1	Copyright © 1999-2010 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
All source and documentation of the Xerces project is copyrighted by the Apache Software Foundation, and made available under the Apache Software Foundation Licenses, Version 2.0.


	CACE Technologies	wincap	4.1.2	Copyright (c) 1999 - 2005 NetGroup, Politecnico di Torino (Italy).
Copyright (c) 2005 - 2010 CACE Technologies, Davis (California).

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the Politecnico di Torino, CACE Technologies nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

This product includes software developed by the University of California, Lawrence Berkeley Laboratory and its contributors.

This product includes software developed by the Kungliga Tekniska Högskolan and its contributors.

This product includes software developed by Yen Yen Lim and North Dakota State University.


	CPAN	Net-DNS	0.48	Net-DNS (http://www.net-dns.org/).The source code for the modified version of Base.pm is freely available at:

http://oss.oracle.com/projects/codefragments/dist/files/Base.pm.zip


under the Perl license.

このモジュールはPerl Artistic License (http://www.perl.com/pub/a/language/misc/Artistic.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています


	Net-IMAP-Simple (IMAP Perl Module)	0.93	Copyright © 1999 Joao Fonseca.All rights reserved.This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the same terms as Perl itself.
Note: Simple.pm in this directory is the original Perl module file.The original Perl module file has been modified slightly in this file.The changes between the original Perl module file and this file are as follows:

	
Line 1 of method "new"

The original file has:


my ( $class, $server, %options ) = @_;


The modified file (this file) has:


my ( $class, $server, $port,$timeout, %options ) = @_;


	
Line 10 of method "new"

The original file has:


$self->{sock} = new IO::Socket::INET( "$server:143" )


The modified file (this file) has:


$self->{sock} = new IO::Socket::INET( PeerAddr => $server, PeerPort => $port, Timeout  => $timeout )




Summary of the changes:

The original Perl module file hard-codes the port in the method "new".The changed file (this file) makes the port a parameter to the method "new".

このモジュールはPerl Artistic License (http://www.perl.com/pub/a/language/misc/Artistic.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています


	Perl Interpreter	5.8.8, 5.10.0	This program contains third-party code from the Comprehensive Perl Archive Network ("CPAN").Under the terms of the CPAN license, Oracle is required to provide the following notices.Note, however, that the Oracle program license that accompanied this product determines your right to use the Oracle program, including the CPAN software, and the terms contained in the following notices do not change those rights.You may obtain copies of the original source code for the CPAN modules at the following site:

http://www.cpan.org/


このモジュールはPerl Artistic License (http://www.perl.com/pub/a/language/misc/Artistic.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています


	Caucho	Hessian Binary Web Service Protocol	3.2.1	Copyright (c) 2001-2004 Caucho Technology, Inc. All rights reserved.
This product includes software developed by Caucho Technology (http://www.caucho.com/).

このライセンスはApache Software Foundation License, Version 1.1の一部です。


	Codehaus	Jettison	1.0	Copyright © 2006 Envoi Solutions LLC
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Dug Song	libdnet	1.12 ipv6	Copyright (c) 2000-2006 Dug Song
All rights reserved, all wrongs reversed.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The names of the authors and copyright holders may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	Eclipse Foundation	Jetty	7.0.1	Copyright © 2011 The Eclipse Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Google	flexlib	2.5	このライセンスはThe MIT Licenseの一部です。
	FlexLib - treegrid	2.1	Copyright (c) 2007 FlexLib Contributors.
参照: http://code.google.com/p/flexlib/wiki/ProjectContributors

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	GoogleCode	Closure	0.1.3	Copyright © 2013 GoogleCode
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	httplib2	0.7.4	Copyright © 2006 by Joe Gregorio
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	Infozip	unzip	6.0	Copyright (c) 1990-2007 Info-ZIP.All rights reserved.
このライセンスはInfo-ZIP Licensesの一部です。


	zip	3.0	Copyright (c) 1990-2007 Info-ZIP.All rights reserved.
このライセンスはInfo-ZIP Licensesの一部です。


	Atsuhiko Yamanaka, JCraft, Inc.	Java Secure Channel (JSCH)	0.1.44	Copyright (c) 2002 - 2010 Atsuhiko Yamanaka, JCraft, Inc.
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The names of the authors may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL JCRAFT, INC. OR ANY CONTRIBUTORS TO THIS SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	JSON.ORG	JSON PATH
(http://code.google.com/p/json-path/)

	0.9	Copyright © 2003-2007 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Smart
(http://code.google.com/p/json-smart/)

	1.2	Copyright © 2003-2007 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Jim Christopher	Windows Event Handling	
	This product contains materials derived from code developed by Jim Christopher that includes the following copyright notice:
Copyright (c) 2001, Jim Christopher, All Rights Reserved.


	Josh Tynjala	flextreemap	2.2.0	TreeMap Component for Adobe Flex
Copyright © 2008 Josh Tynjala

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions: The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Portions of this source code are subject to the Mozilla Foundation Public License Version 1.1 (the "License"); you may not use those files except in compliance with the License.You may obtain a copy of the License at Link1 / Software distributed under the License is distributed on an "AS IS" basis, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, either express or implied.See the License for the specific language governing rights and limitations under the License.The Original Code is from the Open Source Flex 3 SDK.The Initial Developer of the Original Code is Adobe Systems, Inc. Portions created by Josh Tynjala (joshtynjala.com) are Copyright (C) 2008 Josh Tynjala.All Rights Reserved.


	Jython	Jython	2.1, 2.2, 2.2.1, 2.5.3	Copyright (c) 2007 Python Software Foundation; All Rights Reserved.
このライセンスはThe Jython Licenseの一部です。


	Kirill Simonov	pyyaml	3.10	Copyright (c) 2006 Kirill Simonov
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	Lua.org, PUC-Rio	Lua (liblua)	5.2.3	Copyright © 1994–2012 Lua.org, PUC-Rio.
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	Microsoft	mfc71.dll, msvcr71.dll	7.10	Copyright © 2012 Microsoft.All rights reserved.
	JDBC Drivers	SQL SERVER 2005 JDBC	

	Open Source	Streaming API for XML (StAX)	StAX utils 20070216	Open Source Implementation of JSR 173
Copyright (c) 2004, Christian Niles, unit12.net

Copyright (c) 2004, Sun Microsystems, Inc.

Copyright (c) 2006, John Kristian

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the listed copyright holders nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	OpenSSL Project	OpenSSL Library	1.0.1g	Copyright (c) 1998-2011 The OpenSSL Project.
All rights reserved.

このライセンスはOpenSSL Licenseの一部です。


	Philip Hazel	libpcre	7.6	このライセンスはPCRE Licenseの一部です。
	Pngcrush	pngcrush, optimizer tool for PNG files	1.7.13	Copyright © 1998-2002, 2006-2010 Glenn Randers-Pehrson
Copyright © 2005 Greg Roelofs

This is a free, open-source program.Permission is irrevocably granted to everyone to use this version of pngcrush without payment of any fee.

Executable name is pngcrush

It was built with libpng version 1.4.1, and is running with libpng version 1.4.1 - February 25, 2010.

	
Copyright © 1998-2004, 2006-2010 Glenn Randers-Pehrson


	
Copyright © 1996, 1997 Andreas Dilger


	
Copyright © 1995, Guy Eric Schalnat, Group 42 Inc.


	
zlib version 1.2.3.9, Copyright © 1998-2002 (or later), Jean-loup Gailly and Mark Adler





	Tim Bunce	DBD Perl	1.15	Copyright (c) 1994-2006 Tim Bunce
DBI 1.20/DBD 1.15 from Tim Bunce.This product includes source code developed by Tim Bunce which can be found at http://search.cpan.org/~timb/DBD-Oracle-1.15/.


	Sudo	Sudo	1.6.7p5	Copyright (c) 1994-1996,1998-2005 Todd C. Miller
Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this permission notice appear in all copies.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND THE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS.IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, DIRECT, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

Sponsored in part by the Defense Advanced Research Projects Agency (DARPA) and Air Force Research Laboratory, Air Force Materiel Command, USAF, under agreement number F39502-99-1-0512.

Distribution of the following files requires the copyright notice, list of conditions and disclaimer:__ _ the files: err.c, lsearch.c, fnmatch.c, getcwd.c, snprintf.c, strcasecmp.c, fnmatch.h, err.h, and fnmatch.3:

Copyright (c) 1987, 1989, 1990, 1991, 1993, 1994

The Regents of the University of California.All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	tcpdump project	libpcap	1.2.1	License: BSD
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The names of the authors may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.











A.3 Apache Software Foundation License, Version 1.1

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment:

"This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)."

Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.

The names "Apache" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.For written permission, please contact apache@apache.org.

Products derived from this software may not be called "Apache", nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission of the Apache Software Foundation.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation.For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org.

Portions of this software are based upon public domain software originally written at the National Center for Supercomputing Applications, University of Illinois, Urbana-Champaign.

この製品には、Apache License 1.1の下でオラクル社にライセンス提供されている、Apache Software Foundation (http://www.apache.org)の次のソフトウェアが含まれています。次の法律上の注意点が含まれます。





A.4 Apache Software Foundation Licenses, Version 2.0

Apache License

Version 2.0, January 2004

http://www.apache.org/licenses/

TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

	
Definitions.

"License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.

"Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by the copyright owner that is granting the License.

"Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all other entities that control, are controlled by, or are under common control with that entity.For the purposes of this definition, "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.

"You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity exercising permissions granted by this License.

"Source" form shall mean the preferred form for making modifications, including but not limited to software source code, documentation source, and configuration files.

"Object" form shall mean any form resulting from mechanical transformation or translation of a Source form, including but not limited to compiled object code, generated documentation, and conversions to other media types.

"Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or Object form, made available under the License, as indicated by a copyright notice that is included in or attached to the work (an example is provided in the Appendix below).

"Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object form, that is based on (or derived from) the Work and for which the editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications represent, as a whole, an original work of authorship.For the purposes of this License, Derivative Works shall not include works that remain separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, the Work and Derivative Works thereof.

"Contribution" shall mean any work of authorship, including the original version of the Work and any modifications or additions to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of the copyright owner.For the purposes of this definition, "submitted" means any form of electronic, verbal, or written communication sent to the Licensor or its representatives, including but not limited to communication on electronic mailing lists, source code control systems, and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but excluding communication that is conspicuously marked or otherwise designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."

"Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and subsequently incorporated within the Work.


	
Grant of Copyright License.

Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and such Derivative Works in Source or Object form.


	
Grant of Patent License.

Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable (except as stated in this section) patent license to make, have made, use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such license applies only to those patent claims licensable by such Contributor that are necessarily infringed by their Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) with the Work to which such Contribution(s) was submitted.If You institute patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct or contributory patent infringement, then any patent licenses granted to You under this License for that Work shall terminate as of the date such litigation is filed.


	
Redistribution.

You may reproduce and distribute copies of the Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without modifications, and in Source or Object form, provided that You meet the following conditions:

	
You must give any other recipients of the Work or Derivative Works a copy of this License; and


	
You must cause any modified files to carry prominent notices stating that You changed the files; and


	
You must retain, in the Source form of any Derivative Works that You distribute, all copyright, patent, trademark, and attribution notices from the Source form of the Work, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works; and


	
If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its distribution, then any Derivative Works that You distribute must include a readable copy of the attribution notices contained within such NOTICE file, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works, in at least one of the following places: within a NOTICE text file distributed as part of the Derivative Works; within the Source form or documentation, if provided along with the Derivative Works; or, within a display generated by the Derivative Works, if and wherever such third-party notices normally appear.The contents of the NOTICE file are for informational purposes only and do not modify the License.You may add Your own attribution notices within Derivative Works that You distribute, alongside or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided that such additional attribution notices cannot be construed as modifying the License.You may add Your own copyright statement to Your modifications and may provide additional or different license terms and conditions for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with the conditions stated in this License.





	
Submission of Contributions.

Unless You explicitly state otherwise, any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of this License, without any additional terms or conditions.Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify the terms of any separate license agreement you may have executed with Licensor regarding such Contributions.


	
Trademarks.

This License does not grant permission to use the trade names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, except as required for reasonable and customary use in describing the origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.


	
Disclaimer of Warranty.

Unless required by applicable law or agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied, including, without limitation, any warranties or conditions of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.You are solely responsible for determining the appropriateness of using or redistributing the Work and assume any risks associated with Your exercise of permissions under this License.


	
Limitation of Liability.

In no event and under no legal theory, whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, unless required by applicable law (such as deliberate and grossly negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be liable to You for damages, including any direct, indirect, special, incidental, or consequential damages of any character arising as a result of this License or out of the use or inability to use the Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other commercial damages or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of such damages.


	
Accepting Warranty or Additional Liability.

While redistributing the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, or other liability obligations and/or rights consistent with this License.However, in accepting such obligations, You may act only on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, defend, and hold each Contributor harmless for any liability incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your accepting any such warranty or additional liability.




END OF TERMS AND CONDITIONS





A.5 Eclipse Public License 1.0

Eclipse Public License - v 1.0

THE ACCOMPANYING PROGRAM IS PROVIDED UNDER THE TERMS OF THIS ECLIPSE PUBLIC LICENSE ("AGREEMENT").ANY USE, REPRODUCTION OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM CONSTITUTES RECIPIENT'S ACCEPTANCE OF THIS AGREEMENT.

1. DEFINITIONS

"Contribution" means:

	
in the case of the initial Contributor, the initial code and documentation distributed under this Agreement, and


	
in the case of each subsequent Contributor:

i) changes to the Program, and

ii) additions to the Program;




where such changes and/or additions to the Program originate from and are distributed by that particular Contributor.A Contribution 'originates' from a Contributor if it was added to the Program by such Contributor itself or anyone acting on such Contributor's behalf.Contributions do not include additions to the Program which: (i) are separate modules of software distributed in conjunction with the Program under their own license agreement, and (ii) are not derivative works of the Program.

"Contributor" means any person or entity that distributes the Program.

"Licensed Patents" mean patent claims licensable by a Contributor which are necessarily infringed by the use or sale of its Contribution alone or when combined with the Program.

"Program" means the Contributions distributed in accordance with this Agreement.

"Recipient" means anyone who receives the Program under this Agreement, including all Contributors.

2. GRANT OF RIGHTS

	
Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free copyright license to reproduce, prepare derivative works of, publicly display, publicly perform, distribute and sublicense the Contribution of such Contributor, if any, and such derivative works, in source code and object code form.


	
Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free patent license under Licensed Patents to make, use, sell, offer to sell, import and otherwise transfer the Contribution of such Contributor, if any, in source code and object code form.This patent license shall apply to the combination of the Contribution and the Program if, at the time the Contribution is added by the Contributor, such addition of the Contribution causes such combination to be covered by the Licensed Patents.The patent license shall not apply to any other combinations which include the Contribution.No hardware per se is licensed hereunder.


	
Recipient understands that although each Contributor grants the licenses to its Contributions set forth herein, no assurances are provided by any Contributor that the Program does not infringe the patent or other intellectual property rights of any other entity.Each Contributor disclaims any liability to Recipient for claims brought by any other entity based on infringement of intellectual property rights or otherwise.As a condition to exercising the rights and licenses granted hereunder, each Recipient hereby assumes sole responsibility to secure any other intellectual property rights needed, if any.For example, if a third party patent license is required to allow Recipient to distribute the Program, it is Recipient's responsibility to acquire that license before distributing the Program.


	
Each Contributor represents that to its knowledge it has sufficient copyright rights in its Contribution, if any, to grant the copyright license set forth in this Agreement.




3. REQUIREMENTS

A Contributor may choose to distribute the Program in object code form under its own license agreement, provided that:

a) it complies with the terms and conditions of this Agreement; and

b) its license agreement:

i) effectively disclaims on behalf of all Contributors all warranties and conditions, express and implied, including warranties or conditions of title and non-infringement, and implied warranties or conditions of merchantability and fitness for a particular purpose;

ii) effectively excludes on behalf of all Contributors all liability for damages, including direct, indirect, special, incidental and consequential damages, such as lost profits;

iii) states that any provisions which differ from this Agreement are offered by that Contributor alone and not by any other party; and

iv) states that source code for the Program is available from such Contributor, and informs licensees how to obtain it in a reasonable manner on or through a medium customarily used for software exchange.

When the Program is made available in source code form:

a) it must be made available under this Agreement; and

b) a copy of this Agreement must be included with each copy of the Program.

Contributors may not remove or alter any copyright notices contained within the Program.

Each Contributor must identify itself as the originator of its Contribution, if any, in a manner that reasonably allows subsequent Recipients to identify the originator of the Contribution.

4. COMMERCIAL DISTRIBUTION

Commercial distributors of software may accept certain responsibilities with respect to end users, business partners and the like.While this license is intended to facilitate the commercial use of the Program, the Contributor who includes the Program in a commercial product offering should do so in a manner which does not create potential liability for other Contributors.Therefore, if a Contributor includes the Program in a commercial product offering, such Contributor ("Commercial Contributor") hereby agrees to defend and indemnify every other Contributor ("Indemnified Contributor") against any losses, damages and costs (collectively "Losses") arising from claims, lawsuits and other legal actions brought by a third party against the Indemnified Contributor to the extent caused by the acts or omissions of such Commercial Contributor in connection with its distribution of the Program in a commercial product offering.The obligations in this section do not apply to any claims or Losses relating to any actual or alleged intellectual property infringement.In order to qualify, an Indemnified Contributor must: a) promptly notify the Commercial Contributor in writing of such claim, and b) allow the Commercial Contributor to control, and cooperate with the Commercial Contributor in, the defense and any related settlement negotiations.The Indemnified Contributor may participate in any such claim at its own expense.

For example, a Contributor might include the Program in a commercial product offering, Product X. That Contributor is then a Commercial Contributor.If that Commercial Contributor then makes performance claims, or offers warranties related to Product X, those performance claims and warranties are such Commercial Contributor's responsibility alone.Under this section, the Commercial Contributor would have to defend claims against the other Contributors related to those performance claims and warranties, and if a court requires any other Contributor to pay any damages as a result, the Commercial Contributor must pay those damages.

5. NO WARRANTY

EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, THE PROGRAM IS PROVIDED ON AN "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTIES OR CONDITIONS OF TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.Each Recipient is solely responsible for determining the appropriateness of using and distributing the Program and assumes all risks associated with its exercise of rights under this Agreement , including but not limited to the risks and costs of program errors, compliance with applicable laws, damage to or loss of data, programs or equipment, and unavailability or interruption of operations.

6. DISCLAIMER OF LIABILITY

EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, NEITHER RECIPIENT NOR ANY CONTRIBUTORS SHALL HAVE ANY LIABILITY FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING WITHOUT LIMITATION LOST PROFITS), HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM OR THE EXERCISE OF ANY RIGHTS GRANTED HEREUNDER, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

7. GENERAL

If any provision of this Agreement is invalid or unenforceable under applicable law, it shall not affect the validity or enforceability of the remainder of the terms of this Agreement, and without further action by the parties hereto, such provision shall be reformed to the minimum extent necessary to make such provision valid and enforceable.

If Recipient institutes patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Program itself (excluding combinations of the Program with other software or hardware) infringes such Recipient's patent(s), then such Recipient's rights granted under Section 2(b) shall terminate as of the date such litigation is filed.

All Recipient's rights under this Agreement shall terminate if it fails to comply with any of the material terms or conditions of this Agreement and does not cure such failure in a reasonable period of time after becoming aware of such noncompliance.If all Recipient's rights under this Agreement terminate, Recipient agrees to cease use and distribution of the Program as soon as reasonably practicable.However, Recipient's obligations under this Agreement and any licenses granted by Recipient relating to the Program shall continue and survive.

Everyone is permitted to copy and distribute copies of this Agreement, but in order to avoid inconsistency the Agreement is copyrighted and may only be modified in the following manner.The Agreement Steward reserves the right to publish new versions (including revisions) of this Agreement from time to time.No one other than the Agreement Steward has the right to modify this Agreement.The Eclipse Foundation is the initial Agreement Steward.The Eclipse Foundation may assign the responsibility to serve as the Agreement Steward to a suitable separate entity.Each new version of the Agreement will be given a distinguishing version number.The Program (including Contributions) may always be distributed subject to the version of the Agreement under which it was received.In addition, after a new version of the Agreement is published, Contributor may elect to distribute the Program (including its Contributions) under the new version.Except as expressly stated in Sections 2(a) and 2(b) above, Recipient receives no rights or licenses to the intellectual property of any Contributor under this Agreement, whether expressly, by implication, estoppel or otherwise.All rights in the Program not expressly granted under this Agreement are reserved.

This Agreement is governed by the laws of the State of New York and the intellectual property laws of the United States of America.No party to this Agreement will bring a legal action under this Agreement more than one year after the cause of action arose.Each party waives its rights to a jury trial in any resulting litigation.





A.6 Info-ZIP Licenses

Copyright (c) 1990-2007 Info-ZIP.All rights reserved.

For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals:

Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ed Gordon, Ian Gorman, Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Steven M. Schweda, Christian Spieler, Cosmin Truta, Antoine Verheijen, Paul von Behren, Rich Wales, Mike White.

This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied.In no event shall Info-ZIP or its contributors be held liable for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to use this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the above disclaimer and the following restrictions:

	
Redistributions of source code (in whole or in part) must retain the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions.


	
Redistributions in binary form (compiled executables and libraries) must reproduce the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions in documentation and/or other materials provided with the distribution.The sole exception to this condition is redistribution of a standard UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive; that is permitted without inclusion of this license, as long as the normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled.


	
Altered versions--including, but not limited to, ports to new operating systems, existing ports with new graphical interfaces, versions with modified or added functionality, and dynamic, shared, or static library versions not from Info-ZIP--must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source or, if binaries, compiled from the original source.Such altered versions also must not be misrepresented as being Info-ZIP releases--including, but not limited to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, including, but not limited to, different capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the explicit permission of Info-ZIP.Such altered versions are further prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or Info-ZIP e-mail addresses or the Info-ZIP URL(s), such as to imply Info-ZIP will provide support for the altered versions.


	
Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip," "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and "MacZip" for its own source and binary releases.








A.7 The Jython License

A. TERMS AND CONDITIONS FOR ACCESSING OR OTHERWISE USING JYTHON PYTHON SOFTWARE FOUNDATION LICENSE VERSION 2

	
This LICENSE AGREEMENT is between the Python Software Foundation ("PSF"), and the Individual or Organization ("Licensee") accessing and otherwise using this software ("Jython") in source or binary form and its associated documentation.


	
Subject to the terms and conditions of this License Agreement, PSF hereby grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license to reproduce, analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative works, distribute, and otherwise use Jython alone or in any derivative version, provided, however, that PSF's License Agreement and PSF's notice of copyright, i.e., "Copyright (c) 2007 Python Software Foundation; All Rights Reserved" are retained in Jython alone or in any derivative version prepared by Licensee.


	
In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or incorporates Jython or any part thereof, and wants to make the derivative work available to others as provided herein, then Licensee hereby agrees to include in any such work a brief summary of the changes made to Jython.


	
PSF is making Jython available to Licensee on an "AS IS" basis.PSF MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED.BY WAY OF EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, PSF MAKES NO AND DISCLAIMS ANY REPRESENTATION OR WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF JYTHON WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS.


	
PSF SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF JYTHON FOR ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A RESULT OF MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING JYTHON, OR ANY DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF.


	
This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of its terms and conditions.


	
Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any relationship of agency, partnership, or joint venture between PSF and Licensee.This License Agreement does not grant permission to use PSF trademarks or trade name in a trademark sense to endorse or promote products or services of Licensee, or any third party.


	
By copying, installing or otherwise using Jython, Licensee agrees to be bound by the terms and conditions of this License Agreement.




Jython 2.0, 2.1 License

Jython Copyright (c) 2000, 2001, 2002, 2003, 2004, 2005, 2006, 2007 Jython Developers.All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the Jython Developers nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.





A.8 The MIT License

The MIT License

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (this "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation, the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions: The above copyright and permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT, IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.





A.9 Mozilla Foundation

Redistribution and use of this software in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the Mozilla Foundation nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission of Mozilla Foundation.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.





A.10 OpenSSL License

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit.(http://www.openssl.org/)"


	
The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.For written permission, please contact openssl-core@openssl.org.


	
Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project.


	
Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)"




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

============================================================

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

Original SSLeay License

Copyright (c) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)

All rights reserved.

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are aheared to.The following conditions apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code.The SSL documentation included with this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be removed.

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the parts of the library used.

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or textual) provided with the package.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement:

"This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)"

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being used are not cryptographic related :-).


	
If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you must include an acknowledgement:

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)"




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed. i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.]





A.11 PCRE License

PCRE is a library of functions to support regular expressions whose syntax and semantics are as close as possible to those of the Perl 5 language.

Release 8 of PCRE is distributed under the terms of the "BSD" licence, as specified below.The documentation for PCRE, supplied in the "doc" directory, is distributed under the same terms as the software itself.

The basic library functions are written in C and are freestanding.Also included in the distribution is a set of C++ wrapper functions, and a just-in-time compiler that can be used to optimize pattern matching.These are both optional features that can be omitted when the library is built.

THE BASIC LIBRARY FUNCTIONS

Written by: Philip Hazel

Email local part: ph10

Email domain: cam.ac.uk

University of Cambridge Computing Service, Cambridge, England.

Copyright (c) 1997-2012 University of Cambridge

All rights reserved.

PCRE JUST-IN-TIME COMPILATION SUPPORT

Written by: Zoltan Herczeg

Email local part: hzmester

Email domain: freemail.hu

Copyright(c) 2010-2012 Zoltan Herczeg

All rights reserved.

STACK-LESS JUST-IN-TIME COMPILER

Written by: Zoltan Herczeg

Email local part: hzmester

Email domain: freemail.hu

Copyright(c) 2009-2012 Zoltan Herczeg

All rights reserved.

THE C++ WRAPPER FUNCTIONS

Contributed by: Google Inc.

Copyright (c) 2007-2012, Google Inc.

All rights reserved.

THE "BSD" LICENSE

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the University of Cambridge nor the name of Google Inc. nor the names of their contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.





A.12 その他のライセンス情報

Enterprise Managerと一緒に提供されるOracle Database 11g R1に含まれるその他のサード・パーティ製品のライセンス情報は、次のWebサイトにあります。

http://download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/license.111/b28287/apxa.htm#sthref85">>http://download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/license.111/b28287/apxa.htm#sthref85

Enterprise Managerと一緒に提供されるOracle Database 11g R2に含まれるその他のサード・パーティ製品のライセンス情報は、次のWebサイトにあります。

http://download.oracle.com/docs/cd/E11882_01/license.112/e10594/apxa.htm#sthref82

Enterprise Managerと一緒に提供されるOracle Application Serverに含まれるその他のサード・パーティ製品のライセンス情報は、次のWebサイトにあります。

http://download.oracle.com/docs/cd/B32110_01/index.htm

Enterprise Managerと一緒に提供されるJDK 6に含まれるその他のサード・パーティ製品のライセンス情報は、次のWebサイトにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/thirdpartyreadme/index.html











B Oracle Enterprise Manager Ops Centerのサード・パーティ・ライセンス

この付録では、Oracle Enterprise Manager Ops Centerリリース12cに含まれる特定のサード・パーティ製品のライセンス情報を示します。

次の項が含まれます。

	
市販ソフトウェア


	
オープン・ソース・ソフトウェアまたは個別ライセンスが必要な他のソフトウェア


	
Apache Software Foundation Licenses, Version 2.0


	
GNU Lesser General Public License


	
The Jython License


	
OpenSSL License






B.1 市販ソフトウェア

Oracle Enterprise Manager Ops Centerバージョン12cで配布される市販ソフトウェア製品またはコンポーネントと、適用されるライセンス情報を次の表に示します。


	プロバイダ	コンポーネント	バージョン	ライセンス情報
	Hunter Digital Ventures, LLC	com.oreilly.servlet Library Software	1	The source code, object code, and documentation in the com.oreilly.servlet package are licensed by Hunter Digital Ventures, LLC.
	Potix Corporation	ZK Ajax Web Framework	2.3.1	Oracle products include third-party software subject to the proprietary interests of Oracle's suppliers.
	Thorsten Suckow-Homberg	Ext.ux.Livegrid	0.1	This Oracle product includes EXT.UX.LIVEGRID Software licensed from Thorsten Suckow-Homberg which may not be used independently of the Oracle product.









B.2 オープン・ソース・ソフトウェアまたは個別ライセンスが必要な他のソフトウェア

Oracle Enterprise Manager Ops Centerバージョン12cで配布されるオープン・ソース・ソフトウェア製品またはコンポーネントに関する必須通知と、適用されるライセンス情報を次の表に示します。その他の通知またはライセンス(あるいは両方)が、個々のサード・パーティ・オープン・ソース・ソフトウェアの添付ドキュメントまたはreadmeファイルに含まれる場合があります。


	プロバイダ	コンポーネント	バージョン	ライセンス情報
	Abiss	Sarissa	0.9.6.1	”You are receiving a copy of the (identify the LGPL code_________________) as well as any modifications made thereto in both source and object code in the following JAR (identify the JAR___________).The terms of the Oracle license do NOT apply to the (identify the LGPL code_________________) program or any modifications made thereto; it is licensed under the following license, separately from the Oracle programs you receive.If you do not wish to install this program, you may (development to provide brief instruction on how not to install__________________________).
このライセンスはGNU Lesser General Public Licenseの一部です。


	Adobe	Flex SDK	3.3	Copyright © 1987-1998 Adobe Systems Incorporated.
All Rights Reserved.


	Apache	Apache HTTPサーバー	2.4.12 (2.4.10 TPNO 18388の更新)	Apache HTTP Server
Copyright 2015 The Apache Software Foundation.

このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Apache Log4J	1.2.14	Copyright © 1999-2010 Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Apache Lucene	3.0.0	Copyright 2006 The Apache Software Foundation.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons Codec	1.6	Copyright © 2002-2009 The Apache Software Foundation.All Rights Reserved.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons FileUpload	1.3.1	Apache Commons FileUpload
Copyright 2002-2008 The Apache Software Foundation

このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Commons HttpClient	4.2.1	このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。
	Commons IO	2.2	Copyright 2002-2010 The Apache Software Foundation.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Jakarta Commons Net	1.1.0	Copyright 2003-2007 The Apache Software Foundation.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Jakarta Regexp	1.5	Copyright 2003-2007 The Apache Software Foundation.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	commons-logging	1.1.1	Apache Commons Logging
Copyright 2003-2007 The Apache Software Foundation

このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	Atsuhiko Yamanaka, JCraft, Inc.	Java Secure Channel (JSCH)	0.1.48	Copyright (c) 2002 - 2010 Atsuhiko Yamanaka, JCraft, Inc.
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The names of the authors may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL JCRAFT, INC. OR ANY CONTRIBUTORS TO THIS SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	CPAN	perl module: Expect	1.21	This program contains third-party code from the Comprehensive Perl Archive Network (”CPAN”).Under the terms of the CPAN license, Oracle is required to provide the following notices.Note, however, that the Oracle program license that accompanied this product determines your right to use the Oracle program, including the CPAN software, and the terms contained in the following notices do not change those rights.
Source code for the CPAN modules may be obtained at the following sites:

Copyright (c) 1997 Austin Schutz (retired)

expect() interface & functionality enhancements

Copyright (c) 1999-2006 Roland Giersig.

This module is now maintained by Roland Giersig

このモジュールはPerl Artistic License (http://www.perl.com/pub/a/language/misc/Artistic.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています


	perl module: IO-stty	0.3	This program contains third-party code from the Comprehensive Perl Archive Network (”CPAN”).Under the terms of the CPAN license, Oracle is required to provide the following notices.Note, however, that the Oracle program license that accompanied this product determines your right to use the Oracle program, including the CPAN software, and the terms contained in the following notices do not change those rights.
Source code for the CPAN modules may be obtained at the following sites:

Copyright (c) 1997 Austin Schutz, all rights reserved.

このモジュールはPerl Artistic License (http://www.perl.com/pub/a/language/misc/Artistic.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています


	perl module: IO-tty	1.10	This program contains third-party code from the Comprehensive Perl Archive Network (”CPAN”).Under the terms of the CPAN license, Oracle is required to provide the following notices.Note, however, that the Oracle program license that accompanied this product determines your right to use the Oracle program, including the CPAN software, and the terms contained in the following notices do not change those rights.
Source code for the CPAN modules may be obtained at the following sites:

Originally written by Graham Barr gbarr@pobox.com, based on the Ptty module by Nick Ing-Simmons

Now maintained and heavily written by Roland Giersig

Contains copyrighted stuff from openssh v3.0p1, authored by Tatu Ylonen, Markus Friedl and Todd C. Miller. I also got a lot of inspiry from the pty code in Xemacs.

このモジュールはPerl Artistic License (http://www.perl.com/pub/a/language/misc/Artistic.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています


	Daniel Stenberg	cURL (libcurl)	7.37.0	COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE
Copyright (c) 1996 - 2009, Daniel Stenberg, <daniel@haxx.se>.

All rights reserved.

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this permission notice appear in all copies.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of a copyright holder shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software without prior written authorization of the copyright holder.


	Dojo	Dojo Toolkit	1.3.3	Copyright (c) 2005-2009, The Dojo Foundation
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the Dojo Foundation nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	Flot	Flot	0.7	Copyright (c) 2007-2009 IOLA and Ole Laursen
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	GlassFish	Wiseman	1.0	このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。
	Guido Flohr	libintl-perl	1.20	You are receiving a copy of the (identify the LGPL code_________________) as well as any modifications made thereto in both source and object code in the following library file (identify the library file___________).The terms of the Oracle license do NOT apply to the (identify the LGPL code_________________) program or any modifications made thereto; it is licensed under the following license, separately from the Oracle programs you receive.If you wish to remove this program, you may (development to provide brief instruction on how to remove__________________________).
このライセンスはGNU Lesser General Public Licenseの一部です。


	Internet Systems Consortium	DHCP	3.0pl1	Copyright © 2004-2011 by Internet Systems Consortium, Inc. ("ISC")
Copyright © 1995-2003 by Internet Software Consortium

Permission to use, copy, modify, and/or distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this permission notice appear in all copies.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ISC DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS.IN NO EVENT SHALL ISC BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, DIRECT, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.


	JSONorg	JSON	1.5	Copyright (c) 2002 JSON.org
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

The Software shall be used for Good, not Evil.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	JSON-lib	2.4	Copyright 2003-2007 The Apache Software Foundation.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	JetBrains	IntelliJ IDEA	11	このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。
	John Resig	JQuery	1.5.1	Copyright (c) 2011 John Resig, http://jquery.com/
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OFMERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BELIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	Jython	Jython	2.5.1	Copyright (c) 2007 Python Software Foundation; All Rights Reserved.
このライセンスはThe Jython Licenseの一部です。


	j-interop.org	j-interop	1.23	You are receiving a copy of the (identify the LGPL code_________________) in both source and object code in the following JAR (identify the JAR___________).The terms of the Oracle license do NOT apply to the (identify the LGPL code_________________) program; it is licensed under the following license, separately from the Oracle programs you receive.If you do not wish to install this program, you may (development to provide brief instruction on how not to install__________________________).
このライセンスはGNU Lesser General Public Licenseの一部です。


	jcifs.samba.org	jcifs	1.2.9	You are receiving a copy of the (identify the LGPL code_________________) in both source and object code in the following JAR (identify the JAR___________).The terms of the Oracle license do NOT apply to the (identify the LGPL code_________________) program; it is licensed under the following license, separately from the Oracle programs you receive.If you do not wish to install this program, you may (development to provide brief instruction on how not to install__________________________).
このライセンスはGNU Lesser General Public Licenseの一部です。


	kXML	kXML	2.2.2	Copyright (c) 2002,2003, Stefan Haustein, Oberhausen, Rhld., Germany
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	The Legion Of The Bouncy Castle	Bouncy Castle Crypto API	1.48	Copyright (c) 2000 - 2015 The Legion of the Bouncy Castle Inc. (http://www.bouncycastle.org)
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	Nicolas Garcia Belmonte	JavaScript InfoVis Toolkit (JIT)	1.1.3	Copyright (c) 2010, Nicolas Garcia Belmonte.
All rights reserved

	
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:


	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the organization nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY NICOLAS GARCIA BELMONTE ``AS IS'' AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL NICOLAS GARCIA BELMONTE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	OpenSSL Project	OpenSSL	1.0.1k	Copyright (c) 1998-2008 The OpenSSL Project.
All rights reserved.

このライセンスはOpenSSL Licenseの一部です。


	OpenSymphony	Quartz Enterprise Job Scheduler (quartz-all-1.6.0.jar)	1.6.0	Quartz Scheduler source code and documentation are Copyright (c) 2001-2010 Terracotta, Inc.
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	openSPARC.net	Python	2.5.2	このソフトウェアはPython Software Foundationライセンス(https://docs.python.org/2/license.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています
	Python Software Foundation	Python Programming Language	2.5、2.6および2.7	このソフトウェアはPython Software Foundationライセンス(https://docs.python.org/2/license.html)の下でオラクル社にライセンス提供されています
	rpm.org	rpm	4.1	You are receiving a copy of the (identify the LGPL code_________________) in both source and object code in the following JAR (identify the JAR___________).The terms of the Oracle license do NOT apply to the (identify the LGPL code_________________) program; it is licensed under the following license, separately from the Oracle programs you receive.If you do not wish to install this program, you may (development to provide brief instruction on how not to install__________________________).
このライセンスはGNU Lesser General Public Licenseの一部です。


	Selenium	Selenium WebDriver C#	2.43.1	このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。
	SpringSource	Spring Framework	2.0.2	Copyright © 2004-2009 Rod Johnson, Juergen Hoeller, Keith Donald, Colin Sampaleanu, Rob Harrop, Alef Arendsen, Thomas Risberg, Darren Davison, Dmitriy Kopylenko, Mark Pollack, Thierry Templier, Erwin Vervaet, Portia Tung, Ben Hale, Adrian Colyer, John Lewis, Costin Leau, Mark Fisher, Sam Brannen, Ramnivas Laddad, Arjen Poutsma, Chris Beams, Tareq Abedrabbo, Andy Clement
このライセンスはApache Software Foundation Licenses, Version 2.0の一部です。


	xmlpull.org	xmlpull	1.1	Copyright (c) 2002,2003, Stefan Haustein, Oberhausen, Rhld., Germany
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions: The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	xmlsoft.org	libxml2	2.7.8	Copyright (c) xmlsoft
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	Yahoo	YUI (Yahoo User Interface) Library Compressor	2.4.2	Copyright (c) 2009, Yahoo!Inc. All rights reserved.
Redistribution and use of this software in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of Yahoo!Inc. nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission of Yahoo!Inc.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.











B.3 Apache Software Foundation Licenses, Version 2.0

Apache License

Version 2.0, January 2004

http://www.apache.org/licenses/

TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

	
Definitions.

"License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.

"Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by the copyright owner that is granting the License.

"Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all other entities that control, are controlled by, or are under common control with that entity.For the purposes of this definition, "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.

"You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity exercising permissions granted by this License.

"Source" form shall mean the preferred form for making modifications, including but not limited to software source code, documentation source, and configuration files.

"Object" form shall mean any form resulting from mechanical transformation or translation of a Source form, including but not limited to compiled object code, generated documentation, and conversions to other media types.

"Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or Object form, made available under the License, as indicated by a copyright notice that is included in or attached to the work (an example is provided in the Appendix below).

"Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object form, that is based on (or derived from) the Work and for which the editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications represent, as a whole, an original work of authorship.For the purposes of this License, Derivative Works shall not include works that remain separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, the Work and Derivative Works thereof.

"Contribution" shall mean any work of authorship, including the original version of the Work and any modifications or additions to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of the copyright owner.For the purposes of this definition, "submitted" means any form of electronic, verbal, or written communication sent to the Licensor or its representatives, including but not limited to communication on electronic mailing lists, source code control systems, and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but excluding communication that is conspicuously marked or otherwise designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."

"Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and subsequently incorporated within the Work.


	
Grant of Copyright License.

Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and such Derivative Works in Source or Object form.


	
Grant of Patent License.

Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable (except as stated in this section) patent license to make, have made, use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such license applies only to those patent claims licensable by such Contributor that are necessarily infringed by their Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) with the Work to which such Contribution(s) was submitted.If You institute patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct or contributory patent infringement, then any patent licenses granted to You under this License for that Work shall terminate as of the date such litigation is filed.


	
Redistribution.

You may reproduce and distribute copies of the Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without modifications, and in Source or Object form, provided that You meet the following conditions:

	
You must give any other recipients of the Work or Derivative Works a copy of this License; and


	
You must cause any modified files to carry prominent notices stating that You changed the files; and


	
You must retain, in the Source form of any Derivative Works that You distribute, all copyright, patent, trademark, and attribution notices from the Source form of the Work, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works; and


	
If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its distribution, then any Derivative Works that You distribute must include a readable copy of the attribution notices contained within such NOTICE file, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works, in at least one of the following places: within a NOTICE text file distributed as part of the Derivative Works; within the Source form or documentation, if provided along with the Derivative Works; or, within a display generated by the Derivative Works, if and wherever such third-party notices normally appear.The contents of the NOTICE file are for informational purposes only and do not modify the License.You may add Your own attribution notices within Derivative Works that You distribute, alongside or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided that such additional attribution notices cannot be construed as modifying the License.You may add Your own copyright statement to Your modifications and may provide additional or different license terms and conditions for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with the conditions stated in this License.





	
Submission of Contributions.

Unless You explicitly state otherwise, any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of this License, without any additional terms or conditions.Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify the terms of any separate license agreement you may have executed with Licensor regarding such Contributions.


	
Trademarks.

This License does not grant permission to use the trade names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, except as required for reasonable and customary use in describing the origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.


	
Disclaimer of Warranty.

Unless required by applicable law or agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied, including, without limitation, any warranties or conditions of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.You are solely responsible for determining the appropriateness of using or redistributing the Work and assume any risks associated with Your exercise of permissions under this License.


	
Limitation of Liability.

In no event and under no legal theory, whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, unless required by applicable law (such as deliberate and grossly negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be liable to You for damages, including any direct, indirect, special, incidental, or consequential damages of any character arising as a result of this License or out of the use or inability to use the Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other commercial damages or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of such damages.


	
Accepting Warranty or Additional Liability.

While redistributing the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, or other liability obligations and/or rights consistent with this License.However, in accepting such obligations, You may act only on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, defend, and hold each Contributor harmless for any liability incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your accepting any such warranty or additional liability.




END OF TERMS AND CONDITIONS





B.4 GNU Lesser General Public License

Version 2.1, February 1999

Copyright © 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc.

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed.

[This is the first released version of the Lesser GPL.It also counts as the successor of the GNU Library Public License, version 2, hence the version number 2.1.]

Preamble

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it.By contrast, the GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software--to make sure the software is free for all its users.

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages-typically libraries-of the Free Software Foundation and other authors who decide to use it.You can use it too, but we suggest you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use in any particular case, based on the explanations below.

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price.Our General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of it in new free programs; and that you are informed that you can do these things.

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these rights.These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it.

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave you.You must make sure that they, too, receive or can get the source code.If you link other code with the library, you must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the library and recompiling it.And you must show them these terms so they know their rights.

We protect your rights with a two-step method: (1) we copyright the library, and (2) we offer you this license, which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the library.

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library.Also, if the library is modified by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, so that the original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by others.

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program.We wish to make sure that a company cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder.Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full freedom of use specified in this license.

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License.This license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License.We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs.

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally speaking a combined work, a derivative of the original library.The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the entire combination fits its criteria of freedom.The Lesser General Public License permits more lax criteria for linking other code with the library.

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the ordinary General Public License.It also provides other free software developers Less of an advantage over competing non-free programs.These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many libraries.However, the Lesser license provides advantages in certain special circumstances.

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it becomes a de-facto standard.To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library.A more frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries.In this case, there is little to gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License.

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large body of free software.For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system.

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program that is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library.

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow.Pay close attention to the difference between a "work based on the library" and a "work that uses the library".The former contains code derived from the library, whereas the latter must be combined with the library in order to run.

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright holder or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called "this License").Each licensee is addressed as "you".

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with application programs (which use some of those functions and data) to form executables.

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms.A "work based on the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly into another language.(Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".)

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it.For a library, complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the library.

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope.The act of running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered only if its contents constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing it).Whether that is true depends on what the Library does and what the program that uses the Library does.

	
You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with the Library.

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee.


	
You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions:

	
The modified work must itself be a software library.


	
You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change.


	
You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License.


	
If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that uses the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful.

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined independent of the application.Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by this function must be optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute square roots.)




These requirements apply to the modified work as a whole.If identifiable sections of that work are not derived from the Library, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works.But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library.

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the Library) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License.


	
You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the Library.To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 2, instead of to this License.(If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.)Do not make any other change in these notices.

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all subsequent copies and derivative works made from that copy.

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library.


	
You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange.

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to copy the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are not compelled to copy the source along with the object code.


	
A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being compiled or linked with it, is called a "work that uses the Library".Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and therefore falls outside the scope of this License.

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library (because it contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library".The executable is therefore covered by this License.Section 6 states terms for distribution of such executables.

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work may be a derivative work of the Library even though the source code is not.Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a library.The threshold for this to be true is not precisely defined by law.

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and small inline functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work.(Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under Section 6.)

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 6. Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself.


	
As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to produce a work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms permit modification of the work for the customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications.

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its use are covered by this License.You must supply a copy of this License.If the work during execution displays copyright notices, you must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this License.Also, you must do one of these things:

	
Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source code, so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified executable containing the modified Library.(It is understood that the user who changes the contents of definitions files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.)


	
Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library.A suitable mechanism is one that (1) uses at run time a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library functions into the executable, and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs one, as long as the modified version is interface-compatible with the version that the work was made with.


	
Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution.


	
If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the above specified materials from the same place.


	
Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy.




For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for reproducing the executable from it.However, as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable.

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally accompany the operating system.Such a contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable that you distribute.


	
You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other library facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two things:

	
Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library facilities.This must be distributed under the terms of the Sections above.


	
Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining where to find the accompanying uncombined form of the same work.





	
You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this License.Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate your rights under this License.However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance.


	
You are not required to accept this License, since you have not signed it.However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Library or its derivative works.These actions are prohibited by law if you do not accept this License.Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Library or works based on it.


	
Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions.You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein.You are not responsible for enforcing compliance by third parties with this License.


	
If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License.If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library at all.For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is implemented by public license practices.Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License.


	
If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded.In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License.


	
The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to time.Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number.If the Library specifies a version number of this License which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by the Free Software Foundation.If the Library does not specify a license version number, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation.


	
If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with these, write to the author to ask for permission.For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this.Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally.

NO WARRANTY


	
BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW.EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU.SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION.


	
IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.




END OF TERMS AND CONDITIONS





B.5 The Jython License

A. TERMS AND CONDITIONS FOR ACCESSING OR OTHERWISE USING JYTHON PYTHON SOFTWARE FOUNDATION LICENSE VERSION 2

	
This LICENSE AGREEMENT is between the Python Software Foundation ("PSF"), and the Individual or Organization ("Licensee") accessing and otherwise using this software ("Jython") in source or binary form and its associated documentation.


	
Subject to the terms and conditions of this License Agreement, PSF hereby grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license to reproduce, analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative works, distribute, and otherwise use Jython alone or in any derivative version, provided, however, that PSF's License Agreement and PSF's notice of copyright, i.e., "Copyright (c) 2007 Python Software Foundation; All Rights Reserved" are retained in Jython alone or in any derivative version prepared by Licensee.


	
In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or incorporates Jython or any part thereof, and wants to make the derivative work available to others as provided herein, then Licensee hereby agrees to include in any such work a brief summary of the changes made to Jython.


	
PSF is making Jython available to Licensee on an "AS IS" basis.PSF MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED.BY WAY OF EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, PSF MAKES NO AND DISCLAIMS ANY REPRESENTATION OR WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF JYTHON WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS.


	
PSF SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF JYTHON FOR ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A RESULT OF MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING JYTHON, OR ANY DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF.


	
This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of its terms and conditions.


	
Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any relationship of agency, partnership, or joint venture between PSF and Licensee.This License Agreement does not grant permission to use PSF trademarks or trade name in a trademark sense to endorse or promote products or services of Licensee, or any third party.


	
By copying, installing or otherwise using Jython, Licensee agrees to be bound by the terms and conditions of this License Agreement.




Jython 2.0, 2.1 License

Jython Copyright (c) 2000, 2001, 2002, 2003, 2004, 2005, 2006, 2007 Jython Developers.All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the Jython Developers nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.





B.6 OpenSSL License

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit.(http://www.openssl.org/)"


	
The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.For written permission, please contact openssl-core@openssl.org.


	
Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project.


	
Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)"




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

============================================================

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

Original SSLeay License

Copyright (c) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)

All rights reserved.

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com).The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are aheared to.The following conditions apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code.The SSL documentation included with this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be removed.

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the parts of the library used.

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or textual) provided with the package.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement:

"This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)"

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being used are not cryptographic related :-).


	
If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you must include an acknowledgement:

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)"




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed. i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.]











C Oracle Enterprise Manager Ops CenterのOracleライセンス


この付録では、Oracle Enterprise Manager Ops Centerリリース12cに含まれる特定のOracleテクノロジのライセンス情報を示します。特に明記しないかぎり、この章のすべてのライセンスは通知の目的のみで提供しています。

この章の各項で次のライセンスについて説明します。

	
Java Developers Kit 7u2


	
LDOM Manager 1.2、1.3、2.0、2.1、2.2


	
Oracle HW Manager Pack 2.2.1


	
JAX-B 2.1.13


	
JAX-WS 2.1.4


	
Glassfish 3.1.1


	
Java Web Services Developer Pack (JWSDP) 1.6


	
JMX-WS 1.0


	
Oracle Instant Client 11.2.0.3


	
Oracle Universal Connection Pool 11.1.0.7


	
TopLink 11.1.1.4.0


	
Oracle BI Publisher Desktop 11.1.1.3


	
OVM Storage Connect Framework (Plugin Manager) 1.2.8


	
OVM Storage Connect - SCCaller API 0.4.0


	
Sun Storage 7000 Storage Connect Plugin 1.0.1






C.1 Java Developers Kit 7u2

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/license/index.html





C.2 LDOM Manager 1.2、1.3、2.0、2.1、2.2

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/documentation/index.html





C.3 Oracle HW Manager Pack 2.2.1

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://docs.oracle.com/cd/E20451_01/index.html





C.4 JAX-B 2.1.13

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://jaxb.java.net/2.1.13/docs/





C.5 JAX-WS 2.1.4

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://jax-ws.java.net/2.1.4/docs/





C.6 Glassfish 3.1.1

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/glassfish/downloads/glassfish-312-3rdparty-readme-1521433.html





C.7 Java Web Services Developer Pack (JWSDP) 1.6

JWSDP includes the following products:

JAXB

The following software may be included in this product: iso-relax.jar v2002/07/07. Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

The MIT License

Copyright (c)

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE

The following software may be included in this product: Resolver.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

xml-commons/LICENSE.txt $Id: THIRDPARTYLICENSEREADME,v 1.3 2005/05/27 08:34:40 rameshm Exp $

See README.txt for additional licensing information.

=============================================================

The Apache Software License, Version 1.1

Copyright (c) 2001-2002 The Apache Software Foundation.All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment:

"This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)."

Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.


	
The names "Apache" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.For written permission, please contact apache@apache.org.


	
Products derived from this software may not be called "Apache", nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission of the Apache Software Foundation.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. ==============================================================

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation.For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

JAXP

The following software may be included in this product: DOM Level 2. Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

W3C?SOFTWARE NOTICE AND LICENSE

Copyright (c) 1994-2002 World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University).All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/

This W3C work (including software, documents, or other related items) is being provided by the copyright holders under the following license.By obtaining, using and/or copying this work, you (the licensee) agree that you have read, understood, and will comply with the following terms and conditions:

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation, with or without modification, for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that you include the following on ALL copies of the software and documentation or portions thereof, including modifications, that you make:

	
The full text of this NOTICE in a location viewable to users of the redistributed or derivative work.


	
Any pre-existing intellectual property disclaimers, notices, or terms and conditions.If none exist, a short notice of the following form (hypertext is preferred, text is permitted) should be used within the body of any redistributed or derivative code: "Copyright ?[$date-of-software] World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University).All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/"


	
Notice of any changes or modifications to the W3C files, including the date changes were made.(We recommend you provide URIs to the location from which the code is derived.)




THIS SOFTWARE AND DOCUMENTATION IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION.

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or publicity pertaining to the software without specific, written prior permission.Title to copyright in this software and any associated documentation will at all times remain with copyright holders.

The following software may be included in this product: Xalan 2.x.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Apache License

Version 2.0, January 2004

http://www.apache.org/licenses/

TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

	
Definitions.

"License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.

"Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by the copyright owner that is granting the License.

"Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all other entities that control, are controlled by, or are under common control with that entity.For the purposes of this definition, "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.

"You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity exercising permissions granted by this License.

"Source" form shall mean the preferred form for making modifications, including but not limited to software source code, documentation source, and configuration files.

"Object" form shall mean any form resulting from mechanical transformation or translation of a Source form, including but not limited to compiled object code, generated documentation, and conversions to other media types.

"Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or Object form, made available under the License, as indicated by a copyright notice that is included in or attached to the work (an example is provided in the Appendix below).

"Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object form, that is based on (or derived from) the Work and for which the editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications represent, as a whole, an original work of authorship.For the purposes of this License, Derivative Works shall not include works that remain separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, the Work and Derivative Works thereof.

"Contribution" shall mean any work of authorship, including the original version of the Work and any modifications or additions to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of the copyright owner.For the purposes of this definition, "submitted" means any form of electronic, verbal, or written communication sent to the Licensor or its representatives, including but not limited to communication on electronic mailing lists, source code control systems, and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but excluding communication that is conspicuously marked or otherwise designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."

"Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and subsequently incorporated within the Work.


	
Grant of Copyright License.Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and such Derivative Works in Source or Object form.


	
Grant of Patent License.Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable (except as stated in this section) patent license to make, have made, use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such license applies only to those patent claims licensable by such Contributor that are necessarily infringed by their Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) with the Work to which such Contribution(s) was submitted.If You institute patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct or contributory patent infringement, then any patent licenses granted to You under this License for that Work shall terminate as of the date such litigation is filed.


	
Redistribution.You may reproduce and distribute copies of the Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without modifications, and in Source or Object form, provided that You meet the following conditions:

	
You must give any other recipients of the Work or Derivative Works a copy of this License; and


	
You must cause any modified files to carry prominent notices stating that You changed the files; and


	
You must retain, in the Source form of any Derivative Works that You distribute, all copyright, patent, trademark, and attribution notices from the Source form of the Work, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works; and


	
If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its distribution, then any Derivative Works that You distribute must include a readable copy of the attribution notices contained within such NOTICE file, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works, in at least one of the following places: within a NOTICE text file distributed as part of the Derivative Works; within the Source form or documentation, if provided along with the Derivative Works; or, within a display generated by the Derivative Works, if and wherever such third-party notices normally appear.The contents of the NOTICE file are for informational purposes only and do not modify the License.You may add Your own attribution notices within Derivative Works that You distribute, alongside or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided that such additional attribution notices cannot be construed as modifying the License.




You may add Your own copyright statement to Your modifications and may provide additional or different license terms and conditions for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with the conditions stated in this License.


	
Submission of Contributions.Unless You explicitly state otherwise, any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of this License, without any additional terms or conditions.Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify the terms of any separate license agreement you may have executed with Licensor regarding such Contributions.


	
Trademarks.This License does not grant permission to use the trade names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, except as required for reasonable and customary use in describing the origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.


	
Disclaimer of Warranty.Unless required by applicable law or agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied, including, without limitation, any warranties or conditions of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.You are solely responsible for determining the appropriateness of using or redistributing the Work and assume any risks associated with Your exercise of permissions under this License.


	
Limitation of Liability.In no event and under no legal theory, whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, unless required by applicable law (such as deliberate and grossly negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be liable to You for damages, including any direct, indirect, special, incidental, or consequential damages of any character arising as a result of this License or out of the use or inability to use the Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other commercial damages or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of such damages.


	
Accepting Warranty or Additional Liability.While redistributing the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, or other liability obligations and/or rights consistent with this License.However, in accepting such obligations, You may act only on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, defend, and hold each Contributor harmless for any liability incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your accepting any such warranty or additional liability.




END OF TERMS AND CONDITIONS

APPENDIX: How to apply the Apache License to your work.

To apply the Apache License to your work, attach the following boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[]" replaced with your own identifying information.(Don't include the brackets!)The text should be enclosed in the appropriate comment syntax for the file format.We also recommend that a file or class name and description of purpose be included on the same "printed page" as the copyright notice for easier identification within third-party archives.

Copyright [yyyy] [name of copyright owner]

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); you may not use this file except in compliance with the License.You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.

See the License for the specific language governing permissions and limitations under the License.

The following software may be included in this product: BCEL 5.x.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: Redistribution of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.Redistribution in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

The names "Apache JServ", "Apache JServ Servlet Engine" and "Java Apache Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.Products derived from this software may not be called "Apache JServ" nor may "Apache" nor "Apache JServ" appear in their names without prior written permission of the Java Apache Project.Redistribution of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE JAVA APACHE PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE JAVA APACHE PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The following software may be included in this product: RegExp v1.x. Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: Redistribution of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.Redistribution in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

The names "Apache JServ", "Apache JServ Servlet Engine" and "Java Apache Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.Products derived from this software may not be called "Apache JServ" nor may "Apache" nor "Apache JServ" appear in their names without prior written permission of the Java Apache Project.Redistribution of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE JAVA APACHE PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE JAVA APACHE PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The following software may be included in this product: Jcup.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

CUP Parser Generator Copyright Notice, License, and Disclaimer

Copyright 1996-1999 by Scott Hudson, Frank Flannery, C. Scott Ananian

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both the copyright notice and this permission notice and warranty disclaimer appear in supporting documentation, and that the names of the authors or their employers not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission.

The authors and their employers disclaim all warranties with regard to this software, including all implied warranties of merchantability and fitness.In no event shall the authors or their employers be liable for any special, indirect or consequential damages or any damages whatsoever resulting from loss of use, data or profits, whether in an action of contract, negligence or other tortious action, arising out of or in connection with the use or performance of this software.

The following software may be included in this product: Jlex.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

JLEX COPYRIGHT NOTICE, LICENSE AND DISCLAIMER.

The following software may be included in this product: Xerces v2.6.x.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Copyright 1996-2003 by Elliot Joel Berk and C. Scott Ananian

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both the copyright notice and this permission notice and warranty disclaimer appear in supporting documentation, and that the name of the authors or their employers not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission.

The authors and their employers disclaim all warranties with regard to this software, including all implied warranties of merchantability and fitness.In no event shall the authors or their employers be liable for any special, indirect or consequential damages or any damages whatsoever resulting from loss of use, data or profits, whether in an action of contract, negligence or other tortious action, arising out of or in connection with the use or performance of this software.

Java is a trademark of Sun Microsystems, Inc. References to the Java programming language in relation to JLex are not meant to imply that Sun endorses this product.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: Redistribution of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.Redistribution in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

The names "Apache JServ", "Apache JServ Servlet Engine" and "Java Apache Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.Products derived from this software may not be called "Apache JServ" nor may "Apache" nor "Apache JServ" appear in their names without prior written permission of the Java Apache Project.Redistribution of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE JAVA APACHE PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE JAVA APACHE PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

SAAJ

Java WSDP Registry Server

The following software may be included in this product: Xindice 1.x.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: Redistribution of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.Redistribution in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

The names "Apache JServ", "Apache JServ Servlet Engine" and "Java Apache Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.Products derived from this software may not be called "Apache JServ" nor may "Apache" nor "Apache JServ" appear in their names without prior written permission of the Java Apache Project.Redistribution of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE JAVA APACHE PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE JAVA APACHE PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

XML Digital Signatures

The following software may be included in this product: Apache XML Security.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: Redistribution of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.Redistribution in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

The names "Apache JServ", "Apache JServ Servlet Engine" and "Java Apache Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.Products derived from this software may not be called "Apache JServ" nor may "Apache" nor "Apache JServ" appear in their names without prior written permission of the Java Apache Project.Redistribution of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE JAVA APACHE PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE JAVA APACHE PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The following software may be included in this product: DOM Level 2. Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

W3C?SOFTWARE NOTICE AND LICENSE

Copyright ?1994-2002 World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University).All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/

This W3C work (including software, documents, or other related items) is being provided by the copyright holders under the following license.By obtaining, using and/or copying this work, you (the licensee) agree that you have read, understood, and will comply with the following terms and conditions:

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation, with or without modification, for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that you include the following on ALL copies of the software and documentation or portions thereof, including modifications, that you make:

	
The full text of this NOTICE in a location viewable to users of the redistributed or derivative work.


	
Any pre-existing intellectual property disclaimers, notices, or terms and conditions.If none exist, a short notice of the following form (hypertext is preferred, text is permitted) should be used within the body of any redistributed or derivative code: "Copyright ?[$date-of-software] World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University).All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/"


	
Notice of any changes or modifications to the W3C files, including the date changes were made.(We recommend you provide URIs to the location from which the code is derived.)




THIS SOFTWARE AND DOCUMENTATION IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION.

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or publicity pertaining to the software without specific, written prior permission.Title to copyright in this software and any associated documentation will at all times remain with copyright holders.

XML Web Services Security

The following software may be included in this product: Apache XML Security.Use of any of this software is governed by the terms of the license below:

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: Redistribution of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.Redistribution in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

The names "Apache JServ", "Apache JServ Servlet Engine" and "Java Apache Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.Products derived from this software may not be called "Apache JServ" nor may "Apache" nor "Apache JServ" appear in their names without prior written permission of the Java Apache Project.Redistribution of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: This product includes software developed by the Java Apache Project for use in the Apache JServ servlet engine project (http://java.apache.org/).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE JAVA APACHE PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE JAVA APACHE PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.





C.8 JMX-WS 1.0

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://ws-jmx-connector.java.net/license.txt





C.9 Oracle Instant Client 11.2.0.3

Oracle Technology Network Development and Distribution License Terms for Instant Client

Export Controls on the Programs

Selecting the "Accept License Agreement" button is a confirmation of your agreement that you comply, now and during the trial term, with each of the following statements:

	
You are not a citizen, national, or resident of, and are not under control of, the government of Cuba, Iran, Sudan, Libya, North Korea, Syria, nor any country to which the United States has prohibited export.


	
You will not download or otherwise export or re-export the Programs, directly or indirectly, to the above mentioned countries nor to citizens, nationals or residents of those countries.


	
You are not listed on the United States Department of Treasury lists of Specially Designated Nationals, Specially Designated Terrorists, and Specially Designated Narcotic Traffickers, nor are you listed on the United States Department of Commerce Table of Denial Orders.


	
You will not download or otherwise export or re-export the Programs, directly or indirectly, to persons on the above mentioned lists.


	
You will not use the Programs for, and will not allow the Programs to be used for, any purposes prohibited by United States law, including, without limitation, for the development, design, manufacture or production of nuclear, chemical or biological weapons of mass destruction.




EXPORT RESTRICTIONS

You agree that U.S. export control laws and other applicable export and import laws govern your use of the programs, including technical data; additional information can be found on Oracle®'s Global Trade Compliance web site (http://www.oracle.com/products/export).

You agree that neither the programs nor any direct product thereof will be exported, directly, or indirectly, in violation of these laws, or will be used for any purpose prohibited by these laws including, without limitation, nuclear, chemical, or biological weapons proliferation.

Oracle Employees: Under no circumstances are Oracle Employees authorized to download software for the purpose of distributing it to customers.Oracle products are available to employees for internal use or demonstration purposes only.In keeping with Oracle's trade compliance obligations under U.S. and applicable multilateral law, failure to comply with this policy could result in disciplinary action up to and including termination.

Note: You are bound by the Oracle Technology Network ("OTN") License Agreement terms.The OTN License Agreement terms also apply to all updates you receive under your Technology Track subscription.

The OTN License Agreement terms below supercede any shrinkwrap license on the OTN Technology Track software CDs and previous OTN License terms (including the Oracle Program License as modified by the OTN Program Use Certificate).

Oracle Technology Network Development and Distribution License Agreement for Instant Client

"We," "us," and "our" refers to Oracle America, Inc. "You" and "your" refers to the individual or entity that wishes to use the Programs from Oracle under this Agreement."Programs" refers to the Software Products referenced below that you wish to download and use and Program documentation."License" refers to your right to use the Programs and Program documentation under the terms of this Agreement.The substantive and procedural laws of California govern this Agreement.You and Oracle agree to submit to the exclusive jurisdiction of, and venue in, the courts of San Francisco, San Mateo, or Santa Clara counties in California in any dispute arising out of or relating to this Agreement.

We are willing to license the Programs to you only upon the condition that you accept all of the terms contained in this Agreement.Read the terms carefully and select the "Accept" button at the bottom of the page to confirm your acceptance.If you are not willing to be bound by these terms, select the "Do Not Accept" button and the registration process will not continue.

Software Product

- Instant Client

License Rights

License.

We grant you a non-exclusive right and license to use the Programs solely for your business purposes and development and testing purposes, subject to the terms of this Agreement.You may allow third parties to use the Programs, subject to the terms of this Agreement, provided such third party use is for your business operations only.

Distribution License

We grant you a non-exclusive right and license to distribute the Programs, provided that you do not charge your end users for use of the Programs.Your distribution of such Programs shall at a minimum include the following terms in an executed license agreement between you and the end user that: (1) restrict the use of the Programs to the business operations of the end user; (2) prohibit (a) the end user from assigning, giving, or transferring the Programs or an interest in them to another individual or entity (and if your end user grants a security interest in the Programs, the secured party has no right to use or transfer the Programs); (b) make the Programs available in any manner to any third party for use in the third party's business operations (unless such access is expressly permitted for the specific program license or materials from the services you have acquired); and (c) title to the Programs from passing to the end user or any other party; (3) prohibit the reverse engineering (unless required by law for interoperability), disassembly or decompilation of the Programs and prohibit duplication of the Programs except for a sufficient number of copies of each Program for the end user's licensed use and one copy of each Program media; (4) disclaim, to the extent permitted by applicable law, our liability for any damages, whether direct, indirect, incidental, or consequential, arising from the use of the Programs; (5) require the end user at the termination of the Agreement, to discontinue use and destroy or return to you all copies of the Programs and documentation; (6) prohibit publication of any results of benchmark tests run on the Programs; (7) require the end user to comply fully with all relevant export laws and regulations of the United States and other applicable export and import laws to assure that neither the Programs, nor any direct product thereof, are exported, directly or indirectly, in violation of applicable laws; (8) do not require us to perform any obligations or incur any liability not previously agreed to between you and us; (9) permit you to audit your end user's use of the Programs or to assign your right to audit the end user's use of the Programs to us; (10) designate us as a third party beneficiary of the end user license agreement; (11) include terms consistent with those contained in the sections of this Agreement entitled "Disclaimer of Warranties and Exclusive Remedies," "No Technical Support," "End of Agreement," "Relationship Between the Parties," and "Open Source"; and (11) exclude the application of the Uniform Computer Information Transactions Act.

You may allow your end users to permit third parties to use the Programs on such end user's behalf for the purposes set forth in the end user license agreement, subject to the terms of such agreement.You shall be financially responsible for all claims and damages to us caused by your failure to include the required contractual terms set forth above in each end user license agreement between you and an end user.We are a third party beneficiary of any end user license agreement between you and the end user, but do not assume any of your obligations thereunder, and you agree that you will not enter into any end user license agreement that excludes us as a third party beneficiary and will inform your end users of our rights.

If you want to use the Programs for any purpose other than as expressly permitted under this Agreement you must contact us to obtain the appropriate license.We may audit your use of the Programs.Program documentation is either shipped with the Programs, or documentation may be accessed online at http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html.

You agree to: (a) defend and indemnify us against all claims and damages caused by your distribution of the Programs in breach of this Agreement and/or failure to include the required contractual provisions in your end user agreement as stated above; (b) keep executed end user agreements and records of end user information including name, address, date of distribution and identity of Programs distributed; (c) allow us to inspect your end user agreements and records upon request; and, (d) enforce the terms of your end user agreements so as to effect a timely cure of any end user breach, and to notify us of any breach of the terms.

Ownership and Restrictions

We retain all ownership and intellectual property rights in the Programs.You may make a sufficient number of copies of the Programs for the licensed use and one copy of the Programs for backup purposes.

You may not:

	
use the Programs for any purpose other than as provided above;


	
charge your end users for use of the Programs;


	
remove or modify any Program markings or any notice of our proprietary rights;


	
assign this agreement or give the Programs, Program access or an interest in the Programs to any individual or entity except as provided under this agreement;


	
cause or permit reverse engineering (unless required by law for interoperability), disassembly or decompilation of the Programs;


	
disclose results of any Program benchmark tests without our prior consent.




Export

You agree that U.S. export control laws and other applicable export and import laws govern your use of the Programs, including technical data; additional information can be found on Oracle's Global Trade Compliance web site located at http://www.oracle.com/products/export/index.html. You agree that neither the Programs nor any direct product thereof will be exported, directly, or indirectly, in violation of these laws, or will be used for any purpose prohibited by these laws including, without limitation, nuclear, chemical, or biological weapons proliferation.

Disclaimer of Warranty and Exclusive Remedies

THE PROGRAMS ARE PROVIDED "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND.WE FURTHER DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESS AND IMPLIED, INCLUDING WITHOUT LIMITATION, ANY IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE OR NONINFRINGEMENT.

IN NO EVENT SHALL WE BE LIABLE FOR ANY INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, PUNITIVE OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR DAMAGES FOR LOSS OF PROFITS, REVENUE, DATA OR DATA USE, INCURRED BY YOU OR ANY THIRD PARTY, WHETHER IN AN ACTION IN CONTRACT OR TORT, EVEN IF WE HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.OUR ENTIRE LIABILITY FOR DAMAGES HEREUNDER SHALL IN NO EVENT EXCEED ONE THOUSAND DOLLARS (U.S. $1,000).

No Technical Support

Our technical support organization will not provide technical support, phone support, or updates to you or end users for the Programs licensed under this agreement.

Restricted Rights

If you distribute a license to the United States government, the Programs, including documentation, shall be considered commercial computer software and you will place a legend, in addition to applicable copyright notices, on the documentation, and on the media label, substantially similar to the following:

NOTICE OF RESTRICTED RIGHTS

"Programs delivered subject to the DOD FAR Supplement are 'commercial computer software' and use, duplication, and disclosure of the programs, including documentation, shall be subject to the licensing restrictions set forth in the applicable Oracle license agreement.Otherwise, programs delivered subject to the Federal Acquisition Regulations are 'restricted computer software' and use, duplication, and disclosure of the programs, including documentation, shall be subject to the restrictions in FAR 52.227-19, Commercial Computer Software-Restricted Rights (June 1987).Oracle Corporation, 500 Oracle Parkway, Redwood City, CA 94065."

End of Agreement

You may terminate this Agreement by destroying all copies of the Programs.We have the right to terminate your right to use the Programs if you fail to comply with any of the terms of this Agreement, in which case you shall destroy all copies of the Programs.

Relationship Between the Parties

The relationship between you and us is that of licensee/licensor.Neither party will represent that it has any authority to assume or create any obligation, express or implied, on behalf of the other party, nor to represent the other party as agent, employee, franchisee, or in any other capacity.Nothing in this Agreement shall be construed to limit either party's right to independently develop or distribute software that is functionally similar to the other party's products, so long as proprietary information of the other party is not included in such software.

Open Source

"Open Source" software - software available without charge for use, modification and distribution - is often licensed under terms that require the user to make the user's modifications to the Open Source software or any software that the user 'combines' with the Open Source software freely available in source code form.If you use Open Source software in conjunction with the Programs, you must ensure that your use does not: (i) create, or purport to create, obligations of us with respect to the Oracle Programs; or (ii) grant, or purport to grant, to any third party any rights to or immunities under our intellectual property or proprietary rights in the Oracle Programs.For example, you may not develop a software program using an Oracle Program and an Open Source program where such use results in a program file(s) that contains code from both the Oracle Program and the Open Source program (including without limitation libraries) if the Open Source program is licensed under a license that requires any "modifications" be made freely available.You also may not combine the Oracle Program with programs licensed under the GNU General Public License ("GPL") in any manner that could cause, or could be interpreted or asserted to cause, the Oracle Program or any modifications thereto to become subject to the terms of the GPL.

Entire Agreement

You agree that this Agreement is the complete agreement for the Programs and licenses, and this Agreement supersedes all prior or contemporaneous Agreements or representations.If any term of this Agreement is found to be invalid or unenforceable, the remaining provisions will remain effective.

Last updated: 01/24/08

Should you have any questions concerning this License Agreement, or if you desire to contact Oracle for any reason, please write:

Oracle America, Inc.

500 Oracle Parkway,

Redwood City, CA 94065

Oracle may contact you to ask if you had a satisfactory experience installing and using this OTN software download.





C.10 Oracle Universal Connection Pool 11.1.0.7

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/licenses/standard-license-152015.html





C.11 TopLink 11.1.1.4.0

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/doc.1111/e14860/products.htm#BABBCFGG





C.12 Oracle BI Publisher Desktop 11.1.1.3

Oracle Enterprise Manager Ops Center customers may use the embedded Oracle Business Intelligence Publisher to run the shipped, unmodified reports.If customers want to modify the shipped reports, or create and run new BI Publisher reports, they must purchase a Full Use license of Business Intelligence Publisher.





C.13 OVM Storage Connect Framework (Plugin Manager) 1.2.8

ライセンス情報は、次のページにあります。

https://edelivery.oracle.com/EPD/LinuxLicense/get_form?fullscreen=1&ARU_LANG=US





C.14 OVM Storage Connect - SCCaller API 0.4.0

ライセンス情報は、次のページにあります。

https://edelivery.oracle.com/EPD/LinuxLicense/get_form?fullscreen=1&ARU_LANG=US





C.15 Sun Storage 7000 Storage Connect Plugin 1.0.1

ライセンス情報は、次のページにあります。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/zfssa-plugins-1489830.html
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このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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